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調査区遠景（南西から）

古墳時代前期出土土器集合





　ҵ৓ݝでは，高଎ಓ࿏໢やҵ৓ۭߓなど，ަ通Πϯϑϥの੔උがਐ

められており，つく͹ΤΫεϓϨεとこれらを݁Ϳことで，Ԋઢ地Ҭ

のੜ׆ελΠϧやϏδωεޮ཰がඈ༂తに޲上しています。

　つく͹ΤΫεϓϨεԊઢ地Ҭでは，「౎ࢢ」「ࣗવ」「஌」のັྗが

調࿨する「つく͹ελΠϧ」をָしΉことがで͖るまͪͮくりがਐめ

られており，ͦの一؀として，「ҏಸ・୩࿨ྕٰݪ部一体型特定土地

区ը੔ཧࣄ業」をܧଓతにਐめています。

　しかしながら，このࣄ業༧定地内には埋ଂ文Խࡒแଂ地である前ా

ଜ遺跡が所ࡏすることから，記࿥อଘのાஔをͣߨるඞཁがあるため，

当ஂࡒがҵ৓ݝから埋ଂ文Խࡒのൃ۷調査のҕୗをड͚，ฏ成４೥４

݄からฏ成９೥３݄までの５೥ؒにわたりこれを࣮施し，ͦの成Ռに

ついては，طにʰҵ৓ڭݝҭஂࡒ文Խࡒ調査ใࠂʱ第 �7・116・127・

146・147 集としてॱ࣍ץ行したとこΖです。

本書は，ฏ成 22 ೥７݄からฏ成 23 ೥１݄までの７か݄ؒにわたり

࣮施した前ాଜ遺跡（̡区）の調査の成Ռをऩ࿥したものです。ֶज़

తなڀݚ資料としてはもとより，ڷ土のྺ࢙にରするཧղをਂめ，ڭ

ҭ・文Խの޲上の一ॿとして׆ޚ用いた͚ͩれ͹޾いです。

るまで，ҕୗऀでࢸ行にץ後になりますが，ൃ۷調査から本書の࠷

ありますҵ৓ݝ土Ӝ土໦ࣄ຿所ٴͼچҵ৓ݝつく͹まͪͮくりηϯλ

ʔ（ݱҵ৓ݝ土Ӝ土໦ࣄ຿所つく͹支所）から多大なྗڠޚをࣀりま

したことにରし，ް くྱޚਃし上げますとともに，ҵ৓ڭݝҭҕһձ，

つく͹みらいڭࢢҭҕһձをはじめ，関܎各Ґからいたͩいたࢦޚಋ，

。ਃし上げますँײにରしਂくྗڠޚ

序

ஂࡒҭڭݝ๏ਓҵ৓ஂࡒ

ฏ成　೥�３݄24

ཧࣄ長 ླ ໦ ۍ 一





１　本書は，ҵ৓ݝつく͹まͪͮくりηϯλʔ（ݱҵ৓ݝ土Ӝ土໦ࣄ຿所つく͹支所）のҕୗにより，ஂࡒ

๏ਓҵ৓ڭݝҭஂࡒがࣜגձࣾγϯٕज़ίϯαϧを調査体੍に૊みࠐみ，ฏ成 22 ೥౓にൃ۷調査を࣮施し

たҵ৓ݝつく͹みらいాࢢଜ字ೆ് 765 ൪地΄かに所ࡏする前ాଜ遺跡のൃ۷調査ใࠂ書である。

２　ൃ۷調査期ؒٴͼ੔ཧ期ؒは以下のとおりである。

　　調査　　　ฏ成 22 ೥７݄１೔～ฏ成 23 ೥１݄ 31 ೔

　　੔ཧ　　　ฏ成 23 ೥７݄１೔～ฏ成 24 ೥３݄ 31 ೔

３　ൃ۷調査は，調査՝長஑ాߊ一のもと，以下のऀが୲当した。

ट੮調査һ݉൝長 օ઒　　म

主೚調査һ ෱Ҫ　流੕（ࣜגձࣾγϯٕज़ίϯαϧ）

調 査 һ 小઒　長ಋ（ࣜגձࣾγϯٕज़ίϯαϧ）

ܭ ଌ һ ਢ౻　貴子（ࣜגձࣾγϯٕज़ίϯαϧ）

４　੔ཧٴͼ本書のࣥච・ฤ集は，੔ཧ՝長ݪ৴ాਖ਼෉のもと，以下のऀが୲当した。

主೚調査һ ෱Ҫ　流੕（ࣜגձࣾγϯٕज़ίϯαϧ）

ܭ ଌ һ ਢ౻　貴子（ࣜגձࣾγϯٕज़ίϯαϧ）

（ձࣾγϯٕज़ίϯαϧࣜג）本　উ一ࡔ

ࣸ真ࡱӨٕࢣ 小஑　༤རѥ（ࣜגձࣾγϯٕज़ίϯαϧ）

５　本書のࣥචは෱Ҫ，ฤ集はਢ౻・ࡔ本，遺物ࣸ真ࡱӨは小஑が行ͬた。

６　本書の作成にあたり，ฏ҆時୅の竪穴住居跡などから出土した鉄関連遺物の෼類・ந出などをたたらݚ

。ಋいたͩいたࢦに͝ࢯձҕһの穴ᖒٛޭڀ

７　当遺跡から出土したਓٴࠎͼ्ࠎの同定については，࢙ྺཱࠃຽଏത物ؗڭतの੢本๛ࢯ߂にґཔし，

考࡯は付ষとしてר຤に掲載した。

例 言



１　当遺跡の地区設定は，೔本ฏ面௚֯࠲ඪ系第ᶟ系࠲ඪに४ڌし，̭࣠ʹʴ 500 ̼，̮࣠ʹʴ 17,4�0 ̼の

ަ点をج४点（̖１B1）とした。なお，このݪ点は，೔本ଌ地系によるج४点である。

　　調査区は，このج४点をجに遺跡ൣғ内を東੢・ೆ北各ʑ 40 ̼࢛方の大調査区に෼割し，さらに，この

大調査区を東੢・ೆ北に各ʑ 10 ౳෼し，４̼࢛方の小調査区を設定した。大調査区の໊শは，ΞϧϑΝϕ

οτとࢉ用਺字を用い，北からೆ΁̖，̗，̘ ŋŋŋ，੢から東΁１，２，３ŋŋŋ とし，「̖１区」「̗２区」の

ようにݺশした。さらに，小調査区は，北からೆ΁ B，C，DŋŋŋK，੢から東΁ 1，2，3ŋŋŋ0 とし，໊শは「̖

１B1 区」のようにݺশした。なお，当遺跡は調査区がศٓ上，̖～̡区に෼͚られている。また，今回の

੔ཧ作業時にʰҵ৓ڭݝҭஂࡒ文Խࡒ調査ใࠂʱ第 116・127・146・147 集でใࠂした調査区設定図にޡり

があることが判໌したため，ͦのҐஔ関܎をमਖ਼し，調査区設定図を作成した。

２　遺構൪߸については，各遺構ຖにط調査時の࠷ऴ൪߸の࣍から付した。

３　ঞ࿥の北Ңٴͼ東ܦのཝには，೔本ଌ地系にͮجくҢ౓・ܦ౓を（　）を付してซ記した。

４　遺構・遺物・土૚の࣮ଌ図，一ཡ表などで࢖用した記߸は࣍のとおりである。

遺構　̥－ϐοτ　4%－ߔ跡　4* －竪穴住居跡　4,－土49　޵－ෆ໌遺構

遺物　%1－土製品ٴͼম成೪土塊・炉壁　̢－ۚଐ製品ٴͼ鉄関連遺物　̦－ੴ器・ੴ製品

51－୓本記࿥土器

土૚　̠－֧ཚ

５　土૚観࡯と遺物にお͚る৭調の判定には，h ৽൛ඪ४土৭஽ （ɦ小山ਖ਼஧・஛ݪल༤ฤஶ　೔本৭ࣄݚ業ג

ࣜձࣾ）を࢖用した。

６　遺構・遺物࣮ଌ図のॖईは，࣍のとおりである。

（１）　遺構શ体図は 400 ෼の１，各遺構࣮ଌ図はݪଇとして 60 ෼の１で掲載した。たͩし，ͦのॖईで掲

載がࠔ೉なものについては，దٓॖईをมえている。各図にはͦれͧれのεέʔϧを付した。

（２）　遺物࣮ଌ図はݪଇとして３෼の１で掲載した。छ類や大͖さによりҟなる৔合があり，ͦれらについ

てはݸʑにॖईを表示した。

（３）　遺構ٴͼ遺物࣮ଌ図中の表示は࣍のとおりである。

　　　　ম土・੺࠼　　　　　　炉・Ր床面・ણҡ土器அ面　　　　　　竈部ࠇ・ࡐ৭ॲཧ

　　　　࣫・墨書　　　　　　　ഗ・༉Ԏ

　　˔土器・ಃ器　　˓土製品ٴͼম成೪土塊・炉壁　　□ੴ器・ੴ製品　　˚ۚଐ製品ٴͼ鉄関連遺物

　Խ面　　　　　˓　˓　　ຏりൣғ　　　　　□　□　　Ꮟ͖ൣғߗ　　　　　　

７　遺構観࡯表・遺物観࡯表の表記は，࣍のとおりである。

，ଌ஋の୯Ґは，̼，DNܭ。ଘ஋を，ʦ　ʧ内の਺஋はਪ定஋を示したݱଌ஋の（　）内の਺஋はܭ　（１）

ｇで示した。

（２）　遺物観࡯表のඋ考ཝには，土器の࢒ଘ཰，ࣸ真図൛൪߸ٴͼͦの他ඞཁ߲ࣄを記した。

（３）　遺物൪߸は通し൪߸とし，本文，ૠ図，観࡯表，ࣸ真図൛に記した൪߸と同一とした。

（４）　鉄関連遺物の࣓ண౓は製鉄関連遺物෼類用の「ඪ४࣓ੴ」を用い，資料をॱ࣍઀ۙさͤることにより，

ඪ४࣓ੴが動͖始めるڑ཭୯Ґ（６ᶱを１୯Ґとする）をධՁ台ࢴ上で読औり，࣓ண൓Ԡを਺஋Խし

凡 例



たもので，਺஋が大͖い΄ど࣓ணੑがڧいことをҙຯする。ϝλϧ౓は特घۚଐ୳஌ػでۚଐ鉄の遺

ଘ量を判定したもので，小さな鉄から大͖な鉄のॱに，̝（˓），̢（˕），̡（˔），特̡（ˑ）と

表示する。なお，かつてۚଐ鉄が内แされていた資料で，᭕Խしてしまͬたものは，᭕Խ（˚）と表

示する。

８　「主࣠」については，竪穴住居跡では炉・竈を通る࣠ઢとし，ͦ の他の遺構では長࣠を主࣠とみなした。「主

࣠方޲」は主࣠が࠲ඪ北からみて，どの方޲にどれ͚ͩৼれているかを֯౓で表示した（例　̣－ 10 －˃̚）。

９　第 367� ߸土޵から出土したਓࠎは調査ऴྃ後，ࡔ東ؠࢢҪのԆ໋ࣉにてڙཆ，埋૴した。また，第

3641・3653・3656 ߸土޵から出土した्ࠎは，࢙ྺཱࠃຽଏത物ؗڭतの੢本๛ࢯ߂にڀݚ資料としてد

ଃした。
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遺 跡 の概要

遺跡の位置と調査の目的

　前ాଜ遺跡は，つく͹みらいࢢ中ԝからやや北ଆのつ

く͹ΤΫεϓϨεみらいฏӺから北੢に໿ 1�5ᶳの地点

にҐஔし，小
㆓

֋
ㆉㆂ

઒
ㆋ㇏

ࠨ
㆕

؛
ㆋ㇓

のஜ
ㆤㆎ

೾
ㆰ

・Ҵ
ㆂㆪ

ෑ
㆗ㆌ

台
ㆠㆂ

地
ㆡ

上
㆘㇇ㆄ

にཱ地してい

ます。遺跡はฏ成４～８೥౓に調査が行われ，ೄ文時୅

からۙ世までのෳ合遺跡であることが໌らかになͬてい

ます。中でも，ೄ文時୅中期の遺構・遺物が਺多く確認

されており，当時の集落の様૬を஌る上で貴重な資料となͬています。

　今回の調査は遺跡の一部が，ҏಸ・୩࿨ྕٰݪ部一体型特定土地区ը੔ཧࣄ

業地内にあることから，遺跡の内༰を図やࣸ真に記࿥するために，ҵ৓ڭݝҭ

。が行ͬたものですஂࡒ

調査の内容

　今回の調査区（̡区）は遺跡ೆ୺部のઉ
㆜ㆤ

状
㆘㇇ㆄ

台
ㆠㆂ

地
ㆡ

ԑ
ㆆ㇓

ล
ㆺ㇓

部
ㆶ

の台地ฏୱ部からࣼ

面部にか͚てҐஔし，੢から東に޲かͬてඪ高が௿くなͬています。調査の݁

Ռ，ೄ文時୅，ݹ෿時୅，ฏ҆時୅の集落跡の΄か，ۙ世（໿ 300 ೥前）のุ
ㆼ

޵
㆓ㆄ

などを確認しました。

調査の成果

今回の調査では，ೄ文時୅，ݹ෿時୅前期，ฏ҆時୅の集落跡が確認されま

した。ೄ文時୅では，竪穴住居跡を確認したことにより，遺跡ೆ୺部でも集落

が形成されていたことがわかりました。ݹ෿時୅前期の集落跡は今回の調査区

にྡ઀する̟区でも確認していることから，̟・̡区पลҬを中৺に集落がӦ

まれていたと考えられます。また，多くの竪穴住居跡ではম土や୸Խࡐととも

にᆁ
ㆉ㇓

・器
ㆌ

台
ㆠㆂ

・高
㆟ㆉ

ᆀ
ㆤㆌ

などが出土していることから，住居を廃ઈするࡍにԿらかの
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ࡇ
㆕ㆂ

᛾
㆗

が行われた可能ੑが考えられます。ฏ҆時୅の集落跡は，竪穴住居跡から

出土した土器の特௃から，９世紀後葉から 10 世紀中葉にか͚てӦまれたと考

えられます。９世紀後葉の竪穴住居跡では鍛
ㆉ

冶
㆘

に関連する羽
ㆯ

口
㆏ㆡ

や鉄
ㆦㆣ

滓
㆕ㆂ

，10 世

紀の竪穴住居跡では製鉄に関連する炉
㇍

壁
ㆸㆌ

や炉
㇍

底
ㆦㆂ

塊
ㆉㆂ

が出土したことから，྆時期

の集落内で鍛冶作業と製鉄操業がͦれͧれ行われていたと考えられます。今回

の調査成Ռとこれまでの調査成Ռにより，当遺跡の集落のมભや各時୅にお͚

る集落でのੜ׆様૬の一୺が໌らかになりました。

ฏ҆時୅の竪穴住居跡では，製鉄関連遺物や鍛冶関
連遺物が出土しました。

炉壁や炉底塊，羽口や鉄滓が出土したことで，集落
内で鉄や鉄製品が଄られていたことがわかりまし
た。

われたと考えられるᆁ・器台・高ᆀな࢖᛾にࡇにڞとࡐ෿時୅の竪穴住居跡では，ম土や୸Խݹ
どの土器がたくさΜ出土しました。�
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　ฏ成 21 ೥７݄６೔，ҵ৓ݝつく͹まͪͮくりηϯλʔ長（ݱҵ৓ݝ土Ӝ土໦ࣄ຿所長）は，ҵ৓ڭݝҭҕ

һձڭҭ長にରして，ҏಸ・୩࿨ྕٰݪ部一体型特定土地区ը੔ཧࣄ業地内にお͚る埋ଂ文Խࡒの所ࡏの༗

無ٴͼͦのऔѻいについてরձした。これをड͚てҵ৓ڭݝҭҕһձは，ฏ成 21 ೥７݄ 14 ೔にݱ地౿査を，

ฏ成 21 ೥ 11 ݄ 10 ೔に۷ࢼ調査を࣮施した。ฏ成 21 ೥ 12 ݄ 24 ೔，ҵ৓ڭݝҭҕһձڭҭ長は，ҵ৓ݝつ

く͹まͪͮくりηϯλʔ長あてに，ࣄ業地内に前ాଜ遺跡が所ࡏすることٴͼͦのऔѻいについてผ్ٞڠ

がඞཁであることを回౴した。ฏ成 22 ೥２݄８೔ ,�ҵ৓ݝつく͹まͪͮくりηϯλʔ長は，ҵ৓ڭݝҭҕһ

ձڭҭ長にରして，文Խࡒอޢ๏第 �4 ৚に͖ͮج，土໦ࣄ޻౳のための埋ଂ文Խࡒแଂ地のൃ۷について通

஌した。ҵ৓ڭݝҭҕһձڭҭ長は，ݱ状อଘがࠔ೉であることから，記࿥อଘのためのൃ۷調査がඞཁで

あるとܾ定し，ฏ成 22 ೥３݄５೔，ҵ৓ڭݝҭҕһձڭҭ長からҵ৓ݝつく͹まͪͮくりηϯλʔ長あてに，

ணख前にൃ۷調査を࣮施するよう通஌した。ฏ成22೥３݄ࣄ޻ 12೔，ҵ৓ݝつく͹まͪͮくりηϯλʔ長は，

ҵ৓ڭݝҭҕһձڭҭ長にରして，ҏಸ・୩࿨ྕٰݪ部一体型特定土地区ը੔ཧࣄ業に܎る埋ଂ文Խ۷ൃࡒ

調査の࣮施についてのٞڠ書をఏ出した。ฏ成 22 ೥３݄ 26 ೔，ҵ৓ڭݝҭҕһձڭҭ長は，ҵ৓ݝつく͹

まͪͮくりηϯλʔ長あてに，前ాଜ遺跡についてൃ۷調査のൣғٴͼ面ੵ౳について回౴し，ซͤて埋ଂ

文Խࡒの調査ػ関として，ஂࡒ๏ਓҵ৓ڭݝҭஂࡒを঺հした。

業についてҕࣄ۷調査ൃࡒつく͹まͪͮくりηϯλʔ長から埋ଂ文Խݝは，ҵ৓ஂࡒҭڭݝ๏ਓҵ৓ஂࡒ　

ୗをड͚，ҵ৓ڭݝҭҕһձの定める「ஂࡒ๏ਓҵ৓ڭݝҭஂࡒのൃ۷調査にお͚るຽؒൃ۷調査૊৫のಋ

入に関するࢦ਑」に͖ͮج，当ஂࡒにຽؒൃ۷調査૊৫を૊みࠐΜで，ฏ成 22 ೥７݄１೔からฏ成 23 ೥１

݄ 31 ೔までൃ۷調査を࣮施した。

調査は，ฏ成 22 ೥７݄１೔からฏ成 23 ೥１݄ 31 ೔までの７か݄にわたͬて࣮施した。ͦの概ཁを表で記

載する。

　　第１અ 調査にࢸるܦҢ

第１ষ　調 査 ܦ Ң

　　第２અ 調 査 ܦ 過
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　前ాଜ遺跡は，ҵ৓ݝつく͹みらいాࢢଜ字ೆ് 765 ൪地΄かに所ࡏしている。

つく͹みらいࢢはฏ成 1� ೥にஜ೾܊ҏಸொと୩࿨ݪଜの合ซにより஀ੜしたࢢで，ҵ৓ݝのೆ੢部にҐஔ

している。ࢢの地形は中ԝ部でَౖ઒と小֋઒によͬて形成されたԭੵ௿地（َౖ઒－小֋઒௿地）が޿がり，

北東部はஜ೾・Ҵෑ台地，ೆ੢部は北૬അ台地，ೆ東部は݁৓台地である。

　当遺跡がཱ地するஜ೾・Ҵෑ台地は，ҵ৓ݝೆ部からઍ葉ݝ北部に޿がるৗ総台地の一部である。੢をَౖ

઒－小֋઒௿地，東をࡩ઒௿地にڬまれたೆ北໿ 44LN，東੢໿ 3�LNの台地で，台地面はશ体として北から

ೆにࣼ܏している１）。小֋઒௿地Ԋいの台地੢ଆԑล部では，੢΁開口するथࢬ状の小支୩がൃୡし，台地ೆ

部では੢୩ా઒と東୩ా઒の開ੳ୩がൃୡしている。台地はซ૸する୩によͬて୹࡭状に෼அされ，これらを

流れる઒はٱڇপに流入している。地૚は֋Խੴを࢈するݟ࿨૚（成ా૚）をج൫૚として，ͦの上に࠭混じ

りのϩʔϜから，Ϋϩεϥϛφのݦஶな࠭あるいは࠭᛽૚であるཽϲ࡚࠭᛽૚΁઴Ҡする。ͦの上૚は，地点

により様ʑมԽするが，Ր山փ࣭೪土૚であるৗ総೪土૚，さらにͦの上部に関東ϩʔϜ૚がଯੵし，࠷上૚

は෗৯土૚となͬている。

　当遺跡は小֋઒௿地Ԋい，ஜ೾・Ҵෑ台地੢ଆԑล部のઉ状台地にཱ地し，台地ฏୱ部のඪ高は 20 ～ 22N

である。पลはथࢬ状の小支୩がൃୡしており，台地と௿地のൺ高ࠩは໿ 10 ̼である。今回調査を行ͬた̡

区は遺跡ೆ୺部のೆ東にு出すઉ状台地ԑล部にҐஔし，台地ฏୱ面はඪ高 20 ～ 21 ̼である。ԑล部のೆଆ

かい௿くなるඪ高޲Μでいるため，調査区東ଆは੢から東にࠐ状の小支୩が入りࢬͼ東ଆにはथٴ 16 ～ 20 ̼

のࣼ面地である。遺跡のگݱは，৿ྛである。

　当遺跡पลの遺跡෼෍状گをみると，َౖ઒－小֋઒௿地やஜ೾・Ҵෑ台地の台地面ではօ無にۙく，台地

ԑล部に集中している２）。遺跡の多くはະ調査のแଂ地であるため，ͦのੑ֨などが判વとしないものが多い

が，ここでは，調査ࣄ例をجに各時୅͝とのपล遺跡の様૬を概観する。

ੴ器時୅の遺跡は，੢چ　
ㆫ㆗

ϊ
ㆮ

࿬
㇏ㆌ

遺跡ʪ21ʫ，高
㆓ㆄ

໺
㇄

台
ㆠㆂ

遺跡ʪ26ʫ，大
ㆈㆈ

ງ
ㆻ㇊

遺跡ʪ８ʫなどが点ࡏしてる。高໺台遺跡

ではچੴ器集中地点２か所が確認されており，ࡉੴਕやᘮᘨ，ทؠ，νϟʔτなどをੴࡐとするണ片が出土し

ている３）。当遺跡では̗区でچੴ器時୅ੴ器類集中地点が１か所確認されており，ᘮᘨ製のੴਕ状ണ片や࣭ߗ

。（製のφΠϑ形ੴ器が出土している４ؠ࠭

　ೄ文時୅の遺跡は，ా
㆟

ଜ
㇀㇉

֋௩ʪ２ʫ，小
ㆈ

ு
ㆰ㇊

֋௩ʪ2�ʫ，แଂ地の北
ㆌ㆟

ϊ
ㆮ

後
ㆄ㆗㇍

北
ㆌ㆟

遺跡ʪ20ʫ，स
ㆵㆪ

ށ
ㆩ

遺跡ʪ25ʫ，東
ㆲㆋ㆗

୩
㇄

௡
ㆤ

遺跡ʪ17ʫ，൧
ㆂㆂ

௩
ㆤㆉ

遺跡ʪ1�ʫ，֟
ㆉㆌㆮㆌ

໦台
ㆠㆂ

遺跡ʪ36ʫなど਺多く確認されている。高໺台遺跡では遺構は確認され

ていないが，ૣ期から中期の土器が出土していることから，पลҬに当該期の集落跡がଘࡏする可能ੑが考え

られている。当遺跡の北੢部にྡ઀するాଜ֋௩は前期（関山ࣜ期）の֋௩である。当遺跡において関山ࣜ期

の遺構・遺物はࡏݱのとこΖ確認されていないが，྆遺跡のཱ地状گからԿらかの関連ੑがあるものと想定さ

れる。当遺跡では前期から൩期にか͚てܧଓతに集落がӦまれている。中でも中期の集落は，大ن໛かつ長期

第２ষ　Ґ ஔ と ؀ ڥ

　　第１અ 地 ཧ త ؀ ڥ

　　第２અ ྺ ࢙ త ؀ ڥ
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に౉りଘଓすることや，同ن໛の遺跡がपลで確認されていないことからڌ点త集落と考えられている５）。

　໻ੜ時୅の遺跡は，他の時୅にൺ΂てগなく，高໺台遺跡，צ
ㆉ㇓

ฌ
ㆹ

Ӵ
ㆂ

৽
㆗㇓

ా
ㆧ㇓

遺跡ʪ3�ʫなどで໻ੜ土器が出土し

ている程౓である。

ۄ෿時୅の遺跡は，後期集落跡の੢ϊ࿬遺跡，แଂ地のݹ　
㆟ㆾ

ۚ
ㆋㆭ

遺跡ʪ５ʫ，࿨
㇏

台
ㆠㆂ

遺跡ʪ６ʫ，ΠΧπν遺跡ʪ７ʫ

などが確認されている。当遺跡でも前期ٴͼ後期集落跡が確認されており，前ऀは出土遺物の特௃から２時

期にࡉ෼され，後ऀはۙ઀してཱ地する੢ϊ࿬遺跡との関連ੑが想定されている。ݹ෿はฒ
ㆪㆿ

໦
ㆌ

෿ʪ３ʫ，東ݹ
ㆲㆋ㆗

ೂ
ㆪ㇉

ށ
ㆩ

ʪ24ʫ，෱܈෿ݹ
ㆵㆎ

Ԭ
ㆈㆉ

ٶ，ʪ14ʫ܈෿ݹ
ㆿ㇄

後
㆔

ԁ，جは前方後ԁ෿１܈෿ݹށ෿ʪ32ʫが確認されている。東ೂݹ

෿２جから成るݹ෿܈である。1�7� ೥にԁ෿が調査され，埋૴施設が೪土ᒛであͬたことが確認されており，

。ଘしているݱは前方後ԁ෿の後ԁ部のみがࡏݱ

　ಸྑ・ฏ҆時୅になると当地ҬはՏ内܊大山ڷにଐするとਪ定される６）。当該期の遺跡は，集落跡のח
ㆉㆾ

ా
㆟

遺

跡ʪ37ʫ，แଂ地の観
ㆉ㇓

Ի
ㆮ㇓

前
ㆾㆆ

遺跡ʪ９ʫ，上
ㆄㆆ

໺
ㆮ

台
ㆠㆂ

遺跡ʪ11ʫ，ށ
ㆨ

࡚
㆕ㆌ

前
ㆾㆆ

遺跡ʪ16ʫなどが確認されている。ాח遺跡

は８世紀前葉から９世紀後葉にか͚てӦまれた集落跡である。大形の住居跡や「ί」の字状または̡字状に഑

ஔされていたと考えられる۷ཱ柱ݐ物跡が確認されたことや，一ൠతな集落跡では出土例のগないೋ࠼ಃ器や

փᬵಃ器などが出土していることから，ެతな໾割を୲ͬた༗ྗट長૚の集落と想定されている７）。当遺跡で

は台地中ԝ部からೆ୺部のࣼ面地で，９世紀前葉，９世紀後葉から 10 世紀中葉にか͚ての集落跡が確認され

ている΄か，11 世紀から 12 世紀と考えられる࿨ڸが小刀とࢥわれるഁ片とともに土޵から出土している。

　中世の遺跡は，ุ地跡の੢ϊ࿬遺跡，৓ؗ跡の小
ㆈ

ு
ㆰ㇊

৓跡ʪ30ʫ，൘
ㆂ㆟

ڮ
ㆰ㆗

৓跡ʪ34ʫ，แଂ地の中
ㆪㆉ

ಓ
ㆿㆡ

遺跡ʪ10ʫ，

ೆ
ㆿㆪㆿ

遺跡ʪ13ʫなどがある。੢ϊ࿬遺跡では地下ࣜج１޵ุ，ج７޵，これらに関連するߔ跡９৚が確認されて

いる。当遺跡では۷ཱ柱ݐ物跡・方形竪穴状遺構・ງ跡・地下ࣜ޵などが確認されており，ؗのଘࡏやุҬと

して土地ར用されていたことが考えられている。

　ۙ世の遺跡は，แଂ地のฒ
ㆪㆿ

໦
ㆌ

遺跡ʪ４ʫ，ਫ
ㆿ㆚

۬
ㆎㆂ

遺跡ʪ12ʫなどがある。調査ࣄ例がগなく，当遺跡において

。が確認されている程౓でෆ໌な点が多い޵や「流しཷ」と考えられる土޵ุ

˞文中のʪ　ʫ内の൪߸は，表１ٴͼ第１図の当該遺跡൪߸と同じである。

ம

h「のଌ地ֶతม動についてۙ࠷ೆ੢部にお͚るݝҵ৓」ӳೋ・౉ล࿨໌他౻ࡈ（１ 地࣭調査所݄ใʱ第 3� 第　ר 10 ߸　1��� ೥ 10 ݄

２）ҵ৓ڭݝҭி文Խ՝ฤʰҵ৓ݝ遺跡地図（地໊表ฤ・地図ฤ）ɦ ҵ৓ڭݝҭҕһձ　2001 ೥３݄

h「書３　高໺台遺跡・前ాଜ遺跡̙・̛区ࠂ調査ใࡒ業地内埋ଂ文Խࣄ部特定土地区ը੔ཧྕٰݪҏಸ・୩࿨」作ฏ他ݪ٢（３ ҵ৓ڭݝҭ

ʱ第ࠂ調査ใࡒ文Խஂࡒ 127 集　1��7 ೥ � ݄

h「書１　੢ϊ࿬遺跡・前ాଜ遺跡ࠂ調査ใࡒ業地内埋ଂ文Խࣄ部特定土地区ը੔ཧྕٰݪҏಸ・୩࿨」作ฏݪ٢（４ ҵ৓ڭݝҭஂࡒ文Խࡒ

調査ใࠂʱ第 �7 集　1��4 ೥ 3 ݄

５）小ྛ޹他「ҏಸ・୩࿨ྕٰݪ部特定土地区ը੔ཧࣄ業地内埋ଂ文Խࡒ調査ใࠂ書５　前ాଜ遺跡̟・̠区」h ҵ৓ڭݝҭஂࡒ文Խࡒ調査

ใࠂʱ第 147 集　1��� ೥３݄

６）下中߂ʰ೔本ྺ࢙地໊大系第八ר　ҵ৓ݝの地໊ 　ɦ1��6 ೥９݄

７）઒ଜຬത「ҏಸொాח遺跡について－ಸྑ・ฏ҆時୅を中৺にして－」h ҏಸのྺ࢙ʱ第７߸　2003 ೥３݄



①
２

37

36

35

34

33
32

31

28

30

29

27

1918

16
15

14

17

13

12

11

９ 10

８７

６
５

2625
24

22
23

21

20

４

３

38

０ １㎞

Ỉᡞᕷ

ࡤࡃࡘ
ᕷ࠸ࡽࡳ

－ 6－

第１図　前ాଜ遺跡पล遺跡෼෍図（ࠃ土地ཧӃ 25,000 ෼の１「୩ా部」「౻୅」）



表１　前ాଜ遺跡पล遺跡一ཡ表

൪

߸
遺　跡　໊

時　　　୅

൪

߸
遺　跡　໊

時　　　୅

چ

ੴ

器

ೄ

文

໻

ੜ

ݹ

෿

ಸ
ྑ
・
ฏ
҆

中

世

ۙ

世

چ

ੴ

器

ೄ

文

໻

ੜ

ݹ

෿

ಸ
ྑ
・
ฏ
҆

中

世

ۙ

世

ᶃ 前 ా ଜ 遺 跡 ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ 20 北 ϊ 後 北 遺 跡 ˓

２ ా ଜ ֋ ௩ ˓ ˓ ˓ 21 ੢ ϊ ࿬ 遺 跡 ˓ ˓ ˓

３ ฒ ໦ ݹ ෿ ˓ 22 北 ϊ 後 ೆ 遺 跡 ˓ ˓ ˓

４ ฒ ໦ 遺 跡 ˓ ˓ 23 ੢ ϊ ࿬ ೆ 遺 跡 ˓ ˓ ˓ ˓

５ ۄ ۚ 遺 跡 ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ 24 東 ೂ ށ ݹ ෿ ܈ ˓

６ ࿨ 台 遺 跡 ˓ ˓ ˓ 25 स ށ 遺 跡 ˓

７ Π Χ π ν 遺 跡 ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ 26 高 ໺ 台 遺 跡 ˓ ˓ ˓

８ 大 ງ 遺 跡 ˓ ˓ ˓ ˓ 27 山 Ԧ 台 遺 跡 ˓

９ 観 Ի 前 遺 跡 ˓ ˓ 2� 小 ு ֋ ௩ ˓

10 中 ಓ 遺 跡 ˓ ˓ ˓ 2� ࣛ ౡ ਆ ࣾ 遺 跡 ˓

11 上 ໺ 台 遺 跡 ˓ 30 小 ு ৓ 跡 ˓ ˓

12 ਫ ۬ 遺 跡 ˓ ˓ 31 東 ߞ 地 遺 跡 ˓

13 ೆ 遺 跡 ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ 32 ٶ 後 ݹ ෿ ˓

14 ෱ Ԭ ݹ ෿ ܈ ˓ 33 上 ֗ ಓ 遺 跡 ˓

15 Ֆ ྠ 前 遺 跡 ˓ ˓ ˓ ˓ 34 ൘ ڮ ৓ 跡 ˓

16 ށ ࡚ 前 遺 跡 ˓ ˓ ˓ 35 大 ๪ 地 遺 跡 ˓

17 東 ୩ ௡ 遺 跡 ˓ 36 ֟ ໦ 台 遺 跡 ˓

1� ൧ ௩ 遺 跡 ˓ 37 ח ా 遺 跡 ˓ ˓ ˓ ˓

1� 前 ാ 遺 跡 ˓ ˓ ˓ ˓ 3� ฌӴ৽ా遺跡צ ˓ ˓ ˓

－ 7－
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第２図　前ాଜ遺跡̡区調査区設定図
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　前ాଜ遺跡は，つく͹みらいࢢの中ԝやや北ଆにҐஔし，小֋઒؛ࠨのඪ高 20 ～ 22Nのஜ೾・Ҵෑ台地上

にཱ地している。ฏ成４～８೥౓にか͚て調査区̖～̠区をର৅に調査が行われ（調査面ੵ໿ 140,000ᶷ），چ

ੴ器時୅からۙ世にか͚てのෳ合遺跡であることが໌らかになͬている。遺構はೄ文時୅の竪穴住居跡410ݢ，

෿時୅の竪穴住居跡ݹ 43 ฏ҆時୅の竪穴住居跡，ݢ 26 ޵土，ݢ 3,500 ޵地下ࣜ，ج 47 ށҪ，ج 37 跡ߔ，ج

1�� ৚が確認され，遺物はऩೲίϯςφ（60 ʷ 40 ʷ 20DN）で 2,000 ശ෼以上が出土している。

今回調査した̡区は，ฏ成８೥౓に調査を行ͬた +区の東にྡ઀している。遺跡ೆ୺部の台地ԑล部にҐஔ

し，調査面ੵは 7,000ᶷで，گݱは৿ྛである。

　調査の݁Ռ，竪穴住居跡 40 ෿時୅ݹ・ೄ文時୅５）ݢ 15・ฏ҆時୅ 1�・時期ෆ໌１），ุج１޵（ۙ世），

޵跡９৚（時期ෆ໌），土ߔ 233 ೄ文時୅）ج 15・ฏ҆時୅１・時期ෆ໌ 217），ϐοτ２܈か所（時期ෆ໌），

ෆ໌遺構１ج（時期ෆ໌）を確認した。遺物は，ऩೲίϯςφで 45 ശ෼出土している。主な遺物は，ೄ文土器（ਂ

ു・ઙു），土ࢣ器（ᆀ・椀・高台付椀・ᆁ・器台・高ᆀ・ു・ᆵ・ᙈ・ࠋ・ϛχνϡΞ土器・ख፻土器），ਢ

ੴ器・ੴ製品（ണ片・ੴ鏃・ຏ，（؅状土਴・ۄ土・ۮ土）器（ᙈ），ಃ器（高台付࿸・Ꭼു・ᙈ），土製品ܙ

製ੴි・ੴࡼ・ຏੴ・ੴ਴・ۄ؅），ۚଐ製品（刀子・鉄鏃・મ՟），製鉄関連遺物（炉壁・炉底塊），鍛冶関

連遺物（羽口・鉄滓），ਓࠎ्，ࠎなどが出土した。

　調査区北壁ࡍの台地上ฏୱ面（̜ 11J� 区）にςετϐοτ１，ࣼ面部（̝ 13E2 区）にςετϐοτ２を設

定し，ج本土૚の観࡯を行ͬた。（第４図）ج本土૚は 10 ૚に෼૚で͖，第４૚から第７૚はςετϐοτ１

でのみ確認された。

　第１૚は２૚にࡉ෼で͖る。第１B૚は҉׊৭をఄする表土である。೪ੑ・కまりともऑく，૚ްは 24 ～

40DNである。第１C૚は҉׊৭をఄするߞچ作土で，ϩʔϜϒϩοΫを多量にؚΜでいる。೪ੑ・కまりと

もऑく，૚ްは 10 ～ 20DNである。

　第２૚は׊৭をఄするιϑτϩʔϜ૚で，上面が遺構確認面である。೪ੑ・కまりともී通で，૚ްは４～

26DNである。

　第３૚は׊৭をఄするιϑτϩʔϜ૚で，第２૚より৭調が໌るい。೪ੑはऑく，కまりはී通で，૚ްは

12 ～ 2�DNである。

　第４૚は׊৭をఄするϋʔυϩʔϜ૚で，第３૚より৭調がやや໌るい。೪ੑはऑく，కまりはڧく，૚ް

は 14 ～ 24DNである。

　第５૚は׊৭をఄするϋʔυϩʔϜ૚である。೪ੑはऑく，కまりは第４૚よりڧく，૚ްは 44 ～ 50DN

である。

　第６૚は׊৭をఄするϋʔυϩʔϜ૚である。೪ੑはී通で，కまりはڧく，૚ްは 32 ～ 46DNである。

　第７૚は׊৭をఄするϋʔυϩʔϜ૚である。೪ੑ・కまりともڧく，૚ްは 52 ～ 64DNである。

第３ষ　調 査 の 成 Ռ

　　第１અ 調 査 の 概 ཁ

　　第２અ ج 本 ૚ ং
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　第８૚はԫ׊৭をఄするϋʔυϩʔϜ૚である。೪ੑ・కまりともڧく，૚ްは 14 ～ 36DNである。

　第９૚はにͿいԫ׊৭をఄするϋʔυϩʔϜ૚で，୸Խཻ子とփന৭೪土ཻを中量ؚΜでいる。೪ੑ・కま

りともڧく，૚ްは 14 ～ 26DNである。

　第 10 ૚はփന৭をఄする೪土૚で，ৗ総೪土૚にあたる。೪ੑ・కまりともڧい。૚ްはෆ໌である。

第４図　ج本土૚図

０ 1m
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１　ೄ文時୅の遺構と遺物

　当時୅の遺構は竪穴住居跡５ݢ，土޵ 15 。ͼ遺物について記述するٴを確認した。以下，遺構ج

　（1）　竪穴住居跡

第 602 号住居跡（第５・６図）

位置　調査区中ԝ部の̝ 11J� 区，ඪ高 20 ̼΄どの台地ฏୱ部にҐஔしている。

重複関係　第 5�7 ߸住居，第 17・1�・�0 ߸ϐοτに۷りࠐまれている。

規模と形状　東部が第 5�7 ߸住居に۷りࠐまれているため，ೆ北ܘは 3�36 ̼で，東੢ܘは 2�02 ̼しか確認で

͖なかͬた。形状はପԁ形とਪ定で͖，壁高は 16 ～ 24DNで，外܏してཱͪ上がͬている。

床　ฏୱで，ߗԽ面は認められない。

ピット　３か所。̥１～̥３のਂさは 12 ～ 1�DNで，ੑ֨ෆ໌である。

覆土　２૚に෼૚で͖る。Ϩϯζ状にଯੵしていることからࣗવଯੵと考えられる。

土層解説
１　にͿいԫ׊৭　ϩʔϜϒϩοΫগ量 ׊　　２ ৭　ϩʔϜϒϩοΫগ量

遺物出土状況　ೄ文土器片４点（ਂു）が෴土上૚から出土している。51１は埋没過程での流れࠐみと考え

られる。

所見　時期は，出土土器がわͣかなためৄࡉはෆ໌であるが，中期と考えられる。

第５図　第 602 ߸住居跡࣮ଌ図

　　第３અ 遺 構 と 遺 物

０ ２m



第 602 ߸住居跡出土遺物観࡯表（第６図）
൪߸ छ　ผ 器छ ଻　　土 ৭　 調 ख　๏　の　特　௃　΄　か 出土Ґஔ උ　考

51１ ೄ文土器 ਂു 長ੴ・ੴӳ・Ӣ฼ ᒵ ོଳにԊͬてԡҾ文を施文 ෴土上૚ ５ˋѨۄ台
ࣜ　1-20

51 ２ ೄ文土器 ਂു 長ੴ・ੴӳ にͿい׊ 無文で௜ઢを施文 ෴土上૚ ５ˋՃીརࣜ̚
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第 613 号住居跡（第７・８図）

位置　調査区北部の̝ 11C� 区，ඪ高 20 ̼΄どの台地ฏୱ部にҐஔしている。

重複関係　第 5�7 ߸住居，第 3560・3561・3572・3575・3655 ߸土޵，第 203 第，ߔ߸ 27 ߸ϐοτに۷りࠐま

れている。

第６図　第 602 ߸住居跡出土遺物࣮ଌ図

第７図　第 613 ߸住居跡࣮ଌ図

TP １ TP２
０ 10㎝

０ ２m



第 613 ߸住居跡出土遺物観࡯表（第８図）

൪߸ छ　ผ 器छ ଻　　土 ৭　 調 ख　๏　の　特　௃　΄　か 出土Ґஔ උ　考

51３ ೄ文土器 ਂു 長ੴ・ੴӳ・Ӣ฼ ᒵ ௜ઢがԊうོଳによるӔר文・区ը文　区ը内は୯અೄ文3-をॎ方޲に施文 ෴土上૚ ５ˋՃીར̚ᶘ
～ᶙࣜ　1-20

51 ４ ೄ文土器 ਂു 長ੴ・ੴӳ にͿい׊ ৚ઢ文をॎ方޲に施文後，２৚のԣ૸௜ઢ ෴土中 ５ˋՃીར
̚ᶗ～ᶙࣜ

51５ ೄ文土器 ਂു 長ੴ・ੴӳ ᒵ ୯અೄ文3-をॎ方޲に施文後，２৚一૊の௜ઢによるݒਨ文を施文 ෴土上૚ ５ˋՃીར
̚ᶗ～ᶙࣜ

൪߸ 器　छ 長さ ෯ ްさ 重量 ଻　　土 特　　　　௃ 出土Ґஔ උ　考

%1１ 土ۮ （3�2） （4�1） 2�5 （31��）長ੴ・ੴӳ・Ӣ฼ 脚部　無文 ෴土中 1-31

൪߸ 器　छ 長さ ෯ ްさ 重量 ࣭　　ࡐ 特　　　　௃ 出土Ґஔ උ　考

̦１ ຏੴ・Ԝੴ （12�3） 10�0 6�2 （1237��） Ֆቋؠ 用面２面࢖ ෴土上૚

－ 15 －

規模と形状　北東部が第 5�7 ߸住居に۷りࠐまれているため，ೆ北ܘは 6�53N で，東੢ܘは 6�16 ̼しか確認

で͖なかͬた。形状は，長ܘ方޲/－ 2� －˃̬のԁ形とਪ定で͖，壁高は５～ 15DNで，外܏してཱͪ上がͬ

ている。

床　ฏୱで，ߗԽ面は認められない。

ピット　３か所。̥１～̥３のਂさは 20 ～ 30DNで，ੑ֨ෆ໌である。

覆土　２૚に෼૚で͖る。ೆ壁付ۙで第２૚が֯ࡾଯੵを示していることからࣗવଯੵと考えられる。

土層解説
１　҉ ׊ ৭　ϩʔϜϒϩοΫগ量（కまりڧい） ׊　２ ৭　ϩʔϜϒϩοΫඍ量（కまりڧい）

遺物出土状況　ೄ文土器片 1� 点（ਂു），土製品 1点（土ۮ），ੴ器２点（ຏੴ，ੴ֩），᛽１点が෴土上૚か

らࡏࢄతに出土している。

所見　時期は，出土土器から中期後葉（Ճીར̚ᶙࣜ期）にൺ定で͖る。

第８図　第 613 ߸住居跡出土遺物࣮ଌ図
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－ 16 －

第 615 号住居跡（第９～ 11 図）

位置　調査区北部の̞ 12B1 区，ඪ高 20 ̼΄どの台地ฏୱ部にҐஔしている。

重複関係　第 3526・3702・3714・3715 ߸土޵に۷りࠐまれている。

第９図　第 615 ߸住居跡࣮ଌ図

０ ２m

０ １m



－ 17 －

規模と形状　長ܘ 6�7� ̼，୹ܘ 6�22 ̼のԁ形で，主࣠方޲は̣－ 20 －˃̬である。壁高は９～ 13DNで，外܏

してཱͪ上がͬている。

床　ฏୱで，ߗԽ面は認められない。

炉　中ԝ部に付設されている地床炉である。北部が第 3715 ߸土޵に۷りࠐまれているため，確認で͖た長ܘ

は 1�43 ̼で，୹ܘは 1�17 ̼のପԁ形である。炉床は，床面を 22DN΄ど۷りく΅められ，ඃ೤により੺มߗ

Խしている。෴土は３૚に෼૚で͖る。

炉土層解説
׊　１ ৭　ম土ϒϩοΫ中量，ϩʔϜཻ子・୸Խཻ子ඍ量
׊　２ ৭　ম土ϒϩοΫগ量，ϩʔϜཻ子・୸Խཻ子ඍ量

׊　３ ৭　ম土ϒϩοΫ中量，ϩʔϜཻ子・୸Խཻ子ඍ量（క
まりऑい）

ピット 13 か所。̥１・̥２・̥４・̥７・̥ 12 はਂさ 74 ～ ��DNで，Ґஔやن໛から主柱穴と考えられる。

̥３・̥５・̥６・̥ 13 はਂさ 30 ～ 5�DN で，ͦのҐஔからิॿ柱穴の可能ੑがある。̥８～̥ 11 はਂさ

17 ～ 23DNで，ੑ֨ෆ໌である。

ピット１土層解説
׊　１ ৭　ϩʔϜཻ子・୸Խཻ子ඍ量
ピット２土層解説
׊　１ ৭　ϩʔϜཻ子গ量
ピット４土層解説
׊　１ ৭　ϩʔϜཻ子ඍ量

ピット７土層解説
׊　１ ৭　ϩʔϜϒϩοΫඍ量
ピット 12土層解説
׊　１ ৭　ϩʔϜϒϩοΫ中量

覆土　୯一૚でࣗવଯੵと考えられる。

土層解説
׊　１ ৭　ϩʔϜϒϩοΫ・ম土ཻ子・୸Խཻ子ඍ量

遺物出土状況　ೄ文土器片 327 点（ਂു 323，ઙു４），᛽１点がશ面から出土している。ͦの多くは෴土上

૚から中૚にか͚て出土している。１・４は炉पล，5123 は੢部において෼ࢄした状ଶで，５は炉पลにお

第 10図　第 615 ߸住居跡出土遺物࣮ଌ図（１）
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－ 1� －

第 11図　第 615 ߸住居跡出土遺物࣮ଌ図（２）
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第 615 ߸住居跡出土遺物観࡯表（第 10・11 図）

൪߸ छ　ผ 器छ 口ܘ 器高 底ܘ ଻　　土 ৭　調 ম成 ख　๏　の　特　௃　΄　か 出土Ґஔ උ　考

１ ೄ文土器 ਂു ʦ32��ʧ（2��2） － 長ੴ・ੴӳ・Ӣ฼ にͿいԫ׊ ී通
口ԑ部は௜ઢがԊうོଳによる区ը文　区ը内はෳઅೄ文 -3-をԣ
方޲に施文　体部はॎ方޲に施文したෳઅೄ文 -3-を地文とし，２
৚一૊の௜ઢによるݒਨ文を施文　ݒਨ文ؒはຏりফす

床面 40ˋՃીར̚
ᶙࣜ　1-20

２ ೄ文土器 ਂു － （10��） － 長ੴ・ੴӳ・Ӣ฼ ᒵ ී通 ௜ઢがԊうོଳによる区ը文　区ը内は̌ஈ多৚のೄ文3-をॆర ෴土下૚ ５ˋՃીར̚
ᶙࣜ　1-20

３ ೄ文土器 ਂു － （16�5） － 長ੴ・ੴӳ・Ӣ฼ にͿいԫᒵ ෆྑ ෳઅೄ文 -3-を施文後，２৚一૊の௜ઢによるݒਨ文　ݒ
ਨ文ؒはຏりফす　また，ऄ行௜ઢをॎ方޲に施文 ̥５෴土中 10ˋՃીར̚

ᶙࣜ　1-20

４ ೄ文土器 ਂു ʦ32�0ʧ（20�0） － 長ੴ・ੴӳ・Ӣ฼ ᒵ ී通 ୯અೄ文3-をॎ方޲に施文 床面 20ˋ　1-20

５ ೄ文土器 ਂു － （3�1） 6�6 長ੴ・ੴӳ・Ӣ฼ ᒵ ී通 無文 床面 ５ˋ中期後葉

൪߸ छ　ผ 器छ ଻　　土 ৭　 調 ख　๏　の　特　௃　΄　か 出土Ґஔ උ　考

51６ ೄ文土器 ਂു 長ੴ・ੴӳ・Ӣ฼ ᒵ ௜ઢがԊうོଳによる区ը文　区ը内は୯અೄ文3-をԣ方޲に施文 ෴土中 ５ˋՃીར̚ᶙࣜ

51７ ೄ文土器 ਂു 長ੴ・ੴӳ ᒵ ௜ઢがԊうོଳによるӔר文・区ը文 炉床面 ５ˋՃીར̚ᶙࣜ

51８ ೄ文土器 ਂു 長ੴ・ੴӳ・Ӣ฼ ᒵ ௜ઢがԊうོଳによるԁ形文・区ը文　区ը内は無અೄ文̡をॎԣ方޲に施文 炉床面 ５ˋՃીར̚ᶘ
～ᶙࣜ　1-20

51 ９ ೄ文土器 ਂു 長ੴ・ੴӳ・Ӣ฼ ᒵ 上下２ྻの௜ઢがԊうོଳにԁ形ࢗಥ文を施文 ෴土中 ５ˋՃીར̚ᶙࣜ

5110 ೄ文土器 ਂു 長ੴ・ੴӳ・Ӣ฼ ᒵ 上下２ྻのԁ形ࢗಥ文を施文 ෴土中 ５ˋՃીར̚ᶙࣜ

5111 ೄ文土器 ਂു 長ੴ・ੴӳ・Ӣ฼ にͿいԫ׊ ௜ઢによる区ը文　区ը内は୯અೄ文 -3をԣ方޲に施文 ෴土中 ５ˋՃીར
̚ᶗ～ᶙࣜ

5112 ೄ文土器 ਂു 長ੴ・ੴӳ・Ӣ฼ にͿいԫ׊ ௜ઢによる区ը文　区ը内は୯અೄ文3-をॎ方޲に施文 ෴土中 ５ˋՃીར
̚ᶗ～ᶙࣜ

5113 ೄ文土器 ਂു 長ੴ・ੴӳ・Ӣ฼ ᒵ 口ԑ௚下に௜ઢがԊうོଳを८らす　体部は２৚一૊の௜ઢによるݒ
ਨ文　ݒਨ文ؒはຏりফす　地文は無અೄ文̡をॎ・ࣼ方޲に施文 ෴土中 ５ˋՃીར̚

ᶙࣜ　1-20

5114 ೄ文土器 ਂു 長ੴ・ੴӳ・Ӣ฼ ໌੺׊ 口ԑ部と体部を௜ઢにより区ը　口ԑ部は内܏してཱͪ上がる無文ଳで，口ԑ
部下にԁ形の連ଓࢗಥ文を施文　体部は୯અೄ文3-をॎ方޲に施文 ෴土下૚ ５ˋՃીར̚

ᶙࣜ　1-20

5115 ೄ文土器 ਂു 長ੴ・ੴӳ・Ӣ฼ ׊ࠇ ௜ઢがԊうོଳによる文様を施文　୯અೄ文3-をॎ方޲に施文 ෴土中 ５ˋՃીར
̚ᶗ～ᶙࣜ

5116 ೄ文土器 ਂു 長ੴ・ੴӳ・Ӣ฼ ᒵ ௜ઢがԊうོଳによる区ը文　区ը内は୯અೄ文3-がࣼ方޲に施文 ෴土中 ５ˋՃીར̚ᶗ
～ᶙࣜ　1-20

5117 ೄ文土器 ਂു 長ੴ・ੴӳ・Ӣ฼ ໌੺׊ ௜ઢがԊうོଳによる区ը文　区ը内は୯અೄ文3-をԣ方޲に施文 ෴土下૚ ５ˋՃીར̚ᶙࣜ

511� ೄ文土器 ਂു 長ੴ・ੴӳ・Ӣ฼ にͿいԫ׊ ୯અೄ文3-をॎ方޲に施文後，௜ઢٴͼຏりফしೄ文で文様をඳ出 ෴土中 ５ˋ　1-20

511� ೄ文土器 ਂു 長ੴ・ੴӳ・Ӣ฼ ᒵ ୯અೄ文 -3をॎ方޲に施文後，２৚一૊の௜ઢによるݒਨ文
を施文　ݒਨ文ؒはຏりফす ෴土中 ５ˋՃીར̚

ᶙࣜ　1-20

5120 ೄ文土器 ਂു 長ੴ・ੴӳ・Ӣ฼ ᒵ ２৚一૊の௜ઢによるݒਨ文を施文後，୯અೄ文3-をॎ方޲に施文 ෴土中 ５ˋՃીར
̚ᶗ～ᶙࣜ

5121 ೄ文土器 ਂു 長ੴ・ੴӳ・Ӣ฼ ᒵ ୯અೄ文3-をॎ方޲に施文後，３৚一૊の௜ઢによるݒਨ文ݒ�ਨ文ؒはຏりফす ෴土上૚ ５ˋՃીར
̚ᶘ～ᶙࣜ

5122 ೄ文土器 ਂു 長ੴ・ੴӳ・Ӣ฼ にͿいԫ׊ Ωβϛを༗するོଳ施文後，ࣼ方޲の௜ઢ文を施文 ෴土中 ５ˋѨۄ台ࣜ

5123 ೄ文土器 ਂു 長ੴ・ੴӳ・Ӣ฼ にͿいԫᒵ ௜ઢ文を施文 床面 ５ˋ　1-20

5124 ೄ文土器 ਂു 長ੴ・ੴӳ・Ӣ฼ にͿいԫᒵ ൒ፊ஛؅による৚ઢ文を施文 ෴土中 ５ˋ後期前
葉　1-20

－ 1� －

いて集中した状ଶで床面から出土している。３・51８は̥５෴土中と炉床面からͦれͧれ出土している。２・

5117 は北部，5114 はೆ部の෴土下૚から出土している。5121 はೆ部の෴土上૚から出土している。

所見　時期は，出土土器からೄ文時୅中期後葉（Ճીར̚ᶙࣜ期）にൺ定で͖る。

炉土層解説
１　҉ ׊ ৭　ম土ϒϩοΫ・ϩʔϜཻ子中量，୸Խ物গ量
׊　２ ৭　ϩʔϜϒϩοΫ中量，ম土ϒϩοΫগ量

׊　３ ৭　ϩʔϜϒϩοΫ・ম土ϒϩοΫ中量
׊　４ ৭　ϩʔϜϒϩοΫ中量

第 616 号住居跡（第 12 図）

位置　調査区ೆ部の̞ 12I� 区，ඪ高 20 ̼΄どの台地؇ࣼ面部にҐஔしている。

規模と形状　ೆ部が࡟ฏされࣦわれているため，ೆ北ܘは 3�6 ̼で，東੢ܘは 4�11 ̼しか確認で͖なかͬた。

形状はܘ 5�6 ̼΄どのԁ形とਪ定で͖，壁高は７～ 16DNで，外܏してཱͪ上がͬている。

床　ฏୱで，ߗԽ面は認められない。

炉　北壁دりに付設されている地床炉である。長ܘ �3DN，୹ܘ 76DNのପԁ形である。炉床は，床面を 40DN

΄ど۷りく΅められており，ඃ೤により੺มߗԽしている。෴土は４૚に෼૚で͖る。
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ピット　ਂさ 2�DNで，ੑ֨ෆ໌である。

覆土　４૚に෼૚で͖る。ଯੵ状گからࣗવଯੵと考えられる。

土層解説
１　҉ ׊ ৭　ϩʔϜཻ子গ量（కまりऑい）
׊　２ ৭　ϩʔϜཻ子中量（కまりऑい）

３　҉ ׊ ৭　ম土ཻ子中量（కまりऑい）
４　੺ ׊ ৭　ম土ϒϩοΫ多量，ϩʔϜཻ子中量（కまりऑい）

遺物出土状況　ೄ文土器片 14 点（ਂു 13，ઙു１）が෴土上૚から床面にか͚て，ࡏࢄతに出土している。６・

5126 は，炉付ۙの床面௚上から出土している。

所見　時期は，出土土器からೄ文時୅後期前葉（ງ೭内１ࣜ期）にൺ定で͖る。

第 12図　第 616 ߸住居跡・出土遺物࣮ଌ図
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第 616 ߸住居跡出土遺物観࡯表（第 12 図）

൪߸ छ　ผ 器छ 口ܘ 器高 底ܘ ଻　　土 ৭　調 ম成 ख　๏　の　特　௃　΄　か 出土Ґஔ උ　考

６ ೄ文土器 ਂു ʦ24�2ʧ（���） － 長ੴ・ੴӳ・Ӣ฼ ᒵ ී通 ೾状口ԑ　無文　೾௖部から中ԝに௜ઢを施した「̘」字
状のོଳを施文　口ԑ部と体部のڥにはོଳを८らす 床面௚上 ５ˋງ೭内

１ࣜ　1-20

൪߸ छ　ผ 器छ ଻　　土 ৭　 調 ख　๏　の　特　௃　΄　か 出土Ґஔ උ　考

5125 ೄ文土器 ਂു 長ੴ・ੴӳ・Ӣ฼ ᒵ ௜ઢによる区ը文　区ը内にはྻ点文を施文 ෴土中 ５ˋ後期前葉　শ
２ࣜϱ　1-20ࣉ໊

5126 ೄ文土器 ਂു 長ੴ・ੴӳ・Ӣ฼ ᒵ ৚ઢによるࣼ֨子状の文様を施文 床面௚上 ５ˋ後期前葉　ງ
೭内ࣜϱ　1-20

－ 21 －

第 619 号住居跡（第 13 ～ 15 図）

位置　調査区ೆ୺部の̟11C�区，ඪ高20N΄どの台地ฏୱ部にҐஔしており，ೆ 部は調査区Ҭ外にԆͼている。

重複関係　第 372� ߸土޵に۷りࠐまれている。

規模と形状　東੢ܘ 5�64N で，ೆ北ܘは 4�36N しか確認で͖なかͬた。形状はପԁ形とਪ定で͖，壁高は 13

～ 1�DNで，外܏してཱͪ上がる。

第 13図　第 61� ߸住居跡࣮ଌ図

０ ２m

０ １m



－ 22 －

床　北部からೆ部にややࣼ܏している。ߗԽ面は認められない。

炉　中ԝ部に付設されている埋ᙈ炉である。形状は，長ܘ 61DN，୹ܘ 50DNのପԁ形で，床面を 22DN΄ど

۷りく΅められている。壁面はඃ೤をड͚੺มߗԽしている。෴土は２૚に෼૚で͖，埋ᙈをൈ͖औͬた後に

ଯੵしたものと考えられる。

炉土層解説
１　໌ ੺ ׊ ৭　҉׊৭ϩʔϜཻ子গ量 ׊　２ ৭　ϩʔϜཻ子গ量，ম土ཻ子গ量

ピット　５か所。̥１～̥５のਂさは 15 ～ 43DNで，ੑ֨ෆ໌である。

覆土　３૚に෼૚で͖る。Ϩϯζ状にଯੵしていることからࣗવଯੵと考えられる。

遺物出土状況　ೄ文土器片 40 点（ਂു 3�，ઙു１），ੴ器１点（Ԝੴ）がશ面からࡏࢄతに出土している。

ͦの多くは෴土上૚から中૚にか͚て出土している。７は中ԝ部の෴土上૚と̥２෴土中૚から下૚にか͚て

෼ࢄした状ଶで，512� は̥１෴土上૚から出土している。８は北部壁ࡍの෴土中૚から出土している。512�

は炉෴土中から出土しており，埋没過程での流れࠐみと考えられる。

所見　時期は，出土土器からೄ文時୅後期前葉（ງ೭内１ࣜ期）と考えられる。

土層解説
׊　１ ৭　ϩʔϜཻ子・୸Խཻ子ඍ量（కまりऑい）
׊　２ ৭　ϩʔϜཻ子ඍ量

׊　３ ৭　ϩʔϜϒϩοΫඍ量

第 14図　第 61� ߸住居跡出土遺物࣮ଌ図（１）
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８

TP27 TP28

０ 10㎝



第 61� ߸住居跡出土遺物観࡯表（第 14・15 図）

൪߸ छ　ผ 器छ 口ܘ 器高 底ܘ ଻　　土 ৭　調 ম成 ख　๏　の　特　௃　΄　か 出土Ґஔ උ　考

７ ೄ文土器 ਂു 33�0 （2��5） － 長ੴ・ੴӳ・Ӣ฼ にͿいԫᒵ ޷ྑ
３୯Ґの೾状口ԑ　２৚一૊の௜ઢ文と３৚一
૊の௜ઢ文によるݒਨ文を施文　ݒਨؒはऄ行
௜ઢを施文　୯અೄ文 -3をԣ方޲に施文

෴土上૚・̥２
෴土中૚～下૚

50�ງ೭内
１ࣜ　1-21

８ ೄ文土器 ઙു ʦ1���ʧ 7�� ʦ��5ʧ 長ੴ・ੴӳ・Ӣ฼ にͿいԫᒵ ී通 無文　口৶部に௜ઢを८らす ෴土中૚ 25ˋ後期前
葉　1-21

൪߸ छ　ผ 器छ ଻　　土 ৭　 調 ख　๏　の　特　௃　΄　か 出土Ґஔ උ　考

5127 ೄ文土器 ਂു 長ੴ・ੴӳ にͿいԫᒵ 口৶部の内外面にΩβϛを༗する　体部は௜ઢによる文様を施文 ෴土中 ５ˋ中期ϱ

512� ೄ文土器 ਂു 長ੴ・ੴӳ ᒵ 内・外面に৚ࠟ文 炉෴土中 ５ˋ前期

512� ೄ文土器 ਂു 長ੴ・ੴӳ・Ӣ฼ にͿいԫ׊ 口ԑ部に๮状޻۩によるԡѹ文を施文　̌ஈ多৚ೄ文3-をԣ方޲に施文 ̥１෴土上૚ ５ˋ後期前
葉　1-21

൪߸ 器　छ 長さ ෯ ްさ 重量 ࣭　　ࡐ 特　　　　௃ 出土Ґஔ උ　考

̦２ Ԝੴ 13�6 （10�7） 4�5 �0��0 ݁থ片ؠ 用面２面࢖ ෴土中

表２　ೄ文時୅竪穴住居跡一ཡ表

൪߸ Ґ�ஔ ฏ面形 主࣠方޲
ن ໛ 壁�高

（ᶲ）
床面 壁ߔ

内　部　施　設
෴土 主な出土遺物 時 期

උ 考

重ෳ関܎（ݹˠ৽）長ܘʷ୹ܘ（̼） 主柱穴 出入口 ϐοτ 炉 ஷଂ穴

602 ̝ 11J� ʦପԁ形ʧ － 3�36 ʷ（2�02）16 ～ 24 地山 － － － ３ － － ࣗવ ೄ文土器 ೄ文時୅
中期

本 跡 ˠ 4*5�7，
117・1�・�0

613 ̝11C� ʦԁ形ʧ̣－ 2� －˃̬ 6�53 ʷ（6�16） ５～ 15 地山 － － － ３ － － ࣗવ ೄ文土器，土製品，ੴ器 ೄ文時୅
中期後葉

本跡ˠ 4*5�7，4,3560・
3561・3655・3572・3575，
4%203，127

615 ̞ 12B1 ԁ形 ̣－ 20 －˃̬ 6�7� ʷ 6�22 ９～ 13 地山 － ５ － ８ １ － ࣗવ ೄ文土器 ೄ文時୅
中期後葉

本 跡 ˠ 4,3526・
3702・3714・3715

616 ̞12I� ʦԁ形ʧ － － ʷ － ７～ 16 地山 － － － １ １ － ࣗવ ೄ文土器 ೄ文時୅
後期前葉

61� ̟11C� ʦପԁ形ʧ － 5�64 ʷ（4�36）13 ～ 1� 地山 － － － ５ １ － ࣗવ ೄ文土器，ੴ器 ೄ文時୅
後期前葉 本跡ˠ 4,372�

－ 23 －

第 15図　第 61� ߸住居跡出土遺物࣮ଌ図（２）

　（2）　土޵

　第 3522 号土坑（第 16 図）

位置　調査区中ԝ੢部の̝ 11J6 区，ඪ高 20 ̼΄どの台地ฏୱ部にҐஔしている。

規模と形状　長ܘ 2�11 ̼，୹ܘ 1�72 ̼のପԁ形で，主࣠方޲は̣－ �4 －˃̬である。ਂさは 20DNで，底面は

ฏୱである。壁は外܏してཱͪ上がͬている。

TP29 Ｑ２

０ 10㎝
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第 3522 ߸土޵出土遺物観࡯表（第 16 図）

൪߸ छ　ผ 器छ ଻　　土 ৭　 調 ख　๏　の　特　௃　΄　か 出土Ґஔ උ　考

5130 ೄ文土器 ਂു 長ੴ・ੴӳ・Ӣ฼ ᒵ ୯અೄ文3-をࣼ方޲に施文後，２৚一૊の௜ઢによるݒਨ文を施文 ෴土上૚ ５ˋՃીར
̚ᶗ～ᶙࣜ

൪߸ 器　छ 長さ ෯ ްさ 重量 ࣭　　ࡐ 特　　　　௃ 出土Ґஔ උ　考

̦３ ຏੴ・Ꮟੴ 10�4 6�4 3�3 376�1 ҆山ؠ 用面３面࢖ ෴土上૚

－ 24 －

覆土　３૚に෼૚で͖る。Ϩϯζ状にଯੵしていることからࣗવଯੵと考えられる。

土層解説
׊　１ ৭　׊ࠇ৭土ϒϩοΫඍ量
׊　２ ৭　ϩʔϜϒϩοΫগ量

׊　３ ৭　ϩʔϜϒϩοΫ多量

遺物出土状況　ೄ文土器片１点（ਂു），ੴ器１点（ຏੴ）が෴土上૚から出土している。

所見　時期は，出土土器がわͣかなためৄࡉはෆ໌であるが，中期後葉（Ճીར̚ᶗ～ᶙࣜ期）にൺ定で͖る。

第 16図　第 3522 ߸土޵・出土遺物࣮ଌ図

　第 3529 号土坑（第 17 図）

位置　調査区中ԝ੢部の̞ 11E� 区，ඪ高 20 ̼΄どの台地ฏୱ部にҐஔしている。

規模と形状　長ܘ 0�61 ̼，୹ܘ 0�4� ̼のପԁ形で，主࣠方޲は̣－ 14 －˃̚である。ਂさは 16DNで，底面は

ฏୱである。壁は外܏してཱͪ上がͬている。

覆土　２૚に෼૚で͖る。遺物出土状گから埋め໭されている。

土層解説
׊　１ ৭　ϩʔϜཻ中量 ׊　２ ৭　ϩʔϜཻ中量（１૚より໌るい）

遺物出土状況　ੴ器３点（ຏੴ２，Ꮟੴ１）が１૚から出土している。

所見　2６が௚ཱした状ଶで出土していることから，埋ೲ遺構と考えられる。時期は，໌確な時期を判அする

遺物が出土していないためৄࡉはෆ໌であるが，出土遺物とपล遺構の状گからೄ文時୅と考えられる。

TP30
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第 352� ߸土޵出土遺物観࡯表（第 17 図）

൪߸ 器　छ 長さ ෯ ްさ 重量 ࣭　　ࡐ 特　　　　௃ 出土Ґஔ උ　考

̦４ Ꮟੴ ��4 7�1 5�4 425�6 ҆山ؠ 用面２面࢖ ෴土中 1-31

̦５ ຏੴ 12�0 ��6 4�4 54��1 ҆山ؠ 用面１面࢖ ෴土中

̦６ ຏੴ 10�2 7�5 5�7 5�1�0 ҆山ؠ 用面１面࢖ ෴土中

－ 25 －

第 17図　第 352� ߸土޵・出土遺物࣮ଌ図

　第 3548 号土坑（第 1� 図）

位置　調査区中ԝ੢部̝ 11E7 区，ඪ高 20 ̼΄どの台地ฏୱ部にҐஔしている。

規模と形状　長ܘ 1�46 ̼，୹ܘ 1�21 ̼のପԁ形で，主࣠方޲は̣－３ －˃̚である。ਂさは 30DNで，底面は

ฏୱである。壁は外܏してཱͪ上がͬている。

覆土　２૚に෼૚で͖る。Ϩϯζ状にଯੵしていることからࣗવଯੵと考えられる。

土層解説
ࠇ　１ ׊ ৭　ϩʔϜཻ子গ量 ２　҉ ׊ ৭　ϩʔϜϒϩοΫ中量（కまりڧい）

遺物出土状況　ೄ文土器片 30 点（ਂു）が෴土上૚からࡏࢄతに出土している。

所見　時期は，出土土器から中期後葉（Ճીར̚ᶘ～ᶙࣜ期）にൺ定で͖る。

Ｑ４

Ｑ５

Ｑ６

０ ２m

０ 10㎝



̍̎ ̎

౔ث

20�6N

Ｈ11d8

A
A’

B

B
’

B
B
’

A A’

൪߸ छ　ผ 器छ ଻　　土 ৭　 調 ख　๏　の　特　௃　΄　か 出土Ґஔ උ　考

5131 ೄ文土器 ਂു 長ੴ・ੴӳ ׊ࠇ ௜ઢをॎ方޲に施文 ෴土上૚ ５ˋ中期ϱ

5132 ೄ文土器 ਂു 長ੴ・ੴӳ・Ӣ฼ にͿいԫ׊ ௜ઢがԊうོଳによるӔר文 ෴土上૚ ５ˋ中期後
葉　1-21

5133 ೄ文土器 ਂു 長ੴ・ੴӳ・Ӣ฼ にͿいԫᒵ ୯અೄ文3-をॎ方޲に施文後，２৚一૊の௜ઢによるݒਨ文を施文　ݒਨؒはຏりফす ෴土上૚ ５ˋՃીར
̚ᶘ～ᶙࣜ

5134 ೄ文土器 ਂു 長ੴ・ੴӳ・Ӣ฼ にͿいԫ׊ ２৚一૊の௜ઢによるݒਨ文を施文　ݒਨؒはຏりফす　୯અೄ文3-をॎ方޲に施文 ෴土上૚ ５ˋՃીར
̚ᶘ～ᶙࣜ

5135 ೄ文土器 ਂു 長ੴ・ੴӳ・Ӣ฼ ᒵ ２৚一૊のԡҾ文による文様を施文 ෴土上૚ ５ˋ中期前葉　中
ಕࣜかѨۄ台ࣜ

5136 ೄ文土器 ਂു 長ੴ・ੴӳ・Ӣ฼ ᒵ ２৚のོଳؒにԡҾ文を施文 ෴土上૚ ５ˋ中期前葉
Ѩۄ台ࣜ

第 354� ߸土޵出土遺物観࡯表（第 1� 図）

൪߸ छ　ผ 器छ 口ܘ 器高 底ܘ ଻　　土 ৭　調 ম成 ख　๏　の　特　௃　΄　か 出土Ґஔ උ　考

９ ೄ文土器 ਂു － （2��） ʦ7�0ʧ 長ੴ・ੴӳ ᒵ ී通 ௜ઢによるݒਨ文を施文　୯અೄ文3-をॎ方޲に施文 ෴土上૚ ５ˋ中期ϱ

－ 26 －

第 18図　第 354� ߸土޵・出土遺物࣮ଌ図

　第 3554 号土坑（第 1� 図）

位置　調査区中ԝ੢部̝ 11I� 区，ඪ高 20N΄どの台地ฏୱ部にҐஔしている。

重複　第 3553 ߸土޵に۷りࠐまれている。

規模と形状　北੢部が第 3553 ߸土޵に۷りࠐまれているため，長ܘは 2�55 ̼で，୹ܘは 1��2 ̼しか確認で͖

なかͬた。形状はପԁ形とਪ定で͖，主࣠方޲は̣－ 66 －˃̚である。ਂさは 10DNで，底面はฏୱである。

壁は外܏してཱͪ上がͬている。

覆土　୯一૚で，遺物出土状گから埋め໭されている。

土層解説
׊　１ ৭　ϩʔϜཻ子গ量

遺物出土状況　ೄ文土器片 12 点（ਂു），ੴ器 12� 点（মੴ片 121，ണ片８）が遺構શ面の෴土上૚から中૚

にか͚て出土している。মੴのੴࡐは，҆山ؠ࠭・ؠ・νϟʔτなどがある。

所見　মੴ片は෴土上૚から下૚にか͚て出土していることや底面でඃ೤ࠟ跡がみられないことから，মੴを

ഁ棄した廃棄土޵と考えられる。時期は，出土土器から中期後葉（Ճીར̚ᶘ～ᶙࣜ期）にൺ定で͖る。
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第 3554 ߸土޵出土遺物観࡯表（第 1� 図）

൪߸ छ　ผ 器छ ଻　　土 ৭　 調 ख　๏　の　特　௃　΄　か 出土Ґஔ උ　考

5137 ೄ文土器 ਂു 長ੴ・ੴӳ・Ӣ฼ にͿいԫᒵ ௜ઢによるݒਨ文を施文　ݒਨؒはຏりফす　୯અೄ文3-をॎ・ࣼ方޲に施文 ෴土中 ５ˋՃીར̚
ᶘ～ᶙࣜ

൪߸ 器　छ 長さ ෯ ްさ 重量 ࣭　　ࡐ 特　　　　௃ 出土Ґஔ උ　考

̦７ ണ片 1�4 2�2 0�6 1�7 νϟʔτ ੴ֩のଧ面の࠶ੜ面が࢒る ෴土中
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－ 27 －

第 19図　第 3554 ߸土޵・出土遺物࣮ଌ図

　第 3581 号土坑（第 20 図）

位置　調査区中ԝ੢部̝ 11J5 区，ඪ高 20 ̼の台地ฏୱ部にҐஔしている。

第 20図　第 35�1 ߸土޵・出土遺物࣮ଌ図
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第 35�1 ߸土޵出土遺物観࡯表（第 20 図）

൪߸ छ　ผ 器छ ଻　　土 ৭　 調 ख　๏　の　特　௃　΄　か 出土Ґஔ උ　考

513� ೄ文土器 ਂു 長ੴ・ੴӳ・Ӣ฼ ᒵ ௜ઢがԊうོଳを८らす　୯અೄ文3-をԣ方޲に施文 ෴土中 ５ˋՃીརࣜ̚

513� ೄ文土器 ਂു 長ੴ・ੴӳ・Ӣ฼ にͿいԫ׊ ２৚一૊の௜ઢによるݒਨ文を施文　ݒਨؒは無文　୯અೄ文3-をॎ方޲に施文 ෴土中 ５ˋՃીར
̚ᶗ～ᶙࣜ

5140 ೄ文土器 ਂു 長ੴ・ੴӳ・Ӣ฼ にͿいԫ׊ ୯અೄ文3-をॎ方޲に施文 ෴土中 ５ˋ

－ 2� －

土層解説
１　҉ ׊ ৭　ϩʔϜϒϩοΫ中量
׊　２ ৭　ϩʔϜϒϩοΫ中量
３　҉ ׊ ৭　ϩʔϜཻ子中量
４　҉ ׊ ৭　ϩʔϜϒϩοΫগ量

׊　５ ৭　ϩʔϜϒϩοΫগ量
６　にͿいԫ׊৭　ϩʔϜϒϩοΫ中量
׊　７ ৭　ϩʔϜཻ子中量

重複　第 1�4 。まれているࠐに۷りߔ߸

規模と形状　東部が第 1�4 はܘまれているため，ೆ北ࠐに۷りߔ߸ 2�70 ̼で，東੢ܘは 2�52 ̼しか確認で͖

なかͬた。形状はԁ形とਪ定で͖，ਂさは 56DNである。底面はฏୱで，壁は外܏してཱͪ上がͬている。

覆土　７૚に෼૚で͖る。Ϩϯζ状にଯੵしていることからࣗવଯੵと考えられる。

第 3588 号土坑（第 21 ～ 23 図）

位置　調査区北部の̜ 11K0 区，ඪ高 20 ̼΄どの台地ฏୱ部にҐஔしており，北部は調査区Ҭ外にԆͼている。

規模と形状　ܘ 2�52 ̼のԁ形とਪ定で͖，主࣠方޲は̣－̌ で˃ある。ਂさは 51DNで，底面はฏୱである。

壁は外܏してཱͪ上がͬている。

ピット 東壁ࡍにҐஔしている。形状は，長ܘ �5DN，୹ܘ 77DNのପԁ形で，底面からのਂさは 6�DNである。

遺物出土状況　ೄ文土器片７点（ਂു）が෴土上૚から中૚にか͚てࡏࢄతに出土している。

所見　ن໛と形状からஷଂ穴の可能ੑがある。時期は，出土土器から中期後葉（Ճીར̚ᶗ～ᶙࣜ期）にൺ定

で͖る。
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第 21 図　第 35�� ߸土࣮޵ଌ図
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－ 2� －

第 22図　第 35�� ߸土޵出土遺物࣮ଌ図（１）

遺物出土状況　ೄ文土器片 253 点（ਂു 24�，ઙു４），ੴ器２点（ണ片，ੴࡼ）が出土している。ͦの多く

は中ԝ部の෴土中૚から集中して出土している。5154 は̥１底面から出土している。10 は中ԝ部からೆ部の

底面௚上から෼ࢄした状ଶで出土している。11 は第 3612 ߸土޵から出土したものと遺構ؒで઀合したもので

ある。

所見　ੑ֨はෆ໌であるが，ۙ઀する第 3621 土޵とن໛や形状が類ࣅすることから，Կらかの関連ੑが想定

される。時期は，出土土器から中期後葉（Ճીར̚ᶘ～ᶙࣜ期）にൺ定で͖る。

覆土　４૚に෼૚で͖る。遺物出土状گからਓҝଯੵと考えられる。

土層解説
１　҉ ׊ ৭　ϩʔϜϒϩοΫ中量，୸Խཻ子ඍ量
׊　２ ৭　ϩʔϜཻ子গ量（కまりڧい）

׊　３ ৭　ϩʔϜཻ子中量，୸Խཻ子ඍ量
׊　４ ৭　ϩʔϜཻ子多量

10
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０ 10㎝



第 35�� ߸土޵出土遺物観࡯表（第 22・23 図）

൪߸ छ　ผ 器छ 口ܘ 器高 底ܘ ଻　　土 ৭　調 ম成 ख　๏　の　特　௃　΄　か 出土Ґஔ උ　考

10 ೄ文土器 ਂു ʦ34�0ʧ（12�7） － 長ੴ・ੴӳ・Ӣ฼ ᒵ ී通 ௜ઢがԊうོଳによる区ը文　区ը内は̌ஈ多৚ೄ文 3-
をԣ方޲に施文　体部は̌ஈ多৚ೄ文3-をॎ方޲に施文 底面௚上 10�Ճીར̚ᶘ

～ᶙࣜ　1-21

－ 30 －

第 23図　第 35�� ߸土޵出土遺物࣮ଌ図（２）
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൪߸ छ　ผ 器छ 口ܘ 器高 底ܘ ଻　　土 ৭　調 ম成 ख　๏　の　特　௃　΄　か 出土Ґஔ උ　考

11 ೄ文土器 ਂു － （11�6）ʦ11�0ʧ 長ੴ・ੴӳ にͿいԫᒵ ී通 ２৚一૊の௜ઢによるݒਨ文を施文　୯અೄ文3-をॎ・ࣼ方޲に施文 ෴土中 10ˋՃીར̚ᶗ
～ᶙࣜ　1-21

12 ೄ文土器 ਂു － （13�1） － 長ੴ・ੴӳ ᒵ ී通 ৚ઢ文をॎ方޲に施文 ෴土中 ５ˋՃીར
ࣜ̚　1-21

13 ೄ文土器 ઙു ʦ41�6ʧ（6��） － 長ੴ・ੴӳ・Ӣ฼ ᒵ ෆྑ 無文 ෴土中 10�　1-21

14 ೄ文土器 ઙു － （7�0） ʦ��0ʧ 長ੴ・ੴӳ・Ӣ฼ ᒵ ෆྑ 無文 ෴土中 10ˋ　1-21

൪߸ 器　छ 長さ ෯ ްさ 重量 ࣭　　ࡐ 特　　　　௃ 出土Ґஔ උ　考

̦８ ੴࡼ （7�5） （7�5） （6��） 447�� Ֆቋؠ 用面１面࢖ ෴土中

൪߸ छ　ผ 器छ ଻　　土 ৭　 調 ख　๏　の　特　௃　΄　か 出土Ґஔ උ　考

5141 ೄ文土器 ਂു 長ੴ・ੴӳ・Ӣ฼ にͿいԫ׊ ௜ઢがԊうོଳによるӔר文・区ը文 ෴土上૚ ５ˋՃીར
̚ᶗ～ᶘࣜ

5142 ೄ文土器 ਂു 長ੴ・ੴӳ・Ӣ฼ にͿいԫᒵ ௜ઢがԊうོଳによるӔר文・区ը文　区ը内はෳઅೄ文 -3-をॎ方޲に施文 ෴土中 ５ˋՃીར̚ᶗ
～ᶘࣜ　1-21

5143 ೄ文土器 ਂു 長ੴ・ੴӳ・Ӣ฼ にͿいԫ׊ 無અೄ文̧の೨ࢳ文をॎ方޲に施文後，௜ઢによるପԁ区ը文を施文 ෴土中 ５ˋՃીར̚ᶘ
～ᶙࣜ　1-21

5144 ೄ文土器 ਂു 長ੴ・ੴӳ・Ӣ฼ ᒵ ௜ઢがԊうོଳによるӔר文・区ը文　区ը内は୯અ上ೄ文 -3をॎ方޲に施文 ෴土中 ５ˋՃીར
̚ᶘࣜ

5145 ೄ文土器 ਂു 長ੴ・ੴӳ・Ӣ฼ ᒵ 口৶部に௜ઢを施文　口ԑ部は௜ઢがԊうོଳによる区ը文　
区ը内は無અೄ文̧の೨ࢳ文をॎ方޲に施文 ෴土中 ５ˋՃીར̚

ᶗࣜ　1-21

5146 ೄ文土器 ਂു 長ੴ・ੴӳ・Ӣ฼ ᒵ ௜ઢがԊうོଳの௜ઢؒにࢗಥ文を施文　ͦの௚下に無અೄ文̡の೨ࢳ文をॎ方޲に施文 ෴土中 ５ˋՃીར̚ᶗ
～ᶘࣜ　1-21

5147 ೄ文土器 ਂു 長ੴ・ੴӳ・Ӣ฼ にͿいԫ׊ ௜ઢがԊうོଳによる区ը文　区ը内は୯અೄ文3-をॎ方޲に施文 ෴土中 ５ˋՃીར̚
ᶗࣜ　1-21

514� ೄ文土器 ਂു 長ੴ・ੴӳ・Ӣ฼ ᒵ ৚ઢ文をॎ方޲に施文 出面ݕ ５ˋՃીར̚ᶗࣜ

514� ೄ文土器 ਂു 長ੴ・ੴӳ・Ӣ฼ ᒵ ོଳにަࢗޓಥ文　ͦの௚下に無અೄ文̧の೨ࢳ文をॎ方޲に施文 ෴土中 ５ˋ中ಕࣜ
1-21

5150 ೄ文土器 ਂു 長ੴ・ੴӳ・Ӣ฼ にͿいԫ׊ ೾状口ԑ　口৶部は๮状޻۩によるԡѹ文　ͦの௚下に２৚一૊のԡҾ文を施文 ෴土中 ５ˋѨۄ台
ࣜ　1-21

5151 ೄ文土器 ਂു 長ੴ・ੴӳ・Ӣ฼ にͿいԫᒵ ௜ઢがԊうོଳによるӔר文・区ը文　区ը内は୯અೄ文3-を施文 ෴土中 ５ˋՃીར̚ᶘࣜ

5152 ೄ文土器 ਂു 長ੴ・ੴӳ にͿいԫᒵ ௜ઢがԊうོଳによる区ը文　区ը内はෳઅೄ文3-3をԣ方޲に施文 ෴土中 ５ˋՃીར̚ᶘࣜ

5153 ೄ文土器 ਂു 長ੴ・ੴӳ・Ӣ฼ にͿいԫᒵ ௜ઢによる区ը文　区ը内はೄ文を施文　୯અೄ文 3-をॎ方
ਨ文を施文ݒに施文後，２৚一૊の௜ઢによる޲ ෴土上૚ ５ˋՃીར

̚ᶗ～ᶘࣜ

5154 ೄ文土器 ਂു 長ੴ・ੴӳ・Ӣ฼ にͿいԫ׊ 口ԑ部は௜ઢがԊうོଳによる区ը文　体部はෳઅೄ文 -3-をॎ方޲
に施文後，２৚一૊の௜ઢによるݒਨ文を施文　ݒਨؒはຏりফす ̥１底面 ５ˋՃીར̚ᶘࣜ

5155 ೄ文土器 ਂു 長ੴ・ੴӳ・Ӣ฼ ׊ ̌ஈ多৚ೄ文3-をࣼ方޲に施文後，２৚一૊のऄ行௜ઢを施文 ෴土中 ５ˋՃીར
̚ᶘ～ᶙࣜ

5156 ೄ文土器 ਂു 長ੴ・ੴӳ ᒵ ৚ઢ文をॎ方޲に施文後，２৚一૊の௜ઢを८らす ෴土中 ５ˋՃીར
̚ᶗ～ᶙࣜ
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－ 31 －

　第 3594 号土坑（第 24 図）

位置　調査区北部の̝ 12C2 区，ඪ高 20 ̼΄どの台地ฏୱ部にҐஔしている。

規模と形状　長ܘ 1�41 ̼，୹ܘ 1�23 ̼のପԁ形で，主࣠方޲は̣－１ －˃̚である。ਂさは 54DNで，底面は

第 24図　第 35�4 ߸土޵・出土遺物࣮ଌ図

TP57
TP58

TP59

０ 10㎝０ ２m



第 35�4 ߸土޵出土遺物観࡯表（第 24 図）

൪߸ छ　ผ 器छ ଻　　土 ৭　 調 ख　๏　の　特　௃　΄　か 出土Ґஔ උ　考

5157 ೄ文土器 ਂു 長ੴ・ੴӳ・Ӣ฼ ᒵ ོଳにԊͬて݁અ௜ઢと௺形文を施文 ෴土中 ５ˋѨۄ台ࣜ

515� ೄ文土器 ਂു 長ੴ・ੴӳ・Ӣ฼ ᒵ ོଳを施文 ෴土上૚ ５ˋ中期

515� ೄ文土器 ਂു 長ੴ・ੴӳ にͿいԫᒵ ৚ઢ文をॎ方޲に施文 ෴土中 ５ˋ中期
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－ 32 －

土層解説
׊　１ ৭　ϩʔϜϒϩοΫগ量 ৭　ϩʔϜཻ子ඍ量׊　２

ฏୱである。壁は北壁で௚ཱし，ೆ壁で外܏してཱͪ上がͬている。

覆土　２૚に෼૚で͖る。第２૚は壁่落土で֯ࡾଯੵを示していることからࣗવଯੵと考えられる。

遺物出土状況　ೄ文土器片４点（ਂു）が෴土上૚から出土している。

所見　時期は，出土土器がわͣかなためৄࡉな時期はෆ໌であるが，中期と考えられる。

　第 3596 号土坑（第 25・26 図）

位置　調査区北部の̜ 12K1 区，ඪ高 20 ̼΄どの台地ฏୱ部にҐஔしている。

規模と形状　北東壁の上部は֧ཚをड͚ているため，確認で͖た長ܘは 1�16 ̼で，୹ܘは 1�07 ̼のԁ形で，

ਂさは 20DNである。底面はฏୱで，壁はやや外܏してཱͪ上がͬている。

覆土　୯一૚でࣗવଯੵと考えられる。

土層解説
ࠇ　１ ׊ ৭　ϩʔϜϒϩοΫগ量

遺物出土状況　ೄ文土器片 75 点（ਂു），᛽２点が෴土上૚から中૚にか͚て出土している。

所見　時期は，出土土器から中期後葉（Ճીར̚ᶗ～ᶘࣜ期）にൺ定で͖る。

第 25図　第 35�6 ߸土޵・出土遺物࣮ଌ図
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第 35�6 ߸土޵出土遺物観࡯表（第 25・26 図）

൪߸ छ　ผ 器छ ଻　　土 ৭　 調 ख　๏　の　特　௃　΄　か 出土Ґஔ උ　考

5160 ೄ文土器 ਂു 長ੴ・ੴӳ ᒵ ௜ઢがԊうོଳによるӔר文 ෴土中 ５ˋՃીར
̚ᶗ～ᶘࣜ

5161 ೄ文土器 ਂു 長ੴ・ੴӳ・Ӣ฼ にͿいԫᒵ ௜ઢがԊうོଳによるӔר文 ෴土中 ５ˋՃીར
̚ᶗ～ᶘࣜ

5162 ೄ文土器 ਂു 長ੴ・ੴӳ・Ӣ฼ にͿいԫ׊ ௜ઢがԊうོଳによる区ը文 ෴土中 ５ˋՃીར̚ᶘࣜ

5163 ೄ文土器 ਂു 長ੴ・ੴӳ・Ӣ฼ にͿいԫᒵ ௜ઢがԊうོଳによる区ը文　区ը内はॎ方޲に௜ઢを施文 ෴土中 ５ˋՃીར̚
ᶘࣜ　1-22

5164 ೄ文土器 ਂു 長ੴ・ੴӳ・Ӣ฼ にͿいԫ׊ 口ԑ௚下に೾状௜ઢを施文　ԡҾ文で文様を施文 ෴土中 ５ˋѨۄ台ࣜ

5165 ೄ文土器 ਂു 長ੴ・ੴӳ・Ӣ฼ ᒵ 口৶部は๮状޻۩によるԡѹ文　Ωβϛを༗するོଳで೺खを施文 ෴土中 ５ˋѨۄ台ᶗ Cࣜ

5166 ೄ文土器 ਂു 長ੴ・ੴӳ・Ӣ฼ にͿいԫ׊ ௜ઢがԊうོଳによる区ը文　区ը内はॎ方޲に௜ઢを施文　 ෴土中 ５ˋՃીར̚ᶗࣜ

5167 ೄ文土器 ਂു 長ੴ・ੴӳ・Ӣ฼ にͿいԫ׊ ௜ઢがԊうོଳによる区ը文 ෴土中 ５ˋՃીར
̚ᶗ～ᶘࣜ

516� ೄ文土器 ਂു 長ੴ・ੴӳ ᒵ ௜ઢがԊうོଳによるӔר文・区ը文区ը内は୯અೄ文3-をԣ方޲に施文 ෴土中 ５ˋՃીར
̚ᶗ～ᶘࣜ

516� ೄ文土器 ਂു 長ੴ・Ӣ฼ ᒵ ๮状޻۩によるԡѹ文を༗するོଳにԊͬてԡҾ文を施文 ෴土中 ５ˋѨۄ台ᶗ
Cࣜ　1-22
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－ 33 －

　第 3612 号土坑（第 27・2� 図）

位置　調査区北部の̝ 12D2 区，ඪ高 20 ̼΄どの台地ฏୱ部にҐஔしている。

第 27図　第 3612 ߸土޵・出土遺物࣮ଌ図

第 26図　第 35�6 ߸土޵出土遺物࣮ଌ図
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第 3612 ߸土޵出土遺物観࡯表（第 27・2� 図）

൪߸ छ　ผ 器छ ଻　　土 ৭　 調 ख　๏　の　特　௃　΄　か 出土Ґஔ උ　考

5170 ೄ文土器 ਂു 長ੴ・ੴӳ・Ӣ฼ ᒵ ௜ઢがԊうོଳによるӔר文・区ը文　区ը内は୯અೄ文 -3をԣ方޲に施文 底面 ５ˋՃીར̚ᶘ
～ᶙࣜ　1-22

5171 ೄ文土器 ਂു 長ੴ・ੴӳ・Ӣ฼ にͿいԫᒵ ๮状޻۩によるԁ形ࢗಥ文を施文 ෴土中 ５ˋՃીར
̚ᶘ～ᶙࣜ

൪߸ 器　छ 長さ ෯ ްさ 重量 ࣭　　ࡐ 特　　　　௃ 出土Ґஔ උ　考

̦９ ຏੴ・Ꮟੴ ��� 7�0 3�� 373�4 ؠ࠭ 用面３面࢖ 底面

̦ 10 ຏੴ 6�4 6�3 3�6 242�6 ؠ෢ݰ 用面２面࢖ 底面

－ 34 －

重複　第 600 ߸住居，第 3730 ߸土޵に۷りࠐまれている。

規模と形状　ೆ東部が第 600 ߸住居ٴͼ第 3730 ߸土޵に۷りࠐまれているため，確認で͖た長࣠は 1��4 ̼で，

୹࣠は 1�70 ̼である。形状は۱ؙ長方形で，主࣠方޲は̣－ 45 －˃̬である。ਂさは 56DNで，底面はฏୱで

ある。壁は北壁で外܏してཱͪ上がり，他の壁では௚ཱしている。

覆土　３૚に෼૚で͖る。Ϩϯζ状にଯੵしていることからࣗવଯੵと考えられる。

土層解説
１　҉ ׊ ৭　ϩʔϜϒϩοΫ多量，ࠇ৭土ϒϩοΫগ量（కま
　　　　　　　　りऑい）

２　҉ ׊ ৭　ϩʔϜཻඍ量
３　҉ ׊ ৭　ϩʔϜϒϩοΫ中量（కまりऑい）

遺物出土状況　ೄ文土器片 24 点（ਂു 23，ઙു１），ੴ器２点（ຏੴ）がࡏࢄతに出土している。ͦの多く

は෴土上૚から中૚にか͚て出土している。第 35�� ߸土޵のものと遺構ؒで઀合したઙു・5170・2９・

210 は底面から出土している。

所見 ໛と形状からஷଂ穴の可能ੑがある。時期は，出土土器から中期後葉（Ճીར̚ᶘ～ᶙࣜ期）にൺ定ن

で͖る。

　第 3621 号土坑（第 2� 図）

位置　調査区北部の̝ 12B1 区，ඪ高 20 ̼΄どの台地ฏୱ部にҐஔしている。

重複　第 5�7 ߸住居に۷りࠐまれている。

規模と形状　長2�60̼ܘ，୹2�42̼ܘのԁ形で，主࣠方޲は̣－̌ で˃ある。ਂ さは44DNで，底面はฏୱである。

壁は௚ཱしている。

ピット 北東壁ࡍにҐஔしている。形状は，長ܘ �4DN，୹ܘ 74DNପԁ形で，ਂさは 77DNである。෴土は，

Ϩϯζ状にଯੵしていることからࣗવଯੵと考えられる。

第 28図　第 3612 ߸土޵出土遺物࣮ଌ図
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第 3621 ߸土޵出土遺物観࡯表（第 2� 図）

൪߸ छ　ผ 器छ 口ܘ 器高 底ܘ ଻　　土 ৭　調 ম成 ख　๏　の　特　௃　΄　か 出土Ґஔ උ　考

15 ೄ文土器 ਂു － （��5） － 長ੴ・ੴӳ・Ӣ฼ ᒵ ޷ྑ ೾状口ԑ　ಥى部に௜ઢによるӔר文　ͦの௚下に２ݸ一
૊のઠ޸　口ԑ部は௜ઢがԊうོଳによるӔר文・区ը文 ෴土中 ５ˋՃીར̚ᶘ

～ᶙࣜ　1-22

̍
̎

̍

̎

3

4

20
�6
N

P1

4*597

20
�6
N

20�6N 20�6N

Ｈ12b2

A
A
’

B
B’

C

C’

C
C
’

D D’

A
A
’

Ｂ’ D D’B

－ 35 －

土層解説
৭　ϩʔϜϒϩοΫগ量׊ࠇ　１
৭　ϩʔϜϒϩοΫগ量׊҉　２

৭　ϩʔϜཻ子中量׊҉　３
৭　ϩʔϜཻ子ඍ量׊҉　４

覆土　４૚に෼૚で͖る。Ϩϯζ状にଯੵしていることからࣗવଯੵと考えられる。

遺物出土状況 ೄ文土器片 132 点（ਂു），ੴ器２点（ണ片，ຏੴ），᛽４点が෴土上૚から下૚にか͚て出土

している。ͦの他，混入したと考えられる土ࢣ器１点（ᙈ）が出土している。

所見 ੑ֨はෆ໌であるが，ۙ઀する第 35�� ߸土޵とن໛や形状が類ࣅすることから，Կらかの関連ੑが想

定される。時期は，出土土器から中期後葉（Ճીར̚ᶘ～ᶙࣜ期）にൺ定で͖る。

第 29図　第 3621 ߸土޵・出土遺物࣮ଌ図
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൪߸ छ　ผ 器छ ଻　　土 ৭　 調 ख　๏　の　特　௃　΄　か 出土Ґஔ උ　考

5172 ೄ文土器 ਂു 長ੴ ׊ ೾状口ԑ　௜ઢがԊうོଳによるӔר文 ෴土中 ５ˋՃીར̚ᶘࣜ

5173 ೄ文土器 ਂു 長ੴ・ੴӳ ᒵ ௜ઢがԊうོଳによる区ը文　区ը内は୯અೄ文3-をԣ方޲に施文 ෴土中 ５ˋՃીར
̚ᶘ～ᶙࣜ

5174 ೄ文土器 ਂു 長ੴ・ੴӳ・Ӣ฼ にͿいԫ׊ ོଳؒに２৚一૊のԡҾ文を施文 ෴土中 ５ˋѨۄ台ࣜ

5175 ೄ文土器 ਂു 長ੴ・ੴӳ ᒵ Ωβϛを༗するಥى部 ෴土中 ５ˋѨۄ台ࣜ

5176 ೄ文土器 ਂു 長ੴ・ੴӳ・Ӣ฼ ᒵ ௜ઢがԊうོଳ　୯અೄ文 -3をԣ方޲に施文 ෴土中 ５ˋՃીར
̚ᶗ～ᶙࣜ

൪߸ 器　छ 長さ ෯ ްさ 重量 ࣭　　ࡐ 特　　　　௃ 出土Ґஔ උ　考

̦ 11 ຏੴ・Ꮟੴ （6�5） ��5 3�� 37��0 ҆山ؠ 用面２面࢖ ෴土中

̏
̍ ̎

̍
̎

4*597

20
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N

Ｈ11a9
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B B’

第 3622 ߸土޵出土遺物観࡯表（第 30 図）

൪߸ छ　ผ 器छ ଻　　土 ৭　 調 ख　๏　の　特　௃　΄　か 出土Ґஔ උ　考

5177 ೄ文土器 ਂു 長ੴ・ੴӳ・Ӣ฼ ᒵ ௜ઢがԊうོଳによるӔר文・区ը文　区ը内はॎ方޲の௜ઢとԁ形ࢗಥ文を施文 ෴土上૚ ５ˋՃીར̚
ᶘࣜ　1-22

517� ೄ文土器 ਂു 長ੴ・ੴӳ・Ӣ฼ にͿいԫ׊ ௜ઢがԊうོଳによる区ը文　区ը内は௜ઢをॎ方޲に施文 ෴土上૚ ５ˋՃીར̚ᶗࣜ

517� ೄ文土器 ਂു 長ੴ・ੴӳ・Ӣ฼ にͿいԫ׊ ୯અೄ文3-をॎ方޲に施文後，２৚一૊の௜ઢで文様をඳ出 ෴土中 ５ˋՃીར̚ᶗࣜ

－ 36 －

　第 3622 土坑（第 30 図）

位置　調査区北੢部̝ 11B� 区，ඪ高 20 ̼΄どの台地ฏୱ部にҐஔしている。

重複　第 5�7 ߸住居に۷りࠐまれている。

規模と形状　長ܘ 2�2� ̼，୹ܘ 1�43 ̼のପԁ形で，主࣠方޲は̣－ 37 －˃̚である。ਂさは 30DNで，底面は

ฏୱである。壁は外܏してཱͪ上がͬている。

覆土　３૚に෼૚で͖る。Ϩϯζ状にଯੵしていることからࣗવଯੵと考えられる。

土層解説
１　҉ ׊ ৭　ϩʔϜϒϩοΫগ量（కまりڧい）
２　҉ ׊ ৭　ϩʔϜཻ子গ量（కまりڧい）

׊　３ ৭　ϩʔϜཻ子・୸Խཻ子ඍ量

遺物出土状況　ೄ文土器片 3� 点（ਂു），᛽１点が෴土上૚から中૚にか͚てࡏࢄతに出土している。

所見　時期は，出土土器から中期後葉（Ճીར̚ᶘࣜ期）にൺ定で͖る。

第 30図　第 3622 ߸土޵・出土遺物࣮ଌ図
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第 3663 ߸土޵出土遺物観࡯表（第 31 図）

൪߸ छ　ผ 器छ ଻　　土 ৭　 調 ख　๏　の　特　௃　΄　か 出土Ґஔ උ　考

51�0 ೄ文土器 ਂു 長ੴ・ੴӳ・Ӣ฼ にͿいԫᒵ ２৚一૊の௜ઢによるݒਨ文を施文　ݒਨؒはຏりফす　୯અೄ文3-をॎ方޲に施文 ෴土中 ５ˋՃીར
̚ᶘ～ᶙࣜ

－ 37 －

土層解説
１　҉ ׊ ৭　ϩʔϜཻ子中量 ２　にͿいԫ׊৭　ϩʔϜϒϩοΫগ量

遺物出土状況　ೄ文土器片３点（ਂു），᛽３点が෴土上૚から中૚にか͚て出土している。

所見　時期は，出土土器がわͣかなためৄࡉはෆ໌であるが，中期と考えられる。

第 31図　第 3663 ߸土޵・出土遺物࣮ଌ図

　第 3666 号土坑（第 32 図）

位置　調査区ೆ東部の̞ 12G0 区，ඪ高 21 ̼΄どの台地ฏୱ部にҐஔしている。

重複　第 3663 ߸土޵に۷りࠐまれている。

規模と形状　北部が第 3663 ߸土޵に۷りࠐまれているため，確認で͖た長ܘは 0��� ̼で，୹ܘは 0�76 ̼のପ

ԁ形で，ਂさは 16DNである。底面はฏୱで，壁は外܏してཱͪ上がͬている。

覆土　୯一૚でࣗવଯੵと考えられる。

土層解説
１　にͿいԫ׊৭　ϩʔϜཻ子中量

　第 3663 号土坑（第 31 図）

位置　調査区ೆ東部の̞ 12G0 区，ඪ高 21 ̼΄どの台地ฏୱ部にҐஔしている。

重複　第 3666 ߸土޵を۷りࠐΜでいる。

規模と形状　長ܘ 2�75 ̼，୹ܘ 2�40 ̼のପԁ形で，主࣠方޲は/－ 75 －˃̬である。ਂさは 27DNで，底面

はฏୱである。壁は੢壁で௚ཱし，他では外܏してཱͪ上がͬている。

覆土　２૚に෼૚で͖る。Ϩϯζ状にଯੵしていることからࣗવଯੵと考えられる。
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第 32図　第 3666 ߸土࣮޵ଌ図

　第 3712 号土坑（第 33 図）

位置　調査区北東部の̝ 12G7 区，ඪ高 20 ̼΄どの台地ࣼ面部にҐஔしている。

重複　第 3711 ߸土޵に۷りࠐまれている。

規模と形状　長࣠ 2�66 ̼，୹࣠ 2�2� ̼の長方形で，主࣠方޲は/－ 16 －˃ & である。ਂさは 15DNで，底面

はฏୱである。壁は外܏してཱͪ上がͬている。

覆土　２૚に෼૚で͖る。Ϩϯζ状にଯੵしていることからࣗવଯੵと考えられる。

土層解説
１　҉ ׊ ৭　ϩʔϜϒϩοΫগ量 ２　にͿいԫ׊৭　ϩʔϜϒϩοΫগ量

遺物出土状況　ೄ文土器片 23 点（ਂു），ੴ器２点（ຏੴ，Ԝੴ）が出土している。ͦの多くは，第２૚から

出土している。

所見　時期は，出土土器から中期後葉（Ճીར̚ᶘࣜ期）にൺ定で͖る。

第 33図　第 3712 ߸土޵・出土遺物࣮ଌ図

所見　時期は，遺物が出土していないためৄࡉはෆ໌であるが，重ෳ関܎から中期以前と考えられる。
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第 3712 ߸土޵出土遺物観࡯表（第 33 図）

൪߸ छ　ผ 器छ ଻　　土 ৭　 調 ख　๏　の　特　௃　΄　か 出土Ґஔ උ　考

51�1 ೄ文土器 ਂു 長ੴ・ੴӳ・Ӣ฼ ᒵ ௜ઢがԊうོଳによるӔר文・区ը文　区ը内は୯અೄ文3-を施文 ෴土中 ５ˋՃીར̚
ᶘࣜ　1-22

51�2 ೄ文土器 ਂു 長ੴ・ੴӳ・Ӣ฼ にͿいԫ׊ ௜ઢがԊうོଳによるӔר文 ෴土中 ５ˋՃીར̚ᶘࣜ

51�3 ೄ文土器 ਂു 長ੴ・ੴӳ・Ӣ฼ ᒵ ௜ઢがԊうོଳによるӔר文・区ը文 ෴土中 ５ˋՃીར̚ᶘࣜ

51�4 ೄ文土器 ਂു 長ੴ・Ӣ฼ にͿいԫᒵ Ωβϛを༗するོଳにԊͬてࢗಥ文を施文 ෴土中 ５ˋѨۄ台ࣜ

̍
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第 3721 ߸土޵出土遺物観࡯表（第 34 図）

൪߸ छ　ผ 器छ ଻　　土 ৭　 調 ख　๏　の　特　௃　΄　か 出土Ґஔ උ　考

51�5 ೄ文土器 ਂു 長ੴ・ੴӳ・Ӣ฼ にͿいԫ׊ 無文　口ԑ௚下に௜ઢを１৚८らす ෴土中 ５ˋ中期後葉

51�6 ೄ文土器 ਂു 長ੴ・ੴӳ・Ӣ฼ にͿいԫ׊ ２৚一૊の௜ઢによるݒਨ文を施文　ݒਨؒはຏりফす　୯અೄ文3-をॎ方޲に施文 ෴土中 ５ˋՃીར
̚ᶗ～ᶙࣜ

51�7 ೄ文土器 ਂു 長ੴ・ੴӳ・Ӣ฼ にͿいԫᒵ ２৚一૊のऄ行௜ઢによるݒਨ文を施文　ݒਨؒはຏりফす　無અೄ文̡をॎ方޲に施文 ෴土中 ５ˋՃીར
̚ᶗ～ᶙࣜ

－ 3� －

　第 3721 号土坑（第 34 図）

位置　調査区北東部の̝ 12F6 区，ඪ高 20 ̼΄どの台地ࣼ面部にҐஔしている。

重複　第 3717 ߸土޵に۷りࠐまれている。

規模と形状　長࣠ 1��� ̼，୹࣠ 1��� ̼の方形で，主࣠方޲は/－ 22 －˃̬である。ਂさは 1�DNで，底面は

ややԜತがあり，壁は外܏してཱͪ上がͬている。

覆土　୯一૚でࣗવଯੵと考えられる。

土層解説
׊　１ ৭　ϩʔϜϒϩοΫ中量

遺物出土状況 ೄ文土器片 30 点（ਂു 2�，ઙു１）が出土している。ͦの他，混入したと考えられる土ࢣ器

片４点（ᆀ１，ᙈ３）が出土している。

所見　時期は，出土土器から中期後葉（Ճીར̚ᶗ～ᶙࣜ期）にൺ定で͖る。

第 34図　第 3721 ߸土޵・出土遺物࣮ଌ図
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表３　ೄ文時୅土޵一ཡ表

൪߸ Ґ�ஔ 長࣠（ܘ）方޲ ฏ�面�形
໛　　　　ن

底　面 壁　面 ෴　土 主�な�出�土�遺�物
උ　考

重ෳ関܎（ݹˠ৽）長ܘʷ୹ܘ（̼） ਂさ（ᶲ）

3522 ̝ 11J6 ̣－ �4 －˃̬ ପԁ形 2�11ʷ1�72 20 ฏୱ 外܏ ࣗવ ೄ文土器，ੴ器

352� ̞ 11E� ̣－ 14 －˃̚ ପԁ形 0�61ʷ0�4� 16 ฏୱ 外܏ ਓҝ ੴ器

354� ̝ 11E7 ̣－３ －˃̚ ପԁ形 1�46ʷ1�21 30 ฏୱ 外܏ ࣗવ ೄ文土器

3554 ̝ 11I� ̣－ 66 －˃̚ ପԁ形 2�55 （̫1��2） 10 ฏୱ 外܏ ਓҝ ೄ文土器，ണ片，মੴ 本跡ˠ 4,3553

35�1 ̝ 11J5 － ԁ形 2�70 （̫2�52） 56 ฏୱ 外܏ ࣗવ ೄ文土器 本跡ˠ 4%1�4

35�� ̜ 11K0 － ԁ形 （2�52）̫ 2�52 51 ฏୱ 外܏ ਓҝ ೄ文土器，ੴ器

35�4 ̝ 12C2 ̣－１ －˃̚ ପԁ形 1�41ʷ1�23 54 ฏୱ 外܏ ࣗવ ೄ文土器

35�6 ̜ 12K1 － ԁ形 （1�16）̫ 1�07 20 ฏୱ 外܏ ࣗવ ೄ文土器

3612 ̝ 12D2 ̣－ 45 －˃̬ ۱ؙ長方形 （1��4）̫ （1�70） 56 ฏୱ ௚ཱ ࣗવ ೄ文土器，ੴ器 本跡ˠ 4*600，4,3730

3621 ̝ 12B1 － ԁ形 2�60ʷ2�42 44 ฏୱ ௚ཱ ࣗવ ೄ文土器，ੴ器 本跡ˠ 4*5�7

3622 ̝ 11B� ̣－ 37 －˃̚ ପԁ形 2�2�ʷ1�43 30 ฏୱ 外܏ ࣗવ ೄ文土器 本跡ˠ 4*5�7

3663 ̞ 12G0 ̣－ 75 －˃̬ ପԁ形 2�75ʷ2�40 27 ฏୱ 外܏ ࣗવ ೄ文土器 4,3666 ˠ本跡

3666 ̞ 12G0 － ପԁ形 0��� （̫0�76） 16 ฏୱ 外܏ ࣗવ － 本跡ˠ 4,3663

3712 ̝ 12G7 ̣－ 16 －˃̚ 長方形 2�66ʷ2�2� 15 ฏୱ 外܏ ࣗવ ೄ文土器，ੴ器 本跡ˠ 4,3711

3721 ̝ 12F6 ̣－ 22 －˃̬ 方形 1���ʷ1��� 1� Ԝತ 外܏ ࣗવ ೄ文土器 本跡ˠ 4,3717

－ 40 －

෿時୅の遺構と遺物ݹ　２

　当時୅の遺構は竪穴住居跡 15 。ͼ遺物について記述するٴを確認した。以下，遺構ݢ

　竪穴住居跡

第 564 号住居跡（第 35・36 図）

位置　調査区੢部の̝ 11I4 区，ඪ高 20 ̼΄どの台地ฏୱ部にҐஔしている。

重複関係　第 367� ߸土޵に۷りࠐまれている。

規模と形状　北部は֧ཚをड͚ているが，ฏ成８೥౓の調査成Ռと合わͤたن໛は，長࣠ 4�05 ̼，୹࣠ 3���

̼の方形で，主࣠方޲は̣－ 2� －˃̬である。壁高は６～ 1�DNで，外܏してཱͪ上がͬている。

床　東から੢に޲かͬてややࣼ܏した貼床で，中ԝ部は౿みݻめられている。確認で͖た壁下には෯ 12 ～

24DNの壁ߔが८ͬている。貼床は確認面から 12 ～ 20DN۷りࠐみ，ϩʔϜを主体とするにͿいԫ׊৭土を４

～ 16DN埋土して構ஙされている。

炉　中ԝ部に付設されている地床炉である。北部が֧ཚをड͚ているため，ೆ北ܘは 65DNしか確認で͖ͣ，

東੢ܘは 52DNのෆ੔ପԁ形とਪ定される。炉床は，ඃ೤により੺มߗԽしている。

ピット　ਂさ 42DNで，ҐஔやߗԽ面の޿がりから出入口施設に൐うϐοτと考えられる。

覆土　７૚に෼૚で͖る。第１～５૚にম土が多量にؚまれていること，ଯੵ状گがෆنଇなことから埋め໭

されている。第８૚は貼床の構ங土である。

土層解説
１　҉ ׊ ৭　ম土ϒϩοΫ多量，ϩʔϜཻ子গ量，୸Խཻ子ඍ

量
２　໌ ੺ ׊ ৭　ম土ϒϩοΫ多量，҉׊৭ϒϩοΫগ量（కまり

（いڧ
３　҉ ׊ ৭　ϩʔϜཻ子中量，ম土ϒϩοΫগ量，୸Խཻ子ඍ

量

４　҉ ׊ ৭　ম土ϒϩοΫ・ϩʔϜཻ子中量，୸Խཻ子ඍ量
５　໌ ੺ ׊ ৭　ম土ϒϩοΫ多量，҉׊৭ϒϩοΫ中量（కまり

（いڧ
６　҉ ׊ ৭　ϩʔϜཻ子中量（కまりऑい）
７　҉ ׊ ৭　ϩʔϜϒϩοΫ中量
８　にͿいԫ׊৭　ϩʔϜϒϩοΫ多量，׊ࠇ৭ϒϩοΫ中量
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遺物出土状況　土ࢣ器片 10� 点（ᆁ１，高ᆀ８，ᆵ１，ᙈ ��），土製品１点（؅状土਴），ੴ器１点（ຏੴ）

がશ面の෴土上૚から床面にか͚て出土している。23 は中ԝ部の床面から出土している。1� はೆ部，25・̦

12 はೆ部壁ࡍの෴土下૚から出土している。17・24 は੢部，1�・21 は中ԝ部，22 は中ԝ部から੢部，20・

%1２はೆ੢部の෴土上૚から出土している。ͦの他，流れࠐΜͩと考えられるೄ文土器片８点（ਂു）が出

土している。

所見　時期は，出土土器から４世紀後葉にൺ定で͖る。床面ٴͼ෴土から多量のম土がݕ出されたことからম

ࣦ住居と考えられる。

第 35図　第 564 ߸住居跡࣮ଌ図

０ ２m
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第 36図　第 564 ߸住居跡出土遺物࣮ଌ図
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第 564 ߸住居跡出土遺物観࡯表（第 36 図）

൪߸ छ　ผ 器छ 口ܘ 器高 底ܘ ଻　　土 ৭　調 ম成 ख　๏　の　特　௃　΄　か 出土Ґஔ උ　考

16 土ࢣ器 ᆁ ʦ��6ʧ 5�7 ʦ4�0ʧ 長ੴ・ੴӳ にͿいԫᒵ ී通 口ԑ部外・内面ϋέ໨　体部外面ϋέ໨　内面ϔϥφσ　底部ϔϥφσ ෴土上૚ 40ˋ

17 土ࢣ器 高ᆀ － （6�1） ʦ��4ʧ 長ੴ・ੴӳ ᒵ ޷ྑ ᆀ部内面ϔϥຏ͖　脚部外面ϔϥφσ後，ϔϥຏ͖　内面ϋέ໨後，ϔϥφσ ෴土上૚ 30ˋ

1� 土ࢣ器 高ᆀ － （6�6） － 長ੴ・ੴӳ ੺׊ ී通 脚部外面ϔϥຏ͖・੺࠼　内面φσ ෴土上૚ 20ˋ

1� 土ࢣ器 ᙈ 13�3 （11��） － 長ੴ・ੴӳ・Ӣ฼ ໌ԫ׊ ී通 口ԑ部外・内面ԣφσ後，ϋέ໨　体部外面ϋέ໨後，ϔ
ϥ࡟り　ഗ付ண　内面ϔϥφσ後，ࢦ಄ࠟ　ྠੵࠟ ෴土下૚ �0ˋ　1-24

20 土ࢣ器 ᙈ ʦ15�4ʧ（6�3） － 長ੴ・ੴӳ・Ӣ฼ にͿいԫᒵ ී通 口ԑ部外・内面ԣφσ後，ϋέ໨　ഗ付ண　体部外面ϋέ໨，
部෼తにϋέ໨後，ϔϥຏ͖　内面ϋέ໨・ϔϥφσ ෴土上૚ ５ˋ

21 土ࢣ器 ᙈ ʦ13��ʧ（5�6） － 長ੴ・ੴӳ・Ӣ฼ にͿいԫᒵ ී通 口ԑ部外面ϋέ໨・௜ઢ　ഗ付ண　内面ϋέ໨体部外面ϔϥ࡟り　内面ϔϥφσ　ྠੵࠟ ෴土上૚ ５ˋ

22 土ࢣ器 ᙈ ʦ12��ʧ（11��） － 長ੴ・ੴӳ ੺׊ ී通 口ԑ部外・内面ԣφσ　体部外面ϔϥφσ　内面ೋ࣍ඃ೤によるϋδέ　ྠੵࠟ ෴土上૚ 40ˋ　1-24

23 土ࢣ器 ᙈ 17�4 （3�4） － 長ੴ・ੴӳ ᒵ ී通 口ԑ部外・内面ϋέ໨後，ԣφσ後，ϋέ໨ 床面 ５ˋ

24 土ࢣ器 ᙈ 17�4 （3�3） － 長ੴ・ੴӳ ᒵ ී通 口ԑ部外・内面ԣφσ後，ϋέ໨　ྠੵࠟ ෴土上૚ ５ˋ

25 土ࢣ器 ᙈ － （12�0） 4�� 長ੴ・ੴӳ・Ӣ฼ にͿいԫᒵ ී通 体部外面上൒ϋέ໨後，ॎ方޲のϔϥ࡟り　下൒ϋέ໨後，ԣ方޲
のϔϥ࡟り　内面ϔϥφσ　ྠੵࠟ　底部ϋέ໨後，ϔϥφσ ෴土下૚ 70ˋ

൪߸ 器　छ 長さ ෯ ܘ޸ 重量 ଻　　土 特　　　　௃ 出土Ґஔ උ　考

%1２ ؅状土਴ 5�5 ʦ4�1ʧ ʦ1�7ʧ（43�3） 長ੴ・ੴӳ ϔϥφσ　ೋ方޲からのઠ޸ ෴土上૚

൪߸ 器　छ 長さ ෯ ްさ 重量 ࣭　　ࡐ 特　　　　௃ 出土Ґஔ උ　考

̦ 12 ຏੴ・Ꮟੴ （7�2） （6�4） （6�2）（413�2） ҆山ؠ 用面２面࢖ ෴土下૚

－ 43 －

第 584 号住居跡（第 37・3� 図）

位置　調査区੢部の̞ 11E� 区，ඪ高 21 ̼΄どの台地ฏୱ部にҐஔしている。

重複関係　第 33 ߸ϐοτを۷りࠐみ，第 562 ߸住居，第 3540 ߸土޵，第 24 ߸ϐοτに۷りࠐまれている。

規模と形状　長࣠ 4�31 ̼，୹࣠ 3��� ̼の長方形で，主࣠方޲は̣－ 22 －˃̬である。壁高は 17 ～ 21DN で，

௚ཱしている。

床　ฏୱな貼床で，中ԝ部が౿みݻめられている。東੢壁ٴͼೆ北壁下の一部には，෯ 22 ～ 34DNの壁ߔが

८ͬている。貼床は確認面から 24 ～ 47DN۷りࠐみ，ϩʔϜを主体とするにͿいԫ׊৭土を５～ 24DN埋土

して構ஙされている。北東部は一ஈਂく۷りࠐまれている。

炉　北部に付設されている地床炉である。長ܘ 57DN，୹ܘ 4�DNのପԁ形である。炉床は，ඃ೤により੺ม

　。Խしているߗ

ピット　11 か所。1２はਂさ 1�DNで，ҐஔやߗԽ面の޿がりから出入口施設に൐うϐοτと考えられる。他

はਂさ 14 ～ 7�DNで，ੑ֨ෆ໌である。

ピット２土層解説
１　にͿいԫ׊৭　ϩʔϜཻ子গ量

貯蔵穴　ೆ東ίʔφʔ部にҐஔしている。長ܘ 56DN，୹ܘ 4�DNのପԁ形で，ਂさは 37DNである。壁は底

面から௚ཱし，壁中Ґ付ۙで外܏してཱͪ上がͬている。

貯蔵穴土層解説
৭　ম土ϒϩοΫগ量，ϩʔϜϒϩοΫඍ量（కまりऑい）׊҉　１ ৭　ম土ϒϩοΫ中量，（కまりऑい）׊҉　２

覆土　６૚に෼૚で͖る。第１～５૚がϨϯζ状にଯੵしていることからࣗવଯੵと考えられる。第７૚は貼

床の構ங土である。
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第 37図　第 5�4 ߸住居跡࣮ଌ図

土層解説
１　҉ ׊ ৭　ϩʔϜཻ子中量（కまりऑい）
２　҉ ׊ ৭　ϩʔϜཻ子গ量
ࠇ　３ ׊ ৭　ϩʔϜཻ子গ量
４　҉ ׊ ৭　ϩʔϜϒϩοΫඍ量（కまりऑい）

׊　５ ৭　׊ࠇ৭ཻ子গ量（కまりऑい）
６　҉ ׊ ৭　ϩʔϜϒϩοΫ・׊ࠇ৭ϒϩοΫগ量
７　にͿいԫ׊৭　ϩʔϜϒϩοΫ・׊ࠇ৭ϒϩοΫ中量

遺物出土状況　土ࢣ器片 270 点（ᆁ６，高ᆀ 34，ᆵ 70，ᙈ 15�，ख፻土器１），ੴ器１点（ුੴ），᛽２点が

શ面の෴土上૚から床面にか͚て出土している。2�・32 はೆ੢ίʔφʔ部，33・36 は中ԝ部において෼ࢄし

０ ２m



－ 45 －

た状ଶで，37・3� は北東ίʔφʔ部の床面からͦれͧれ出土している。41 は北部壁ࡍの床面から׬形の状ଶ

で出土している。30・35 は北東ίʔφʔ部の床面௚上から出土している。ͦの他，流れࠐΜͩと考えられる

ೄ文土器片９点（ਂു），混入したと考えられるฏ҆時୅の土ࢣ器片１点（ᆀ）が出土している。

所見　時期は，出土土器から４世紀後葉にൺ定で͖る。

第 38図　第 5�4 ߸住居跡出土遺物࣮ଌ図

26
27

28 29

30
31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

Q13

０ 10㎝



第 5�4 ߸住居跡出土遺物観࡯表（第 3� 図）

൪߸ छ　ผ 器छ 口ܘ 器高 底ܘ ଻　　土 ৭　調 ম成 ख　๏　の　特　௃　΄　か 出土Ґஔ උ　考

26 土ࢣ器 ᆁ － （1�6） 1�� 長ੴ・ੴӳ ໌ԫ׊ ී通 体部外・内面ຎ໓　底部ϔϥφσ ෴土中 10ˋ

27 土ࢣ器 ᆁ － （3��） 5�0 長ੴ・ੴӳ・Ӣ฼ にͿいԫᒵ ී通 体部外面ϔϥຏ͖　内面ຎ໓　底部ϔϥ࡟り ෴土下૚ 40ˋ

2� 土ࢣ器 器台 － （2�3） － 長ੴ・ੴӳ ੺׊ ී通 ड部外面ϔϥຏ͖・੺࠼　内面ຎ໓　脚部外面ϋέ໨ 床面 30ˋ　1-23

2� 土ࢣ器 器台 － （3�4） 11�� 長ੴ にͿいԫᒵ ޷ྑ 脚部外面ຏ͖　内面ϋέ໨ԣφσ　脚部３޸ ෴土中 10ˋ

30 土ࢣ器 高ᆀ － （6�4） － 長ੴ・ੴӳ ੺׊ ޷ྑ 脚部外面ϋέ໨後，ϔϥຏ͖・੺࠼　内面ϔϥφσ 床面௚上 40ˋ

31 土ࢣ器 ᆵ ʦ20�0ʧ（4�4） － 長ੴ・ੴӳ にͿいԫᒵ ී通 ંりฦし口ԑ　口ԑ部外面ԣφσ後，ϋέ໨　内面ԣφσ後，ϋέ໨・ϔϥφσ ஷଂ穴෴土中 ５ˋ　1-24

32 土ࢣ器 ᆵ － （3�6） 3�0 長ੴ・ੴӳ ੺ ී通 体部外面ϔϥຏ͖・੺࠼　内面ϔϥφσ後，部෼త
にϔϥຏ͖　ೋ࣍ඃ೤によるϋδέ　底部ϔϥຏ͖ 床面 10ˋ

33 土ࢣ器 ᙈ ʦ16��ʧ（1��2） － 長ੴ・ੴӳ にͿいԫᒵ ී通 口ԑ部外・内面ԣφσ後，ϋέ໨　体部外面上൒ϋέ໨後，
一部ຏ͖　下൒ϔϥφσ　ഗ付ண　内面ϔϥ࡟り　ྠੵࠟ 床面 40ˋ　1-24

34 土ࢣ器 ᙈ ʦ16�2ʧ（���） － 長ੴ・ੴӳ にͿいԫ׊ ී通 口ԑ部外・内面ԣφσ後，ϋέ໨　体部外面ϋέ໨　ഗ付ண　内面ϔϥຏ͖　 ෴土下૚ 10ˋ　1-24

35 土ࢣ器 ᙈ ʦ16��ʧ（5��） － 長ੴ・ੴӳ ᒵ ޷ྑ 口ԑ部外面ϋέ໨後，ԣφσ　内面ԣφσ後，ϋέ໨　体部外面ϋέ໨　内面ϔϥφσ 床面௚上 10ˋ

36 土ࢣ器 ᙈ 16�4 （7�3） － 長ੴ・ੴӳ ໌ԫ׊ ී通
口ԑ部外面ԣφσ後，ϋέ໨　内面ԣφσ後，ϔϥφσ　
体部外面ϋέ໨部෼తにϋέ໨後，ϔϥφσ・ϔϥຏ͖　
ഗ付ண　内面ϔϥφσ　ೋ࣍ඃ೤によるϋδέ

床面 20ˋ

37 土ࢣ器 ᙈ ʦ16��ʧ（��3） － 長ੴ・ੴӳ にͿいԫᒵ ී通 口ԑ部外面ԣφσ後，ϋέ໨　内面ԣφσ　体部ϋέ໨　内面ϔϥφσ・ϋέ໨　ྠੵࠟ 床面 20ˋ

3� 土ࢣ器 ᙈ ��6 （2��） － 長ੴ・ੴӳ ໌ԫ׊ ޷ྑ 口ԑ部外・内面ԣφσ後，ϋέ໨ 床面 10ˋ

3� 土ࢣ器 ᙈ － （��0） ʦ6�2ʧ 長ੴ・ੴӳ ᒵ ޷ྑ 口ԑ部内面ϋέ໨　体部外面上൒ϋέ໨後，ϔϥφσ　下൒ϋέ໨　内面ϔϥφσ 床面 40ˋ

40 土ࢣ器 ᙈ ʦ��0ʧ 5�6 6�4 長ੴ・ੴӳ・Ӣ฼ にͿいԫᒵ ී通 口ԑ部外面ࢦ಄ࠟ　内面ϋέ໨　体部外・内面ࢦ಄ࠟ・ϔϥφσ　ྠੵࠟ　底部ϔϥφσ ෴土下૚ 50ˋ

41 土ࢣ器 ख፻土器 5�1 2�4 3�� 長ੴ・ੴӳ にͿいԫᒵ ޷ྑ 体部外・内面ϔϥφσ 床面 100ˋ　1-27

൪߸ 器　छ 長さ ෯ ްさ 重量 ࣭　　ࡐ 特　　　　௃ 出土Ґஔ උ　考

̦ 13 ුੴ 3�3 3�3 2�4 5�4 ܰੴ 表・ཪ面にࠟࡲ ஷଂ穴෴土中

－ 46 －

第 586 号住居跡（第 3� ～ 42 図）

位置　調査区੢部の̞ 11C0 区，ඪ高 21 ̼΄どの台地ฏୱ部にҐஔしている。

重複関係　第 5�� ߸住居跡を۷りࠐみ，第 3527 ߸土޵に۷りࠐまれている。

規模と形状　長࣠ 4�6� ̼，୹࣠ 4�5� ̼の方形で，主࣠方޲は̣－ 15 －˃̬である。壁高は 13 ～ 22DNで，௚

ཱしている。

床　ฏୱな貼床で，中ԝ部は౿みݻめられている。壁下には෯ 11 ～ 24DNの壁ߔが८ͬている。貼床は確認

面から 21 ～ 33DN۷りࠐみ，ϩʔϜを主体とする׊৭土，ԫ׊৭土を６～ 12DN埋土して構ஙされている。

ピット　３か所。1１～̥３はਂさ 15 ～ 30DNで，ੑ֨ෆ໌である。

貯蔵穴　北੢ίʔφʔ部にҐஔしている。長࣠ ��DN，୹࣠ 77DNの۱ؙ方形で，ਂさは 36DNである。底面

はฏୱで，壁はやや外܏してཱͪ上がͬている。

覆土　４૚に෼૚で͖る。第１・２૚にম土がؚまれていることから埋め໭されている。第５・６૚は貼床の

構ங土である。

貯蔵穴土層解説
৭　ϩʔϜཻ子গ量׊҉　１
৭　ϩʔϜཻ子多量׊҉　２

৭　ϩʔϜϒϩοΫ多量׊　３

土層解説
１　҉ ׊ ৭　ϩʔϜཻ子・ম土ཻ子・׊ࠇ৭ཻ子গ量
２　҉ ׊ ৭　ϩʔϜཻ子・ম土ཻ子ඍ量
׊　３ ৭　׊ࠇ৭ཻ子ඍ量

׊　４ ৭　׊ࠇ৭ཻ子গ量
׊　５ ৭　ϩʔϜϒϩοΫ多量，׊ࠇ৭ཻ子গ量
６　ԫ ׊ ৭　ϩʔϜϒϩοΫ多量，׊ࠇ৭ཻ子ඍ量
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遺物出土状況　土ࢣ器片 4�3 点（ᆁ 1�，器台１，高ᆀ４，༗１ു޸，ᆵ２，台付ᙈ１，ᙈ 464，ϛχνϡΞ土

器１，ख፻土器１），土製品２点（土؅，ۄ状土਴），᛽１点がશ面の෴土上૚から床面にか͚て出土している。

また，貼床の構ங土中から土ࢣ器片 12� 点（ᆁ 1�，高ᆀ１，༗１ു޸，ᙈ 105，ᆵ３）が出土している。46・

57 はೆ੢部，47 は北部から੢部，53 は中ԝ部から੢部にか͚て෼ࢄした状ଶで，56 は東壁%1４，ࡍは中ԝ

部東دりの床面から出土している。42 は中ԝ部北੢دり，44 は北੢部，45 は北壁55・50，ࡍ は東壁51，ࡍ

第 39図　第 5�6 ߸住居跡࣮ଌ図
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第 40図　第 5�6 ߸住居跡・出土遺物࣮ଌ図

は੢部の床面௚上から出土している。54 は北੢部の床面௚上ٴͼஷଂ穴の෴土中から෼ࢄした状ଶで出土し

ている。43 はશ面の෴土上૚から貼床の構ங土中にか͚て෼ࢄした状ଶで，%1３は中ԝ部北੢دりの۷方の

埋土中から出土している。ͦの他，流れࠐΜͩと考えられるೄ文土器片 26 点（ਂു）が出土している。

所見　時期は，出土土器から４世紀後葉にൺ定で͖る。෴土からম土がݕ出されたことからমࣦ住居と考えら

れる。
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第 5�6 ߸住居跡出土遺物観࡯表（第 40 ～ 42 図）

൪߸ छ　ผ 器छ 口ܘ 器高 底ܘ ଻　　土 ৭　調 ম成 ख　๏　の　特　௃　΄　か 出土Ґஔ උ　考

42 土ࢣ器 高ᆀ － （��4） － 長ੴ・ੴӳ ੺ ޷ྑ 脚部外面ϔϥຏ͖・੺࠼　内面ϔϥφσ 床面௚上 20ˋ

43 土ࢣ器 ༗ു޸ 1��4 14�6 ʦ3��ʧ 長ੴ・ੴӳ ᒵ ޷ྑ 口ԑ部外面ϋέ໨後，ԣφσ　内面ϔϥφσ後，ԣφσ　体部外・
内面ϋέ໨後，ϔϥຏ͖　ྠੵࠟ　底部ϔϥຏ͖　୯޸

෴土上૚・
۷方 40ˋ　1-24

44 土ࢣ器 ༗ു޸ － （4�3） ʦ6��ʧ 長ੴ・ੴӳ・Ӣ฼ にͿいԫᒵ ޷ྑ 体部外面ϔϥφσ・ϔϥຏ͖　内面ϔϥφσ　底部ϔϥ࡟り　୯޸ 床面௚上 10ˋ

45 土ࢣ器 ᆵ － （4�1） － 長ੴ・ੴӳ ԫ׊ ී通 体部外面ϔϥφσ・ϔϥ࡟り　内面ϔϥφσ後，ϔϥຏ͖ 床面௚上 ５ˋະຬ

46 土ࢣ器 台付ᙈ － （5��） － 長ੴ・ੴӳ ԫ׊ ී通 体部外面ϔϥφσ・φσ　内面φσ　台部外面ϋέ໨後，ϔϥຏ͖　内面ϋέ໨ 床面 20ˋ

47 土ࢣ器 ᙈ 25�� 31�5 7�5 長ੴ・ੴӳ ઙԫ׊ ޷ྑ
口৶部๮状޻۩によるΩβϛ　口ԑ部外面ԣφσ後，ϋέ
໨　ྠੵࠟ　内面ԣφσ　体部外面上൒ϋέ໨　下൒ϔϥ
φσ　内面ϔϥφσ　ྠੵࠟ　底部ϔϥφσ

床面 �0ˋ　1-25

4� 土ࢣ器 ᙈ ʦ1���ʧ（11�1） － 長ੴ・ੴӳ にͿいԫᒵ ී通 口ԑ部外面ԣφσ後，ࢦ಄ࠟ　内面ϋέ໨　ྠੵࠟ　体部
外面ϋέ໨後，ϔϥφσ・ϔϥຏ͖　内面ϔϥφσ ෴土上૚ 10ˋ

4� 土ࢣ器 ᙈ ʦ12�6ʧ（���） － 長ੴ・ੴӳ にͿいԫᒵ ී通 口ԑ部外面ϔϥφσ・ࢦ಄ࠟ　内面ϋέ໨後，ϔϥ
ຏ͖　体部外面ϋέ໨後，ϔϥφσ　内面ϔϥφσ 床面 20ˋ

－ 50 －

第 42図　第 5�6 ߸住居跡出土遺物࣮ଌ図（２）
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൪߸ 器　छ 長さ ෯ ܘ޸ 重量 ଻　　土 特　　　　௃ 出土Ґஔ උ　考

%1３ 土ۄ 2�5 2�3 0�5 12�� 長ੴ・ੴӳ ϔϥφσ　一方޲からのઠ޸ ۷方

%1４ ؅状土਴ 5�1 3�4 0�� 74�5 長ੴ・ੴӳ ϔϥφσ　一方޲からのઠ޸ 床面 1-31

൪߸ छ　ผ 器छ 口ܘ 器高 底ܘ ଻　　土 ৭　調 ম成 ख　๏　の　特　௃　΄　か 出土Ґஔ උ　考

50 土ࢣ器 ᙈ ʦ16��ʧ 17�0 4�6 長ੴ・ੴӳ ᒵ ී通 口ԑ部外面ԣφσ後，ϋέ໨　内面ԣφσ　体部外面ϋέ໨後，ϔ
ϥφσ　ഗ付ண　内面ϋέ໨後，ϔϥຏ͖　ྠੵࠟ　底部ϔϥφσ 床面௚上 50ˋ　1-25

51 土ࢣ器 ᙈ 17�4 （13�0） － 長ੴ・ੴӳ にͿいԫᒵ ී通 口ԑ部外面ϋέ໨後，ԣφσ　内面ϋέ໨　体部外面ϋέ
໨後，ϔϥφσ　ഗ付ண　内面ϔϥφσ　ྠੵࠟ 床面௚上 40ˋ　1-25

52 土ࢣ器 ᙈ 15�2 17�� 5�4 長ੴ・ੴӳ・Ӣ฼ ᒵ ී通 口ԑ部ԣφσ後，ϋέ໨　内面ԣφσ　体部外面ϔ
ϥφσ後，ϋέ໨　ഗ付ண　内面ϔϥφσ　ྠੵࠟ ۷方 �0ˋ　1-25

53 土ࢣ器 ᙈ 16�0 （14�5） － 長ੴ・ੴӳ・Ӣ฼ にͿいԫᒵ ී通 口ԑ部外面ԣφσ　内面ԣφσ後，ϋέ໨　ྠੵࠟ　体部外面ϋέ໨　ഗ付ண　内面ϔϥφσ 床面 30ˋ　1-25

54 土ࢣ器 ᙈ ʦ23�2ʧ（10�1） － 長ੴ・ੴӳ ׊ࠇ ී通
口ԑ部外面ϋέ໨後，ԣφσ後，ϋέ໨後，ϔ
ϥ࡟り　内面ԣφσ後，ϔϥφσ　体部外面ϋ
έ໨　ྠੵࠟ　内面ࢦ಄ࠟ・ϔϥφσ　ྠੵࠟ

床面௚上・
ஷଂ穴෴土中 ５ˋ

55 土ࢣ器 ᙈ － （17�7） 6�6 長ੴ・ੴӳ にͿいԫᒵ ී通 体部外面ϋέ໨後，ϔϥφσ　ೋ࣍ඃ೤によるϋδέ　内面ϔϥφ
σ　ྠੵࠟ　ೋ࣍ඃ೤によるϋδέ　ম成後，ઠ޸　底部ϔϥ࡟り 床面௚上 40ˋ　1-25

56 土ࢣ器 ϛχνϡ
Ξ土器 6�� 3�4 4�0 長ੴ・ੴӳ・Ӣ฼ にͿいԫᒵ ޷ྑ 体部外面ࢦ಄ࠟ　ྠੵࠟ　内面ϔϥφσ 床面 �0ˋ　1-27

57 土ࢣ器 ख፻土器 ʦ7�2ʧ 3�7 2�7 長ੴ・ੴӳ・Ӣ฼ ઙԫ׊ ޷ྑ 体部外面ࢦ಄ࠟ・ϔϥφσ　内面ϔϥφσ　 床面 70ˋ

－ 51 －

第 590 号住居跡（第 43 図）

位置　調査区੢部の̝ 11K4 区，ඪ高 21 ̼΄どの台地ฏୱ部にҐஔしている。

重複関係　第 1�4 第，ߔ߸ 354� ߸土޵に۷りࠐまれている。

規模と形状　࢒ଘ状گがѱく，北壁・ೆ 壁東ଆٴͼ東壁壁面は遺ଘしていなかͬた。੢部が࡟ฏされているため，

໛は，ೆن 北࣠が5�52̼で，東੢࣠は2�1�̼しか確認で͖なかͬた。形状は，方形もしくは長方形とਪ定される。

主࣠方޲は̣－ 15 －˃̬である。壁高は３～５DNで，外܏してཱͪ上がͬている。

床　ฏୱな貼床で，中ԝ部は౿みݻめられている。貼床は確認面から 15 ～ 32DN۷りࠐみ，ϩʔϜを主体と

するにͿいԫ׊৭土を 10 ～ 26DN埋土して構ஙされている。

炉　北部に付設されている地床炉である。長ܘ 13�DN，୹ܘ 5�DNのෆ੔ପԁ形である。炉床は，ඃ೤により

੺มߗԽしている。

ピット　７か所。1４はਂさ 11DNで，ҐஔやߗԽ面の޿がりから出入口施設に൐うϐοτと考えられる。ͦ

の他はਂさ 13 ～ 20DNで，ੑ֨ෆ໌である。

ピット４土層解説
׊　１ ৭　ϩʔϜཻ子中量

ピット５土層解説
׊　１ ৭　ϩʔϜϒϩοΫ中量，ࠇ৭ϒϩοΫগ量

土層解説
１　҉ ׊ ৭　ϩʔϜϒϩοΫ中量
２　҉ ׊ ৭　ϩʔϜϒϩοΫগ量

３　҉ ׊ ৭　ম土ϒϩοΫ多量，ϩʔϜϒϩοΫগ量
４　にͿいԫ׊৭　ϩʔϜϒϩοΫ・҉׊৭ϒϩοΫ中量

覆土　３૚に෼૚で͖る。第１・２૚がϨϯζ状にଯੵしていることからࣗવଯੵと考えられる。第４૚は貼

床の構ங土である。

遺物出土状況　土ࢣ器片 75 点（ᆁ４，器台３，高ᆀ９，ᆵ１，ᙈ 5�）がશ面から出土しており，ͦれらの多

くは෴土上૚から出土している。また，貼床の構ங土中から土ࢣ器片８点（器台１，高ᆀ２，ᙈ５）が出土し

ている。5� は̥１෴土中から出土している。65 は炉床௚上から出土している。5�・62 ～ 64 は෴土中から出

土している。60・61 は北東部，ೆ੢部の貼床の構ங土中からͦれͧれ出土している。ͦの他，流れࠐΜͩと

考えられるೄ文土器片 32 点（ਂു）が出土している。

所見　時期は，出土土器から４世紀後葉にൺ定で͖る。
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第 5�0 ߸住居跡出土遺物観࡯表（第 43 図）

൪߸ छ　ผ 器छ 口ܘ 器高 底ܘ ଻　　土 ৭　調 ম成 ख　๏　の　特　௃　΄　か 出土Ґஔ උ　考

5� 土ࢣ器 ᆁ － （4�2） － 長ੴ・ੴӳ ԫ׊ ޷ྑ 口ԑ部外面ϔϥφσ後，ϔϥຏ͖・੺࠼　内面ϔϥφσ ෴土中 ５ˋ

5� 土ࢣ器 ᆁ － （4�1） － 長ੴ・ੴӳ ੺ ී通 口ԑ部外面ϔϥຏ͖・ϔϥφσ・੺࠼　内面ϔϥຏ
͖　体部外面ϔϥφσ　内面ϔϥφσ　ྠੵࠟ ̥１෴土中 ５ˋ

60 土ࢣ器 器台 － （3�3） － 長ੴ・ੴӳ ੺ ී通 口ԑ・体部外面ϔϥຏ͖・੺࠼　内面ϔϥຏ͖ ۷方 ５ˋ

61 土ࢣ器 ു － （4�5） － 長ੴ・ੴӳ にͿい׊ ී通 口ԑ・体部外面ϔϥφσ後，部෼తにϔϥຏ͖　内面ϔϥຏ͖ ۷方 ５ˋ

62 土ࢣ器 ᙈ － （5�6） － 長ੴ・ੴӳ ԫ׊ ී通 口৶部Ωβϛ　口ԑ部外・内面ϔϥφσ　ྠੵࠟ ෴土中 ５ˋ

63 土ࢣ器 ᙈ ʦ11�6ʧ（3�6） － 長ੴ・ੴӳ にͿいԫ׊ ී通 口ԑ部外面ϋέ໨　内面ϋέ໨後，ϔϥφσ ෴土中 ５ˋ

64 土ࢣ器 ᙈ ʦ16�4ʧ（4��） － 長ੴ・ੴӳ にͿい׊ ී通 口ԑ部外面ԣφσ　内面ϋέ໨後，ϔϥຏ͖　体部外面ϋέ໨後，ϔϥຏ͖　内面ϔϥφσ ෴土中 ５ˋ

65 土ࢣ器 ᙈ － （5�5） 6�0 長ੴ・ੴӳ ᒵ ී通 体部外面ϋέ໨　内面ϔϥφσ　ೋ࣍ඃ೤によるϋδέ 炉床௚上 10ˋ

－ 53 －

第 592 号住居跡（第 44・45 図）

位置　調査区北੢部の̝ 11F0 区，ඪ高 20 ̼΄どの台地ฏୱ部にҐஔしている。

重複関係　第 355� ߸土޵に۷りࠐまれている。

規模と形状　長࣠ 4��3 ̼，୹࣠ 4�06 ̼の長方形で，主࣠方޲は̣－ 12 －˃̬である。壁高は６～ 12DNで，௚

ཱしている。

床　ฏୱな貼床で，中ԝ部は౿みݻめられている。貼床は確認面から 12 ～ 2�DN۷りࠐみ，ϩʔϜを主体と

するにͿいԫ׊৭土を４～ 20DN埋土して構ஙされている。۷方は，੢壁をআく壁ࡍが一ஈਂく۷りࠐまれて

いる。

炉　北部に付設されている地床炉である。長ܘ 66DN，୹ܘ 4�DNのෆ੔ପԁ形である。炉床は，ඃ೤により

੺มߗԽしている。

ピット　６か所。1３・̥４はਂさ 30DN・35DN で，柱ࠟ跡がみられることから主柱穴と考えられる。̥２

はਂさ 45DN で，ن໛やҐஔから出入口施設に൐うϐοτと考えられる。1１・̥５・̥６はਂさ 12DN・

13DN・17DNで，ੑ֨ෆ໌である。

ピット２土層解説
１　҉ ׊ ৭　ϩʔϜཻ子多量
ピット３土層解説
１　҉ ׊ ৭　ϩʔϜཻ子中量
ピット４土層解説
１　҉ ׊ ৭　ϩʔϜϒϩοΫ多量

２　҉ ׊ ৭　ϩʔϜϒϩοΫ中量

２　҉ ׊ ৭　ϩʔϜϒϩοΫ多量

２　にͿいԫ׊৭　ϩʔϜϒϩοΫ中量

貯蔵穴土層解説
１　҉ ׊ ৭　ϩʔϜϒϩοΫඍ量 ２　҉ ׊ ৭　ϩʔϜϒϩοΫ中量

土層解説
１　҉ ׊ ৭　׊ࠇ৭ϒϩοΫ多量，ϩʔϜϒϩοΫ・ম土ϒϩο

Ϋ中量，୸Խ物গ量（కまりऑい）
ࠇ　２ ׊ ৭　ϩʔϜཻ子・୸Խཻ子中量
３　҉ ׊ ৭　ϩʔϜཻ子・ম土ϒϩοΫগ量

４　҉ ׊ ৭　୸Խ物多量，׊ࠇ৭ϒϩοΫ中量，ϩʔϜཻ・ম
土ཻগ量（కまりऑい）

５　҉ ׊ ৭　ϩʔϜϒϩοΫ中量，ম土ཻ子গ量，୸Խཻ子ඍ
量

６　にͿいԫ׊৭　ϩʔϜϒϩοΫ・׊ࠇ৭ϒϩοΫ中量

貯蔵穴　北੢ίʔφʔ部にҐஔしている。長ܘ 74DN，୹ܘ 60DNのପԁ形で，ਂさは 13DNである。底面は

ฏୱで，壁は外܏してཱͪ上がͬている。

覆土　５૚に෼૚で͖る。ෆنଇにଯੵし，ম土ϒϩοΫ，୸Խ物がؚまれていることから埋め໭されている。

第６૚は貼床の構ங土である。
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第 5�2 ߸住居跡出土遺物観࡯表（第 45 図）

൪߸ छ　ผ 器छ 口ܘ 器高 底ܘ ଻　　土 ৭　調 ম成 ख　๏　の　特　௃　΄　か 出土Ґஔ උ　考

66 土ࢣ器 器台 － （2�1） － 長ੴ・ੴӳ・Ӣ฼ にͿい੺׊ ޷ྑ 脚部外面ϔϥຏ͖・੺࠼　内面ϋέ໨　޸༗り ෴土中 ５ˋ

67 土ࢣ器 台付ᙈ ��6 ��� 5�� 長ੴ・ੴӳ ઙԫᒵ ޷ྑ 口ԑ部外面ԣφσ　内面ϋέ໨　体部外面上൒ϋέ໨　下൒ϔϥφ
σ　ྠੵࠟ　ೋ࣍ඃ೤ࠟ　内面ϔϥφσ　脚部外・内面ϋέ໨ 床面 100ˋ

6� 土ࢣ器 ᙈ ʦ13��ʧ 10�1 ʦ4�3ʧ 長ੴ・ੴӳ・Ӣ฼ ઙԫᒵ ී通
口ԑ部外・内面ԣφσ後，ϋέ໨　体部外面上
൒ϋέ໨後，ϔϥ࡟り　下൒ϋέ໨後，ϔϥφ
σ　内面ϔϥφσ　ྠੵࠟ　底部ϔϥφσ

෴土中 30ˋ

6� 土ࢣ器 ᙈ ʦ17�0ʧ（10��） － 長ੴ・ੴӳ ᒵ ී通 口ԑ部外・内面ϋέ໨後，ԣφσ　体部外面ϋέ໨　ೋ࣍
ඃ೤によるϋδέ　ഗ付ண　内面ϔϥφσ　ྠੵࠟ

෴土中・̥
１෴土中 20ˋ

70 土ࢣ器 ᙈ － （1��6） － 長ੴ・ੴӳ・Ӣ฼ にͿいԫ׊ ී通 体部外面ϋέ໨後，ϔϥ࡟り　内面ϔϥ࡟り　ೋ࣍ඃ೤によるϋδέ ෴土上૚ 30ˋ

71 土ࢣ器 ᙈ － （2��） － 長ੴ・ੴӳ にͿいԫ׊ ී通 口ԑ部外・内面ԣφσ後，ϋέ໨ ෴土上૚ ５ˋະຬ

－ 55 －

第 593 号住居跡（第 46 図）

位置　調査区北੢部の̝ 11D5 区，ඪ高 20 ̼΄どの台地ฏୱ部にҐஔしている。

規模と形状　東部から中ԝ部にか͚て֧ཚをड͚ているため，ن໛はೆ北࣠が 3�4� ̼で，東੢࣠は 1�27 ̼し

遺物出土状況　土ࢣ器片 6� 点（ᆁ１，器台１，高ᆀ 11，台付ᙈ１，ᙈ 55）୸Խछ子１点，᛽２点がશ面の෴

土上૚から床面にか͚て出土している。また，貼床の構ங土中から土ࢣ器片 13 点（高ᆀ１，ᙈ 12）が出土し

ている。67 は中ԝ部やや東دりの床面から׬形の状ଶで出土している。6� は北੢部ٴͼ̥１の෴土中から෼

した状ଶで出土している。70ࢄ は東部，71 は北੢部の෴土上૚から出土している。6� は北੢部の෴土中から

出土している。ͦの他，流れࠐΜͩと考えられるೄ文土器片 31 点（ਂു），ੴ器２点（ੴ鏃，ੴࡼ）が出土し

ている。

所見　時期は，出土土器から４世紀後葉にൺ定で͖る。

第 45図　第 5�2 ߸住居跡出土遺物࣮ଌ図
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第 5�3 ߸住居跡出土遺物観࡯表（第 46 図）

൪߸ छ　ผ 器छ 口ܘ 器高 底ܘ ଻　　土 ৭　調 ম成 ख　๏　の　特　௃　΄　か 出土Ґஔ උ　考

72 土ࢣ器 高ᆀ － （1�1）ʦ13�6ʧ 長ੴ・ੴӳ ੺׊ ී通 脚部外面ϔϥຏ͖　内面ϋέ໨ ෴土上૚ ５ˋ

73 土ࢣ器 ᙈ － （2�7） － 長ੴ・ੴӳ ᒵ ෆྑ 口ԑ部外・内面ԣφσ ෴土中 ５ˋະຬ

－ 56 －

土層解説
１　҉ ׊ ৭　ϩʔϜϒϩοΫগ量（కまりऑい）
׊　２ ৭　ϩʔϜϒϩοΫ多量（కまりڧい）

３　ԫ ׊ ৭　҉׊৭ϒϩοΫ多量（కまりऑい）

遺物出土状況　土ࢣ器片 13 点（高ᆀ１，ᙈ 12），土製品１点（土ۄ）がશ面からࡏࢄతに出土している。72，

%1５は北੢部の෴土上૚から出土している。ͦの他，流れࠐΜͩと考えられるೄ文土器片８点（ਂു）が出

土している。

所見　時期は，出土土器から４世紀後葉にൺ定で͖る。

第 46図　第 5�3 ߸住居跡・出土遺物࣮ଌ図

か確認で͖なかͬた。形状は方形もしくは長方形とਪ定され，主࣠方޲は̣－ 34 －˃̬である。壁高は６～８

DNで，௚ཱしている。

床　ฏୱな貼床で，ߗԽ面は認められない。貼床は確認面から８～ 1�DN۷りࠐみ，ϩʔϜを主体とするԫ׊

৭土を３～９DN埋土して構ஙされている。

ピット　４か所。1１～̥４はਂさ７～ 4�DNで，ੑ֨ෆ໌である。

覆土　２૚に෼૚で͖る。Ϩϯζ状にଯੵしていることからࣗવଯੵと考えられる。第３૚は貼床の構ங土で

ある。

72

73 DP５

０ 10㎝
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൪߸ 器　छ 長さ ෯ ܘ޸ 重量 ଻　　土 特　　　　௃ 出土Ґஔ උ　考

%1５ 土ۄ 2�4 2�4 0�6 12�5 長ੴ・ੴӳ ϔϥφσ　一方޲からのઠ޸ ෴土上૚

－ 57 －

第 47図　第 5�5 ߸住居跡࣮ଌ図

第 595 号住居跡（第 47・4� 図）

位置　調査区中ԝ部の̝ 12J4 区，ඪ高 20 ̼΄どの台地ࣼ面部にҐஔしている。

重複関係　第 10� ߸ϐοτを۷りࠐみ，第 3563・3564・3713 ߸土޵，第 30・31・110 ߸ϐοτに۷りࠐまれている。

規模と形状　東壁ٴͼ中ԝ部から東部の床面まで࡟ฏされている。確認で͖たن໛は，長࣠が 4��4 ̼で，୹

࣠は 4�70 ̼の方形で，主࣠方޲は̣－ �7 －˃̚である。壁高は８DNで，௚ཱしている。

床　ฏୱな貼床で，ߗԽ面は認められない。壁下には෯６～ 2�DN の壁ߔが८ͬている。貼床は確認面から

10 ～ 22DN۷りࠐみ，ϩʔϜを主体とするにͿいԫ׊৭土を６～ 22DN埋土して構ஙされている。

炉　東壁ࡍに付設されている地床炉である。長ܘ 65DN，୹ܘ 40DN のପԁ形である。炉床は，床面を 22DN

΄ど۷りく΅められている。第２૚がম土૚であることから上面が炉床面と考えられる。

０ ２m

０ １m



第 5�5 ߸住居跡出土遺物観࡯表（第 4� 図）

൪߸ छ　ผ 器छ 口ܘ 器高 底ܘ ଻　　土 ৭　調 ম成 ख　๏　の　特　௃　΄　か 出土Ґஔ උ　考

74 土ࢣ器 ᆵ － （2�6） ʦ7�0ʧ 長ੴ・ੴӳ・Ӣ฼ にͿい׊ ී通 体部外面ϔϥ࡟り後，一部ϔϥຏ͖　内面ϋέ໨後，一部ϔϥຏ͖ ̥１෴土中 10ˋ

75 土ࢣ器 ᙈ ʦ16�2ʧ（11�6） － 長ੴ・ੴӳ にͿいԫ׊ ී通 口ԑ部外・内面ϋέ໨　体部外面ϋέ໨後，ϔϥ࡟り　ഗ
付ண　内面ϔϥφσ　ྠੵࠟ　ೋ࣍ඃ೤によるϋδέ 床面 20ˋ

－ 5� －

炉土層解説
１　にͿいԫ׊৭　ম土ϒϩοΫ中量，ϩʔϜཻ子・୸Խཻ子গ量
２　੺ ׊ ৭　ম土ϒϩοΫ中量，୸Խཻ子গ量

３　にͿいԫ׊৭　ম土ϒϩοΫ中量，୸Խཻ子গ量

土層解説
׊　１ ৭　にͿいԫ׊৭ϒϩοΫগ量
׊　２ ৭　ϩʔϜཻ子গ量

׊　３ ৭　にͿいԫ׊৭ϒϩοΫ中量
４　にͿいԫ׊৭　ϩʔϜϒϩοΫ・׊ࠇ৭ϒϩοΫ中量

第 48図　第 5�5 ߸住居跡出土遺物࣮ଌ図

第 596 号住居跡（第 4� ～ 53 図）

位置　調査区北੢部の̝ 11E5 区，ඪ高 20 ̼΄どの台地ฏୱ部にҐஔしている。

重複関係　第 1�4・200 。まれているࠐに۷りߔ߸

規模と形状　長࣠ 6�35 ̼，୹࣠ 5�5� ̼の長方形で，主࣠方޲は̣－８ －˃̬である。壁高は８～ 17DNで，௚

ཱしている。

床　ฏୱな貼床で，ೆ੢部は౿みݻめられている。確認で͖た壁下には෯ 14 ～ 21DN の壁ߔが८ͬている。

貼床は確認面から 10 ～ 42DN۷りࠐみ，ϩʔϜを主体とする׊৭土を４～ 2�DN埋土して構ஙされている。

炉　中ԝ部やや北੢دりに付設されている地床炉である。長ܘ �6DN，୹ܘ 67DN のପԁ形である。炉床は，

床面を 46DN΄ど۷りく΅められ，第１૚から埋設土器が出土している。

炉土層解説
１　҉ ׊ ৭　ϩʔϜϒϩοΫ・ম土ϒϩοΫগ量，୸Խཻ子ඍ

量
２　にͿいԫ׊৭　ϩʔϜϒϩοΫ・ম土ϒϩοΫ・୸Խཻ子ඍ量

ピット　ਂさ 6�DNで，ੑ֨ෆ໌である。

覆土　３૚に෼૚で͖る。混入物が無く，ۉ一な土࣭であることからࣗવଯੵと考えられる。第４૚は貼床の

構ங土である。

遺物出土状況　土ࢣ器片 32 点（ᆵ１，ᙈ 31）がશ面からࡏࢄతに出土している。75 は中ԝ部の床面，74 は

̥１෴土中からͦれͧれ出土している。ͦの他，流れࠐΜͩと考えられるೄ文土器片３点（ਂു），混入した

と考えられるฏ҆時୅の土ࢣ器片１点（高台付椀）が出土している。

所見　時期は，出土土器から４世紀後葉にൺ定で͖る。

74

75

０ 10㎝
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貯蔵穴土層解説
１　҉ ׊ ৭　ϩʔϜϒϩοΫগ量

第 50図　第 5�6 ߸住居跡࣮ଌ図（２）

ピット　６か所。1１～̥３はਂさ 33 ～ 62DNで，Ґஔやن໛から主柱穴と考えられる。̥４～̥６はਂさ

14 ～ 52DNで，ੑ֨ෆ໌である。

ピット１土層解説
１　҉ ׊ ৭　ϩʔϜϒϩοΫ・୸Խཻ子ඍ量
ピット２土層解説
１　҉ ׊ ৭　ϩʔϜཻ子ඍ量
ピット３土層解説
１　҉ ׊ ৭　ϩʔϜϒϩοΫগ量
２　҉ ׊ ৭　ϩʔϜཻ子ඍ量
ピット５土層解説
１　҉ ׊ ৭　ϩʔϜϒϩοΫ・୸Խཻ子ඍ量

２　҉ ׊ ৭　ϩʔϜϒϩοΫ中量，ম土ཻ子ඍ量

׊　３ ৭　ϩʔϜϒϩοΫඍ量（కまりڧい）

貯蔵穴　北੢ίʔφʔ部にҐஔしている。長�2ܘDN，୹76ܘDNのԁ形で，ਂ さは14DNである。底面はฏୱで，

壁は外܏してཱͪ上がͬている。

覆土　４૚に෼૚で͖る。炉や主柱穴から埋設土器が出土していることから埋め໭されていると考えられる。

第５૚は貼床の構ங土である。

０ ２m



－ 61 －

第 51図　第 5�6 ߸住居跡出土遺物࣮ଌ図（１）

土層解説
１　҉ ׊ ৭　ϩʔϜཻ子・ম土ཻ子ඍ量
׊　２ ৭　׊ࠇ৭ϒϩοΫ中量，ϩʔϜཻ子ඍ量
３　҉ ׊ ৭　ϩʔϜཻ子・୸Խཻ子গ量

׊　４ ৭　ϩʔϜཻ子・୸Խཻ子ඍ量
׊　５ ৭　ϩʔϜϒϩοΫ・׊ࠇ৭ϒϩοΫ中量，୸Խཻ子

ඍ量

遺物出土状況　土ࢣ器片 24� 点（ᆁ５，器台１，高ᆀ 45，ᆵ４，ᙈ 1�3，ϛχνϡΞ土器１），土製品１点（؅

状土਴），ੴ器１点（౐ੴ），᛽１点がશ面の෴土上૚から床面にか͚て出土し，ͦの中でも北੢部の床面から

集中して出土している。また，貼床の構ங土中から土ࢣ器片 10 点（ᙈ）が出土している。7� はೆ壁�0，ࡍ・

�2・�3・�� ～ �4・�6 は北੢ίʔφʔ部，�5・�5 は中ԝ部の床面から出土している。77 は中ԝ部から北੢部

の床面ٴͼ̥３෴土から෼ࢄした状ଶで出土している。�4・�7 は炉෴土中，̥３の෴土中からٯҐの状ଶで

ͦれͧれ出土している。�76はೆ壁�7，ࡍは北東ίʔφʔ部の床面௚上から出土している。�1は北੢ίʔφʔ部，

�� はೆ壁ࡍの෴土下૚から出土している。7� はೆ壁%1６，ࡍは東部の෴土上૚から出土している。ͦの他，

流れࠐΜͩと考えられるೄ文土器片 72 点（ਂു），ੴ器１点（ണ片）が出土している。

所見　時期は，出土土器から４世紀後葉にൺ定で͖る。

76
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第 52図　第 5�6 ߸住居跡出土遺物࣮ଌ図（２）
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第 5�6 ߸住居跡出土遺物観࡯表（第 51 ～ 53 図）

൪߸ छ　ผ 器छ 口ܘ 器高 底ܘ ଻　　土 ৭　調 ম成 ख　๏　の　特　௃　΄　か 出土Ґஔ උ　考

76 土ࢣ器 ᆁ 10�1 7�4 2�1 長ੴ・ੴӳ・Ӣ฼ ੺ ී通 口ԑ部外・内面ϔϥຏ͖・੺࠼　ೋ࣍ඃ೤によるϋ
δέ　ᰍ部外面ϔϥφσ　体部・底部外面ϔϥຏ͖ 床面௚上 �0ˋ　1-22

77 土ࢣ器 高ᆀ 16�� 14�5 13�5 長ੴ・ੴӳ・Ӣ฼ ੺ ී通 ᆀ部外面ϔϥφσ後，ϔϥຏ͖・੺࠼　内面ϔϥຏ͖・੺࠼　ೋ࣍
ඃ೤によるϋδέ　脚部外面ϔϥຏ͖　内面ϔϥφσ・ԣφσ

床面・̥３
෴土上૚ �0ˋ　1-23

7� 土ࢣ器 高ᆀ 16�4 （17�3） － 長ੴ・ੴӳ・Ӣ฼ ੺ ී通 ᆀ部外・内面ϔϥຏ͖・੺࠼　脚部外面ϔϥຏ͖　内面ϔϥφσ 床面 �0ˋ　1-23

－ 63 －

第 53図　第 5�6 ߸住居跡出土遺物࣮ଌ図（３）
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൪߸ 器　छ 長さ ෯ ܘ޸ 重量 ଻　　土 特　　　　௃ 出土Ґஔ උ　考

%1６ ؅状土਴ 4�3 3�� 0�� 71�4 長ੴ・ੴӳ ϔϥφσ・φσ　一方޲によるઠ޸ ෴土上૚ 1-31

൪߸ छ　ผ 器छ 口ܘ 器高 底ܘ ଻　　土 ৭　調 ম成 ख　๏　の　特　௃　΄　か 出土Ґஔ උ　考

7� 土ࢣ器 高ᆀ 15�4 （5�7） － 長ੴ・ੴӳ ੺ ී通 ᆀ部外・内面ϔϥຏ͖・੺࠼　ྠੵࠟ　ೋ࣍ඃ೤によるϋδέ ෴土上૚ 40ˋ　1-23

�0 土ࢣ器 高ᆀ － （10�2） 11�6 長ੴ・ੴӳ ੺ ޷ྑ 脚部外面ϔϥຏ͖・੺࠼　内面ϔϥ࡟り・ԣφσ 床面 30ˋ

�1 土ࢣ器 高ᆀ － （12�2） 10�� 長ੴ・ੴӳ・Ӣ฼ ੺ ී通 脚部外面ϔϥຏ͖・ԣφσ・੺࠼　内面ϔϥφσ・ԣφσ ෴土下૚ 50ˋ　1-23

�2 土ࢣ器 高ᆀ － （11�0） 12�2 長ੴ・ੴӳ・Ӣ฼ ੺ ޷ྑ 脚部外面上൒ϔϥຏ͖　下൒ϋέ໨後，ϔϥຏ͖・੺࠼ 床面 50ˋ

�3 土ࢣ器 高ᆀ － （7�3） 11�6 長ੴ・ੴӳ・Ӣ฼ にͿいԫᒵ ී通 ᆀ部外面ϔϥφσ　内面φσ　脚部外面上൒ϔϥຏ͖　下൒ϔϥφσ　内面ϔϥφσ　３޸ 床面 60ˋ　1-23

�4 土ࢣ器 ᆵ 11�4 15�7 5�5 長ੴ・ੴӳ ੺ ී通 口ԑ部外・内面੺࠼　ೋ࣍ඃ೤によるϋδέ　体部外面ϔϥφσ 炉෴土上૚ 100ˋ　1-24

�5 土ࢣ器 ᆵ － （��4） － 長ੴ・ੴӳ にͿいԫ׊ ී通 口ԑ部ϋέ໨後，ຏ͖　内面ϋέ໨　体部ϋέ໨後，
ϔϥ࡟り後，ϔϥຏ͖　内面ϔϥφσ　ྠੵࠟ 床面 ５ˋ

�6 土ࢣ器 ᆵ － （5�1） － 長ੴ・ੴӳ・Ӣ฼ ࠇ ී通 体部外面ϋέ໨後，ϔϥຏ͖　ࠇ৭ॲཧ　内面ϔϥφσ　ྠੵࠟ ෴土中 30ˋ　1-24

�7 土ࢣ器 ᙈ 16�7 22�2 5�� 長ੴ・ੴӳ・Ӣ฼ にͿいԫ׊ ී通
口ԑ部外・内面ϋέ໨　体部外面上൒ϋέ໨　
下൒ϔϥ࡟り　ഗ付ண　内面ϋέ໨　ഗ付ண　
ྠੵࠟ　底部ϔϥ࡟り

̥３෴土上૚ 100ˋ　1-25

�� 土ࢣ器 ᙈ ʦ20�2ʧ 23�� 5�� 長ੴ・ੴӳ・Ӣ฼ にͿいԫᒵ ී通 口ԑ部外・内面ԣφσ後，ϋέ໨　体部外面ϋέ
内面ϋέ໨　ྠੵࠟ　ೋ࣍ඃ೤によるϋδέ 床面 60ˋ　1-25

�� 土ࢣ器 ᙈ 17�6 24�4 6�0 長ੴ・ੴӳ ׊҉ ී通 口ԑ部外・内面ϋέ໨後，ԣφσ　体部外面ϋέ໨後，ϔϥຏ͖　ഗ・
੺৭إ料付ண　内面ϋέ໨・ϔϥφσ　ྠੵࠟ　底部ϔϥ࡟り 床面 50ˋ　1-26

�0 土ࢣ器 ᙈ 1��0 24�0 6�2 長ੴ・ੴӳ・Ӣ฼ にͿいԫ׊ ී通 口ԑ部外・内面ԣφσ後，ϋέ໨　体部外面上൒ϋέ໨　下൒ϋέ
໨後，ϔϥຏ͖　ഗ付ண　内面ϋέ໨　ഗ付ண　ྠੵࠟ 床面 �0ˋ　1-26

�1 土ࢣ器 ᙈ 16�7 （1���） － 長ੴ・ੴӳ にͿいԫ׊ ී通 口ԑ部外・内面ԣφσ後，ϋέ໨　体部外面上൒ϋέ໨　下൒ϋέ
໨後，ϔϥຏ͖　ഗ付ண　内面ϋέ໨　ೋ࣍ඃ೤によるϋδέ 床面 �0ˋ　1-26

�2 土ࢣ器 ᙈ ʦ17�0ʧ（5��） － 長ੴ・ੴӳ ׊҉ ී通 口ԑ部外面ԣφσ後，ϋέ໨　内面ϋέ໨　体部外・内面ϋέ໨ 床面 ５ˋະຬ

�3 土ࢣ器 ᙈ 1��0 （17��） － 長ੴ・ੴӳ・Ӣ฼ にͿい׊ ී通 口ԑ部外・内面ԣφσ後，ϋέ໨　体部外面上൒ϋέ໨　下൒ϋέ
໨後，ϔϥ࡟り　内面ϋέ໨　ೋ࣍ඃ೤によるϋδέ 床面 50ˋ

�4 土ࢣ器 ᙈ ʦ1��0ʧ（7�7） － 長ੴ・ੴӳ にͿいԫ׊ ී通 口ԑ部外面ϋέ໨後，ԣφσ　内面ԣφσ後，ϋέ໨　体
部外面ϋέ໨後，ϔϥ࡟り　内面ϋέ໨・ϔϥ࡟り 床面 ５ˋ

�5 土ࢣ器 ᙈ ʦ1��4ʧ（7�4） － 長ੴ・ੴӳ にͿいԫ ී通 口ԑ部外・内面ԣφσ　体部外面ϔϥ࡟り　ྠੵࠟ　内面ϔϥφσ　ྠੵࠟ 床面 ５ˋ

�6 土ࢣ器 ᙈ － （16�0） 6�2 長ੴ・ੴӳ・Ӣ฼ にͿいԫᒵ ී通 体部外面上൒ϋέ໨　下൒ϋέ໨後，ϔϥ࡟り　ম成後，ઠ޸　内
面ϔϥφσ後，ࢦ಄ࠟ　ྠੵࠟ　底部ম成後，ઠ޸ 床面 40ˋ

�7 土ࢣ器 ᙈ ʦ��4ʧ （4�7） － 長ੴ・ੴӳ にͿいԫᒵ ී通 口ԑ部外面ԣφσ後，ϋέ໨　ྠੵࠟ　内面ϋέ໨後，ԣ
φσ　体部外面ϋέ໨後，ϔϥφσ　内面ϔϥφσ 床面௚上 20ˋ

�� 土ࢣ器 ϛχνϡ
Ξ土器 3�6 3�4 2�7 長ੴ・ੴӳ ԫ׊ ޷ྑ 体部外・内面φσ　底部φσ ෴土下૚ 100ˋ

－ 64 －

第 597 号住居跡（第 54 ～ 57 図）

位置　調査区北部の̝ 11C0 区，ඪ高 20 ̼΄どの台地ฏୱ部にҐஔしている。

重複関係　第 613 ߸住居跡，第 3572・3621・3622 ߸土޵を۷りࠐみ，第 3560 ߸土޵に۷りࠐまれている。

規模と形状　長࣠ 7�6� ̼，୹࣠ 7�12 ̼の方形で，主࣠方޲は̣－ 10 －˃̬である。壁高は 13 ～ 20DNで，௚

ཱしている。

床　ฏୱな貼床で，中ԝ部からೆ東部にか͚て౿みݻめられている。੢部ではඃ೤により੺มߗԽしている部

෼がある。壁下には෯ 12 ～ 25DNの壁ߔが८ͬている。貼床は確認面から 11 ～ 33DN۷りࠐみ，ϩʔϜをؚ

Ή׊৭土，҉׊৭土を２～ 15DN埋土して構ஙされている。۷方は，中ԝ部でઙく，北੢・北東ίʔφʔ部ٴ

ͼೆ部が一ஈਂく۷りࠐまれている。

炉　中ԝ部やや北دりに付設されている地床炉である。長ܘ �1DN，୹ܘ 62DNのପԁ形である。炉床は，床

面を９DN΄ど۷りく΅められ，෴土は２૚に෼૚で͖る。

炉土層解説
׊　１ ৭　ϩʔϜϒϩοΫ中量 ２　໌ ੺ ׊ ৭　ম土ϒϩοΫ多量，׊ࠇ৭ཻ子গ量（కまりڧい）

ピット　12 か所。1１～̥４はਂさ 37 ～ 65DNで，Ґஔやن໛から主柱穴と考えられる。̥５・̥８はਂさ

43・46DNで，Ґஔやن໛からิॿ柱穴の可能ੑがある。̥６はਂさ 45DNで，ҐஔやߗԽ面の޿がりから出

入口施設に൐うϐοτと考えられる。̥７・̥９はਂさ８DN・2�DNで，ੑ֨ෆ໌である。̥ 10 ～̥ 12 は床
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第 54図　第 5�7 ߸住居跡࣮ଌ図（１）
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ピット１土層解説
１　҉ ׊ ৭　ϩʔϜϒϩοΫඍ量
ࠇ　２ ׊ ৭　ϩʔϜཻ子ඍ量（కまりڧい）
ピット２土層解説
１　҉ ׊ ৭　ϩʔϜϒϩοΫ中量，୸Խཻ子ඍ量
２　҉ ׊ ৭　ϩʔϜཻ子中量
ピット３土層解説
１　҉ ׊ ৭　ϩʔϜϒϩοΫগ量
׊　２ ৭　ϩʔϜཻ子ඍ量
ピット４土層解説
１　҉ ׊ ৭　ϩʔϜϒϩοΫগ量，ম土ཻ子・୸Խཻ子ඍ量（క

まりڧい）
２　҉ ׊ ৭　ϩʔϜཻ子ඍ量
ピット５土層解説
１　҉ ׊ ৭　ϩʔϜϒϩοΫඍ量
２　҉ ׊ ৭　ϩʔϜཻ子・୸Խ物গ量
ピット６土層解説
１　҉ ׊ ৭　ϩʔϜཻ子ඍ量
２　҉ ׊ ৭　ϩʔϜཻ子中量
ピット７土層解説
１　҉ ׊ ৭　ϩʔϜཻ子中量
ピット８土層解説
１　҉ ׊ ৭　ϩʔϜϒϩοΫগ量（కまりڧい）
ピット９土層解説
ࠇ　１ ׊ ৭　ϩʔϜཻ子ඍ量

３　҉ ׊ ৭　ϩʔϜཻ子ඍ量
４　҉ ׊ ৭　ϩʔϜཻ子ඍ量（３૚より҉い）

３　ԫ ׊ ৭　׊ࠇ৭ཻ子ඍ量

׊　３ ৭　ϩʔϜϒϩοΫ中量

３　҉ ׊ ৭　ϩʔϜϒϩοΫগ量
׊　４ ৭　ϩʔϜϒϩοΫগ量

３　҉ ׊ ৭　ϩʔϜཻ子多量，ম土ཻ子ඍ量

׊　３ ৭　ϩʔϜཻ子多量

２　҉ ׊ ৭　ϩʔϜཻ子多量

貯蔵穴　ೆ੢ίʔφʔ部にҐஔしている。長ܘ 102DN，୹ܘ �5DNのପԁ形で，ਂさは 12DNである。底面は

ฏୱで，壁は外܏してཱͪ上がͬている。

貯蔵穴土層解説
１　҉ ׊ ৭　ϩʔϜཻ子中量

覆土　３૚に෼૚で͖る。第２૚にϩʔϜϒϩοΫやম土がؚまれていることから埋め໭されている。第４・

５૚は貼床の構ங土である。

土層解説
１　҉ ׊ ৭　ϩʔϜϒϩοΫগ量，୸Խཻ子ඍ量
２　҉ ׊ ৭　ϩʔϜϒϩοΫ中量，୸Խཻ子ඍ量
׊　３ ৭　ϩʔϜϒϩοΫগ量（కまりऑい）

׊　４ ৭　ϩʔϜϒϩοΫ多量，҉׊৭ϒϩοΫ中量（కま
りڧい）

５　҉ ׊ ৭　ϩʔϜϒϩοΫগ量（కまりڧい）

遺物出土状況　土ࢣ器片 611 点（器台 20，ᆁ 3�，高ᆀ 20，ᆵ �1，ᙈ 44�，ϛχνϡΞ土器３），土製品３点（土

２，؅状土਴１），᛽１点がશ面の෴土上૚から床面にか͚て出土している。また，貼床の構ங土中から土ۄ

器片ࢣ 22 点（ᆁ２，ᆵ９，ᙈ 11）が出土している。101 は中ԝ部ٴͼೆ東ίʔφʔ部にか͚て෼ࢄした状ଶで，

102 は中ԝ部，103 はೆ東ίʔφʔ部，106・10� は北部壁%1８，ࡍは北੢部壁%1７・110，ࡍは東部壁ࡍの

床面から出土している。105 は北東部，10� は北੢部の෴土上૚から出土している。�� は北੢部，%1９はೆ

東部の෴土中から出土している。100 はஷଂ穴෴土中ٴͼ北੢部の貼床の構ங土中から෼ࢄした状ଶで出土し

ている。ͦの他，流れࠐΜͩと考えられるೄ文土器片 2�2 点（ਂു），ੴ器３点（ണ片）が出土している。

所見　時期は，出土土器から４世紀後葉にൺ定で͖る。෴土からম土がݕ出されたこと，床面にඃ೤ࠟ跡がみ

られることからমࣦ住居と考えられる。

下で確認したもので，ਂさは 20 ～ 3�DNである。

第 56図　第 5�7 ߸住居跡出土遺物࣮ଌ図（１）
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第 5�7 ߸住居跡出土遺物観࡯表（第 56・57 図）

൪߸ छ　ผ 器छ 口ܘ 器高 底ܘ ଻　　土 ৭　調 ম成 ख　๏　の　特　௃　΄　か 出土Ґஔ උ　考

�� 土ࢣ器 ᆁ ʦ��2ʧ 6�1 2�2 長ੴ・ੴӳ・Ӣ฼ ੺ ී通 口ԑ・体部外・内面ϔϥຏ͖・੺࠼　ೋ࣍ඃ೤によるϋδέ　底部ϔϥຏ͖ ෴土中 50ˋ　1-22

100 土ࢣ器 器台 7�2 （4�1） － 長ੴ・ੴӳ ੺ ී通 ड部外面ԣφσ・ϔϥຏ͖・੺࠼　ೋ࣍ඃ೤によるϋδέ
内面ϔϥຏ͖・੺࠼　ೋ࣍ඃ೤によるϋδέ ஷଂ穴෴土・۷方 40ˋ　1-23

101 土ࢣ器 高ᆀ 15�6 （4��） － 長ੴ・ੴӳ ੺ ී通 ᆀ部外・内面ϔϥຏ͖・੺࠼　ೋ࣍ඃ೤によるϋδέ 床面 30ˋ

102 土ࢣ器 高ᆀ － （5�5） 12�2 長ੴ・ੴӳ ໌ԫ׊ ޷ྑ 脚部外面ϔϥφσ後，ϔϥຏ͖　内面ϋέ໨　３޸ 床面 40ˋ　1-23

103 土ࢣ器 ᆵ ʦ25�0ʧ（3�3） － 長ੴ・ੴӳ ੺ ී通 口ԑ部外・内面ϔϥຏ͖・੺࠼　ೋ࣍ඃ೤によるϋδέ　ᰍ部外面ϔϥφσ・੺࠼ 床面 ５ˋະຬ　
1-24

104 土ࢣ器 ᆵ － （6�5） － 長ੴ・ੴӳ ੺ ී通 口ԑ部外面ϋέ໨後，ϔϥຏ͖・੺࠼　内面ϔϥຏ͖・੺࠼　ᰍ部外面にಥଳ ෴土中 20ˋ

105 土ࢣ器 ᙈ 14�6 14�3 4�2 長ੴ・ੴӳ・Ӣ฼ にͿいԫᒵ ී通 口ԑ部外面ϋέ໨後，ԣφσ　内面ԣφσ　ྠੵࠟ　体部
外面上൒ϋέ໨　下൒ϔϥ࡟り　内面ϔϥ࡟り　ྠੵࠟ ෴土上૚ 50ˋ　1-26

106 土ࢣ器 ᙈ ʦ14�0ʧ 25�6 ʦ6�0ʧ 長ੴ・ੴӳ・Ӣ฼ にͿいԫᒵ ී通
口ԑ部外面Ϥίφσ　内面ԣφσ後，ϋέ໨　体部
外面上൒ϋέ໨　下൒ϋέ໨後，ϔϥ࡟り　ഗ付ண
内面ϔϥφσ　ྠੵࠟ　底部ϔϥφσ

床面 50ˋ　1-26

107 土ࢣ器 ᙈ ʦ7�2ʧ 6�2 2�5 長ੴ・ੴӳ ໌ԫ׊ ී通 口ԑ部外・内面ԣφσ後，ϋέ໨　体部外面上൒ϋέ໨　
ྠੵࠟ　下൒ϔϥφσ　内面ϔϥφσ・ϋέ໨ ෴土中 40ˋ

10� 土ࢣ器 ϛχνϡ
Ξ土器 7�7 4�� 4�6 長ੴ・ੴӳ・Ӣ฼ にͿいԫ׊ ී通 体部外面ϔϥφσ　内面ϋέ໨　ೋ࣍ඃ೤によるϋδέ　底部ϔϥφσ ෴土上૚ 70ˋ　1-27

－ 6� －

第 57図　第 5�7 ߸住居跡出土遺物࣮ଌ図（２）
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൪߸ 器　छ 長さ ෯ ܘ޸ 重量 ଻　　土 特　　　　௃ 出土Ґஔ උ　考

%1７ 土ۄ 2�� 2�6 0�7 14�6 長ੴ・ੴӳ φσ　一方޲からのઠ޸ 床面 1-31

%1 ８ 土ۄ 2�6 2�� 0�� 1��� 長ੴ・ੴӳ φσ　一方޲からのઠ޸ 床面

%1９ ؅状土਴ 5�7 ʦ4�6ʧ ʦ0��ʧ（47�3） 長ੴ・ੴӳ φσ　ೋ࣍ඃ೤によるϋδέ ෴土中

൪߸ छ　ผ 器छ 口ܘ 器高 底ܘ ଻　　土 ৭　調 ম成 ख　๏　の　特　௃　΄　か 出土Ґஔ උ　考

10� 土ࢣ器 ϛχνϡ
Ξ土器 － （3�3） 4�4 長ੴ・ੴӳ にͿいԫᒵ ී通 体部外・内面ϔϥφσ　底部φσ 床面 60ˋ

110 土ࢣ器 ϛχνϡ
Ξ土器 － （3��） 3�4 長ੴ・ੴӳ・Ӣ฼ にͿいԫᒵ ී通 体部外面ϔϥφσ　内面ϔϥφσ　ྠੵࠟ　底部φσ 床面 �0ˋ

－ 6� －

第 598 号住居跡（第 5�・5� 図）

位置　調査区中ԝ੢部の̞ 11B� 区，ඪ高 21 ̼΄どの台地ฏୱ部にҐஔしている。

重複関係　第 5�6 ߸住居，第 3527・352� ߸土޵に۷りࠐまれている。

規模と形状　第 5�6 ߸住居と入子状に重ෳしており，床面まで۷りࠐまれている。長࣠ 5�63 ̼，୹࣠ 5�40 ̼

の方形で，主࣠方޲は̣－ 2� －˃̬である。壁高は 1� ～ 31DNで，௚ཱしている。

床　ฏୱな貼床で，ߗԽ面は認められない。ೆ部はඃ೤により੺มߗԽしている部෼がある。壁下には෯ 12

～ 27DNの壁ߔが८ͬている。貼床は確認面から 22 ～ 36DN۷りࠐみ，ϩʔϜを主体とする׊৭土を４～７

DN埋土して構ஙされている。

炉　中ԝ部やや北دりに付設されている地床炉である。長ܘ 77DN，୹ܘ 72DNのԁ形である。炉床は床面を

７DN΄ど۷りく΅められ，෴土は୯一૚である。

ピット　５か所。1１～̥５はਂさ９～ 53DNで，ੑ֨ෆ໌である。

貯蔵穴　ೆ東ίʔφʔ部にҐஔしている。長ܘ �5DN，୹ܘ 7�DNのପԁ形で，ਂさは 60DNである。底面は

ฏୱで，壁は底面から中Ґにか͚て௚ཱし，中Ґからは外܏してཱͪ上がͬている。

炉土層解説
１　҉ ׊ ৭　ম土ϒϩοΫ多量，୸Խཻ子ඍ量（కまりڧい）

貯蔵穴土層解説
１　҉ ׊ ৭　ম土ϒϩοΫগ量，ϩʔϜϒϩοΫඍ量（కまり

ऑい）
׊　２ ৭　ϩʔϜཻ子ඍ量（కまりڧい）
３　҉ ׊ ৭　ϩʔϜཻ子ඍ量（కまりऑい）

覆土　３૚に෼૚で͖る。第１૚にম土がؚまれていることから埋め໭されている。第４૚は貼床の構ங土で

ある。

土層解説
１　҉ ׊ ৭　ϩʔϜཻ子গ量，ম土ཻ子・׊ࠇ৭ཻ子ඍ量（క

りऑい）
׊　２ ৭　ϩʔϜཻ子ඍ量

׊　３ ৭　҉׊৭ϒϩοΫඍ量
׊　４ ৭　ϩʔϜཻ子多量

遺物出土状況　土ࢣ器片 132 点（器台１，高ᆀ 1�，ᙈ 111，ϛχνϡΞ土器１），土製品１点（؅状土਴），ੴ

器２点（ຏੴ，౐ੴ）が出土しており，ͦの多くはೆ東部で出土している。%110 は北東部の෴土下૚から出

土している。114・115・117 はೆ東ίʔφʔ部の෴土中૚からͦれͧれ出土している。111・113 は北東部の෴

土上૚，116 はೆ東部の෴土中から出土している。ͦの他，流れࠐΜͩと考えられるೄ文土器片９点（ਂു）

が出土している。

所見　時期は，出土土器から４世紀後葉にൺ定で͖る。෴土からম土がݕ出されたことや床面にඃ೤ࠟ跡がみ

られることからমࣦ住居と考えられる。
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第 58図　第 5�� ߸住居跡࣮ଌ図
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第 59図　第 5�� ߸住居跡・出土遺物࣮ଌ図
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第 5�� ߸住居跡出土遺物観࡯表（第 5� 図）

൪߸ छ　ผ 器छ 口ܘ 器高 底ܘ ଻　　土 ৭　調 ম成 ख　๏　の　特　௃　΄　か 出土Ґஔ උ　考

111 土ࢣ器 器台 － （4��） － 長ੴ・ੴӳ・Ӣ฼ ᒵ ޷ྑ ड部内面ϔϥຏ͖　ࠇ৭ॲཧ　脚部外・内面ϔϥφσ ෴土上૚ 30ˋ

112 土ࢣ器 器台 － （2�1） ʦ7�6ʧ 長ੴ・ੴӳ・Ӣ฼ ੺ ී通 脚部外面ϔϥຏ͖・੺࠼　内面ϔϥφσ ෴土上૚ 10ˋ

113 土ࢣ器 高ᆀ 12�0 （2��） － 長ੴ・ੴӳ ੺ ޷ྑ ᆀ部外面ԣφσ・ϔϥຏ͖・੺࠼　内面ϔϥຏ͖・੺࠼ ෴土上૚ ５ˋ

114 土ࢣ器 ᙈ 16�3 20�5 ʦ6�6ʧ 長ੴ・ੴӳ・Ӣ฼ にͿいԫᒵ ී通 口ԑ部外面ϋέ໨後，ԣφσ　ྠੵࠟ　内面ϋέ໨後，ԣ
φσ・ϔϥφσ　体部外面ϋέ໨　ഗ付ண　内面ϔϥφσ ෴土中૚ 70ˋ　1-26

115 土ࢣ器 ᙈ ʦ1��0ʧ（��5） － 長ੴ・ੴӳ・Ӣ฼ ᒵ ී通
口ԑ部外面ԣφσ　ഗ付ண　ྠੵࠟ　ೋ࣍ඃ೤
によるϋδέ　内面ԣφσ　体部外面ϋέ໨　
ഗ付ண　内面ϔϥφσ後，ϋέ໨　ྠੵࠟ

෴土中૚ 20ˋ　1-26

116 土ࢣ器 ᙈ ʦ16�0ʧ（2�7） － 長ੴ・ੴӳ・Ӣ฼ にͿいԫᒵ ෆྑ 口ԑ部外・内面ϋέ໨後，ԣφσ ෴土中 ５ˋ

117 土ࢣ器 ϛχνϡ
Ξ土器 5�2 5�3 3�2 長ੴ・ੴӳ・Ӣ฼ にͿいԫᒵ ී通 体部外面上൒ྠੵࠟ　下൒ࢦ಄ࠟ　内面ࢦ಄ࠟ　ྠੵࠟ ෴土中૚ 100ˋ　1-27

൪߸ 器　छ 長さ ෯ ܘ޸ 重量 ଻　　土 特　　　　௃ 出土Ґஔ උ　考

%110 ؅状土਴ 4�� 3�� 0�� 76�4 長ੴ・ੴӳ・Ӣ฼ ϔϥφσ・φσ　ଆ面にۼみ ෴土下૚ 1-31

൪߸ 器　छ 長さ ෯ ްさ 重量 ࣭　　ࡐ 特　　　　௃ 出土Ґஔ උ　考

̦ 14 ౐ੴ （5�2） （4�1） （2�0） �4�� Ֆቋؠ 用面࢖ 1面 ෴土中
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第 599 号住居跡（第 60・61 図）

位置　調査区北੢部の̝ 11G7 区，ඪ高 20 ̼΄どの台地ฏୱ部にҐஔしている。

重複関係　第 1�4 第，ߔ߸ 2� ߸ϐοτに۷りࠐまれている。

規模と形状　࢒ଘ状گがѱく，壁は北壁，ೆ壁の一部が遺ଘするのみである。۷方からਪ定されるن໛は，長

第 60図　第 5�� ߸住居跡࣮ଌ図
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第 5�� ߸住居跡出土遺物観࡯表（第 61 図）

൪߸ छ　ผ 器छ 口ܘ 器高 底ܘ ଻　　土 ৭　調 ম成 ख　๏　の　特　௃　΄　か 出土Ґஔ උ　考

11� 土ࢣ器 器台 － （2�2） － 長ੴ・ੴӳ にͿいԫ׊ ී通 脚部外面ϋέ໨後，ϔϥຏ͖　内面ϋέ໨後，ϔϥφσ 床面 ５ˋະຬ

11� 土ࢣ器 ᙈ － （2�4） － 長ੴ・ੴӳ にͿいԫ׊ ී通 口ԑ部外面ԣφσ　内面ԣφσ後，ϋέ໨ ෴土中 ５ˋະຬ

－ 73 －

土層解説
１　҉ ׊ ৭　ϩʔϜϒϩοΫ中量，ম土ཻ子ඍ量（కまりڧい） ׊　２ ৭　ϩʔϜϒϩοΫ・ࠇ৭ཻ子গ量（కまりڧい）

࣠ 5�54 ̼，୹࣠ 3��1 ̼の長方形である。壁高は６DNで，外܏してཱͪ上がͬている。

床　ฏୱな貼床で，ߗԽ面は認められない。中ԝ部ではඃ೤により੺มߗԽしている部෼がある。貼床は確認

面から９～ 16DN۷りࠐみ，ϩʔϜを主体とする׊৭土を２～ 12DN埋土して構ஙされている。

ピット　６か所。1１～̥６はਂさ 12 ～ 24DNで，ੑ֨ෆ໌である。

覆土　୯一૚である。࢒ଘ状گがෆྑのため判વとしないが，ϩʔϜཻ子・ম土がؚまれていることから埋め

໭された可能ੑがある。第２૚は貼床の構ங土である。

遺物出土状況　土ࢣ器片 22 点（ᆁ２，ᙈ 20）がશ面からࡏࢄతに出土している。11�・11� はೆ東部の床面，

ೆ੢部の෴土中からͦれͧれ出土している。ͦの他，流れࠐΜͩと考えられるೄ文土器片７点（ਂു），混入

したと考えられるਢܙ器片１点（ᙈ）が出土している。

所見　時期は，出土土器から４世紀後葉にൺ定で͖る。෴土からম土がݕ出されたことや床面にඃ೤ࠟ跡がみ

られることからমࣦ住居の可能ੑがある。

第 61図　第 5�� ߸住居跡出土遺物࣮ଌ図

第 605 号住居跡（第 62 ～ 64 図）

位置　調査区中ԝ北部の̝ 12G4 区，ඪ高 20 ̼΄どの台地ฏୱ部にҐஔしている。

重複関係　第 4� ߸ϐοτを۷りࠐみ，第 202 第，ߔ߸ 35�7・3610・3611 ߸土޵に۷りࠐまれている。

規模と形状　長࣠ 5�2� ̼，୹࣠ 4�32 ̼の長方形で，主࣠方޲は̣－９ －˃̬である。壁高は 12 ～ 22DN で，

௚ཱしている。

床　ฏୱな貼床で，ೆ東部は౿みݻめられている。壁下には෯ 12 ～ 20DNの壁ߔが८ͬている。貼床は確認

面から 25 ～ 44DN۷りࠐみ，ϩʔϜを主体とする׊৭土を６～ 1�DN埋土して構ஙされている。

炉　北部に付設されている地床炉である。長ܘ 100DN，୹ܘ 5�DNのෆ੔ପԁ形である。炉床は，ඃ೤により

੺มߗԽしている。

ピット　２か所。1１・̥２はਂさ 15DN・35DNで，ੑ֨ෆ໌である。

貯蔵穴　ೆ東ίʔφʔ部にҐஔしている。長࣠ 115DN，୹࣠ �5DNの۱ؙ長方形で，ਂさは 31DNである。底

面はฏୱで，壁は外܏してཱͪ上がͬている。

貯蔵穴土層解説
ࠇ　１ ׊ ৭　ϩʔϜཻ子・ম土ϒϩοΫ中量，୸Խཻ子গ量
２　҉ ׊ ৭　ϩʔϜϒϩοΫ中量

ࠇ　３ ϩʔϜϒϩοΫ中量　׊
׊　４ ৭　にͿいԫ׊৭ཻগ量

118 119 ０ 10㎝
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第 62図　第 605 ߸住居跡࣮ଌ図
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－ 75 －

土層解説
１　҉ ׊ ৭　ϩʔϜཻ子গ量
ࠇ　２ ׊ ৭　ϩʔϜϒϩοΫඍ量
ࠇ　３ ׊ ৭　ϩʔϜϒϩοΫগ量
ࠇ　４ ׊ ৭　ϩʔϜϒϩοΫ・୸Խ物গ量，ম土ϒϩοΫඍ量

５　҉ ׊ ৭　ϩʔϜϒϩοΫ中量
６　にͿいԫ׊৭　ϩʔϜཻ子多量
７　にͿいԫ׊৭　ϩʔϜཻ子中量
׊　８ ৭　ϩʔϜϒϩοΫ・׊ࠇ৭ϒϩοΫ中量

遺物出土状況　土ࢣ器片 176� 点（ᆁ 13，器台２，高ᆀ 14，ᆵ 1�，ᙈ 1721），土製品１点（؅状土਴），᛽３

点がશ面の෴土上૚から床面にか͚て出土している。また，貼床の構ங土中から土ࢣ器片３点（ᙈ）が出土し

ている。土ࢣ器片の出土਺が他の住居跡にൺ΂多いが，これはࡉ片が多いためでݸ体਺は΄΅同਺と考えら

れる。122 は東部の床面から出土している。124・127・12� はೆ東部壁ࡍの床面௚上から出土している。121・

131は北東部，%111はೆ੢部の෴土下૚から出土している。12�はೆ੢部の෴土上૚から出土している。ͦ の他，

流れࠐΜͩと考えられるೄ文土器片 14� 点（ਂു），ੴ器１点（ੴ鏃），ۚ ଐ製品１点（鉄滓）が出土している。

所見　時期は，出土土器から４世紀後葉にൺ定で͖る。෴土からম土や୸Խ物がݕ出されたことからমࣦ住居

と考えられる。

第 63図　第 605 ߸住居跡出土遺物࣮ଌ図（１）

覆土　７૚に෼૚で͖る。第１～６૚にϩʔϜϒϩοΫ，第４૚でম土，୸Խ物がؚまれていることから埋め

໭されている。第８૚は貼床の構ங土である。
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第 605 ߸住居跡出土遺物観࡯表（第 63・64 図）

൪߸ छ　ผ 器छ 口ܘ 器高 底ܘ ଻　　土 ৭　調 ম成 ख　๏　の　特　௃　΄　か 出土Ґஔ උ　考

120 土ࢣ器 ᆁ － （1�3） 2�0 長ੴ・ੴӳ・Ӣ฼ ੺ ී通 体部外面ϔϥຏ͖・੺࠼　内面ϔϥຏ͖　底部ϔϥຏ͖ 床面 ５ˋ

121 土ࢣ器 器台 6�7 7�� 10�4 長ੴ・ੴӳ・Ӣ฼ ҉੺׊ ී通 ड部外・内面ϔϥຏ͖・੺࠼　脚部外面ϔϥຏ͖・੺３޸　࠼　内
面上൒ϔϥφσ　下൒ϔϥφσ後，ϋέ໨・ԣφσ ෴土下૚ �0ˋ　1-23

122 土ࢣ器 器台 ��� （��2） － 長ੴ・ੴӳ・Ӣ฼ ໌ԫ׊ ޷ྑ ड部外面ԣφσ　内面ԣφσ後，ϔϥφσ　脚部外面ϔϥ
φσ　内面上൒ϔϥφσ　下൒ϋέ໨後，ϔϥφσ 床面 �0ˋ　1-23

123 土ࢣ器 高ᆀ ʦ13�6ʧ（3�2） － 長ੴ・ੴӳ ੺ ී通 口ԑ部外・内面ϔϥຏ͖・੺࠼ 床面௚上 20ˋ

124 土ࢣ器 高ᆀ － （��5） － 長ੴ・ੴӳ ੺ ී通 脚部外面ϔϥຏ͖・੺࠼　内面ϔϥφσ・ϋέ໨ 床面௚上 40ˋ

125 土ࢣ器 ᆵ － （4�2） － 長ੴ・ੴӳ ԫ׊ ී通 ᰍ部外面ϔϥຏ͖　Ωβϛを༗するಥଳ　内面ϔϥຏ͖ 床面 ５ˋ　1-24

126 土ࢣ器 ᙈ ʦ16��ʧ（5�4） － 長ੴ・ੴӳ փԫ׊ ී通 口ԑ部外面ϋέ໨後，Ϥίφσ　ഗ付ண　内面Ϥί
φσ　体部外面ϋέ໨後，ϔϥφσ　内面ϔϥφσ 床面 ５ˋ

127 土ࢣ器 ᙈ 16�� （��7） － 長ੴ・ੴӳ・Ӣ฼ にͿいᒵ ޷ྑ 口ԑ部外面ԣφσ　内面ԣφσ後，ϔϥφσ　体部外面ϋέ໨　内面ϔϥφσ　ྠੵࠟ 床面௚上 30ˋ

12� 土ࢣ器 ᙈ 15�6 （10��） － 長ੴ・ੴӳ・Ӣ฼ ᒵ ී通 口ԑ部外面ԣφσ　内面ԣφσ後，ϋέ໨　体部上൒ϋέ໨後，ϔ
ϥ࡟り　下൒ϋέ໨後，ϔϥຏ͖　内面ϔϥφσ　ྠੵࠟ ෴土上૚ 30ˋ　1-26

12� 土ࢣ器 ᙈ ʦ22�0ʧ（4�2） － 長ੴ・ੴӳ にͿいԫ׊ ී通 口ԑ部外・内面ԣφσ後，ϋέ໨　体部外面ϋέ໨　内面ϔϥφσ 床面௚上 ５ˋ

130 土ࢣ器 ᙈ － （15�2） 7�0 長ੴ・ੴӳ ໌ԫ׊ ޷ྑ 体部外面ϋέ໨後，ϔϥຏ͖　内面ϔϥφσ後，ϔϥຏ͖ 床面 30ˋ

131 土ࢣ器 ᙈ － （11�1） － 長ੴ・ੴӳ にͿいԫᒵ ී通 体部外面ϋέ໨後，ϔϥφσ　内面ϔϥφσ　ྠੵࠟ ෴土下૚ 30ˋ

൪߸ 器　छ 長さ ෯ ܘ޸ 重量 ଻　　土 特　　　　௃ 出土Ґஔ උ　考

%111 ؅状土਴ 4�6 4�2 0�� 103�� 長ੴ・ੴӳ ϔϥφσ　一方޲からのઠ޸ ෴土下૚ 1-31

－ 76 －

第 608 号住居跡（第 65 ～ 67 図）

位置　調査区北東部の̝ 12F� 区，ඪ高 20 ̼΄どの台地ࣼ面部にҐஔしている。

重複関係　第 3630・3704・3705 ߸土޵に۷りࠐまれている。

規模と形状　長࣠ 3�63 ̼，୹࣠ 3�3� ̼の方形で，主࣠方޲は̣－ 17 －˃̬である。壁高は 1� ～ 35DNで，௚

ཱしている。

床　ฏୱな貼床で，中ԝ部は౿みݻめられている。壁下には෯ 13 ～ 23DNの壁ߔが८ͬている。貼床は確認

面から 21 ～ 37DN۷りࠐみ，ϩʔϜを主体とするにͿいԫ׊৭土を５～ 13DN埋土して構ஙされている。

第 64図　第 605 ߸住居跡出土遺物࣮ଌ図（２）
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第 65図　第 60� ߸住居跡࣮ଌ図

貯蔵穴土層解説
１　҉ ׊ ৭　ϩʔϜϒϩοΫ中量，ম土ϒϩοΫগ量
２　҉ ׊ ৭　ϩʔϜϒϩοΫগ量

３　҉ ׊ ৭　ϩʔϜϒϩοΫ中量

炉　北東部に付設されている地床炉である。長ܘ 5�DN，୹ܘ 42DNのପԁ形である。炉床は，ඃ೤により੺

มߗԽしている。

貯蔵穴　ೆ東ίʔφʔ部にҐஔしている。長ܘ 57DN，୹ܘ 50DNのପԁ形で，ਂさは 30DNである。底面は

ややԜತがあり，壁は外܏してཱͪ上がͬている。

０ ２m
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第 66図　第 60� ߸住居跡出土遺物࣮ଌ図（１）

覆土　８૚に෼૚で͖る。ম土，୸Խ物がؚまれていることから埋め໭されている。第９૚は貼床の構ங土で

ある。

土層解説
１　҉ ׊ ৭　ϩʔϜཻ子中量，ম土ཻ子গ量，୸Խཻ子ඍ量
２　҉ ׊ ৭　ϩʔϜϒϩοΫ中量
３　҉ ׊ ৭　ϩʔϜཻ子中量，ম土ཻ子গ量
４　҉ ׊ ৭　ϩʔϜϒϩοΫ・ম土ϒϩοΫ・୸Խ物中量
５　҉ ׊ ৭　ম土ϒϩοΫ・୸Խ物多量，ϩʔϜϒϩοΫ中量

６　҉ ׊ ৭　ϩʔϜϒϩοΫ中量，ম土ཻ子ඍ量
ࠇ　７ ׊ ৭　ϩʔϜϒϩοΫ・ম土ϒϩοΫ中量，୸Խ物গ量
８　҉ ׊ ৭　ϩʔϜϒϩοΫ多量
９　にͿいԫ׊৭　ϩʔϜϒϩοΫ・׊ࠇ৭ϒϩοΫ中量

遺物出土状況　土ࢣ器片 2�1 点（ᆁ５，器台６，高ᆀ 3�，ᙈ 1�1，ᆵ 50），᛽１点がશ面の෴土上૚から床面

にか͚て出土している。また，貼床の構ங土中から土ࢣ器片３点（ᙈ）が出土している。135 ～ 13� は北東部

の床面から出土している。13�・145 はஷଂ穴の෴土中から出土している。134・140・144 は北東部，142・143

は中ԝ部の෴土下૚から出土している。132 はೆ੢部壁ࡍの෴土上૚から出土している。ͦの他，流れࠐΜͩ

と考えられるೄ文土器片 25 点（ਂു）が出土している。

所見　時期は，出土土器から４世紀後葉にൺ定で͖る。෴土からম土や୸Խ物がݕ出されたことからমࣦ住居

と考えられる。

132

133

134

135

136

137
138

139

140
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第 60� ߸住居跡出土遺物観࡯表（第 66・67 図）

൪߸ छ　ผ 器छ 口ܘ 器高 底ܘ ଻　　土 ৭　調 ম成 ख　๏　の　特　௃　΄　か 出土Ґஔ උ　考

132 土ࢣ器 ᆁ ��6 6�� 4�0 長ੴ・ੴӳ・Ӣ฼ ੺ ී通 口ԑ部外面ϔϥຏ͖・੺࠼　内面ϔϥφσ後，ϔϥຏ͖　
ᰍ部外面ԣφσ・੺࠼　体部外面ϔϥຏ͖・੺࠼ ෴土上૚ 100ˋ　1-22

133 土ࢣ器 ᆁ ʦ10��ʧ（3��） － 長ੴ・ੴӳ ੺ ී通 口ԑ部外面ϔϥຏ͖・੺࠼　内面ϔϥφσ後，ϔϥຏ͖・੺࠼ ෴土中 ５ˋ

134 土ࢣ器 ᆁ － （��5） － 長ੴ・ੴӳ・Ӣ฼ ੺ ී通 体部外面ԣφσ・ϔϥຏ͖・੺࠼　内面ϔϥφσ・੺࠼　ೋ࣍ඃ೤によるϋδέ ෴土下૚ 30ˋ　1-22

135 土ࢣ器 器台 10�4 10�6 ʦ11��ʧ 長ੴ・ੴӳ にͿいԫ׊ ී通 炉器台　ड部外面ϋέ໨　ഗ付ண　内面ϔϥφσ　脚部外面ϋέ໨　ഗ付ண　内面ϔϥφσ 床面 60ˋ　1-23

136 土ࢣ器 高ᆀ ʦ16�6ʧ（2��） － 長ੴ・ੴӳ・Ӣ฼ ੺ ී通 ᆀ部外・内面ϔϥຏ͖・੺࠼　ೋ࣍ඃ೤によるϋδέ 床面 ５ˋ

137 土ࢣ器 高ᆀ － （��7） － 長ੴ・ੴӳ・Ӣ฼ ੺ ී通 脚部外面ϔϥຏ͖・੺࠼　ೋ࣍ඃ೤によるϋδέ　内面ϔϥφσ 床面 40ˋ

13� 土ࢣ器 高ᆀ － （��1）ʦ12�3ʧ長ੴ・ੴӳ・Ӣ฼ ੺ ී通 脚部外面ϔϥຏ͖・੺࠼　ೋ࣍ඃ೤によるϋδέ　内面ϔϥφσ 床面 40ˋ

13� 土ࢣ器 高ᆀ － （2�2）ʦ12�0ʧ長ੴ・ੴӳ・Ӣ฼ ੺ ී通 脚部外面ϔϥຏ͖・੺࠼　内面ϋέ໨・ԣφσ ஷଂ穴෴土中 ５ˋ

140 土ࢣ器 ᆵ － （24�2） － 長ੴ・ੴӳ ੺ ී通 体部外面上൒ϔϥຏ͖・੺࠼　下൒ϋέ໨後，ϔϥφσ　内面ೋ࣍ඃ೤によるϋδέ ෴土下૚ 30ˋ

141 土ࢣ器 ᆵ － （3�0） － 長ੴ・ੴӳ ੺ ී通 口ԑ部外・内面ϔϥຏ͖・੺࠼ ෴土中 ５ˋະຬ

142 土ࢣ器 ᙈ ʦ23�0ʧ（5�5） － 長ੴ・ੴӳ・Ӣ฼ にͿいԫᒵ ී通 口ԑ部外・内面ϋέ໨後，ϔϥຏ͖　体部外面ϋέ໨後，ϔϥຏ͖　内面ϔϥφσ ෴土下૚ ５ˋະຬ

143 土ࢣ器 ᙈ ʦ13�6ʧ（3�7） － 長ੴ・ੴӳ ໌ԫ׊ ී通 口ԑ部外・内面ԣφσ　体部外面ϋέ໨　内面ϔϥφσ ෴土下૚ ５ˋະຬ

144 土ࢣ器 ᙈ 14�� （3�0） － 長ੴ・ੴӳ・Ӣ฼ にͿいԫᒵ ී通 口ԑ部外面ԣφσ後，ϋέ໨　内面ԣφσ後，ϋέ໨後，ϔϥφσ ෴土下૚ ５ˋ

145 土ࢣ器 ᙈ － （4�3） － 長ੴ・ੴӳ にͿいԫ׊ ී通 体部外面ϋέ໨後，ϔϥຏ͖　内面ϔϥφσ　ম成後，ઠ޸ ஷଂ穴෴土中 ５ˋະຬ

－ 7� －

第 610 号住居跡（第 6�・6� 図）

位置　調査区北部の̝ 12C6 区，ඪ高 21 ̼΄どの台地ฏୱ部にҐஔしており，北東部は調査区Ҭ外にԆͼて

いる。

重複関係　第 46 ߸ϐοτに۷りࠐまれている。

規模と形状　長࣠ 6�21 ̼，୹࣠ 5�27 ̼の長方形で，主࣠方޲は̣－ 24 －˃̬である。壁高は 1� ～ 2�DN で，

௚ཱしている。

床　ฏୱな貼床で，中ԝ部から北部にか͚て౿みݻめられている。壁下には෯15～ 35DNの壁ߔが८ͬている。

貼床は確認面から 26 ～ 44DN۷りࠐみ，ϩʔϜを主体とする׊৭土を３～ 25DN埋土して構ஙされている。

炉　中ԝ部に付設されている地床炉である。長ܘ 130DN，୹ܘ 105DNのෆ੔ପԁ形である。炉床は，ඃ೤に

より੺มߗԽしている。

ピット　８か所。̥６はਂさ 27DNで，ҐஔやߗԽ面の޿がりから出入口施設に൐うϐοτと考えられる。1

第 67図　第 60� ߸住居跡出土遺物࣮ଌ図（２）
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ピット６土層解説
１　҉ ׊ ৭　ϩʔϜϒϩοΫগ量

１～̥５・̥７・̥８はਂさ６～ 40DNで，ੑ֨ෆ໌である。

土層解説
׊　１ ৭　ࠇ৭ཻ子গ量
ࠇ　２ ׊ ৭　ϩʔϜཻ子・ম土ཻ子・୸Խཻ子ඍ量
３　҉ ׊ ৭　ϩʔϜཻ子・ম土ཻ子・୸Խཻ子ඍ量（కまりऑい）
４　҉ ׊ ৭　ϩʔϜϒϩοΫ中量，ম土ཻ子গ量，୸Խཻ子ඍ

量
׊　５ ৭　ϩʔϜཻ子গ量

׊　６ ৭　ϩʔϜཻ子中量
７　҉ ׊ ৭　ম土ϒϩοΫ多量，୸Խཻ子中量，ϩʔϜϒϩο

Ϋগ量
׊　８ ৭　҉׊৭ϒϩοΫ中量，ϩʔϜϒϩοΫগ量
׊　９ ৭　ϩʔϜϒϩοΫ中量，҉׊৭ϒϩοΫগ量

覆土　６૚に෼૚で͖る。第２～４૚にম土，୸Խཻ子がؚまれていることから埋め໭されている。第７～９

૚は貼床の構ங土である。

第 68図　第 610 ߸住居跡࣮ଌ図

０ ２m



－ �1 －

第 69図　第 610 ߸住居跡出土遺物࣮ଌ図

遺物出土状況　土ࢣ器片 211 点（ᆁ 11，器台３，高ᆀ 42，ᙈ 14�，ᆵ６），土製品５点（土３，؅ۄ状土਴２）

がશ面の෴土上૚から床面にか͚て出土している。また，貼床の構ங土中から土ࢣ器片 22 点（ᆁ２，ᆵ９，

ᙈ 11）が出土している。147・152 はೆ東部，%112・%114 はೆ੢部の床面から出土している。156 は̥５の

෴土中から出土している。14� は中ԝ部北دり，14�・150 はೆ東部の෴土下૚から出土している。ͦの他，流

れࠐΜͩと考えられるೄ文土器片 66 点（ਂു），ੴ器２点（ണ片）が出土している。

所見　時期は，出土土器から４世紀後葉にൺ定で͖る。෴土からম土や୸Խཻ子がݕ出されたことからমࣦ住

居と考えられる。
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第 610 ߸住居跡出土遺物観࡯表（第 6� 図）

൪߸ छ　ผ 器छ 口ܘ 器高 底ܘ ଻　　土 ৭　調 ম成 ख　๏　の　特　௃　΄　か 出土Ґஔ උ　考

146 土ࢣ器 ᆁ ʦ12�4ʧ（6�6） － 長ੴ・ੴӳ ੺ ී通 口ԑ部外・内面ϔϥຏ͖・੺࠼　体部外面ϔϥຏ͖・
੺࠼　内面ϔϥφσ　ೋ࣍ඃ೤によるϋδέ ෴土中 ５ˋ

147 土ࢣ器 ᆁ ʦ11�0ʧ（6�0） － 長ੴ・ੴӳ ੺ ී通 口ԑ部外面ϔϥຏ͖・੺࠼　内面ϔϥφσ後，ϔϥຏ͖ 床面 20ˋ　1-22

14� 土ࢣ器 ᆁ － （5�2） － 長ੴ・ੴӳ ੺ ී通 体部外面ϔϥຏ͖・੺࠼　内面ϔϥφσ　ྠੵࠟ　ᰍ部内面੺࠼ ෴土下૚ 10ˋ

14� 土ࢣ器 ᆵ 12�0 （4�7） － 長ੴ・ੴӳ・Ӣ฼ にͿいԫᒵ ී通 口ԑ部外・内面ԣφσ後，ϋέ໨ ෴土下૚ ５ˋ

150 土ࢣ器 ᆵ ʦ13��ʧ（5�1） － 長ੴ・ੴӳ ໌ԫ׊ ී通 口ԑ部外・内面ԣφσ後，ϔϥຏ͖ ෴土下૚ ５ˋ

151 土ࢣ器 ᆵ － （3��） 3�2 長ੴ・ੴӳ ׊҉ ී通 体部外・内面ϔϥφσ　ೋ࣍ඃ೤によるϋδέ ̥１෴土中 10ˋ

152 土ࢣ器 ᆵ － （2�6） 3�6 長ੴ・ੴӳ にͿいԫᒵ ී通 体部外・内面ϔϥφσ 床面 ５ˋ

153 土ࢣ器 ᙈ － （2��） － 長ੴ・ੴӳ にͿいԫᒵ ී通 体部外面ԣφσ後，ϋέ໨　ഗ付ண　内面ԣφσ ෴土中 ５ˋະຬ

154 土ࢣ器 ᙈ － （3�1） － 長ੴ・ੴӳ ᒵ ޷ྑ 口ԑ部外面ԣφσ　内面ԣφσ後，ϋέ໨ ෴土中 ５ˋະຬ

155 土ࢣ器 ᙈ － （3�3） － 長ੴ・ੴӳ にͿいԫᒵ ී通 口ԑ部外面ϋέ໨後，ԣφσ　内面ϋέ໨ ෴土上૚ ５ˋະຬ

156 土ࢣ器 ᙈ － （14�3） － 長ੴ・ੴӳ にͿいԫᒵ ී通 体部外面上൒ϋέ໨後，ϔϥຏ͖　ഗ付ண　下൒ϔϥ࡟り　内面ϔϥφσ ̥５෴土中 30ˋ

൪߸ 器　छ 長さ ෯ ܘ޸ 重量 ଻　　土 特　　　　௃ 出土Ґஔ උ　考

%112 土ۄ 2�6 2�� 0�6 1��1 長ੴ・ੴӳ φσ　一方޲からのઠ޸ 床面 1-31

%113 土ۄ 2�7 3�1 0�6 22�� 長ੴ・ੴӳ φσ　ೋ方޲からのઠ޸ ෴土中

%114 土ۄ 2�5 2�� 0�6 1��5 長ੴ・ੴӳ φσ　一方޲からのઠ޸ 床面 1-31

%115 ؅状土਴ （3�6） ʦ3�6ʧ ʦ1�0ʧ（1��5） 長ੴ・ੴӳ φσ　ӈଆ面ܽଛ ෴土中

%116 ؅状土਴ 4�7 ʦ3�4ʧ ʦ1�0ʧ（20�7） 長ੴ・ੴӳ φσ　ӈଆ面ܽଛ ෴土中

－ �2 －

第 612 号住居跡（第 70・71 図）

位置　調査区北部の(12K2 区，ඪ高 20 ̼΄どの台地ฏୱ部にҐஔしており，北部は調査区Ҭ外にԆͼている。

重複関係　第 606 ߸住居，第 40・47 ߸ϐοτに۷りࠐまれている。

規模と形状　床面が࡟ฏされているため，壁ߔと۷方が遺ଘするのみである。北部が調査区Ҭ外にԆͼている

ため，ن໛は，東੢࣠が 7�11 ̼で，ೆ北࣠は 4�5� ̼しか確認で͖なかͬた。形状は，方形もしくは長方形と

ਪ定される。主࣠方޲は̣－ 12 －˃̬である。

床　確認で͖た壁下には෯ 10 ～ 20DN の壁ߔが८ͬている。貼床は確認面から３～ 36DN۷りࠐみ，ϩʔϜ

を主体とする׊৭土を埋土して構ஙされている。۷方は，੢壁，ೆ壁ࡍが一ஈਂく۷りࠐまれている。

ピット　５か所。1１・̥２はਂさ 50DN・60DN で，Ґஔやن໛から主柱穴と考えられる。̥３～̥５はਂ

さ 15 ～ 63DNで，ੑ֨ෆ໌である。

ピット１土層解説
１　҉ ׊ ৭　ϩʔϜཻ子গ量，ম土ཻ子・୸Խཻ子ඍ量（కま

りڧい）
׊　２ ৭　ϩʔϜϒϩοΫগ量（కまりڧい）
ピット２土層解説
１　҉ ׊ ৭　ϩʔϜཻ子中量，୸Խཻ子ඍ量
׊　２ ৭　ϩʔϜϒϩοΫ・׊ࠇ৭ཻ子গ量（೪ੑڧい）
ピット５土層解説
１　҉ ׊ ৭　ϩʔϜཻ子中量，୸Խཻ子ඍ量（కまりڧい）

׊　３ ৭　ϩʔϜϒϩοΫඍ量

３　ԫ ׊ ৭　ϩʔϜϒϩοΫ中量

৭　ϩʔϜཻ子গ量׊ࠇ　２

貯蔵穴土層解説
１　҉ ׊ ৭　ϩʔϜཻ子中量，ম土ཻ子・୸Խཻ子ඍ量
２　҉ ׊ ৭　ϩʔϜཻ子多量，ম土ཻ子ඍ量
３　҉ ׊ ৭　ϩʔϜཻ子ඍ量（కまりڧい）

׊　４ ৭　҉׊৭ཻ子গ量
׊　５ ৭　ϩʔϜϒϩοΫ中量，҉׊৭ཻ子গ量（కまりڧ

い）

貯蔵穴　ೆ東ίʔφʔ部にҐஔしている。長ܘ ��DN，୹ܘ 75DNのପԁ形で，ਂさは 47DNである。底面は

ฏୱで，壁は௚ཱしている。
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第 70図　第 612 ߸住居跡࣮ଌ図

土層解説
１　҉ ׊ ৭　ϩʔϜཻ子中量 ׊　２ ৭　ϩʔϜϒϩοΫ多量，୸Խཻ子ඍ量（కまりڧい）

覆土　第 1૚は壁ߔの෴土，第２૚は貼床の構ங土である。

遺物出土状況　土ࢣ器片 11 点（ᆁ２，ᙈ８，ϛχνϡΞ土器１）がϐοτٴͼஷଂ穴の෴土中から出土している。

また，貼床の構ங土中から土ࢣ器片 12 点（ᆁ５，高ᆀ１，ᙈ６）が出土している。157・160 はஷଂ穴෴土中

から出土している。15� は北東部の貼床の構ங土中から出土している。ͦの他，流れࠐΜͩと考えられるೄ文

土器片 14 点（ਂു）が出土している。

所見　時期は，出土土器から４世紀後葉にൺ定で͖る。
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第 612 ߸住居跡出土遺物観࡯表（第 71 図）

൪߸ छ　ผ 器छ 口ܘ 器高 底ܘ ଻　　土 ৭　調 ম成 ख　๏　の　特　௃　΄　か 出土Ґஔ උ　考

157 土ࢣ器 ᆁ － （4�0） 3�0 長ੴ・ੴӳ・Ӣ฼ ੺ ී通 口ԑ・体部外面ϔϥຏ͖・੺࠼　ྠੵࠟ　ೋ࣍ඃ೤による
ϋδέ　内面ϔϥຏ͖・ࠇ৭ॲཧ　ೋ࣍ඃ೤によるϋδέ ஷଂ穴෴土中 60ˋ　1-22

15� 土ࢣ器 ᆁ － （3�2） － 長ੴ・ੴӳ ੺׊ ී通 口ԑ部外・内面ϔϥຏ͖・੺࠼ 出面ݕ ５ˋະຬ

15� 土ࢣ器 台付ᙈ － （3�3） － 長ੴ・ੴӳ ᒵ ී通 脚部外面ԣφσ後，ϔϥφσ　内面ϔϥφσ ۷方 ５ˋ

160 土ࢣ器 ϛχνϡ
Ξ土器 － （1�3） 3�6 長ੴ・ੴӳ ໌ԫ׊ ී通 体部外面φσ　内面ϔϥφσ　ྠੵࠟ ஷଂ穴෴土中 30ˋ

表４　ݹ෿時୅竪穴住居跡一ཡ表

൪߸ Ґ�ஔ ฏ面形 主࣠方޲
ن ໛ 壁�高

（ᶲ）
床面 壁ߔ

内　部　施　設
෴土 主な出土遺物 時 期

උ 考

重ෳ関܎（ݹˠ৽）長࣠ʷ୹࣠（̼） 主柱穴 出入口 ϐοτ 炉 ஷଂ穴

564 ̝11I4 方形 ̣－ 2� －˃̬ ʦ4�05ʧ̫ ʦ3���ʧ ６～ 1� 貼床ʦશपʧ － １ － １ － ਓҝ 土ࢣ器，土製品 ４̘後葉 本跡ˠ 4,367�

5�4 ̞11E� ʦ長方形ʧ̣－ 22 －˃̬ 4�31ʷ 3��� 17 ～ 21 貼床 一部 － １ 10 １ １ ࣗવ 土ࢣ器 ４̘後葉 133ˠ本跡ˠ4*562，
4,3540，124

－ �4 －
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൪߸ Ґ�ஔ ฏ面形 主࣠方޲
ن ໛ 壁�高

（ᶲ）
床面 壁ߔ

内　部　施　設
෴土 主な出土遺物 時 期

උ 考

重ෳ関܎（ݹˠ৽）長࣠ʷ୹࣠（̼） 主柱穴 出入口 ϐοτ 炉 ஷଂ穴

5�6 ̞11C0 方形 ̣－ 15 －˃̬ 4�6�ʷ4�5� 13 ～ 22 貼床 શप － － ３ － １ ਓҝ 土ࢣ器，土製品 ４̘後葉 4*5�� ˠ本跡ˠ 4,3527

5�0 ̝ 11K4ʦ方形・長方形ʧ̣－ 15 －˃̬ 5�52 （̫2�1�） ３～５ 貼床 － － １ ６ １ － ࣗવ 土ࢣ器 ４̘後葉 本跡ˠ 4%1�4，4,354�

5�2 ̝ 11F0 長方形 ̣－ 12 －˃̬ 4��3ʷ4�06 ６～ 12 貼床 － ２ １ ３ １ １ ਓҝ 土ࢣ器 ４̘後葉 本跡ˠ 4,355�

5�3 ̝ 11D5ʦ方形・長方形ʧ̣－ 34 －˃̬ 3�4� （̫1�27） ６～８ 貼床 － － － ４ － － ࣗવ 土ࢣ器，土製品 ４̘後葉

5�5 ̝ 12J4 方形 ̣－ �7 －˃̚ 4��4ʷ4�70 ８ 貼床 શप － － １ １ － ࣗવ 土ࢣ器 ４̘後葉
110� ˠ本跡ˠ 4,3563・
3564・3713，130・31・
110

5�6 ̝11E5 ʦ長方形ʧ ̣－８ －˃̬ 6�35ʷ5�5� ８～ 17 貼床ʦશपʧ ３ － ３ １ １ ਓҝ 土ࢣ器，土製品 ４̘後葉 本跡ˠ 4%1�4・200

5�7 ̝11C0 方形 ̣－ 10 －˃̬ 7�6�ʷ7�12 13 ～ 20 貼床 શप ４ １ ７ １ １ ਓҝ 土ࢣ器，土製品 ４̘後葉 4*613，4,3572・3621・
3622 ˠ本跡ˠ 4,3560

5�� ̞ 11B� 方形 ̣－ 2� －˃̬ 5�63ʷ5�40 1� ～ 31 貼床 શप － － ５ １ １ ਓҝ 土ࢣ器，土製品 ４̘後葉 本跡ˠ 4*5�6，
4,3527・352�

5�� ̝ 11G7 ʦ長方形ʧ － ʦ5�54ʧ̫ 3��1 ６ 貼床 － － － ６ － － ਓҝ 土ࢣ器 ４̘後葉 本跡ˠ 4%1�4，12�

605 ̝ 12G4 長方形 ̣－９ －˃̬ 5�2�ʷ4�32 12 ～ 22 貼床 શप － － ２ １ １ ਓҝ 土ࢣ器，土製品 ４̘後葉 14� ˠ本跡ˠ 4%202，
4,35�7・3610・3611

60� ̝ 12F� 方形 ̣－ 17 －˃̬ 3�63ʷ3�3� 1� ～ 35 貼床 શप － － － １ １ ਓҝ 土ࢣ器 ４̘後葉 本跡ˠ 4,3630・
3704・3705

610 ̝12C6 ʦ長方形ʧ̣－ 24 －˃̬ 6�21ʷ5�27 1� ～ 2� 貼床ʦશपʧ － １ ７ １ － ਓҝ 土ࢣ器，土製品 ４̘後葉 本跡ˠ 146

612 ̜ 12K2ʦ方形・長方形ʧ̣－ 12 －˃̬ 7�11 （̫4�5�） － 貼床ʦશपʧ ２ － ３ － １ － 土ࢣ器 ４̘後葉 本跡ˠ 4*606，140・47

－ �5 －

３　ฏ҆時୅の遺構と遺物

　当時୅の遺構は竪穴住居跡 1� 。ͼ遺物について記述するٴを確認した。以下，遺構ج１޵土，ݢ

　（1）竪穴住居跡

第 557 号住居跡（第 72 図）

位置　調査区ೆ੢部の̟ 11B6 区，ඪ高 20 ̼΄どの台地ࣼ面部にҐஔしている。

重複関係　第 3725 ߸土޵，第 111 ߸ϐοτを۷りࠐΜでいる。

規模と形状　ฏ成８೥౓の調査と合わͤたن໛は，長࣠ 3�6� ̼，୹࣠ 2��� ̼の長方形とਪ定される。主࣠方

－は̣޲ 112 －˃̚である。壁高は 30DNで，外܏してཱͪ上がͬている。

床　ฏୱで，北部は౿みݻめられている。

竈　東壁の中ԝ部に付設されている。ن໛はՐ床面からԎಓまで 120DNで，೩ম部෯は 33DNである。କ部は，

କ部で床面をਂさࠨ 20DN΄ど۷りく΅めた部෼に第７૚を埋土して，྆କ部ともϩʔϜを主体とする第４～

６૚をੵみ上げて構ஙされている。Ր床面はඃ೤により੺มߗԽしている。Ԏಓ部は壁外に105DN۷りࠐまれ，

Ր床部から؇やかに外܏してཱͪ上がͬている。

竈土層解説
׊　１ ৭　ম土ཻ子中量，ϩʔϜཻ子・୸Խ物ཻ子ඍ量
׊　２ ৭　ম土ϒϩοΫ・୸Խཻ子中量，ϩʔϜཻ子ඍ量
３　໌ ੺ ׊ ৭　ম土ϒϩοΫ多量，ϩʔϜཻ子ඍ量（కまりڧい）
４　໌ ੺ ׊ ৭　ম土ϒϩοΫ・ϩʔϜϒϩοΫ多量（కまりڧい）

׊　５ ৭　ϩʔϜϒϩοΫ多量，ম土ཻ子・୸Խཻ子ඍ量
׊　６ ৭　ϩʔϜϒϩοΫ多量，୸Խ物中量，ম土ཻ子গ量
׊　７ ৭　୸Խཻ子গ量，ম土ϒϩοΫ・ϩʔϜཻ子ඍ量

覆土　２૚に෼૚で͖る。第２૚にম土と୸Խ物がؚまれていることから埋め໭されている。

土層解説
１　҉ ׊ ৭　ϩʔϜཻ子ඍ量 ２　にͿいԫ׊৭　୸Խ物中量

遺物出土状況　土ࢣ器片９点（ᆀ２，ᙈ７），炉壁２点がશ面からࡏࢄతに出土しており，いͣれも，ࡉ片の

ため図示で͖ない。ͦの他，流れࠐΜͩと考えられるೄ文土器片 12 点（ਂു）が出土している。

所見　時期は，出土土器がわͣかなためৄࡉはෆ໌であるが，住居の形状などからฏ҆時୅と考えられる。
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第 562 号住居跡（第 73 ～ 75 図）

位置　調査区੢部の̞ 11D� 区，ඪ高 21 ̼΄どの台地ฏୱ部にҐஔしている。

重複関係　第 5�4 ߸住居跡を۷りࠐみ，第 353� ߸土޵に۷りࠐまれている。

規模と形状　長࣠ 3�64 ̼，୹࣠ 3�4� ̼の方形で，主࣠方޲は̣－ 102 －˃̚である。壁高は 17 ～ 20DNで，௚

ཱしている。

床　ฏୱな貼床で，中ԝ部は౿みݻめられている。貼床は確認面から 20 ～ 30DN۷りࠐみ，ϩʔϜを主体と

するにͿいԫ׊৭土を４～８DN埋土して構ஙされている。

竈　東壁のೆ部に付設されている。ӈକは，֧ཚをड͚，遺ଘしていなかͬた。ن໛はข口部からԎಓまで

113DNである。କ部は，ϩʔϜを主体とする構ங土をੵみ上げて構ஙされている。Ր床部は 12 ～ 17DN۷り

く΅めて第４・５૚を埋土している。Ր床面はඃ೤により੺มߗԽしている。Ԏಓ部は壁外に 2�DN۷りࠐま

れ，Ր床部から外܏してཱͪ上がͬている。

第 72図　第 557 ߸住居跡࣮ଌ図

竈土層解説
１　にͿいԫ׊৭　ϩʔϜཻ子・ম土ཻ子多量（కまりڧい）
׊　２ ৭　ϩʔϜཻ子中量（కまりऑい）
３　҉ ׊ ৭　ϩʔϜཻ子中量

׊　４ ৭　ম土ϒϩοΫ多量
׊　５ ৭　ϩʔϜϒϩοΫ多量

ピット　６か所。̥２～̥５はਂさ 14 ～ 2�DNで，Ґஔやن໛から主柱穴と考えられる。̥１・̥６はਂさ

10DN・14DNで，Ґஔからิॿ柱穴の可能ੑがある。
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ピット１土層解説
׊　１ ৭　ϩʔϜཻ子多量
ピット２土層解説
׊　１ ৭　ϩʔϜཻ子ඍ量
ピット３土層解説
１　҉ ׊ ৭　ϩʔϜཻ子গ量
ピット４土層解説
׊　１ ৭　ϩʔϜཻ子গ量
ピット５土層解説
１　҉ ׊ ৭　ϩʔϜཻ子中量
ピット６土層解説
׊　１ ৭　ϩʔϜϒϩοΫ中量，にͿいԫ׊৭ϒϩοΫগ量

２　ԫ ׊ ৭　にͿいԫ׊৭ϒϩοΫগ量

２　にͿいԫ׊৭　ϩʔϜཻ子中量

׊　２ ৭　ϩʔϜཻ子多量

׊　２ ৭　ϩʔϜϒϩοΫ多量

貯蔵穴　竈の北部にҐஔしている。長ܘ 52DN，୹ܘ 4�DN のԁ形で，ਂさは 1�DN である。底面はࡼ状で，

壁は外܏してཱͪ上がͬている。

貯蔵穴土層解説
１　にͿいԫ׊৭　ϩʔϜϒϩοΫ多量，ম土ཻ子・୸Խཻ子ඍ量 ׊　２ ৭　҉׊৭ཻ子ඍ量（కまりऑい）
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覆土　５૚に෼૚で͖る。Ϩϯζ状にଯੵしていることからࣗવଯੵと考えられる。第６૚は貼床の構ங土で

ある。

土層解説
１　҉ ׊ ৭　ϩʔϜϒϩοΫ・ম土ϒϩοΫඍ量（కまりऑい）
２　҉ ׊ ৭　ϩʔϜϒϩοΫ中量（కまりऑい）
׊　３ ৭　ϩʔϜϒϩοΫ中量（కまりऑい）
׊　４ ৭　҉׊৭ཻ子ඍ量

׊　５ ৭　ϩʔϜϒϩοΫ多量，ম土ཻ子・୸Խཻ子ඍ量（క
まりऑい）

６　にͿいԫ׊৭　ϩʔϜϒϩοΫ・҉׊৭ϒϩοΫগ量

遺物出土状況　土ࢣ器片 20� 点（ᆀ５，高台付椀３，ു １，ᙈ 200），ੴ器１点（ੴࡼ），炉壁２点，鉄滓１点（71�� ｇ）

がશ面の෴土上૚から床面にか͚て出土している。161・215・%11� は竈のՐ床面で重なͬた状ଶで出土して

おり，支脚として転用されたと考えられる。%117 はஷଂ穴の෴土上૚，164 は東部の床面ٴͼஷଂ穴の෴土

上૚から෼ࢄした状ଶで出土している。162・163 は̥６，東部の෴土上૚からͦれͧれ出土している。ͦの他，

流れࠐΜͩと考えられるೄ文土器片 12 点（ਂു），ݹ෿時୅の土ࢣ器片８点（ᆁ１，高ᆀ６，ᆵ１）が出土し

ている。

所見　時期は，出土土器から 10 世紀前葉にൺ定で͖る。

第 74図　第 562 ߸住居跡・出土遺物࣮ଌ図
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第 562 ߸住居跡出土遺物観࡯表（第 74・75 図）

൪߸ छ　ผ 器छ 口ܘ 器高 底ܘ ଻　　土 ৭　調 ম成 ख　๏　の　特　௃　΄　か 出土Ґஔ උ　考

161 土ࢣ器 高台付椀 13�� 5�� － 長ੴ・ੴӳ ׊໌ ී通 体部外面ϩΫϩφσ　内面ϔϥຏ͖　ೋ࣍ඃ೤によ
るϋδέ　底部回転ϔϥ੾り　高台貼り付͚ 竈Ր床面 �0ˋ転用支

脚　1-2�

162 土ࢣ器 高台付椀 － （3��） ʦ7�6ʧ 長ੴ・ੴӳ・Ӣ฼ ᒵ ී通 体部外面ϩΫϩφσ　内面ϔϥຏ͖　ࠇ৭ॲཧ底部回転ϔϥ੾り　高台貼り付͚ ̥６෴土上૚ 30ˋ

163 土ࢣ器 ു ʦ16�6ʧ（��5） － 長ੴ・ੴӳ・Ӣ฼ ໌ԫ׊ ී通 体部外面ϩΫϩφσ　内面ೋ࣍ඃ೤によるϋδέ ෴土上૚ ５ˋ　1-2�

164 土ࢣ器 ᙈ ʦ21�0ʧ（13�7） － 長ੴ・ੴӳ ׊ࠇ ී通 口ԑ部外・内面ԣφσ　体部外面ϔϥ࡟り　内面ϔϥφσ 床面・ஷଂ
穴෴土上૚ 30ˋ

165 土ࢣ器 ᙈ ʦ21�0ʧ（���） － 長ੴ・ੴӳ にͿいԫᒵ ී通 口ԑ部外・内面ԣφσ　体部外面ϔϥ࡟り　内面ϔϥφσ ෴土上૚ ５ˋ

166 土ࢣ器 ᙈ ʦ22�6ʧ（10�1） － 長ੴ・ੴӳ にͿいԫᒵ ී通 口ԑ部外・内面ԣφσ　体部外面ϔϥ࡟り　内面ϔϥφσ　ೋ࣍ඃ೤によるϋδέ ෴土上૚ 10ˋ

167 土ࢣ器 ᙈ ʦ1��6ʧ（11�5） － 長ੴ・ੴӳ にͿいԫᒵ ී通 口ԑ部外・内面ԣφσ　体部外面ϔϥ࡟り　内面ϔϥφσ 竈෴土中 ５ˋ

൪߸ 器　छ 長さ ෯ ްさ 重量 ࣭　　ࡐ 特　　　　௃ 出土Ґஔ උ　考

̦ 15 ੴࡼ 10�� 10�� 7�3 365�7 ܰੴ ຏり࢖用面１面 竈Ր床面 転用支脚

̠̍

169171 170

P92

֧ཚ

֧ཚ

P̍ 170
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Ｉ11g
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A A’

A A’

B B’

B B’

൪߸ 遺　物　໊
ଌ஋（ᶲ）ܭ

重量（ｇ） ࣓ண౓ ϝλϧ౓ 特　　　　௃ 出土Ґஔ උ　考
長さ ෯ ްさ

%117 炉壁（製錬炉） ��5 ��0 6�5 324�7 １ なし 内面上൒ٴͼ上面がࠇ৭Ψϥε࣭に滓Խ　ଆ部はશपがഁ面で外面
はണ཭面となる　଻土は࣭࠭でεαの混入が認められる

ஷଂ穴
෴土上૚

%11� 炉壁（製錬炉） 11�� 12�� 10�3 ��2�� １ なし 転用支脚　内面がࠇ৭Ψϥε࣭に滓Խ　ଆ部は４面がഁ面で外面は
ണ཭面となる　଻土は࣭࠭でεαの混入が認められる 竈Ր床面

－ �0 －

第 581 号住居跡（第 76・77 図）

位置　調査区ೆ੢部の̞ 11H7 区，ඪ高 21 ̼΄どの台地ฏୱ部にҐஔしている。

重複関係　第 �2 ߸ϐοτに۷りࠐまれている。

規模と形状　東൒部は֧ཚをड͚ているが，遺ଘしている部෼からみて，長࣠ 3�0� ̼，୹࣠ 3�04 ̼の方形で，

主࣠方޲は̣－ 1� －˃̚である。壁高は２～４DNで，外܏してཱͪ上がͬている。

床　ฏୱで，壁ࡍをআいて౿みݻめられている。

第 76図　第 5�1 ߸住居跡࣮ଌ図
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第 5�1 ߸住居跡出土遺物観࡯表（第 77 図）

൪߸ छ　ผ 器छ 口ܘ 器高 底ܘ ଻　　土 ৭　調 ম成 ख　๏　の　特　௃　΄　か 出土Ґஔ උ　考

16� 土ࢣ器 ᆀ － （2��） － 長ੴ・ੴӳ にͿいԫᒵ ී通 体部外面ϩΫϩφσ　内面ϔϥຏ͖　ࠇ৭ॲཧ体部外面に墨書「□」 ෴土上૚ ５ˋ　1-27

16� 土ࢣ器 ᆀ － （3��） 7�0 長ੴ・ੴӳ・Ӣ฼ にͿいԫᒵ ޷ྑ 体部外面ϩΫϩφσ　内面ϔϥຏ͖　ࠇ৭ॲཧ࣫付ண　底部回転ϔϥ੾り後，φσ ෴土上૚ 10ˋ　1-27

170 土ࢣ器 高台付椀 － （4�7） － 長ੴ・ੴӳ・Ӣ฼ ໌ԫ׊ ී通 体部外面ϩΫϩφσ　内面ϔϥຏ͖　ࠇ৭ॲཧ体部外面に墨書「□」 床面௚上 ５ˋະຬ　1-2�

171 土ࢣ器 ᙈ － （3�5） － 長ੴ・ੴӳ・Ӣ฼ にͿい׊ ී通 体部外面ϔϥ࡟り　内面ϔϥφσ ෴土上૚ ５ˋ

－ �1 －

土層解説
１　փ ԫ ׊ ৭　ϩʔϜϒϩοΫ・୸Խཻ子ඍ量（కまりऑい）

ピット　ਂさ６DNで，ੑ֨ෆ໌である。

覆土　୯一૚である。混入物が無く，ۉ一な土࣭であることからࣗવଯੵと考えられる。

遺物出土状況　土ࢣ器片 24 点（ᆀ 11，高台付椀１，ᙈ 11，ϛχνϡΞ土器１），鉄滓５点（1��7 ｇ）がશ

面の෴土上૚から床面௚上にか͚てࡏࢄతに出土している。170 はೆ東部壁ࡍの床面௚上から出土している。

16� はೆ東部壁171，ࡍ は੢部壁ࡍの෴土上૚から出土している。ͦの他，流れࠐΜͩと考えられるೄ文土器

片４点（ਂു），土ࢣ器片１点（ᆁ）が出土している。

所見　時期は，出土土器から９世紀後葉にൺ定で͖る。

第 77図　第 5�1 ߸住居跡出土遺物࣮ଌ図

第 582 号住居跡（第 7� ～ �0 図）

位置　調査区ೆ੢部の̞ 11G� 区，ඪ高 21 ̼΄どの台地ฏୱ部にҐஔしている。

重複関係　第 36�� ߸土޵を۷りࠐみ，第 �� ～ 103 ߸ϐοτに۷りࠐまれている。

規模と形状　長࣠ 4�05 ̼，୹࣠ 3�6� ̼の長方形で，主࣠方޲は̣－ �1 －˃̚である。壁高は 1� ～ 24DN で，

௚ཱしている。

床　ฏୱな貼床で，壁ࡍをআいて౿みݻめられている。貼床は確認面から 24 ～ 37DN۷りࠐみ，ϩʔϜを主

体とする׊৭土を４～ 12DN埋土して構ஙされている。

竈　東壁中ԝ部からややೆدりに付設されている。ن໛はข口部からԎಓまで 1�3DN で，೩ম部෯は 44DN

である。କ部は，ϩʔϜを主体とする第９・10 ૚をੵみ上げて構ஙされている。Ր床部は 10DN΄ど۷りく

168 169

170

171
０ 10㎝
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－ �2 －

΅めて第６・７૚を埋土している。Ր床面はඃ೤により੺มߗԽしている。Ԏಓ部は壁外に120DN۷りࠐまれ，

Ր床部から؇やかに外܏してཱͪ上がͬている。

竈土層解説
１　փ ԫ ׊ ৭　ম土ཻ子・୸Խཻ子গ量
２　໌ ׊ ৭　ম土ϒϩοΫ中量，ϩʔϜϒϩοΫ・୸Խཻ子গ

量（కまりऑい）
׊　３ ৭　ম土ཻ子中量，ϩʔϜཻ子・୸Խཻ子গ量（కま

りऑい）
４　にͿいԫ׊৭　ϩʔϜཻ子ඍ量
５　にͿいԫ׊৭　ম土ཻ子・୸Խཻ子গ量（కまりऑい）

׊　６ ৭　ϩʔϜϒϩοΫগ量，ম土ϒϩοΫඍ量（కまり
ऑい）

׊　７ ৭　ϩʔϜཻ子・ম土ཻ子ඍ量（కまりऑい）
׊　８ ৭　ম土ཻ子・୸Խཻ子গ量（కまりऑい）
׊　９ ৭　ϩʔϜϒϩοΫ多量，୸Խཻ子ඍ量
10　にͿいԫ׊৭　ϩʔϜϒϩοΫ多量，ന৭ཻ࠭中量，ম土ϒϩο

Ϋඍ量（కまりڧい）

第 78図　第 5�2 ߸住居跡࣮ଌ図
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－ �3 －

ピット　７か所。̥１～̥７はਂさ 12 ～ 52DNで，ੑ֨ෆ໌である。

ピット２土層解説
１　փ ԫ ׊ ৭　ϩʔϜཻ子গ量

貯蔵穴土層解説
１　にͿいԫ׊৭　ϩʔϜཻ子গ量

貯蔵穴　北東ίʔφʔ部にҐஔしている。長56ܘDN，୹52ܘDNのԁ形で，ਂ さは15DNである。底面はฏୱで，

壁は外܏してཱͪ上がͬている。

覆土　２૚に෼૚で͖る。Ϩϯζ状にଯੵしていることからࣗવଯੵと考えられる。第３૚は貼床の構ங土で

ある。

土層解説
ࠇ　１ ׊ ৭　ϩʔϜϒϩοΫ中量
２　にͿいԫ׊৭　ϩʔϜϒϩοΫ中量

׊　３ ৭　ϩʔϜϒϩοΫ多量，ম土ཻ子・୸Խཻ子ඍ量

遺物出土状況　土ࢣ器片 1�� 点（ᆀ 2�，高台付椀８，ᆵ１，ᙈ ଐ製品１点（鉄鏃），炉底塊１ۚ，（１ࠋ，150

点（257�5 ｇ），炉内滓１点（76�7 ｇ），鉄塊系遺物４点（111�� ｇ），椀形鍛冶滓４点（5��� ｇ），鉄滓１点（4�2

ｇ）がશ面の෴土上૚から床面にか͚て出土している。また，貼床の構ங土中から土ࢣ器片１点（ᙈ）が出土

している。177 は竈のՐ床面からٯҐで出土しており，支脚として転用されたと考えられる。̢７は竈ࠨକ部，

172 は竈の෴土上૚から出土している。176 はೆ部，̢ 11 は中ԝ部北دりの床面から出土している。175・̢

１は̥２の底面から出土している。173 はೆ੢部の෴土下૚から出土している。17� はೆ東部からೆ੢部にか

͚て෼ࢄした状ଶで，174 は北東部，̢５は東部，̢６は北東部の෴土上૚から出土している。ͦの他，流れ

Μͩと考えられるೄ文土器片ࠐ 14 点（ਂു）が出土している。

所見　時期は，出土土器から 10 世紀前葉にൺ定で͖る。

第 79図　第 5�2 ߸住居跡出土遺物࣮ଌ図（１）
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第 80図　第 5�2 ߸住居跡出土遺物࣮ଌ図（２）
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第 5�2 ߸住居跡出土遺物観࡯表（第 7�・�0 図）

൪߸ छ　ผ 器छ 口ܘ 器高 底ܘ ଻　　土 ৭　調 ম成 ख　๏　の　特　௃　΄　か 出土Ґஔ උ　考

172 土ࢣ器 ᆀ ʦ16�0ʧ 4�0 ʦ��4ʧ 長ੴ・ੴӳ ᒵ ޷ྑ 体部外面ϩΫϩφσ　内面ϔϥຏ͖　底部回転ࢳ੾り 竈෴土上૚ 20ˋ　1-27

173 土ࢣ器 ᆀ ʦ12�7ʧ 3�5 5�4 長ੴ・ੴӳ にͿいԫᒵ ޷ྑ 体部外面ϩΫϩφσ　下୺ख࣋ͪϔϥ࡟り　内面ϩΫϩφσ　底部回転ϔϥ੾り後，ϔϥ࡟り ෴土下૚ 40ˋ　1-27

174 土ࢣ器 高台付椀ʦ14�4ʧ（4�6） ʦ6�6ʧ 長ੴ・ੴӳ・Ӣ฼ にͿいԫᒵ ී通 体部外面ϩΫϩφσ　内面ϔϥຏ͖　ࠇ৭ॲཧ　底
部ϔϥφσ　高台貼り付͚　底部外面に刻書「□」 ෴土上૚ 30ˋ

175 土ࢣ器 高台付椀 14�4 （6�1） － 長ੴ・ੴӳ ԫᒵ ී通 体部外面ϩΫϩφσ　下୺回転ϔϥ࡟り　内面ϔϥຏ͖　ࠇ৭ॲཧ　底部回転ϔϥ੾り ̥２底面 �0ˋ　1-2�

176 土ࢣ器 ᙈ ʦ1��6ʧ（6�7） － 長ੴ・ੴӳ・Ӣ฼ ໌੺׊ ී通 口৶部௜ઢ　口ԑ部外面ԣφσ　内面ԣφσ後，ϔϥφσ　体部内面ϔϥφσ 床面 ５ˋ

177 土ࢣ器 ᙈ 11�6 10�4 7�� 長ੴ・ੴӳ ᒵ ී通 体部外面ϔϥφσ　内面ϔϥφσ　ྠੵࠟ　底部໦葉ࠟ 竈Ր床面 100ˋ転用支
脚　1-2�

17� 土ࢣ器 ࠋ － （0��） － 長ੴ・ੴӳ・Ӣ฼ ᒵ ޷ྑ 多ࣜ޸ ෴土上૚ ５ˋະຬ

൪߸ 遺　物　໊
ଌ஋（ᶲ）ܭ

重量（ｇ） ࣓ண౓ ϝλϧ౓ 特　　　　௃ 出土Ґஔ උ　考
長さ ෯ ްさ

̢１ 炉底塊 5�� 6�5 6�0 257�5 ２ なし 上下面がഁ面　表面は҉੺׊৭をఄし，໦୸ࠟによる
みがੜじている　ཪ面には࠭᛽が付ணۼ ̥２底面 1-32

̢２ 炉内滓 4�4 4�7 3�4 76�7 １ なし શ体にࢎԽ৭がڧい　表面は流動ੑが無く，ൃ๐ؾຯ
ཪ面に໦୸ࠟ ෴土上૚ 1-32

̢３ 鉄塊系遺物（ؚ鉄） 3�2 2�4 1�6 ��� ２ ̝（˓） 小Ϳりのෆ੔台形　表面はࡺ๲れが໨ཱͪ上下面がഁ面となる ̥２෴土中

̢４ 鉄塊系遺物（ؚ鉄） 4�2 3�5 1�� 25�0 ３ ̡（˔） ෆ੔形　ްさ 1��NN程で表面はࢎԽ土࠭とࡺ๲れに෴われており，໌ྎなഁ面は認められない ෴土中

̢５ 鉄塊系遺物（ؚ鉄） 5�1 2�6 2�2 35�3 ４ ̡（˔） ෆ੔ପԁ形　表面はࢎԽ土࠭とࡺ๲れに෴われており，ࠨ下खଆ部ٴͼ下面がഁ面となる ෴土上૚

̢６ 鉄塊系遺物（ؚ鉄） 4�3 2�� 2�6 41�� ４ 特̡（ˑ）ෆ੔ପԁ形　表面はࢎԽ土࠭とࡺ๲れに෴われている໌ྎなഁ面は認められない ෴土上૚

̢７ 椀形鍛冶滓（޻۩ࠟ付͖） 2�7 2�3 0�� ��1 ３ なし ෆ੔台形　ଆ部はશपがഁ面となる　表面には෯６
NN程の޻۩ࠟ，ཪ面には໦୸ࠟが認められる 竈କ部

̢８ 椀形鍛冶滓（小） 3�5 3�7 2�3 24�� １ なし 小Ϳりの֯ࡾ形　ଆ部はશपがഁ面となる　表面はൺ
ֱతฏୱである ෴土下૚ 1-32

̢９ 椀形鍛冶滓（小・ؚ 鉄） 2�4 2�� 2�0 12�7 １ ᭕Խ（˚）小Ϳりの֯ࡾ形　ଆ部はશपがഁ面となる　ؚ鉄はӈଆ部にؚまれる ̥２底面

̢ 10 椀形鍛冶滓（ۃ小・
（付͖・ؚ鉄ࠟ۩޻ 2�4 3�4 2�0 13�3 １ ᭕Խ（˚）ෆ੔形　上面がഁ面となる表面には෯６NN΄どの޻۩ࠟ，ཪ面には໦୸ࠟが認められる ෴土上૚

̢ 11 鉄製品（鍛଄品）鉄鏃 12�6 2�4 0�5 17�4 １ ᭕Խ（˚）ج部がܽଛ　表面はࡺ๲れがൃୡしている　அ面形ଶは先୺部がඛ型，ج部は方形である 床面 1-32

－ �5 －

第 587 号住居跡（第 �1 図）

位置　調査区中ԝ部の̝ 11J0 区，ඪ高 20 ̼΄どの台地ฏୱ部にҐஔしている。

重複関係　第 602 ߸住居跡を۷りࠐみ，第 353� ߸土޵，第 7� ～ �1 ߸ϐοτに۷りࠐまれている。

規模と形状　長࣠ 3�46 ̼，୹࣠ 2�63 ̼の長方形で，主࣠方޲は̣－ �0 －˃̚である。壁高は 14 ～ 22DN で，

外܏してཱͪ上がͬている。

床　ฏୱな貼床で，ߗԽ面は認められない。北壁の一部をআいて，壁下には෯ 12 ～ 2�DNの壁ߔが८ͬている。

貼床は確認面から 20 ～ 2�DN۷りࠐみ，ϩʔϜを主体とするにͿいԫ׊৭土を４～ 15DN埋土して構ஙされ

ている。

竈　東壁中ԝ部に付設されている。କ部・Ր床面は確認で͖なかͬた。ن໛はข口部からԎಓまで �0DNであ

る。Ԏಓ部は壁外に 52DN۷りࠐまれ，Ր床部から外܏してཱͪ上がͬている。

竈土層解説
１　҉ ׊ ৭　ম土ϒϩοΫ・にͿいԫᒵ৭ϒϩοΫগ量，ϩʔ

Ϝཻ子ඍ量
׊　２ ৭　ম土ϒϩοΫ・׊ࠇ৭ϒϩοΫগ量，ϩʔϜཻ子

ඍ量（కまりऑい）

׊　３ ৭　ϩʔϜཻ子ඍ量

覆土　４૚に෼૚で͖る。Ϩϯζ状にଯੵしていることからࣗવଯੵと考えられる。第５૚は貼床の構ங土で

ある。

土層解説
৭　ϩʔϜϒϩοΫগ量׊ࠇ　１
２　にͿいԫ׊৭　ϩʔϜϒϩοΫগ量
৭　ϩʔϜϒϩοΫ中量׊　３

৭　ϩʔϜϒϩοΫগ量׊　４
５　にͿいԫ׊৭　ϩʔϜϒϩοΫ・҉׊৭ϒϩοΫ中量
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遺物出土状況　土ࢣ器片 37 点（ᆀ２，高台付椀３，椀１，ᙈ 31）がશ面からࡏࢄతに出土している。1�2 は

竈のՐ床部からٯҐで出土しており，支脚として転用されたと考えられる。17�・1�0 はೆ東部ٴͼ竈から෼

した状ଶで，1�1ࢄ は北੢部，1�3 はೆ੢部の෴土上૚から出土している。ͦの他，流れࠐΜͩと考えられる

ೄ文土器片９点（ਂു），ݹ෿時୅の土ࢣ器片５点（高ᆀ）が出土している。

所見　時期は，出土土器から 10 世紀中葉にൺ定で͖る。

第 81図　第 5�7 ߸住居跡・出土遺物࣮ଌ図
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第 5�7 ߸住居跡出土遺物観࡯表（第 �1 図）

൪߸ छ　ผ 器छ 口ܘ 器高 底ܘ ଻　　土 ৭　調 ম成 ख　๏　の　特　௃　΄　か 出土Ґஔ උ　考

17� 土ࢣ器 高台付椀ʦ15�6ʧ（3�6） － 長ੴ・ੴӳ・Ӣ฼ ໌੺׊ ී通 体部外面ϩΫϩφσ　下୺ख࣋ͪϔϥ࡟り　内面ϔϥຏ͖ ෴土上૚・竈෴土 10ˋ

1�0 土ࢣ器 高台付椀ʦ15�2ʧ（2�2） － 長ੴ・ੴӳ にͿいԫᒵ ී通 体部外面ϩΫϩφσ　内面ϔϥຏ͖　 ෴土上૚・竈෴土 ５ˋະຬ

1�1 土ࢣ器 高台付椀ʦ13��ʧ（4�4） － 長ੴ・ੴӳ にͿいԫᒵ ී通 体部外面ϩΫϩφσ　下୺回転ϔϥ࡟り　内面ϔϥຏ͖　ࠇ৭ॲཧ ෴土上૚ ５ˋ

1�2 土ࢣ器 椀 ʦ14�0ʧ 6�� 5�7 長ੴ・ੴӳ ੺׊ ී通 口ԑ・体部外面上൒ϔϥຏ͖　下൒ϔϥ࡟り　内面ϔϥຏ͖ 竈Ր床部 �0ˋ転用支
脚　1-2�

1�3 土ࢣ器 ᙈ － （3�5） － 長ੴ・ੴӳ・Ӣ฼ にͿいԫ׊ ී通 口ԑ部外・内面ϔϥφσ ෴土上૚ ５ˋະຬ

̍
̎

̏

̎

̍

5 66 66

̍
6

1

5

̠

̑

̐

̍

̍

̏

̏ ̐
̑ ̒

̓
̕

10

̒
̓ ̔
10

11 12

1312

̎

̍

186%P19

14

.16 .15

186
%P19

190

185
191189

188

187

4,3541

9̥6

9̥5

1̥04̥̎

ஷଂ݀

̥̍

186
%P19189

187
190

188

20�8N

189187

.16
.15

185

Ｈ12i1

191

A A’

B
B
’

E E’

D D’

F
F’

A A’

B
B
’

F F’E E’

D D’C C’

C C’

－ �7 －

第 588 号住居跡（第 �2 ～ �6 図）

位置　調査区中ԝ部の̝ 12I1 区，ඪ高 20 ̼΄どの台地ฏୱ部にҐஔしている。

重複関係　第 3541 ߸土޵，第 �5・�6・104 ߸ϐοτに۷りࠐまれている。

規模と形状　長࣠ 3�52 ̼，୹࣠ 2��1 ̼の長方形で，主࣠方޲は̣－ �3 －˃̚である。壁高は６～ 1�DNで，௚

ཱしている。

床　ฏୱな貼床で，ߗԽ面は認められない。壁下には෯７～ 27DN の壁ߔが८ͬている。貼床は確認面から

12 ～ 2�DN۷りࠐみ，ϩʔϜを主体とする׊৭土を２～ 15DN埋土して構ஙされている。

第 82図　第 5�� ߸住居跡࣮ଌ図
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竈　東壁中ԝ部に付設されている。ن໛はข口部からԎಓまで �2DNで，೩ম部෯は 30DNである。କ部はࠨ

କ部で床面を８DN΄ど۷りく΅めた部෼に第 14 ૚を埋土し，྆କ部ともϩʔϜを主体とする第 11 ～ 13 ૚

をੵみ上げて構ஙされている。Ր床部は 10DN΄ど۷りく΅めて第９・10 ૚を埋土している。Ր床面はඃ೤

により੺มߗԽしている。Ԏಓ部は壁外に 60DN۷りࠐまれ，Ր床部から外܏してཱͪ上がͬている。

竈土層解説
１　҉ ׊ ৭　ম土ϒϩοΫ・にͿいԫᒵ৭ϒϩοΫগ量
２　҉ ׊ ৭　にͿいԫ׊৭ϒϩοΫ・ম土ཻ子গ量
׊　３ ৭　ম土ϒϩοΫ中量
׊　４ ৭　ম土ϒϩοΫ中量，ԫ׊৭ϒϩοΫগ量（కまり

（いڧ
５　にͿいԫ׊৭　ম土ཻ子গ量（కまりڧい）
׊　６ ৭　ম土ϒϩοΫগ量
７　҉ ׊ ৭　ম土ཻ子গ量，୸Խཻ子ඍ量（కまりڧい）
８　҉ ׊ ৭　ম土ϒϩοΫ・にͿいԫ׊৭ϒϩοΫ中量（కま

りڧい）

９　໌ ੺ ׊ ৭　ϩʔϜཻ子ඍ量（కまりڧい）
׊　10 ৭　҉׊৭ϒϩοΫ中量，ϩʔϜཻ子গ量（కまりڧ

い）
11　にͿいԫᒵ৭　ന৭࣭࠭土多量
12　にͿいԫ׊৭　ന৭࣭࠭土中量
13　҉ ׊ ৭　ম土ϒϩοΫ・ന৭࣭࠭土গ量
׊　14 ৭　׊ࠇ৭ϒϩοΫ中量

ピット　２か所。̥１・̥２はਂさ 44DN・75DNで，ੑ֨ෆ໌である。

貯蔵穴　北東ίʔφʔ部にҐஔしている。長ܘ 100DN，୹ܘ ��DNのପԁ形で，ਂさは 4�DNである。底面は

࿙ే状で，壁は外܏してཱͪ上がͬている。

貯蔵穴土層解説
１　҉ ׊ ৭　ϩʔϜཻ子গ量，ম土ཻ子・୸Խཻ子ඍ量

覆土　５૚に෼૚で͖る。Ϩϯζ状にଯੵしていることからࣗવଯੵと考えられる。第６૚は貼床の構ங土で

ある。

土層解説
ࠇ　１ ׊ ৭　ϩʔϜϒϩοΫগ量
ࠇ　２ ׊ ৭　ϩʔϜϒϩοΫ中量
３　にͿいԫ׊৭　ϩʔϜϒϩοΫ中量

׊　４ փ ৭　ന৭࣭࠭೪土ϒϩοΫ・ম土ཻ子・୸Խཻ子গ量
５　にͿいԫ׊৭　ϩʔϜཻ子গ量
׊　６ ৭　ϩʔϜϒϩοΫ多量，׊ࠇ৭ϒϩοΫগ量

遺物出土状況　土ࢣ器片 121 点（ᆀ 11，高台付椀７，高ᆀ 13，ᆵ１，ᙈ ��，ख፻土器１），土製品１点（羽口ϱ），

ম成೪土塊１点，ۚଐ製品３点（ುϱ３），鉄滓３点（5��6 ｇ），鉄塊系遺物１点（434�0 ｇ），᛽２点がશ面

の෴土上૚から床面にか͚て出土している。また，貼床の構ங土中から土ࢣ器片４点（ᙈ）が出土している。

1�7・1��・1�0 は竈のࠨକ部，1�� は竈のӈକ部から出土しており，କ部のิࡐڧとして用いられたと考えられる。

1�4・1�6・%11� は竈の෴土中૚・上૚からͦれͧれ出土している。1�5 はೆ東部の床面，1�1 はஷଂ穴の෴土中，

.15・16 は̥２の෴土下૚から出土している。ͦの他，流れࠐΜͩと考えられるೄ文土器片 1� 点（ਂു）が

出土している。

所見　時期は，出土土器から 10 世紀中葉にൺ定で͖る。

第 83図　第 5�� ߸住居跡出土遺物࣮ଌ図（１）
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第 84図　第 5�� ߸住居跡出土遺物࣮ଌ図（２）
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第 85図　第 5�� ߸住居跡出土遺物࣮ଌ図（３）
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第 5�� ߸住居跡出土遺物観࡯表（第 �3 ～ �6 図）

൪߸ छ　ผ 器छ 口ܘ 器高 底ܘ ଻　　土 ৭　調 ম成 ख　๏　の　特　௃　΄　か 出土Ґஔ උ　考

1�4 土ࢣ器 高台付椀ʦ14�4ʧ（5�1） － 長ੴ・ੴӳ・Ӣ฼ ᒵ ޷ྑ 体部外面ϩΫϩφσ　下୺回転ϔϥ࡟り　内面ϩΫϩφσ　底部回転ϔϥ੾り　高台貼り付͚ 竈෴土中૚ 40ˋ　1-2�

1�5 土ࢣ器 高台付椀ʦ14�0ʧ（5�3） － 長ੴ・ੴӳ ᒵ ޷ྑ 体部外面ϩΫϩφσ　下୺回転ϔϥ࡟り　内面ϔϥຏ͖　底部回転ϔϥ੾り 床面 60ˋ

1�6 土ࢣ器 ᆵ 14�0 （10�2） － 長ੴ・ੴӳ ໌੺׊ ޷ྑ ᰍ部外面ࢦ಄ࠟ・ϔϥφσ　内面ϔϥφσ 竈෴土上૚ 20ˋ　1-2�

1�7 土ࢣ器 ᙈ ʦ22�4ʧ（21��） － 長ੴ・ੴӳ ᒵ ޷ྑ 口ԑ部外面ࢦ಄ࠟ　体部外面ϔϥ࡟り　内面ϔϥφσ 竈କ部 40ˋ　1-2�

1�� 土ࢣ器 ᙈ ʦ30��ʧ 1��� ʦ11�2ʧ 長ੴ・ੴӳ ׊໌ ී通 口ԑ部外面ࢦ಄ࠟ　体部外面上൒ϔϥφσ　下൒ϔϥ࡟り　ྠੵࠟ　内面ϔϥφσ 竈କ部 50ˋ　1-2�

1�� 土ࢣ器 ᙈ ʦ21�0ʧ（23�4） － 長ੴ・ੴӳ ᒵ ී通 口ԑ・体部外・内面ϔϥφσ 竈କ部 30ˋ　1-30

1�0 土ࢣ器 ᙈ － （23�7） 11�4 長ੴ・ੴӳ ᒵ ޷ྑ 体部外面ϔϥ࡟り　内面ϔϥφσ　底部ϔϥ࡟り 竈କ部 30ˋ　1-30

1�1 土ࢣ器 ख፻土器 6�6 5�5 3�� 長ੴ・ੴӳ にͿいԫᒵ ී通 体部外面ࢦ಄ࠟ　内面ϔϥφσ ஷଂ穴෴土中 100ˋ

൪߸ 器　छ 長さ ෯ ްさ 重量 ଻　　土 特　　　　௃ 出土Ґஔ උ　考

%11� ম成೪土塊 10�7 12�1 5�� 63��5 長ੴ・ੴӳ 底面φσ 竈෴土上૚ 1-31

൪߸ 遺　物　໊
ଌ஋（ᶲ）ܭ

重量（ｇ） ࣓ண౓ ϝλϧ౓ 特　　　　௃ 出土Ґஔ උ　考
長さ ෯ ްさ

̢ 12 ؚ鉄鉄滓 2�4 2�1 3�2 15�6 １ ᭕Խ（˚）ෆ੔ପԁ形　ࠨଆ部がഁ面となる　શ体తに޸ؾが໨ཱつ ෴土上૚

̢ 13 ؚ鉄鉄滓 3�2 1�7 1�2 ��7 ３ ̡（˔） ෆ੔形　表面はࢎԽ土࠭とࡺ๲れに෴われており，上面がഁ面となる ̥２෴土中૚

̢ 14 ؚ鉄鉄滓 4�4 3�2 1�� 34�3 ４ 特̡（ˑ）
ෆ੔台形　表面はࢎԽ土࠭とࡺ๲れに෴われている　໌確
なഁ面は認められない　ݟか͚よりൺ重が高く，上खଆの
࣓ணがڧい

̥２෴土中

̢ 15 鉄塊系遺物（ؚ鉄） 10�5 ��1 6�5 434�0 ５ ̡（˔） ෆ੔塊状　表面はࢎԽ土࠭とࡺ๲れに෴われており，໌ྎなഁ面は認められない ̥２෴土下૚

̢ 16 鉄製品（鍛଄品）ುϱ 5�6 5�� 0�5 55�2 ３ ̡（˔） 表面がࡺ๲れ　ଆ部３面はഁ面で，本体部෼はްさ５NN程౓　形状からುの可能ੑがある ̥２෴土下૚ 1-32

－ 101 －
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第 589 号住居跡（第 �7・�� 図）

位置　調査区中ԝ部の̝ 12J3 区，ඪ高 20 ̼΄どの台地ࣼ面部にҐஔしている。

重複関係　第 �� ～ �0 ߸ϐοτを۷りࠐみ，第 3545 ߸土޵，第 �7 ߸ϐοτに۷りࠐまれている。

規模と形状　長࣠ 3�36 ̼，୹࣠ 2��4 ̼の長方形で，主࣠方޲は̣－ �5 －˃̚である。壁高は４～６DNで，外

。してཱͪ上がͬている܏

床　ฏୱな貼床で，ߗԽ面は認められない。壁下には෯７～ 24DNの壁ߔが८ͬている。貼床は確認面から９

～ 21DN۷りࠐみ，ϩʔϜを主体とする׊৭土を３～ 15DN埋土して構ஙされている。

竈　東壁中ԝ部からややೆدりに付設されている。କ部は確認で͖なかͬた。ن໛はข口部からԎಓまで

76DNである。Ր床部は 12DN΄ど۷りく΅めて第２・３૚を埋土している。Ր床面はඃ೤により੺มߗԽし

ている。Ԏಓ部は壁外に 55DN۷りࠐまれ，Ր床部から؇やかに外܏してཱͪ上がͬている。

竈土層解説
１　҉ ׊ ৭　ϩʔϜϒϩοΫ・୸Խཻ子ඍ量
２　໌ ੺ ׊ ৭　ϩʔϜཻ子ඍ量（೪ੑऑい）

３　にͿいԫ׊৭　ϩʔϜϒϩοΫ・ম土ཻ子গ量

ピット　ਂさ 2�DNで，Ґஔから出入口施設に൐うϐοτの可能ੑがある。

ピット１土層解説
１　փԫ׊৭　ࠇ৭ϒϩοΫগ量

覆土　２૚に෼૚で͖る。混入物が無く，ۉ一な土࣭であることからࣗવଯੵと考えられる。第３૚は貼床の

構ங土である。
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第 5�� ߸住居跡出土遺物観࡯表（第 �� 図）

൪߸ छ　ผ 器छ 口ܘ 器高 底ܘ ଻　　土 ৭　調 ম成 ख　๏　の　特　௃　΄　か 出土Ґஔ උ　考

1�2 土ࢣ器 高台付椀ʦ14�4ʧ（2��） － 長ੴ・ੴӳ・Ӣ฼ ໌ԫ׊ ී通 体部外・内面ϩΫϩφσ 竈෴土中 ５ˋ

1�3 土ࢣ器 高台付椀 － （2�2） ʦ4�6ʧ 長ੴ・ੴӳ にͿいԫᒵ ී通 体部外面ϩΫϩφσ　下୺回転ϔϥ࡟り　内面ϔϥຏ͖　ࠇ৭ॲཧ　底部回転ϔϥ੾り ෴土上૚ 10ˋ

1�4 土ࢣ器 高台付椀ʦ13�6ʧ（4�0） － 長ੴ・ੴӳ ᒵ ී通 体部外面ϩΫϩφσ　下୺ख࣋ͪϔϥ࡟り　ೋ࣍ඃ೤によ
るϋδέ　内面ϔϥຏ͖　ೋ࣍ඃ೤によるϋδέ 竈෴土中 30ˋ

1�5 土ࢣ器 ᙈ ʦ16�0ʧ（��0） － 長ੴ・ੴӳ・Ӣ฼ ᒵ ޷ྑ 口ԑ部外・内面ԣφσ　体部外面ϔϥ࡟り　内面ϔϥφσ 竈෴土中 ５ˋ

1�6 土ࢣ器 ᙈ － （3��） － 長ੴ・ੴӳ・Ӣ฼ ᒵ ޷ྑ 口ԑ部外・内面ԣφσ　体部外・内面ϔϥφσ 竈෴土中 ５ˋະຬ

1�7 土ࢣ器 ᙈ － （2�3） ʦ��0ʧ 長ੴ・ੴӳ・Ӣ฼ にͿいԫᒵ ޷ྑ 体部外面ϔϥ࡟り　内面ϔϥφσ 竈෴土中 ５ˋ

൪߸ 遺　物　໊
ଌ஋（ᶲ）ܭ

重量（ｇ） ࣓ண౓ ϝλϧ౓ 特　　　　௃ 出土Ґஔ උ　考
長さ ෯ ްさ

̢ 17 ؚ鉄鉄滓 1�7 2�1 1�4 4�� ２ ᭕Խ（˚）ෆ੔ପԁ形　表面はࢎԽ土࠭に෴われており，ഁ面は認められない ෴土下૚

－ 103 －

土層解説
ࠇ　１ ׊ ৭　ϩʔϜཻ子・୸Խཻ子গ量
２　にͿいԫ׊৭　ম土ϒϩοΫগ量

׊　３ ৭　ϩʔϜϒϩοΫ多量，׊ࠇ৭土中量

遺物出土状況　土ࢣ器片 13 点（ᆀ３，高台付椀３，ᙈ７），鉄滓１点（4�� ｇ）がશ面からࡏࢄతに出土している。

また，貼床の構ங土中から土ࢣ器片２点（ᙈ）が出土している。̢ 17 はೆ੢部の෴土下૚，1�2・1�4 ～ 1�7

は竈の෴土中から出土している。ͦの他，流れࠐΜͩと考えられるೄ文土器片１点（ਂു）が出土している。

所見　時期は，出土土器から 10 世紀中葉にൺ定で͖る。

第 88図　第 5�� ߸住居跡出土遺物࣮ଌ図

第 591 号住居跡（第 ��・�0 図）

位置　調査区੢部の̞ 11C4 区，ඪ高 20 ̼΄どの台地ฏୱ部にҐஔしている。

重複関係　第 1�4 第，ߔ߸ 3546 ߸土޵に۷りࠐまれている。

規模と形状　中ԝ部から੢部の大൒が，調査区Ҭ外΁Ԇͼているため，東壁ٴͼ竈の一部を確認した。ن໛は，

ೆ北࣠が 1��� ̼で，東੢࣠は 0�4� ̼しか確認で͖なかͬた。壁高は４DNで，外܏してཱͪ上がͬている。
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床　ฏୱで，ߗԽ面は認められない。東壁北部の壁下には෯ 15 ～ 25DNの壁ߔが८ͬている。

竈　東壁中ԝ部に付設されている。କ部は確認で͖なかͬた。第 1�4 ，໛はنまれているためࠐに۷りߔ߸

Ր床面からԎಓまで 50DN しか確認で͖なかͬた。Ր床面はඃ೤により੺มߗԽしている。Ԏಓ部は壁外に

60DN以上۷りࠐまれている。

竈土層解説
１　҉ ׊ ৭　ϩʔϜཻ子গ量，ম土ϒϩοΫඍ量 ２　҉ ׊ ৭　ম土ཻ子多量

覆土　３૚に෼૚で͖る。࢒ଘ状گがෆྑのため判વとしないが，ϩʔϜཻ子・୸Խཻ子がؚまれていること

から埋め໭された可能ੑがある。

土層解説
１　にͿいԫ׊৭　ϩʔϜཻ子・୸Խཻ子中量
ࠇ　２ ৭　ϩʔϜཻ子中量

３　にͿいԫ׊৭　ϩʔϜϒϩοΫ中量

遺物出土状況　土ࢣ器片 12 点（ᆀ３，高台付椀１，ᙈ８），土製品３点（羽口ϱ）が北部ٴͼ竈からࡏࢄతに

出土している。%120・%121 は竈のՐ床面௚上から出土しており，支脚として転用されたと考えられる。1��

～ 200 は竈の෴土中から出土している。201 は北東部の෴土下૚から出土している。

所見　時期は，出土土器から 10 世紀中葉にൺ定で͖る。
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第 5�1 ߸住居跡出土遺物観࡯表（第 ��・�0 図）

൪߸ छ　ผ 器छ 口ܘ 器高 底ܘ ଻　　土 ৭　調 ম成 ख　๏　の　特　௃　΄　か 出土Ґஔ උ　考

1�� 土ࢣ器 ᆀ － （3�2） － 長ੴ・ੴӳ ᒵ ී通 体部外面ϩΫϩφσ　内面ϔϥຏ͖　体部外面に墨書「一」 竈෴土中 ５ˋະຬ

1�� 土ࢣ器 ᆀ － （3�2） － 長ੴ・ੴӳ にͿいԫᒵ ී通 体部外・内面ϩΫϩφσ 竈෴土中 ５ˋ

200 土ࢣ器 高台付椀ʦ11��ʧ（3�3） － 長ੴ・ੴӳ・Ӣ฼ にͿいԫᒵ ޷ྑ 体部外面ϩΫϩφσ　内面ϔϥຏ͖ 竈෴土中 10ˋ

201 土ࢣ器 ᙈ ʦ24�0ʧ（23�6） － 長ੴ・ੴӳ・νϟʔτ ᒵ ී通 口ԑ部外・内面φσ　ྠੵࠟ　体部外面ϔϥ࡟り　内面ϔϥφσ ෴土下૚ 30ˋ　1-30

൪߸ 遺　物　໊
ଌ஋（ᶲ）ܭ

重量（ｇ） ࣓ண౓ ϝλϧ౓ 特　　　　௃ 出土Ґஔ උ　考
長さ ෯ ܘ޸

%120 羽口ϱ （11��） ��1 ʦ2�4ʧ 321�5 １ なし り࡟ͼϔϥٴ಄ࠟࢦ部から体部にか͚てのഁ片　外面はج
調੔が施される　形状や出土状گから支脚の可能ੑ༗り 竈Ր床面

%121 羽口ϱ （7�4） ��1 2�5 33��� １ なし りで੔形࡟部から体部にか͚てのഁ片　外面はϔϥج
されている　形状や出土状گから支脚の可能ੑ༗り 竈Ր床面

－ 105 －

第 90図　第 5�1 ߸住居跡出土遺物࣮ଌ図

第 594 号住居跡（第 �1 図）

位置　調査区中ԝ部の̝ 12I3 区，ඪ高 20 ̼΄どの台地ࣼ面部にҐஔしている。

重複関係　第 3727・372� ߸土޵を۷りࠐみ，第 201 第，ߔ߸ �� ߸ϐοτに۷りࠐまれている。

規模と形状　北壁は࡟ฏされているため，壁ߔのみを確認した。長࣠ 3�63 ̼，୹࣠ 3�32 ̼の方形で，主࣠方

－は̣޲ �� －˃̚である。壁高は 12DNで，外܏してཱͪ上がͬている。

床　ฏୱな貼床で，ߗԽ面は認められない。ೆ部の一部をআいて，壁下には෯ 10 ～ 20DNの壁ߔが८ͬている。

貼床は確認面から 12 ～ 26DN۷りࠐみ，ϩʔϜを主体とするにͿいԫ׊৭土を２～ 1�DN埋土して構ஙされ

ている。

ピット　２か所。̥１・̥２はਂさ 10DN・14DNで，ੑ֨ෆ໌である。

貯蔵穴　北੢ίʔφʔ部にҐஔしている。長63ܘDN，୹5ܘ�DNのԁ形で，ਂ さは30DNである。底面はฏୱで，

壁は外܏してཱͪ上がͬている。

貯蔵穴土層解説
１　҉ ׊ ৭　ϩʔϜϒϩοΫ中量
２　҉ ׊ ৭　ϩʔϜཻ子গ量

３　にͿいԫ׊৭　ϩʔϜϒϩοΫ中量

覆土　６૚に෼૚で͖る。Ϩϯζ状にଯੵしていることからࣗવଯੵと考えられる。第７૚は貼床の構ங土で

ある。

土層解説
１　҉ ׊ ৭　ϩʔϜཻ子গ量
２　҉ ׊ ৭　ϩʔϜϒϩοΫඍ量
３　にͿいԫ׊৭　ϩʔϜϒϩοΫ中量
׊　４ ৭　にͿいԫ׊৭ϒϩοΫগ量

５　にͿいԫ׊৭　ന৭࣭࠭土中量，ϩʔϜϒϩοΫ・ম土ϒϩοΫ
গ量

׊　６ ৭　ϩʔϜཻ子ඍ量（కまりऑい）
７　にͿいԫ׊৭　ϩʔϜϒϩοΫ・׊ࠇ৭ϒϩοΫ中量

DP20 DP21

０ 10㎝
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第 5�4 ߸住居跡出土遺物観࡯表（第 �1 図）

൪߸ छ　ผ 器छ 口ܘ 器高 底ܘ ଻　　土 ৭　調 ম成 ख　๏　の　特　௃　΄　か 出土Ґஔ උ　考

202 土ࢣ器 ᆀ － （2��） － 長ੴ・ੴӳ ᒵ ී通 体部外面ϩΫϩφσ　内面ϔϥຏ͖　ࠇ৭ॲཧ ෴土上૚ ５ˋ

203 土ࢣ器 高台付椀 － （1�5）ʦ10�0ʧ 長ੴ・ੴӳ ઙԫᒵ ී通 高台部外・内面ԣφσ ෴土上૚ ５ˋ

204 土ࢣ器 ᙈ － （1��） － 長ੴ・ੴӳ ໌੺׊ ޷ྑ 口ԑ部外・内面ԣφσ ෴土上૚ ５ˋະຬ

205 土ࢣ器 ᙈ － （2�1） ʦ4��ʧ 長ੴ・ੴӳ・Ӣ฼ ໌ԫ׊ ී通 体部外面ϔϥ࡟り　内面ϔϥφσ　底部ϔϥ࡟り ෴土上૚ ５ˋ

൪߸ 遺　物　໊
ଌ஋（ᶲ）ܭ

重量（ｇ） ࣓ண౓ ϝλϧ౓ 特　　　　௃ 出土Ґஔ උ　考
長さ ෯ ܘ޸

%122 羽口ϱ （11�0） （6��） （2�2） （145�1） １ なし 体部ഁ片　外面はϔϥ࡟りで੔形されている　形状や
出土状گから支脚の可能ੑ༗り ෴土下૚

－ 106 －

遺物出土状況　土ࢣ器片 20 点（ᆀ１，高台付椀１，ᙈ 1�），土製品１点（羽口ϱ）がશ面からࡏࢄతに出土

している。また，貼床の構ங土中から土ࢣ器片３点（ᙈ）が出土している。%122 は竈पลの෴土下૚，202・

203・205 はೆ東部，204 は東部の෴土上૚から出土している。

所見　時期は，出土土器から９世紀後葉にൺ定で͖る。
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第 600 号住居跡（第 �2・�3 図）

位置　調査区北部の̝ 12E2 区，ඪ高 20 ̼΄どの台地ฏୱ部にҐஔしている。

重複関係　第 3612・3730 ߸土޵を۷りࠐΜでいる。

規模と形状　東壁の一部は床面まで࡟ฏされている。長࣠ 5�3� ̼，୹࣠ 3��6 ̼で，形状は長方形である。主

࣠方޲は̣－ �4 －˃̬である。壁高は 17DNで，外܏してཱͪ上がͬている。

床　ฏୱな貼床で，ߗԽ面は認められない。東壁の一部をআいて，壁下には෯ 12 ～ 2�DNの壁ߔが८ͬている。

貼床は確認面から 24 ～ 40DN۷りࠐみ，ϩʔϜを主体とするにͿいԫ׊৭土を４～ 2�DN埋土して構ஙされ

ている。

ピット　５か所。̥１～̥５はਂさ 10 ～ 52DNで，ੑ֨ෆ໌である。

覆土　７૚に෼૚で͖る。Ϩϯζ状にଯੵしていることからࣗવଯੵと考えられる。第８૚は貼床の構ங土で

ある。

土層解説
１　҉ ׊ ৭　ϩʔϜཻ子ඍ量
ࠇ　２ ׊ ৭　ϩʔϜཻ子中量
３　҉ ׊ ৭　ϩʔϜཻ子中量
׊　４ ৭　にͿいԫ׊৭ϒϩοΫ中量

׊　５ ৭　にͿいԫ׊৭ϒϩοΫগ量
６　҉ ׊ ৭　ϩʔϜཻ子গ量
７　にͿいԫ׊৭　ϩʔϜϒϩοΫগ量
８　にͿいԫ׊৭　׊ࠇ৭ϒϩοΫ中量，ϩʔϜϒϩοΫগ量

遺物出土状況　土ࢣ器片 62 点（ᆀ６，高台付椀１，ᙈ 55）がશ面からࡏࢄతに出土している。206 はೆ東部，

207・20� はೆ੢部，20� は北੢部の෴土上૚からͦれͧれ出土している。ͦの他，流れࠐΜͩと考えられるೄ

文土器片 32 点（ਂു），ݹ෿時୅の土ࢣ器片７点（高ᆀ）が出土している。

所見　時期は，出土土器や重ෳ関܎から 10 世紀中葉にൺ定で͖る。
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第 600 ߸住居跡出土遺物観࡯表（第 �3 図）

൪߸ छ　ผ 器छ 口ܘ 器高 底ܘ ଻　　土 ৭　調 ম成 ख　๏　の　特　௃　΄　か 出土Ґஔ උ　考

206 土ࢣ器 高台付椀 － （2�6） － 長ੴ・ੴӳ ᒵ ී通 体部外面ϩΫϩφσ　内面ϔϥຏ͖　ࠇ৭ॲཧ ෴土上૚ ５ˋະຬ

207 土ࢣ器 高台付椀 － （2�2） ʦ6�2ʧ 長ੴ・ੴӳ にͿいԫᒵ ී通 体部外面ϩΫϩφσ　内面ϔϥຏ͖　ࠇ৭ॲཧ　ೋ࣍ඃ೤
によるϋδέ　底部回転ϔϥ੾り　高台貼り付͚ ෴土上૚ ５ˋ

20� 土ࢣ器 ᙈ － （2�1） － 長ੴ・ੴӳ ઙԫᒵ ී通 口ԑ部外面ԣφσ　内面ϔϥφσ ෴土上૚ ５ˋະຬ

20� 土ࢣ器 ᙈ － （3�4） ʦ7�4ʧ 長ੴ・ੴӳ・Ӣ฼ にͿいԫ׊ ී通 体部外面ϔϥ࡟り　内面ϔϥφσ　底部໦葉ࠟ ෴土上૚ ５ˋ

－ 10� －
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第 601 号住居跡（第 �4 ～ �7 図）

位置　調査区北੢部の̝ 11C� 区，ඪ高 20 ̼΄どの台地ฏୱ部にҐஔしている。

重複関係　第 1�4 第，ߔ߸ 355� ߸土޵に۷りࠐまれている。

規模と形状　長࣠ 4�2� ̼，୹࣠ 3�40 ̼の長方形で，主࣠方޲は̣－ �0 －˃̚である。壁高は 16 ～ 23DN で，

外܏してཱͪ上がͬている。

床　ฏୱな貼床で，中ԝ部と北東ίʔφʔ部は౿みݻめられている。貼床は確認面から 23 ～ 2�DN۷りࠐみ，

ϩʔϜを主体とするԫ׊৭土を４～９DN埋土して構ஙされている。

竈　東壁中ԝに付設されている。କ部・Ր床面は確認で͖なかͬた。Ԏಓ部は壁外に 26DN۷りࠐまれ，床面

からٸに外܏してཱͪ上がͬている。

竈土層解説
ࠇ　１ ׊ ৭　ϩʔϜཻ子・ম土ཻ子・ന৭࣭࠭土ඍ量 ׊　２ ৭　ϩʔϜཻ子ඍ量

ピット　２か所。̥１・̥２はਂさ 16DN・22DNで，ੑ֨ෆ໌である。

覆土　３૚に෼૚で͖る。第１૚にম土がؚまれていることや遺物出土状گから埋め໭されている。第４૚は

貼床の構ங土である。

土層解説
１　҉ ׊ ৭　ϩʔϜϒϩοΫগ量，ম土ཻ子・୸Խཻ子ඍ量
２　҉ ׊ ৭　ϩʔϜཻ子多量
３　҉ ׊ ৭　ম土ཻ子গ量，ϩʔϜཻ子・୸Խཻ子ඍ量（కま

りڧい）

４　ԫ ׊ ৭　׊ࠇ৭ϒϩοΫ中量，ϩʔϜϒϩοΫ・ന৭࣭࠭
土中量

遺物出土状況　土ࢣ器片 154 点（ᆀ 12，高台付椀 10，ᙈ 130，ϛχνϡΞ土器１，ख፻土器１），ਢܙ器片１

点（ᙈ），ಃ器片１点（高台付࿸），土製品２点（土ۄ），ੴ器２点（Ꮟੴ，台ੴ），ۚଐ製品１点（ෆ໌），炉

壁 14 点（5704�4 ｇ），鉄塊系遺物１点（15�� ｇ）がશ面の෴土上૚から床面にか͚て出土している。215 はೆ
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壁%124・221・�21・217，ࡍ は中ԝ部の床面から出土している。21� は中ԝ部の床面ٴͼ෴土下૚から෼ࢄし

た状ଶで出土している。216・222 は中ԝ部，%126・̦ 16 はೆ੢部，%125 は東部の床面௚上から出土している。

212 はೆ部，213・214 は北東ίʔφʔ部，220 は中ԝ部の෴土下૚から出土している。ͦの他，流れࠐΜͩと

考えられるೄ文土器片 23 点（ਂു），ݹ෿時୅の土ࢣ器片４点（ᆁ２，ᆵ１，台付ᙈ１）が出土している。

所見　時期は，出土土器から 10 世紀前葉にൺ定で͖る。
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第 96図　第 601 ߸住居跡出土遺物࣮ଌ図（１）

214

215 216

217

218

219

220

221

222

223

224

０ 10㎝



－ 112 －

第 97図　第 601 ߸住居跡出土遺物࣮ଌ図（２）

225 226

Ｑ 16

DP23

DP24

DP25

DP26

Ｍ 18 Ｍ 19

０ 10㎝

０ 20㎝

０ 10㎝



第 601 ߸住居跡出土遺物観࡯表（第 �5 ～ �7 図）

൪߸ छ　ผ 器छ 口ܘ 器高 底ܘ ଻　　土 ৭　調 ম成 ख　๏　の　特　௃　΄　か 出土Ґஔ උ　考

210 土ࢣ器 ᆀ ʦ12�0ʧ 2�� ʦ7�0ʧ 長ੴ・ੴӳ・Ӣ฼ ઙԫᒵ ී通 体部外・内面ϩΫϩφσ　底部回転ϔϥ੾り ෴土上૚ 30ˋ　1-27

211 土ࢣ器 ᆀ － （1��） ʦ6�0ʧ 長ੴ・ੴӳ・Ӣ฼ にͿいԫ׊ ී通 体部外面ϩΫϩφσ　内面ϔϥຏ͖　ࠇ৭ॲཧ底部回転ࢳ੾り後，ԑล部ϔϥ࡟り ෴土上૚ 10ˋ

212 土ࢣ器 高台付椀ʦ15�0ʧ（4��） － 長ੴ・ੴӳ・Ӣ฼ にͿいԫᒵ ޷ྑ 体部外面ϩΫϩφσ　内面ϔϥຏ͖　ೋ࣍ඃ೤によるϋδέ ෴土下૚ 40ˋ

213 土ࢣ器 高台付椀 16�1 （6�2） － 長ੴ・ੴӳ・Ӣ฼ ᒵ ී通 体部外面ϩΫϩφσ　下୺回転ϔϥ࡟り　内面ϔϥຏ͖　ࠇ৭ॲཧ
底部回転ϔϥ੾り　高台貼り付͚　体部外面刻書３か所「大」 ෴土下૚ �0ˋ　1-2�

214 土ࢣ器 高台付椀ʦ16�0ʧ（6�0） － 長ੴ・ੴӳ・Ӣ฼ ᒵ ޷ྑ 体部外面ϩΫϩφσ　下୺ख࣋ͪϔϥ࡟り　内面ϔϥຏ͖
৭ॲཧ　底部回転ϔϥ੾り　高台貼り付͚ࠇ ෴土下૚ 30ˋ

215 土ࢣ器 高台付椀 － （3�0） ʦ��0ʧ 長ੴ・ੴӳ・Ӣ฼ にͿいԫᒵ ී通 体部外面回転ϔϥ࡟り　内面ϔϥຏ͖　ࠇ৭ॲཧ　底部回転ϔϥ੾り後，高台貼り付͚ 床面 20ˋ

216 土ࢣ器 高台付椀 － （2�7） ʦ7��ʧ 長ੴ・ੴӳ にͿいԫᒵ ී通 体部外面ϩΫϩφσ　内面ϔϥຏ͖　ೋ࣍ඃ೤によ
るϋδέ　底部回転ϔϥ੾り　高台貼り付͚ 床面௚上 10ˋ

217 ྘ᬵಃ器 高台付࿸ － （2�6） － ៛ີ ΦϦʔϒփ ޷ྑ 体部外・内面ϩΫϩφσ 床面 ５ˋ

21� 土ࢣ器 ᙈ 1��5 （11�4） － 長ੴ・ੴӳ・Ӣ฼ にͿいԫᒵ ޷ྑ 口ԑ部外・内面ԣφσ　体部外面ϔϥ࡟り　内面ϔϥφσ 床面・෴土下૚ 30ˋ　1-30

21� 土ࢣ器 ᙈ ʦ17��ʧ（13��） － 長ੴ・ੴӳ ᒵ ී通 口ԑ部外・内面ԣφσ　体部外面ϔϥ࡟り　内面ϔϥφσ 床面 40ˋ

220 土ࢣ器 ᙈ ʦ24�6ʧ（17�0） － 長ੴ・ੴӳ・Ӣ฼ ໌੺׊ ޷ྑ 口ԑ部外・内面ԣφσ　体部外面ϔϥ࡟り　内面ϔϥφσ ෴土下૚ 30ˋ　1-30

221 土ࢣ器 ᙈ ʦ20�0ʧ（20��） － 長ੴ・ੴӳ ᒵ ී通 口ԑ部外・内面ԣφσ　体部外面ϔϥ࡟り　ഗ付ண　内面ϔϥφσ 床面 30ˋ

222 土ࢣ器 ᙈ ʦ1��6ʧ（5�6） － 長ੴ・ੴӳ にͿいԫ׊ ී通 口ԑ部外・内面ԣφσ　体部外面ϔϥ࡟り　内面ϔϥφσ 床面௚上 ５ˋ

223 土ࢣ器 ᙈ － （��5） － 長ੴ・ੴӳ・Ӣ฼ にͿいԫᒵ ޷ྑ 体部外・内面ϔϥφσ　ྠੵࠟ ෴土上૚ ５ˋ

224 土ࢣ器 ᙈ ʦ22�0ʧ（6�4） － 長ੴ・ੴӳ にͿいԫ׊ ී通 口ԑ部外面ԣφσ　体部外面ϔϥ࡟り　内面ϔϥφσ ෴土上૚ 10ˋ

225 ਢܙ器 ᙈ － （2��） － 長ੴ・ੴӳ փ׊ ޷ྑ 体部外面ฏ行ୟ͖ ෴土上૚ ５ˋະຬ

226 土ࢣ器 ख፻土器 － （2�2） 4�0 長ੴ・ੴӳ ᒵ ޷ྑ 体部外面ࢦ಄ࠟ　内面ϔϥφσ ෴土上૚ 30ˋ

൪߸ 器　छ 長さ ෯ ްさ 重量 ࣭　　ࡐ 特　　　　௃ 出土Ґஔ උ　考

̦ 16 台ੴ 14�0 11�3 4�� �62�4 ݁থ片ؠ ຏり࢖用面１面 床面௚上

൪߸ 遺　物　໊
ଌ஋（ᶲ）ܭ

重量（ｇ） ࣓ண౓ ϝλϧ౓ 特　　　　௃ 出土Ґஔ උ　考
長さ ෯ ްさ

̢ 1� 鉄塊系遺物（ؚ鉄） 3�4 2�2 2�1 15�� ３ ̡（˔） ෆ੔ପԁ形　表面はࢎԽ土࠭とࡺ๲れに෴われており，໌ྎなഁ面は認められない ෴土上૚

̢ 1� 鉄製品（鍛଄品ϱ） 3�5 2�� 1�2 7�7 ４ なし 表面がࡺ๲れ　ଆ部４面はഁ面で，表面はฏୱである　体
部෼はްさ３NN程౓でബ൘状の鉄製品と考えられる ෴土上૚

൪߸ 遺　物　໊
ଌ஋（ᶲ）ܭ

重量（ｇ） ࣓ண౓ ϝλϧ౓ 特　　　　௃ 出土Ґஔ උ　考
長さ ෯ ްさ

%123 炉壁（製錬炉） 5�1 5�� 2�4 40�7 ２ なし 内面がൺֱతฏୱで҉փԫ৭　ଆ部はશपがഁ面とな
る　଻土は࣭࠭でεαの混入が認められる ෴土上૚

%124 炉壁（製錬炉） 7�0 ��5 ��0 35��4 １ なし 内面上൒，ӈଆ面ٴͼ下面の一部がࠇ৭Ψϥε࣭に滓Խ　ଆ部４面がഁ面で
外面がണ཭面となる　଻土は࣭࠭でεαの混入が認められる 床面

%125 炉壁（製錬炉） 20�� 27�7 ��1 2762�2 １ なし
内面がࠇ৭Ψϥε࣭に滓Խした長さ 20DN を௒える大型の製錬炉の炉壁片　
ଆ部はશपがഁ面で外面はണ཭面となる　内面は滓Խしてਨれ，所ʑに໦୸
ࠟがみられる　଻土は࣭࠭でεαの混入が認められる

床面௚上 1-32

%126 炉壁（製錬炉） 26�� 26�5 3�4 2447�2 １ なし
内面がࠇ৭Ψϥε࣭に滓Խした長さ 25DNを௒える大型の製錬炉の
炉壁片　ଆ部はશपがഁ面で外面はണ཭面となる　内面下൒は滓Խ
してਨれている　଻土は࣭࠭でεαの混入が認められる

床面௚上 1-32

－ 113 －

第 603 号住居跡（第 ��・�� 図）

位置　調査区北部の̝ 12E5 区，ඪ高 20 ̼΄どの台地ฏୱ部にҐஔしている。

重複関係　第 202 第，ߔ߸ 35�7・35��・3624・3625 ߸土޵に۷りࠐまれている。

規模と形状　長࣠ 2�35 ̼，୹࣠ 2�16 ̼の方形で，主࣠方޲は̣－ �6 －˃̚である。壁高は 24 ～ 36DNで，௚

ཱしている。

床　ฏୱな貼床で，ߗԽ面は認められない。貼床は確認面から 42 ～ 52DN۷りࠐみ，ϩʔϜを主体とするに

Ϳいԫ׊৭土を２～７DN埋土して構ஙされている。

竈　東壁中ԝ部に付設されている。Ր床面は確認で͖なかͬた。ن໛はข口部からԎಓまで 55DNで，೩ম部



̍

�̎����

3

1

3
4

2

5

1

3
4

౔ث

.20228

227

4%202

4,3624

4,3587

4,3598

4,3625

228

227

.20

20�6N

Ｈ12d5

A A’

C C’

C C’ D D’

A A’

D
’

D

B B’

B B

－ 114 －

෯は 44DNである。କ部は地山を۷り࢒して構ஙされている。Ԏಓ部は壁外に 22DN۷りࠐまれ，Ր床部から

௚ཱؾຯにཱͪ上がͬている。

竈土層解説
１　҉ ׊ ৭　ന৭࣭࠭土多量，ϩʔϜཻ子中量，ম土ϒϩοΫ

গ量，୸Խ物ඍ量
２　҉ ׊ ৭　ম土ϒϩοΫඍ量

３　҉ ׊ ৭　ϩʔϜཻ子・ম土ཻ子中量
４　にͿいԫ׊৭　ന৭࣭࠭土多量，ম土ϒϩοΫগ量，୸Խ物ඍ量
׊　５ ৭　ന৭࣭࠭土গ量

覆土　２૚に෼૚で͖る。Ϩϯζ状にଯੵしていることからࣗવଯੵと考えられる。第３૚は貼床の構ங土で

ある。

土層解説
ࠇ　１ ׊ ৭　ϩʔϜཻ子গ量，ম土ཻ子ඍ量
ࠇ　２ ׊ ৭　ম土ཻ子গ量

３　にͿいԫ׊৭　ϩʔϜϒϩοΫ・׊ࠇ৭ϒϩοΫ中量

第 98図　第 603 ߸住居跡࣮ଌ図
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第 603 ߸住居跡出土遺物観࡯表（第 �� 図）

൪߸ छ　ผ 器छ 口ܘ 器高 底ܘ ଻　　土 ৭　調 ম成 ख　๏　の　特　௃　΄　か 出土Ґஔ උ　考

227 土ࢣ器 ᙈ ʦ24�6ʧ（7��） － 長ੴ・ੴӳ ᒵ ޷ྑ 口ԑ部外・内面ԣφσ　体部外面ϔϥ࡟り　ྠੵࠟ　内面ϔϥφσ 竈床面 10ˋ

22� 土ࢣ器 ᙈ ʦ1��0ʧ（20�0） － 長ੴ・ੴӳ・νϟʔτ にͿいԫᒵ ී通 口ԑ部外・内面ԣφσ　体部外面ϔϥ࡟り　内面ϔϥφσ 竈କ部・床面 30ˋ

൪߸ 遺　物　໊
ଌ஋（ᶲ）ܭ

重量（ｇ） ࣓ண౓ ϝλϧ౓ 特　　　　௃ 出土Ґஔ උ　考
長さ ෯ ްさ

̢ 20 鉄製品（鍛଄品）刀子 （13��） 2�3 0�4 15�2 １ ᭕Խ（˚）先୺部がܽଛ　表面はࢎԽ土࠭とࡺ๲れに෴われている 竈෴土中૚ 1-32

－ 115 －

遺物出土状況　土ࢣ器片 144 点（ᆀ６，高台付椀１，ᙈ 137），ਢܙ器片 1点（ᙈ），ۚଐ製品１点（刀子）が

શ面の෴土上૚から床面にか͚て出土している。また，貼床の構ங土中から土ࢣ器片５点（高台付椀１，ᙈ４）

が出土している。227 は竈の床面から出土している。22� は竈のࠨକ部ٴͼ床面から出土しており，କ部のิ

̢。として用いられたと考えられるࡐڧ 20 は竈の෴土中૚から出土している。ͦの他，流れࠐΜͩと考えら

れるೄ文土器片 14 点（ਂു），ݹ෿時୅の土ࢣ器片５点（ᆁ）が出土している。

所見　時期は，出土土器から 10 世紀前葉にൺ定で͖る。

第 99図　第 603 ߸住居跡出土遺物࣮ଌ図

第 604 号住居跡（第 100 ～ 102 図）

位置　調査区北部の̝ 12F5 区，ඪ高 20 ̼΄どの台地ࣼ面部にҐஔしている。

重複関係　第 360� ߸土޵を۷りࠐΜでいる。

規模と形状　長࣠ 3��� ̼，୹࣠ 2�70 ̼の長方形で，主࣠方޲は̣－２ －˃8である。壁高は 16 ～ 26DN で，

227

228

Ｍ 20

０ 10㎝
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௚ཱしている。

床　ฏୱな貼床で，壁ࡍをআいて౿みݻめられている。北壁から੢壁にか͚ての壁下には෯ 10 ～ 25DNの壁

が८ͬている。貼床は確認面からߔ 26 ～ 46DN ۷りࠐみ，ϩʔϜを主体とするにͿいԫ׊৭土を７～ 25DN

埋土して構ஙされている。

竈　２か所。竈１は東壁中ԝ部に付設されている。ن໛はข口部からԎಓまで 100DN で，೩ম部෯は 33DN

である。କ部はࠨକ部で地山を۷り࢒し，ͦの上にϩʔϜを主体とする第９・10 ૚，҉׊৭土を主体とする

第 11 ૚をੵみ上げて，ӈକ部は床面から第９・11 ૚をੵみ上げて構ஙされている。Ր床部は 23DN΄ど۷り

く΅めて第 12 ～ 16 ૚を埋土している。Ր床面はඃ೤により੺มߗԽしている。Ԏಓ部は壁外に 46DN۷りࠐ

まれ，Ր床部から外܏してཱͪ上がͬている。竈２は北壁中ԝ部に付設されている。ن໛はข口部からԎಓま

で 74DNで，೩ম部෯は 42DNである。କ部は床面からϩʔϜを主体とする第９～ 11 ૚をੵみ上げて構ஙさ

れている。Ր床面はඃ೤により੺มߗԽしている。Ԏಓ部は壁外に４DN۷りࠐまれ，Ր床部から௚ཱؾຯに

ཱͪ上がͬている。

竈１土層解説
１　҉ ׊ ৭　ϩʔϜཻ子中量，ম土ཻ子・୸Խཻ子・ന৭࣭࠭

土গ量
ࠇ　２ ׊ ৭　୸Խཻ子中量
３　҉ ׊ ৭　ϩʔϜཻ子中量，ম土ϒϩοΫඍ量
ࠇ　４ ׊ ৭　ϩʔϜཻ子・ന৭࣭࠭土中量，ম土ϒϩοΫগ量
５　໌ ੺ ׊ ৭　ম土ϒϩοΫ多量（కまりڧい）
６　҉ ׊ ৭　ম土ཻ子中量，ϩʔϜཻ子গ量
７　੺ ׊ ৭　ম土ϒϩοΫ多量
׊　８ ৭　ϩʔϜϒϩοΫ中量，ম土ϒϩοΫগ量

９　にͿいԫ׊৭　ϩʔϜϒϩοΫ・ম土ϒϩοΫ・ന৭࣭࠭土多量
10　にͿいԫᒵ৭　ϩʔϜϒϩοΫ・ന৭࣭࠭土多量
11　҉ ׊ ৭　ന৭࣭࠭土中量
12　੺ ׊ ৭　ϩʔϜཻ子ඍ量（೪ੑऑい）
13　҉ ׊ ৭　ϩʔϜϒϩοΫ中量
14　にͿいԫ׊৭　ϩʔϜϒϩοΫ中量，׊ࠇ৭ϒϩοΫগ量
15　҉ ׊ ৭　ϩʔϜཻ子中量
׊　16 ৭　ϩʔϜཻ子ඍ量

竈２土層解説
１　҉ ׊ ৭　ϩʔϜཻ子多量，ম土ཻ子গ量
２　҉ ׊ ৭　ϩʔϜཻ子多量
３　҉ ׊ ৭　ম土ϒϩοΫ・ϩʔϜཻ子多量
４　҉ ׊ ৭　ϩʔϜཻ子中量
׊　５ ৭　ϩʔϜϒϩοΫ・ম土ϒϩοΫඍ量
６　҉ ׊ ৭　ϩʔϜཻ子গ量，ম土ϒϩοΫඍ量

７　҉ ׊ ৭　ϩʔϜཻ子中量，୸Խཻ子গ量
８　҉ ׊ ৭　ম土ϒϩοΫ・ϩʔϜཻ子中量
９　҉ ׊ ৭　ϩʔϜϒϩοΫ多量，ম土ϒϩοΫ中量（೪ੑऑ

い）
10　にͿいԫ׊৭　ϩʔϜϒϩοΫ多量，ന৭࣭࠭土中量
11　にͿいԫᒵ৭　ϩʔϜϒϩοΫ・ന৭࣭࠭土多量（೪ੑऑい）

貯蔵穴　ೆ東ίʔφʔ部にҐஔしている。長75ܘDN，୹72ܘDNのԁ形で，ਂ さは４DNである。底面はฏୱで，

壁は外܏してཱͪ上がͬている。

貯蔵穴土層解説
１　҉ ׊ ৭　ϩʔϜཻ子多量，୸Խ物・ന৭࣭࠭土গ量，ম土

ཻ子ඍ量

覆土　６૚に෼૚で͖る。Ϩϯζ状にଯੵしていることからࣗવଯੵと考えられる。第７૚は貼床の構ங土で

ある。

土層解説
１　҉ ׊ ৭　׊ࠇ৭ϒϩοΫ中量，ϩʔϜϒϩοΫඍ量
２　҉ ׊ ৭　׊ࠇ৭ϒϩοΫ中量，ϩʔϜϒϩοΫ・୸Խ物ඍ

量
ࠇ　３ ׊ ৭　ϩʔϜཻ子・ম土ཻ子中量，୸Խཻ子গ量
４　҉ ׊ ৭　ϩʔϜཻ子中量，ম土ϒϩοΫ・୸Խ物・ന৭࠭

࣭土গ量

５　҉ ׊ ৭　ϩʔϜϒϩοΫগ量，ম土ཻ子ඍ量
６　にͿいԫ׊৭　ϩʔϜཻ子中量
７　にͿいԫ׊৭　ϩʔϜϒϩοΫ中量，׊ࠇ৭ϒϩοΫগ量

遺物出土状況　土ࢣ器片 2�� 点（ᆀ 2�，高台付椀 10，ᙈ 250），ਢܙ器片３点（ᆵ１，ᙈ２），土製品４点（ෆ໌），

ੴ器２点（台ੴ）がશ面の෴土上૚から床面にか͚て出土している。また，貼床の構ங土中から土ࢣ器片４点（ᆀ

２，高台付椀１，ᙈ１）が出土している。247 は竈１のՐ床部から出土し，第２߸ෆ໌遺構から出土したもの

と遺構ؒで઀合したものである。240 は竈の྆କ部から出土しており，କ部のิࡐڧとして用いられたと考え

られる。22�・234・241・243 は竈１の෴土中から出土している。23� は床面ٴͼ竈１の෴土中から出土してい

る。230・231・̦ 1� はஷଂ穴の෴土上૚から出土している。246 は北੢部壁ࡍの෴土中૚，̦ 17 は北東部の
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床面からͦれͧれ出土している。ͦの他，流れࠐΜͩと考えられるೄ文土器片 43 点（ਂു），ݹ෿時୅の土ࢣ

器片 22 点（ᆁ 20，器台１，ᆵ１）が出土している。

所見　竈１・２は遺物出土状گやକ部遺ଘ状گから同時期に࢖用されたものと考えられる。時期は，出土土器

から 10 世紀前葉にൺ定で͖る。

第 100 図　第 604 ߸住居跡࣮ଌ図

０ １m

０ ２m
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第 101 図　第 604 ߸住居跡出土遺物࣮ଌ図（１）
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第 102 図　第 604 ߸住居跡出土遺物࣮ଌ図（２）
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第 604 ߸住居跡出土遺物観࡯表（第 101・102 図）

൪߸ छ　ผ 器छ 口ܘ 器高 底ܘ ଻　　土 ৭　調 ম成 ख　๏　の　特　௃　΄　か 出土Ґஔ උ　考

22� 土ࢣ器 ᆀ ʦ13�0ʧ 3�0 ʦ��4ʧ 長ੴ・ੴӳ ᒵ ޷ྑ 体部外・内面ϩΫϩφσ　底部回転ϔϥ੾り後，ϔϥ࡟り 竈１෴土中 20ˋ　1-27

230 土ࢣ器 高台付椀ʦ17�2ʧ（4�7） － 長ੴ・ੴӳ にͿいԫ׊ ී通 体部外面ϩΫϩφσ　内面ϔϥຏ͖　ࠇ৭ॲཧ底部φσ　高台貼り付͚
ஷଂ穴෴土
上૚ �0ˋ

231 土ࢣ器 高台付椀ʦ15�2ʧ 5�3 － 長ੴ・ੴӳ にͿいԫᒵ ී通 体部外面ϩΫϩφσ　下୺回転ϔϥ࡟り　内面ϔϥຏ͖ ஷଂ穴෴土
上૚ 20ˋ

232 土ࢣ器 高台付椀ʦ15�0ʧ（3�6） － 長ੴ・ੴӳ・Ӣ฼ にͿいԫᒵ ී通 体部外面ϩΫϩφσ　内面ϔϥຏ͖　ࠇ৭ॲཧ ෴土上૚ ５ˋ

233 土ࢣ器 高台付椀 － （4�4） － 長ੴ・ੴӳ にͿいԫᒵ ී通 体部外面ϩΫϩφσ　内面ೋ࣍ඃ೤によるϋδέ ෴土上૚ 10ˋ

234 土ࢣ器 高台付椀 － （1��） － 長ੴ・ੴӳ・Ӣ฼ ᒵ ޷ྑ 体部外・内面ϩΫϩφσ　体部外面に墨書「□」 竈１෴土中 ５ˋະຬ　1-2�

235 土ࢣ器 高台付椀 － （3�4） － 長ੴ・ੴӳ・Ӣ฼ ᒵ ී通 体部外面ϩΫϩφσ　内面ϔϥຏ͖　ࠇ৭ॲཧ 竈１෴土中・ஷ
ଂ穴෴土上૚ ５ˋ

236 土ࢣ器 高台付椀 － （4��） － 長ੴ・ੴӳ・Ӣ฼ にͿいԫᒵ ී通 体部外面ϩΫϩφσ　内面ೋ࣍ඃ೤によるϋδέ ෴土上૚ 10ˋ

237 土ࢣ器 高台付椀 － （2�6） ʦ7�6ʧ 長ੴ・ੴӳ・Ӣ฼ にͿいԫᒵ ී通 体部外面回転ϔϥ࡟り　内面φσ　底部回転ϔϥ੾り　高台貼り付͚ ෴土上૚ 10ˋ

23� 土ࢣ器 高台付椀 － （3�1） － 長ੴ・ੴӳ・Ӣ฼ ໌ԫ׊ ޷ྑ 体部外面ϩΫϩφσ　内面ϔϥຏ͖　ࠇ৭ॲཧ　ೋ࣍ඃ೤
によるϋδέ　底部回転ϔϥ੾り　高台貼り付͚ ෴土上૚ 20ˋ

23� 土ࢣ器 高台付椀 － （4�7） － 長ੴ・ੴӳ・νϟʔτ ໌ԫ׊ ී通 体部外面ϩΫϩφσ　内面ϔϥຏ͖ 床面・竈１෴土中 40ˋ

240 土ࢣ器 ᙈ 1��0 （21�5） － 長ੴ・ੴӳ・Ӣ฼ ᒵ ޷ྑ 口ԑ部外・内面ԣφσ　体部外面ϔϥ࡟り　ྠੵࠟ　内面ϔϥφσ 竈１କ部 40ˋ　1-30

241 土ࢣ器 ᙈ ʦ1��2ʧ（14�2） － 長ੴ・ੴӳ・Ӣ฼ ᒵ ޷ྑ 口ԑ部外・内面ԣφσ　体部外面ϔϥ࡟り　ഗ付ண　内面ϔϥφσ　ྠੵࠟ 竈１෴土中 20ˋ

242 土ࢣ器 ᙈ ʦ15�5ʧ（2�1） － 長ੴ・ੴӳ にͿいԫᒵ ෆྑ 口ԑ部外・内面ԣφσ ෴土上૚ ５ˋະຬ

243 土ࢣ器 ᙈ － （��4） － 長ੴ・ੴӳ・Ӣ฼ ᒵ ޷ྑ 口ԑ部外・内面ԣφσ　体部外・内面ϔϥφσ 竈１෴土中 ５ˋ

244 土ࢣ器 ᙈ － （6��） － 長ੴ・ੴӳ ໌੺׊ ී通 口ԑ部外・内面ԣφσ　体部内面ϔϥφσ ෴土下૚ 10ˋ

245 土ࢣ器 ᙈ － （5�4） － 長ੴ・ੴӳ にͿい׊ ී通 口ԑ部外・内面ԣφσ　ྠੵࠟ　体部外・内面ϔϥφσ　ഗ付ண ෴土上૚ ５ˋ

246 土ࢣ器 ᙈ － （��1） 10�0 長ੴ・ੴӳ にͿいԫᒵ ޷ྑ 体部外面ϔϥ࡟り　下୺ࢦ಄ࠟ　内面ϔϥφσ ෴土中૚ 20ˋ

247 土ࢣ器 ᙈ － （16�7）ʦ���ʧ 長ੴ・ੴӳ・Ӣ฼ ᒵ ී通 体部外面ϔϥ࡟り　ഗ付ண　内面ϔϥφσ　体部外面に箆書２か所「仲」・「□」 竈１Ր床部 30ˋ　1-30

24� ਢܙ器 ᙈ － （5�6） － 長ੴ・ੴӳ փ ޷ྑ 体部外・内面ϔϥφσ ෴土下૚ ５ˋະຬ

൪߸ 器　छ 長さ ෯ ްさ 重量 　　࣭ 特　　　　௃ 出土Ґஔ උ　考

̦ 17 台ੴ 15�3 11�� 4�� 1254�� ݁থ片ؠ ຏり࢖用面２面 床面

̦ 1� 台ੴ ��4 7�� 2�6 232�1 ݁থ片ؠ ຏり࢖用面１面 ஷଂ穴෴土上૚

－ 120 －

第 606 号住居跡（第 103・104 図）

位置　調査区北部の̝ 12B3 区，ඪ高 20 ̼΄どの台地ฏୱ部にҐஔしている。

重複関係　第 612 ߸住居跡を۷りࠐΜでいる。

規模と形状　長࣠ 3�4� ̼，୹࣠ 2��3 ̼の長方形で，主࣠方޲は̣－ �1 －˃̚である。壁高は９～ 14DNで，௚

ཱしている。

床　ฏୱな貼床で，中ԝ部は౿みݻめられている。貼床は確認面から 14 ～ 24DN۷りࠐみ，ϩʔϜを主体と

するԫ׊৭土を３～ 12DN埋土して構ஙされている。

竈　東壁中ԝ部に付設されている。Ր床面は確認で͖なかͬた。ن໛はข口部からԎಓまで 6�DNで，೩ম部

෯は 3�DNである。କ部はࠨକ部で地山を۷り࢒してج部とし，ͦの上に第５・６૚をੵみ上げて，ӈକ部は

地山を۷り࢒して構ஙされている。Ր床部は 10DN΄ど۷りく΅めて第４૚を埋土している。Ԏಓ部は壁外に

36DN۷りࠐまれ，Ր床部から؇やかに外܏してཱͪ上がͬている。

竈土層解説
ࠇ　１ ׊ ৭　ϩʔϜཻ子中量
׊　２ ৭　ম土ཻ子中量　
３　҉ ׊ ৭　ম土ϒϩοΫ多量（కまりڧい）

ࠇ　４ ׊ ৭　ϩʔϜϒϩοΫগ量，ম土ϒϩοΫ・୸Խ物ඍ量
５　໌ ੺ ׊ ৭　ম土ཻ子ඍ量
৭　ম土ཻ子中量׊　６

ピット　２か所。̥１・̥２はਂさ 1�DN・14DNで，ੑ֨ෆ໌である。
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貯蔵穴　ೆ੢ίʔφʔ部にҐஔしている。長࣠43DN，୹࣠40DNのԁ形で，ਂ さは4�DNである。底面はฏୱで，

壁は௚ཱしている。

貯蔵穴土層解説
׊　１ ৭　ϩʔϜཻ子多量 ２　҉ ׊ ৭　ϩʔϜཻ子ඍ量

覆土　４૚に෼૚で͖る。第１૚にম土がؚまれていることから埋め໭されている。第５૚は貼床の構ங土で

ある。

土層解説
ࠇ　１ ׊ ৭　ম土ཻ子গ量，ϩʔϜཻ子・୸Խཻ子ඍ量
２　҉ ׊ ৭　ϩʔϜཻ子中量
׊　３ ৭　ϩʔϜϒϩοΫ多量（కまりڧい）

׊　４ ৭　ϩʔϜϒϩοΫ中量
５　ԫ ׊ ৭　ϩʔϜϒϩΫ多量，׊ࠇ৭ϒϩοΫ中量，୸Խཻ

子ඍ量（కまりڧい）

遺物出土状況　土ࢣ器片 �� 点（ᆀ６，高台付椀２，ᙈ �0），土製品２点（؅状土਴，羽口ϱ），ੴ器２点（台ੴ，

౐ੴ）ۚଐ製品１点（๮状鉄製品）がશ面の෴土上૚から床面௚上にか͚てࡏࢄతに出土している。.21 は

ೆ੢部の床面௚上から出土している。250・251 は北部，21�・20 はೆ੢部の෴土上૚から出土している。ͦ

の他，流れࠐΜͩと考えられるೄ文土器片８点（ਂു），ݹ෿時୅の土ࢣ器片 10 点（ᆁ１，高ᆀ６，ᆵ３）が

出土している。

所見　時期は，出土土器から 10 世紀前葉にൺ定で͖る。

第 103 図　第 606 ߸住居跡࣮ଌ図

０ １m

０ ２m



第 606 ߸住居跡出土遺物観࡯表（第 104 図）

൪߸ छ　ผ 器छ 口ܘ 器高 底ܘ ଻　　土 ৭　調 ম成 ख　๏　の　特　௃　΄　か 出土Ґஔ උ　考

24� 土ࢣ器 高台付椀ʦ16�4ʧ（4�3） － 長ੴ・ੴӳ ᒵ ී通 体部外面ϩΫϩφσ　内面ϔϥຏ͖　ࠇ৭ॲཧ ෴土上૚ ５ˋ

250 土ࢣ器 高台付椀 － （2�6） ʦ7�0ʧ 長ੴ・ੴӳ・Ӣ฼ ᒵ ී通 体部外面ϩΫϩφσ　内面　ࠇ৭ॲཧ　ೋ࣍ඃ೤に
よるϋδέ　底部回転ϔϥ੾り　高台貼り付͚ ෴土上૚ 20ˋ

251 土ࢣ器 ᙈ ʦ2��0ʧ（6��） － 長ੴ・ੴӳ ໌ԫ׊ ී通 口ԑ部外・内面ԣφσ　体部外面ϔϥ࡟り　内面ϔϥφσ　ྠੵࠟ ෴土上૚ ５ˋ

൪߸ 器　छ 長さ ෯ ްさ 重量 ࣭　　ࡐ 特　　　　௃ 出土Ґஔ උ　考

̦ 1� 台ੴ 14�6 10�� 3�0 762�7 ݁থ片ؠ ຏり࢖用面２面 ෴土上૚

̦ 20 ౐ੴ （4�7） （5�3） 3�4 161�6 ҆山ؠ ຏり࢖用面３面　ࠟࡲ༗り ෴土上૚

൪߸ 遺　物　໊
ଌ஋（ᶲ）ܭ

重量（ｇ） ࣓ண౓ ϝλϧ౓ 特　　　　௃ 出土Ґஔ උ　考
長さ ෯ ްさ

̢ 21 ෆ໌鉄製品（鍛଄品）（1��1） 0�6 0�7 46�5 ３ なし ྆୺部がഁ面　அ面形は方形で，4字状にᎇれている
形状からۚസまたはҾૡ͖๮の可能ੑがある 床面௚上

－ 122 －

第 104 図　第 606 ߸住居跡出土遺物࣮ଌ図
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－ 123 －

第 607 号住居跡（第 105・106）

位置　調査区北部の̝ 12B4 区，ඪ高 20 ̼΄どの台地ฏୱ部にҐஔしている。

重複関係　第 362�・3632 ߸土޵を۷りࠐΜでいる。

規模と形状　長࣠ 3�32 ̼，୹࣠ 2�75 ̼の長方形で，主࣠方޲は̣－ �1 －˃̚である。壁高は８～ 20DNで，外

。してཱͪ上がͬている܏

床　ฏୱな貼床で，中ԝ部は౿みݻめられている。貼床は確認面から 16 ～ 33DN۷りࠐみ，ϩʔϜを主体と

するԫ׊৭土を４～ 12DN埋土して構ஙされている。

竈　東壁中ԝ部に付設されている。କ部・Ր床面は確認で͖なかͬた。ن໛はข口部からԎಓまで 113DNで

ある。Ր床部は 12DN΄ど۷りく΅めて第７૚を埋土している。Ԏಓ部は壁外に �3DN۷りࠐまれ，Ր床部か

ら؇やかに外܏してཱͪ上がる。

竈土層解説
１　҉ ׊ ৭　୸Խཻ子・ന৭࣭࠭土ඍ量
２　҉ ׊ ৭　ന৭࣭࠭土中量
３　҉ ׊ ৭　ന৭࣭࠭土多量
׊　４ ৭　ম土ཻ子গ量，ϩʔϜཻ子ඍ量

５　҉ ׊ ৭　ম土ϒϩοΫ・ന৭࣭࠭土গ量
׊　６ ৭　ম土ཻ子中量，ϩʔϜཻ子ඍ量
７　҉ ׊ ৭　ম土ཻ子গ量，ϩʔϜཻ子ඍ量

ピット　８か所。̥１～̥６はਂさ 42～ 72DNで，Ґஔやن໛から主柱穴と考えられる。̥７はਂさ 44DNで，

Ґஔやن໛から作業用ϐοτの可能ੑがある。̥８はਂさ 10DNで，ੑ֨ෆ໌である。

ピット１土層解説
１　҉ ׊ ৭　ϩʔϜϒϩοΫඍ量

ピット２土層解説
ࠇ　１ ׊ ৭　ϩʔϜϒϩοΫ・୸Խཻ子ඍ量
２　ԫ ׊ ৭　ϩʔϜϒϩοΫ多量（కまりڧい）

３　҉ ׊ ৭　ϩʔϜϒϩοΫ・ম土ཻ子ඍ量

ピット３土層解説
１　҉ ׊ ৭　ϩʔϜϒϩοΫ・ম土ཻ子・୸Խཻ子ඍ量
２　ԫ ׊ ৭　ϩʔϜཻ子ඍ量

３　҉ ׊ ৭　ϩʔϜϒϩοΫগ量

ピット８土層解説
１　҉ ׊ ৭　ϩʔϜϒϩοΫগ量

ピット４土層解説
ࠇ　１ ׊ ৭　ম土ཻ子・୸Խཻ子ඍ量
２　҉ ׊ ৭　ϩʔϜཻ子ඍ量

׊　３ ৭　ϩʔϜϒϩοΫ中量
４　҉ ׊ ৭　୸Խཻ子ඍ量

ピット５土層解説
１　҉ ׊ ৭　ϩʔϜཻ子ඍ量
２　҉ ׊ ৭　ϩʔϜϒϩοΫ・୸Խཻ子ඍ量

３　҉ ׊ ৭　ϩʔϜཻ子গ量
４　҉ ׊ ৭　ϩʔϜཻ子গ量，୸Խ物ඍ量

ピット６土層解説
１　҉ ׊ ৭　ϩʔϜϒϩοΫඍ量 ２　҉ ׊ ৭　ϩʔϜϒϩοΫ中量

ピット７土層解説
ࠇ　１ ׊ ৭　ϩʔϜϒϩοΫ・ম土ཻ子・୸Խཻ子ඍ量
２　҉ ׊ ৭　ϩʔϜϒϩοΫ中量，୸Խཻ子ඍ量

３　҉ ׊ ৭　ম土ཻ子ඍ量

覆土　３૚に෼૚で͖る。Ϩϯζ状にଯੵしていることからࣗવଯੵと考えられる。第４૚は貼床の構ங土で

ある。

土層解説
１　҉ ׊ ৭　ϩʔϜϒϩοΫগ量，୸Խཻ子ඍ量
׊　２ ৭　ϩʔϜϒϩοΫ中量，୸Խཻ子ඍ量
ࠇ　３ ׊ ৭　ϩʔϜཻ子গ量，୸Խཻ子ඍ量

４　ԫ ׊ ৭　ϩʔϜϒϩοΫ多量，҉׊৭ϒϩοΫ中量，҉׊
৭࣭࠭土ඍ量（కまりڧい）

遺物出土状況　土ࢣ器片 152 点（ᆀ 10，高台付椀３，椀１，ᙈ 13�），土製品３点（羽口ϱ），鉄滓２点（6�7 ｇ）

がશ面の෴土上૚から床面にか͚て出土している。また，貼床の構ங土中から土ࢣ器片１点（ᆀ）が出土して

いる。252 は竈෴土中から出土している。256 は北東部の床面ٴͼ̥７の෴土中から෼ࢄした状ଶで出土して
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いる。254・255・257 はͦれͧれ̥７・̥２・̥４の෴土中からͦれͧれ出土している。ͦの他，流れࠐΜͩ

と考えられるೄ文土器片８点（ਂു），ݹ෿時୅の土ࢣ器片４点（器台２，高ᆀ２）が出土している。

所見　時期は，出土土器から 10 世紀前葉にൺ定で͖る。

第 105 図　第 607 ߸住居跡・出土遺物࣮ଌ図
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第 607 ߸住居跡出土遺物観࡯表（第 105・106 図）

൪߸ छ　ผ 器छ 口ܘ 器高 底ܘ ଻　　土 ৭　調 ম成 ख　๏　の　特　௃　΄　か 出土Ґஔ උ　考

252 土ࢣ器 高台付椀ʦ14��ʧ（3�1） － 長ੴ・ੴӳ・Ӣ฼ にͿいԫᒵ ී通 体部外面ϩΫϩφσ　内面ϔϥຏ͖　ࠇ৭ॲཧ 竈෴土中 ５ˋ

253 土ࢣ器 高台付椀 － （2�4） － 長ੴ・ੴӳ にͿいԫᒵ ී通 体部外面ϩΫϩφσ　内面ϔϥຏ͖　ࠇ৭ॲཧ底部回転ϔϥ੾り　高台貼り付͚ ෴土上૚ 20ˋ

254 土ࢣ器 高台付椀 － （1�6） ʦ6�6ʧ 長ੴ・ੴӳ ᒵ ޷ྑ 体部内面ϔϥຏ͖　ࠇ৭ॲཧ　底部ϔϥφσ　高台貼り付͚ ̥７෴土中 ５ˋ

255 土ࢣ器 椀 ʦ14��ʧ（4�4） － 長ੴ・ੴӳ ᒵ ޷ྑ 体部外面ϔϥ࡟り　ഗ付ண　内面ϔϥຏ͖ ̥２෴土中 20ˋ

256 土ࢣ器 ᙈ ʦ1��4ʧ（12�0） － 長ੴ・ੴӳ・Ӣ฼ ᒵ ී通 口ԑ部外・内面ԣφσ　体部外面ϔϥ࡟り　内面ϔϥ࡟り 床面・̥７෴土中 10ˋ

257 土ࢣ器 ᙈ ʦ16��ʧ（��0） － 長ੴ・ੴӳ ੺׊ ޷ྑ 口ԑ部外・内面ԣφσ　体部外面ϔϥ࡟り　内面ຎ໓ ̥４෴土中 10ˋ

－ 125 －

第 609 号住居跡（第 107 図）

位置　調査区東部の̝ 12H� 区，ඪ高 1� ̼΄どの台地ࣼ面部にҐஔしている。

重複関係　第 51 ߸ϐοτに۷りࠐまれている。

規模と形状　ೆ部が࡟ฏされているため，ن໛は東੢࣠が 3�20 ̼で，ೆ北࣠は 2�41 ̼しか確認で͖なかͬた。

形状は長方形とਪ定され，主࣠方޲は̣－ 77 －˃̚である。壁高は８DNで，外܏してཱͪ上がͬている。

床　੢部から東部にか͚てややࣼ܏する貼床で，੢部は౿みݻめられている。貼床は確認面から 10 ～ 30DN

۷りࠐみ，ϩʔϜを主体とする׊৭土，にͿいԫ׊৭土を３～ 20DN埋土して構ஙされている。

竈　東壁に付設されている。Ր床面は確認で͖なかͬた。ن໛はข口部からԎಓまで 37DN で，೩ম部෯は

23DNである。କ部は床面から第３૚をੵみ上げて構ஙされている。Ԏಓ部は壁外に２DN۷りࠐまれ，Ր床

部から௚ཱؾຯにཱͪ上がͬている。

第 106 図　第 607 ߸住居跡出土遺物࣮ଌ図

竈土層解説
１　にͿいԫ׊৭　ϩʔϜϒϩοΫ多量
２　҉ ׊ ৭　ϩʔϜཻ子ඍ量

３　҉ ׊ ৭　ന৭࣭࠭土多量，ম土ཻ子ඍ量

ピット　８か所。̥１～̥８はਂさ 16 ～ 32DNで，ੑ֨ෆ໌である。

貯蔵穴　北東ίʔφʔ部にҐஔしている。長ܘ �1DN，୹ܘ 67DNのପԁ形で，ਂさは 30DNである。底面は

ややԜತがあり，壁は外܏してཱͪ上がͬている。

貯蔵穴土層解説
ࠇ　１ ׊ ৭　ϩʔϜཻ子中量，ম土ཻ子ඍ量
２　҉ ׊ ৭　ϩʔϜϒϩοΫ中量
ࠇ　３ ׊ ৭　ϩʔϜཻ子গ量

４　҉ ׊ ৭　ϩʔϜཻ子গ量
５　҉ ׊ ৭　ϩʔϜϒϩοΫ中量

覆土　２૚に෼૚で͖る。Ϩϯζ状にଯੵしていることからࣗવଯੵと考えられる。第３・４૚は貼床の構ங

土である。
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土層解説
ࠇ　１ ׊ ৭　ϩʔϜϒϩοΫ中量
２　҉ ׊ ৭　ϩʔϜཻ子গ量

３　҉ ׊ ৭　ϩʔϜϒϩοΫ・׊ࠇ৭ϒϩοΫ中量
４　にͿいԫ׊৭　ϩʔϜϒϩοΫ中量

遺物出土状況　土ࢣ器片 26 点（高台付椀１，ᙈ 25），鉄滓１点（24�7 ｇ）がશ面の෴土上૚から床面にか͚

てࡏࢄతに出土している。また，貼床の構ங土中から土ࢣ器片２点（ᙈ）が出土している。ͦの他，流れࠐΜ

ͩと考えられるೄ文土器片７点（ਂു），ੴ器１点（ണ片）が出土している。

所見　時期は，出土土器がわͣかなためৄࡉはෆ໌であるが，出土遺物や遺構形状からฏ҆時୅と考えられる。

第 107 図　第 60� ߸住居跡࣮ଌ図

第 611 号住居跡（第 10� ～ 110 図）

位置　調査区北部の̝ 12D5 区，ඪ高 20 ̼΄どの台地ฏୱ部にҐஔしている。

重複関係　第 202 第，ߔ߸ 3620・3625・3633・3634 ߸土޵に۷りࠐまれている。

規模と形状　੢部は第 202 ໛は長࣠がن，まれているためࠐに۷りߔ߸ 3�14 ̼で，୹࣠は 2��2 ̼しか確認で

͖なかͬた。形状は，長方形とਪ定され，ೆ東部のுり出しは竈をյすࡍに，壁も۷りࠐまれたものと考えら

れる。主࣠方޲は̣－ �5 －˃̚である。壁高は 22DNで，௚ཱしている。

床　ฏୱで，東部は౿みݻめられている。確認で͖た壁下には෯ 12 ～ 27DNの壁ߔが८ͬている。

０ １m

０ ２m
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第 108 図　第 611 ߸住居跡࣮ଌ図
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－ 12� －

竈　東壁ೆ部に付設されている。ਓҝతにյされているため，କ部はج底部のന৭࣭࠭土がわͣかに認められ

る程౓である。ਪ定されるن໛はՐ床面からԎಓまで 45DNである。

竈土層解説
１　҉ ׊ ৭　ϩʔϜϒϩοΫ・ന৭೪土ϒϩοΫ・ম土ཻ子ඍ

量
ࠇ　２ ׊ ৭　ന৭೪土ϒϩοΫগ量，ϩʔϜϒϩοΫ・ম土ϒ

ϩοΫඍ量

ピット　ਂさ 1�DNで，ੑ֨ෆ໌である。

覆土　４૚に෼૚で͖る。Ϩϯζ状にଯੵすることからࣗવଯੵと考えられる。

土層解説
１　҉ ׊ ৭　୸Խཻ子গ量，ϩʔϜϒϩοΫඍ量
２　҉ ׊ ৭　ϩʔϜϒϩοΫগ量

３　҉ ׊ ৭　ϩʔϜϒϩοΫ中量
４　҉ ׊ ৭　ϩʔϜཻ子গ量

遺物出土状況　土ࢣ器片 216 点（ᆀ 1�，高台付椀３，ᆵ９，ᙈ 1�5，ख፻土器１），土製品 11 点（土１ۄ，羽口ϱ

10），ੴ器４点（台ੴ１，ຏੴ１，౐ੴ２），鉄滓１点（1�7 ｇ）がશ面の෴土上૚から床面にか͚て出土している。

25�・25�・260 は北੢部，262・̦ 21 はೆ੢部，263・%12�・%12�・̦ 23 は北東部の෴土下૚から出土している。

ͦの他，流れࠐΜͩと考えられるೄ文土器片９点（ਂു），ݹ෿時୅の土ࢣ器片９点（ᆵ）が出土している。

所見　時期は，出土土器から 10 世紀中葉にൺ定で͖る。

第 109 図　第 611 ߸住居跡出土遺物࣮ଌ図（１）

260

261

262

263

258 259

264

０ 10㎝



第 611 ߸住居跡出土遺物観࡯表（第 10�・110 図）

൪߸ छ　ผ 器छ 口ܘ 器高 底ܘ ଻　　土 ৭　調 ম成 ख　๏　の　特　௃　΄　か 出土Ґஔ උ　考

25� 土ࢣ器 ᆀ ʦ13�0ʧ 3�0 ʦ6�0ʧ 長ੴ・ੴӳ・Ӣ฼ ໌ԫ׊ ී通 体部外面ϩΫϩφσ　下୺φσ　内面ϩΫϩφσ　底部回転ϔϥ੾り ෴土下૚ 20ˋ　1-27

25� 土ࢣ器 ᆀ ʦ12�6ʧ（3�2） ʦ6��ʧ 長ੴ・ੴӳ にͿいԫᒵ ී通 体部外面ϩΫϩφσ　内面ϔϥຏ͖　ࠇ৭ॲཧ　底部回転ϔϥ੾り ෴土下૚ 20ˋ

260 土ࢣ器 高台付椀 － （4�0） － 長ੴ・ੴӳ・Ӣ฼ ໌੺׊ ޷ྑ 体部外面ϩΫϩφσ　内面ϔϥຏ͖ ෴土下૚ ５ˋ

261 土ࢣ器 高台付椀 － （1�7） － 長ੴ・ੴӳ にͿいԫᒵ ී通 体部内面ϔϥຏ͖　底部回転ϔϥ੾り　高台貼り付͚　底部内面に刻書「□」 ෴土上૚ 20ˋ　1-2�

262 土ࢣ器 ᆵ － （13�0） ��0 長ੴ・ੴӳ ׊໌ ޷ྑ 体部外面上൒ϔϥφσ　下൒ϔϥ࡟り　内面ϔϥ࡟り　ྠੵࠟ ෴土下૚ 70ˋ　1-2�

263 土ࢣ器 ᙈ ʦ1��0ʧ（14�4） － 長ੴ・ੴӳ փԫ׊ ී通 口ԑ部外・内面ԣφσ　体部外面ϔϥ࡟り　ྠੵࠟ　内面ϔϥφσ ෴土下૚ ５ˋ

264 土ࢣ器 ᙈ ʦ21�0ʧ（10��） － 長ੴ・ੴӳ・Ӣ฼ ᒵ ී通 口ԑ部外・内面ԣφσ　体部外面ϔϥ࡟り　内面ϔϥφσ　ྠੵࠟ ෴土上૚ 20ˋ

265 土ࢣ器 ख፻土器 ʦ7�0ʧ （2�7） － 長ੴ・ੴӳ・Ӣ฼ ᒵ ޷ྑ 体部外・内面ࢦ಄ࠟ ෴土上૚ 30ˋ

൪߸ 器　छ 長さ ෯ ܘ޸ 重量 ଻　　土 特　　　　௃ 出土Ґஔ උ　考

%127 土ۄ 2�7 3�0 0�7 22�6 長ੴ・ੴӳ φσ　ೋ方޲からのઠ޸ ෴土上૚

－ 12� －

第 110 図　第 611 ߸住居跡出土遺物࣮ଌ図（２）
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൪߸ 器　छ 長さ ෯ ްさ 重量 ࣭　　ࡐ 特　　　　௃ 出土Ґஔ උ　考

̦ 21 ౐ੴ・台ੴ 12�5 12�� 4�0 1157�2 ݁থ片ؠ ຏり࢖用面３面 ෴土下૚

̦ 22 ຏੴ・Ꮟੴ 6�2 5�2 3�� 216�5 ҆山ؠ ຏり࢖用面２面　Ꮟ͖࢖用面２面 ෴土上૚

̦ 23 ౐ੴ・Ԝੴ （��6） （7�0） 4�0 1�3�7 ؠփ࣭࠭ڽ ຏり࢖用面３面　Ԝみ１か所 ෴土下૚
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൪߸ 遺　物　໊
ଌ஋（ᶲ）ܭ

重量（ｇ） ࣓ண౓ ϝλϧ౓ 特　　　　௃ 出土Ґஔ උ　考
長さ ෯ ܘ޸

%12� 羽口（鍛冶）ϱ （6��） ʦ��0ʧ ʦ2�4ʧ （155��） １ なし りで੔形࡟部から体部にか͚てのഁ片　外面はϔϥج
されている　形状から支脚の可能ੑ༗り ෴土下૚

%12� 羽口（鍛冶）ϱ （��5） （5�0） － （10��2） １ なし 体部ഁ片　外面はϔϥ࡟りで੔形されている　形状か
ら支脚の可能ੑ༗り ෴土下૚

%130 羽口（鍛冶）ϱ （10�1） ʦ7�0ʧ ʦ2�5ʧ （1�4��） １ なし ͼϔϥٴ಄ࠟࢦ部から体部にか͚てのഁ片　外面はج
り調੔が施される　形状から支脚の可能ੑ༗り࡟ 竈କ部

－ 130 －

第 614 号住居跡（第 111 ～ 113 図）

位置　調査区東部の̝ 13G3 区，ඪ高 17 ̼΄どの台地ࣼ面部にҐஔしている。

規模と形状　中ԝ部からೆ部は࡟ฏされているため，ن໛は東੢࣠が 2��0 ̼で，ೆ北࣠は 1�44 ̼しか確認で

͖なかͬた。形状は方形もしくは長方形とਪ定される。主࣠方޲は̣－１ －˃̬である。壁高は７DNで，外

第 111 図　第 614 ߸住居跡࣮ଌ図

０ １m
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貯蔵穴土層解説
ࠇ　１ ׊ ৭　ϩʔϜϒϩοΫඍ量
ࠇ　２ ׊ ৭　ϩʔϜϒϩοΫগ量

３　҉ ׊ ৭　ϩʔϜཻ子গ量
４　҉ ׊ ৭　ϩʔϜϒϩοΫ中量

貯蔵穴　੢部にҐஔしている。長ܘ �0DN，୹ܘ 70DNのପԁ形で，ਂさは 36DNである。底面はฏୱで，壁

は外܏してཱͪ上がͬている。

竈土層解説
ࠇ　１ ׊ ৭　ϩʔϜཻ子・ম土ཻ子中量 ２　҉ ׊ ৭　ম土ϒϩοΫগ量

覆土　２૚に෼૚で͖る。ۉ一な土࣭であることからࣗવଯੵと考えられる。第３૚は貼床の構ங土である。

土層解説
ࠇ　１ ׊ ৭　ϩʔϜཻ子中量
２　҉ ׊ ৭　ϩʔϜϒϩοΫ中量

３　҉ ׊ ৭　ϩʔϜϒϩοΫ中量，׊ࠇ৭ϒϩοΫগ量

遺物出土状況　土ࢣ器片 4� 点（ᆀ５，高台付椀７，ᆁ１，ᙈ 35）がશ面の෴土上૚から床面௚上にか͚て出

土しており，ͦ の中でも竈पลから集中して出土している。272 は竈のՐ床部からٯҐの状ଶで出土しており，

支脚として転用されたと考えられる。266・267・26� ～ 271・273 は竈の෴土中から出土している。ͦの他，

流れࠐΜͩと考えられるೄ文土器片 12 点（ਂു）が出土している。

所見　時期は，出土土器から 10 世紀中葉にൺ定で͖る。

第 112 図　第 614 ߸住居跡出土遺物࣮ଌ図（１）

。してཱͪ上がͬている܏

床　੢部から東部にか͚てややࣼ܏する貼床で，ߗԽ面は認められない。確認で͖た壁下には෯６～ 17DNの

壁ߔが८ͬている。貼床は確認面から５～ 14DN۷りࠐみ，׊ࠇ৭土ϒϩοΫをؚΉ҉׊৭土を３～ 13DN埋

土して構ஙされている。

竈　北壁中ԝ部やや੢دりに付設されている。କ部・Ր床面は確認で͖なかͬた。ن໛はՐ床部からԎಓまで

47DNである。Ԏಓ部は壁外に 40DN۷りࠐまれ，床面から外܏してཱͪ上がͬている。

266
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269

270
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第 614 ߸住居跡出土遺物観࡯表（第 112・113 図）

൪߸ छ　ผ 器छ 口ܘ 器高 底ܘ ଻　　土 ৭　調 ম成 ख　๏　の　特　௃　΄　か 出土Ґஔ උ　考

266 土ࢣ器 高台付椀 14�0 5�0 6�� 長ੴ・ੴӳ・Ӣ฼ ᒵ ޷ྑ 体部外面ϩΫϩφσ　下୺回転ϔϥ࡟り　内面ຏ͖　底部
回転ϔϥ੾り　高台貼り付͚　底部内面に刻書「本」 竈෴土中 �0ˋ　1-2�

267 土ࢣ器 高台付椀ʦ14�0ʧ 5�� ʦ7�0ʧ 長ੴ・ੴӳ・Ӣ฼ にͿいԫᒵ ී通 体部外面ϩΫϩφσ　下୺回転ϔϥ࡟り　内面ϔϥຏ͖　底部回転
ϔϥ੾り後，φσ　高台貼り付͚　底部内面に墨書「□」 竈෴土中 40ˋ　1-2�

26� 土ࢣ器 高台付椀 13�6 5�2 6�� 長ੴ・ੴӳ にͿいԫᒵ ී通 体部外面ϩΫϩφσ　下୺回転ϔϥ࡟り　内面ϔϥຏ͖　
৭ॲཧ　底部回転ϔϥ੾り　高台貼り付͚ࠇ ෴土下૚ 50ˋ

26� 土ࢣ器 高台付椀ʦ13�6ʧ（4�5） － 長ੴ・ੴӳ・Ӣ฼ にͿいԫ׊ ී通 体部外面ϩΫϩφσ　下୺回転ϔϥ࡟り　内面ϔϥຏ͖ 竈෴土中 20ˋ

270 土ࢣ器 高台付椀 － （3�1） ʦ7�0ʧ 長ੴ・ੴӳ・Ӣ฼ ᒵ ී通 体部外面ϩΫϩφσ　内面ϔϥຏ͖　ೋ࣍ඃ೤によるϋδέ　高台貼り付͚ 竈෴土中 ５ˋ

271 土ࢣ器 ᙈ ʦ16�0ʧ（��6） － 長ੴ・ੴӳ ᒵ ී通 口ԑ部外・内面ԣφσ　体部ϋέ໨　ྠੵࠟ　内面ϔϥφσ 竈෴土中・
床面௚上 ５ˋ

272 土ࢣ器 ᙈ 10�4 （��3） － 長ੴ・ੴӳ にͿいԫᒵ ී通 口ԑ部外・内面ԣφσ　体部ϔϥφσ・ϔϥ࡟り　内面ϔϥφσ 竈Ր床部 �0ˋ転用支
脚　1-30

273 土ࢣ器 ᙈ － （3�0） － 長ੴ・ੴӳ・νϟʔτ ᒵ ෆྑ 口ԑ部外面ԣφσ　内面ԣφσ後，ϔϥφσ 竈෴土中 ５ˋະຬ

－ 132 －

第 113 図　第 614 ߸住居跡出土遺物࣮ଌ図（２）

第 617 号住居跡（第 114 図）

位置　調査区ೆ部の̞ 12K7 区，ඪ高 20 ̼΄どの台地ࣼ面部にҐஔしており，ೆ部は調査区Ҭ外にԆͼている。

規模と形状　東੢࣠は 5�50 ̼で，ೆ北࣠は 3�20 ̼しか確認で͖なかͬた。形状は，۱ؙ長方形とਪ定される。

壁高は４～ 4�DNで，外܏してཱͪ上がͬている。

床　ฏୱで，ߗԽ面は認められない。

ピット　５か所。̥１～̥５はਂさ 1� ～ 50DNで，ੑ֨ෆ໌である。

覆土　５૚に෼૚で͖る。北壁付ۙで第３～５૚が֯ࡾଯੵを示していることからࣗવଯੵと考えられる。

土層解説
ࠇ　１ ׊ ৭　ϩʔϜཻ子ඍ量
２　҉ ׊ ৭　ϩʔϜϒϩοΫগ量
３　҉ ׊ ৭　ϩʔϜϒϩοΫඍ量

׊　４ ৭　ϩʔϜཻ子গ量
׊　５ ৭　׊ࠇ৭ϒϩοΫඍ量

遺物出土状況　土ࢣ器片 23 点（ᆀ３，ᙈ 20），᛽２点がશ面の෴土上૚からࡏࢄతに出土している。274 はೆ

東部の෴土上૚から出土している。ͦの他，流れࠐΜͩと考えられるೄ文土器片 3� 点（ਂു）が出土している。

所見　時期は，出土土器がわͣかなためৄࡉな時期はෆ໌ͩが，ฏ҆時୅と考えられる。

271 272
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第 617 ߸住居跡出土遺物観࡯表（第 114 図）

൪߸ छ　ผ 器छ 口ܘ 器高 底ܘ ଻　　土 ৭　調 ম成 ख　๏　の　特　௃　΄　か 出土Ґஔ උ　考

274 土ࢣ器 ᆀ ʦ12�0ʧ（3�1） － 長ੴ・ੴӳ にͿいԫ׊ ී通 体部外面ϩΫϩφσ　内面ϔϥຏ͖　ࠇ৭ॲཧ　࣫付ண ෴土上૚ 20ˋ

表５　ฏ҆時୅竪穴住居跡一ཡ表

൪߸ Ґ�ஔ ฏ面形 主࣠方޲
ن ໛ 壁�高

（ᶲ）
床面 壁ߔ

内　部　施　設
෴土 主な出土遺物 時 期

උ 考

重ෳ関܎（ݹˠ৽）長࣠ʷ୹ （̼࣠） 主柱穴 出入口 ϐοτ 竈 ஷଂ穴

557 ̟ 11B6 ʦ長方形ʧ ̣－ 112 －˃̚ 3�6� ʷ 2��� 30 地山 － － － － １ － ਓҝ 土ࢣ器，ۚଐ製品 ฏ҆時୅ 4,3725，1111 ˠ本跡

562 ̞ 11D� 方形 ̣－ 102 －˃̚ 3�64 ʷ 3�4� 17 ～ 20 貼床 － ４ － ２ １ １ ࣗવ 土ࢣ器，ۚଐ製品 10 ̘前葉 4*5�4 ˠ本跡ˠ 4,353�

5�1 ̞11H7 方形 ̣－ 1� －˃̚ 3�0� ʷ 3�04 ２～４ 地山 － － － １ － － ࣗવ 土ࢣ器，ۚଐ製品 ９̘後葉 本跡ˠ 1�2

5�2 ̞ 11G� 長方形 ̣－ �1 －˃̚ 4�05 ʷ 3�6� 1� ～ 24 貼床 － － － ７ １ １ ࣗવ 土ࢣ器，ۚଐ製品 10 ̘前葉 4,36�� ˠ本跡
ˠ 1�� ～ 103

5�7 ̝ 11J0 長方形 ̣－ �0 －˃̚ 3�46 ʷ 2�63 14 ～ 22 貼床 ΄΅
શप － － － １ － ࣗવ 土ࢣ器 10 ̘中葉 4*602 ˠ本跡ˠ 4,353�，

17� ～ �1

5�� ̝12I1 長方形 ̣－ �3 －˃̚ 3�52 ʷ 2��1 ６～ 1� 貼床 શप － － ２ １ １ ࣗવ 土ࢣ器，土製品，ۚଐ
製品 10 ̘中葉 本跡ˠ 4,3541，

1�5・�6・104

5�� ̝ 12J3 長方形 ̣－ �5 －˃̚ 3�36 ʷ 2��4 ４～６ 貼床 શप － １ － １ － ࣗવ 土ࢣ器，ۚଐ製品 10 ̘中葉 1�� ～ �0 ˠ本跡
ˠ 4,3545，1�7

5�1 ̞11C4 － － （1���）̫（0�4�） ４ 地山 一部 － － － １ － ਓҝ 土ࢣ器，土製品 10 ̘中葉 本跡ˠ 4%1�4，4,3546

5�4 ̝12I3 方形 ̣－ �� －˃̚ 3�63 ʷ 3�32 12 貼床 ΄΅
શप － － ２ － １ ࣗવ 土ࢣ器，土製品 ９̘後葉 4,3727・372� ˠ本

跡ˠ 4%201，1��

－ 133 －

第 114 図　第 617 ߸住居跡・出土遺物࣮ଌ図
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൪߸ Ґ�ஔ ฏ面形 主࣠方޲
ن ໛ 壁�高

（ᶲ）
床面 壁ߔ

内　部　施　設
෴土 主な出土遺物 時 期

උ 考

重ෳ関܎（ݹˠ৽）長࣠ʷ୹࣠（̼） 主柱穴 出入口 ϐοτ 竈 ஷଂ穴

600 ̝12E2 ʦ長方形ʧ̣－ �4 －˃̬ 5�3� ʷ 3��6 17 貼床 ΄΅
શप － － ５ － － ࣗવ 土ࢣ器 10 ̘中葉 4,3612・3730 ˠ本跡

601 ̝11C� 長方形 ̣－ �0 －˃̚ 4�2� ʷ 3�40 16 ～ 23 貼床 － － － ２ １ － ਓҝ 土ࢣ器，ਢܙ器，ಃ器，ੴ
器，土製品，ۚଐ製品 10 ̘前葉 本跡ˠ 4%1�4，4,355�

603 ̝12E5 ʦ方形ʧ̣－ �6 －˃̚ 2�35 ʷ 2�16 24 ～ 36 貼床 － － － － １ － ࣗવ 土ࢣ器，ਢܙ器，ۚଐ製品 10 ̘前葉 本跡ˠ 4%202，4,35�7・
35��・3624・3625

604 ̝ 12F5 長方形 ̣－２ －˃̬ 3��� ʷ 2�70 16 ～ 26 貼床 一部 － － － ２ １ ࣗવ 土ࢣ器，ਢܙ器，ੴ器 10 ̘前葉 4,360� ˠ本跡

606 ̝ 12B3 長方形 ̣－ �1 －˃̚ 3�4� ʷ 2��3 ９～ 14 貼床 － － － ２ １ １ ਓҝ 土ࢣ器，土製品，ੴ器，
ۚଐ製品 10 ̘前葉 4*612 ˠ本跡

607 ̝ 12B4 長方形 ̣－ �1 －˃̚ 3�32 ʷ 2�75 ８～ 20 貼床 － ６ － ２ １ － ࣗવ 土ࢣ器，土製品，ۚଐ製品 10 ̘前葉 4,362�・3632 ˠ本跡

60� ̝12H� ʦ長方形ʧ̣－ 77 －˃̚ 3�20 （̫2�41） ８ 貼床 － － － ８ １ １ ࣗવ 土ࢣ器，ۚଐ製品 ฏ҆時୅ 本跡ˠ 151

611 ̝ 12D5 ʦ長方形ʧ̣－ �5 －˃̚（3�14）̫ 2��2 22 地山 一部 － － １ １ － ࣗવ 土ࢣ器，土製品，ੴ器，ۚଐ製品 10 ̘中葉 本跡ˠ 4%202，4,3620・
3625・3633・3634

614 ̝ 13G3 ʦ方形・長方形ʧ ̣－１ －˃̬ 2��0 （̫1�44） ７ 貼床（΄΅શप） － － － １ １ ࣗવ 土ࢣ器 10 ̘中葉

617 ̞ 12K7 ʦ۱ؙ長方形ʧ － （5�50）ʷ（3�20） ４～ 4� 地山 － － － ５ － － ࣗવ 土ࢣ器 ฏ҆時୅

－ 134 －

（2）　土޵

第 3730 号土坑（第 115 図）

位置　調査区北部の̝ 12D2 区，ඪ高 20 ̼΄どの台地ฏୱ部にҐஔしている。

重複関係　第 3612 ߸土޵を۷りࠐみ，第 600 ߸住居に۷りࠐまれている。

規模と形状　ܘ 75DN΄どのෆ੔ԁ形とਪ定され，主࣠方޲は̣－ 27 －˃̚である。底面はฏୱで，確認面か

らのਂさは 20DNである。壁は外܏してཱͪ上がͬている。

覆土　２૚に෼૚で͖る。第１૚に多量のম土がؚまれていることから埋め໭されている。

第 115 図　第 3730 ߸土࣮޵ଌ図

土層解説
１　҉ ׊ ৭　ম土ϒϩοΫ多量，୸Խ物ཻඍ量 ׊　２ ৭　փന৭೪土ϒϩοΫ中量，ম土ཻ中量

遺物出土状況　土ࢣ器片５点（高台付椀１，ᙈ４）がೆ部の෴土中૚から出土している。第 604 ߸住居跡のᙈ

と遺構ؒで઀合したものはೆ部の෴土中૚から集中して出土している。

所見　時期は，出土土器から 10 世紀前葉にൺ定で͖る。

０ ２m
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－ 135 －

４　ۙ世の遺構と遺物

　当時୅の遺構はุج１޵を確認した。以下，遺構ٴͼ遺物について記述する。

޵ุ　

第 3679 号土坑（第 116・117 図）

位置　調査区੢部の̝ 11J4 区，ඪ高 20 ̼΄どの台地ฏୱ部にҐஔしている。

重複関係　第 564 ߸住居跡を۷りࠐΜでいる。

規模と形状　੢部が࡟ฏされているため，ن໛はೆ北࣠が 1�� ̼で，東੢࣠は 1�3 ̼しか確認で͖なかͬた。

形状は，ෆ੔長方形とਪ定され，中ԝ部から北部は一ஈਂく۷りࠐまれている。ਂさは 10 ～ 30DNで，壁は

外܏してཱͪ上がͬている。

覆土　２૚に෼૚で͖る。遺物出土状گから埋め໭されている。

第 116 図　第 367� ߸土࣮޵ଌ図

土層解説
１　にͿいԫ׊৭　ϩʔϜϒϩοΫ中量 ２　҉ ׊ ৭　ϩʔϜϒϩοΫ中量

遺物出土状況　ಃ器１点（Ꭼു），ۚଐ製品２点（મ՟），ਓࠎが底面௚上から出土している。ਓࠎは，中ԝ部

から಄֖ࠨ，ࠎଆ上ֺࠎ，第１ᰍ௣，大଼ࠎ，ईࠎなどがগ量出土している。಄部は੢部にஔかれ，إをೆに

た状ଶで埋૴されている。275͚޲ は಄部にඃͤた状ଶで出土している。̢ 22・23 は重なͬた状ଶでਓࠎの

ೆ部から出土している。ͦの他，混入したと考えられるೄ文土器片２点（ਂു），土ࢣ器片２点（ᙈ）が出土

している。

所見　時期は，出土遺物からۙ世にൺ定で͖る。遺物出土状گからุ޵と考えられ，本遺構पลにおいて当該

期のุ޵が確認されていないことから，୯ಠ埋૴の可能ੑが高い。

０ ２m



第 367� ߸土޵出土遺物観࡯表（第 117 図）

൪߸ छ　ผ 器छ 口ܘ 器高 底ܘ ଻　　土 ৭　調 ম成 ख　๏　の　特　௃　΄　か 出土Ґஔ උ　考

275 ಃ器 Ꭼു 2��4 11�� 10�� 長ੴ・ੴӳ ׊ ޷ྑ 片口　鉄ᬵ　体部上൒ϩΫϩφσ　下൒ϔϥ࡟り　
内面ϩΫϩφσ後，ΧΩ໨　底部回転ࢳ੾り 床面௚上 1-31

൪߸ छผ મ໊ ܘ ෯޸ 重量 ࣭ࡐ ॳர೥ 特௃ 出土Ґஔ උ　考

̢ 22 મ՟ Ӭ通ๅ׮ 2�3 0�7 3�2 ಔ 1636 ೥ ৽׮Ӭ通ๅ　無എ 床面௚上 1-32

̢ 23 મ՟ Ӭ通ๅ׮ 2�2 0�6 2�2 ಔ 1636 ೥ ৽׮Ӭ通ๅ　無എ 床面௚上 1-32

－ 136 －

第 117 図　第 367� ߸土޵出土遺物࣮ଌ図

５　ͦの他の遺構と遺物

　遺物が出土していないことなどから時期をܾ定で͖ない遺構として，竪穴住居跡１ߔ，ݢ跡９৚，土޵ 217 ，ج

ϐοτ２܈か所，ෆ໌遺構１جを確認した。ここでは，竪穴住居跡のみ遺構の特௃などを記述し，他は࣮ଌ図

と一ཡ表を掲載する。

（1）竪穴住居跡

第 618 号住居跡（第 11� 図）

位置　調査区北部の̜ 12K4 区，ඪ高 21 ̼΄どの台地ฏୱ部にҐஔしており，北部は調査区Ҭ外にԆͼている。

規模と形状　床面まで࡟ฏされているため，壁ߔが遺ଘするのみである。北部が調査区Ҭ外にԆͼているため，

໛は，東੢࣠が2�72̼で，ೆن 北࣠は1��4̼しか確認で͖なかͬた。形状は，方形もしくは長方形とਪ定される。

主࣠方޲は̣－ 14 －˃̬である。

床　෯17～25DNの壁ߔが८ͬている。調査区北壁の土૚観࡯から，貼床は確認面から２～10DN۷りࠐみ，ϩʔ

ϜϒϩοΫをؚΉ҉׊৭土を埋土して構ஙされている。

覆土　第 1૚は壁ߔ෴土，第２૚は貼床の構ங土である。

275
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表６　時期ෆ໌ߔ跡一ཡ表

൪߸ Ґ　ஔ 方　޲ 形　状
໛　　　　ن

அ　面 壁　面 ෴　土 主�な�出�土�遺�物
උ　考

重ෳ関܎（ݹˠ৽）長さ（̼）上෯（̼）下෯（̼）ਂさ（ᶲ）

1�4 ̜ 11K7～̞ 11F4 ̣－ 13 －˃̚ ௚ઢ状 63�20 2�04 ～ 4�62 0�13 ～ 0�42 �7 ༗ஈ 外܏ ࣗવ ೄ文土器，土ࢣ器，ಃ器，
ੴ器，ۚଐ製品

4*5�0・5�1・5�6・5��・
601，4,35�1 ˠ本跡
ˠ 4,3562・3571・3607・
3707 ～ 370�，144・45・
70・72 ～ 74

200 ̝ 11C4 ～̝ 11F5 ̣－ 17 －˃̬ ௚ઢ状 17�20 0�56 ～ 1�24 0�1� ～ 0�5� 2� 状ࡼ 外܏ ࣗવ ೄ文土器，土ࢣ器 4*5�6 ˠ本跡ˠ 4,3543

201 ̝ 12J2 ～̝ 12K4 ̣－ 73 －˃̬̣－ 1� －˃̚ ̡字状 13�21 0�35 ～ 0��5 0�16 ～ 0�36 14 状ࡼ 外܏ ࣗવ － 4*5�4 ˠ本跡

202 ̝ 12C5 ～̝ 12H� ̣－ �2 －˃̬̣－ 20 －˃̚ ̡字状 （64��6） 0�46 ～ 1�56 0�12 ～ 0�60 52 ༗ஈ 外܏ ࣗવ ೄ文土器，土ࢣ器，ۚଐ製品

4*603・605・611，
4,3610・3623・
3626・3631 ˠ本跡
ˠ 4,35��・3613・
361�・3624

－ 137 －

第 118 図　第 61� ߸住居跡࣮ଌ図

遺物出土状況　ೄ文土器片１点が確認面から出土している。

所見　時期は，出土遺物がわͣかなためෆ໌であるが，ฏ面形状からݹ෿時୅の可能ੑが考えられる。

土層解説
１　҉ ׊ ৭　ϩʔϜϒϩοΫ中量 ２　 ҉ ׊ ৭　ϩʔϜཻ子গ量（కまりऑい）

跡ߔ　（2）

　時期・ੑ֨ともෆ໌なߔ跡について，一ཡ表を掲載する。࣮ଌ図は遺構શ体図で঺հする。

０ ２m



表７　時期ෆ໌土޵一ཡ表

൪߸ Ґ�ஔ 長࣠（ܘ）方޲ ฏ�面�形
໛　　　　ن

底　面 壁　面 ෴　土 主�な�出�土�遺�物
උ　考

重ෳ関܎（ݹˠ৽）長ܘʷ୹ܘ（̼） ਂさ（ᶲ）

34�4 ̞ 11J7 ̣－ 75 －˃̬ 状ߔ 2��3ʷ0�71 10 ฏୱ 外܏ ࣗવ ೄ文土器，土ࢣ器

34�5 ̞ 11J� － ԁ形 1�16ʷ1�14 34 Ԝತ 外܏ ࣗવ ೄ文土器，土ࢣ器，ੴ器

34�6 ̞ 11J� ̣－ 74 －˃̬ ପԁ形 1�47ʷ1�12 36 Ԝತ 外܏ ࣗવ ೄ文土器，土ࢣ器

34�7 ̞ 11H0 ̣－ 60 －˃̬ ପԁ形 1�2�ʷ1�0� 30 状ࡼ 外܏ ࣗવ 土ࢣ器

34�� ̞ 12J4 － ପԁ形 0�4�ʷ0�43 17 状ࡼ 外܏ ࣗવ －

34�� ̞ 12J4 － ପԁ形 0��1ʷ0�57 14 状ࡼ 外܏ ࣗવ －

3500 ̞ 12I3 － ԁ形 0�72ʷ0�72 1� 状ࡼ 外܏ ࣗવ －

3501 ̞ 12H3 － ପԁ形 0�70ʷ0�5� 53 ༗ஈ 外܏ ࣗવ －

3502 ̞ 11I� ̣－ 25 －˃̬ ପԁ形 0��4ʷ0�66 5� ༗ஈ 外܏ ࣗવ －

3503 ̞ 12J4 － ԁ形 0�75ʷ0�70 46 ༗ஈ 外܏ ਓҝ －

3504 ̞ 12J4 － ԁ形 0��2ʷ0��0 3� 状ࡼ 外܏ ࣗવ －

3505 ̞ 12I3 ̣－ 74 －˃̬ ପԁ形 0�66ʷ0�56 26 状ࡼ 外܏ ࣗવ －

3506 ̞ 12I3 － ପԁ形 0�77ʷ0�65 64 ༗ஈ 外܏ ࣗવ ೄ文土器

3507 ̞ 12G2 ̣－ 6� －˃̬ ପԁ形 1�36ʷ0��6 52 ༗ஈ 外܏ ࣗવ －

350� ̞ 12H2 ̣－５ －˃̬ ପԁ形 1���ʷ1�02 20 状ࡼ 外܏ ࣗવ 土ࢣ器

350� ̞ 11D0 － ԁ形 0�66ʷ0�64 65 ༗ஈ 外܏ ࣗવ －

3510 ̞ 12G1 ̣－ 3� －˃̬ ෆ੔形 0��1ʷ0�74 65 ༗ஈ 外܏ ࣗવ －

3511 ̞ 11I7 ̣－２ －˃̬ ۱ؙ方形 0�74ʷ0�71 �2 ༗ஈ 外܏ ਓҝ －

3512 ̞ 11I0 ̣－ 47 －˃̬ ପԁ形 0�64ʷ0�57 34 ༗ஈ 外܏ ਓҝ ೄ文土器

3513 ̞ 11I� － ԁ形 0�77ʷ0�76 62 ༗ஈ 外܏ ࣗવ －

3514 ̞ 11K� ̣－ 34 －˃̬ ପԁ形 1�12ʷ0��3 36 ฏୱ 外܏ ਓҝ ೄ文土器

3515 ̞ 11C� － ԁ形 0�5�ʷ0�54 65 ༗ஈ 外܏ ࣗવ －

3516 ̞ 12K3 － ԁ形 1�06ʷ0��7 77 Ԝತ 外܏ ࣗવ ೄ文土器

3517 ̞ 11C� ̣－ 56 －˃̬ ପԁ形 0��6ʷ0�64 23 ฏୱ ௚ཱ ࣗવ 土ࢣ器

351� ̝ 11K� ̣－ 1� －˃̬ ପԁ形 1�34ʷ1�03 7� ฏୱ 外܏ ࣗવ 土ࢣ器

351� ̝ 11J� ̣－ 22 －˃̚ ෆ੔形 1�56ʷ1�16 34 状ࡼ 外܏ ࣗવ －

3520 ̞ 11G0 ̣－ 46 －˃̬ ପԁ形 1�22ʷ10�2 104 ༗ஈ 外܏ ਓҝ 土ࢣ器

3521 ̞ 12G4 ̣－ 37 －˃̚ ۱ؙ長方形 1�74ʷ0�72 64 Ԝತ 外܏ ਓҝ －

3523 ̞ 11C0 ̣－ 5� －˃̬ ۱ؙ長方形 1�16ʷ0��6 74 Ԝತ ௚ཱ ਓҝ 土ࢣ器

3524 ̟ 12B3 ̣－ 74 －˃̚ ପԁ形 1�20ʷ0��6 �� ༗ஈ 外܏ ࣗવ － 4,3525 ˠ本跡

3525 ̟ 12B3 － ʦ۱ؙ長方形ʧ 1�0� （̫0���） 50 ฏୱ 外܏ ࣗવ － 本跡ˠ 4,3524

൪߸ Ґ　ஔ 方　޲ 形　状
໛　　　　ن

அ　面 壁　面 ෴　土 主�な�出�土�遺�物
උ　考

重ෳ関܎（ݹˠ৽）長さ（̼）上෯（̼）下෯（̼）ਂさ（ᶲ）

203 ̝ 11C� ～̝ 11C� ̣－ 7� －˃̬ ௚ઢ状 （2��7） 0�40 ～ 0�51 0�32 ～ 0�46 ８ ฏୱ 外܏ ࣗવ ೄ文土器，土ࢣ器 4*613，4,3655 ˠ
本跡ˠ 4*610

204 ̝ 12C� ～̝ 12D0 ̣－ 23 －˃̬̣－ 46 －˃̬ 状ހ （2�51） 0�46 ～ 0�71 0�37 ～ 0�57 11 ฏୱ 外܏ ࣗવ ೄ文土器，土ࢣ器

205 ̝ 11F7 ̣－ 70 －˃̬ ௚ઢ状 2�57 0�40 ～ 0�52 0�35 ～ 0�46 ６ ฏୱ 外܏ ࣗવ ೄ文土器，土ࢣ器 4,3616 ˠ本跡

206 ̞ 12B6 ～̞ 12F5 ̣－８ －˃̬
̣－ 20 －˃̚ 状ހ （1���0） 0�2� ～ 0�6� 0�11 ～ 0�6� 13 ฏୱ 外܏ ࣗવ ೄ文土器 4%202 ˠ本跡ˠ 4,36�6

207 ̞ 12K4 ～̞ 13C2 ̣－ 7� －˃̬̣－ 12 －˃̚ ̡字状 （33��0） 0�40 ～ 1�52 0�15 ～ 0�2� 35 Ԝತ 外܏ ࣗવ － 本跡ˠ 4,3634・
3636・3640・4%206

－ 13� －

（3）　土޵

　時期・ੑ֨ともෆ໌な土޵について，一ཡ表を掲載する。࣮ଌ図は遺構શ体図で঺հする。



൪߸ Ґ�ஔ 長࣠（ܘ）方޲ ฏ�面�形
໛　　　　ن

底　面 壁　面 ෴　土 主�な�出�土�遺�物
උ　考

重ෳ関܎（ݹˠ৽）長ܘʷ୹ܘ（̼） ਂさ（ᶲ）

3526 ̞ 12C1 ̣－ 55 －˃̚ ۱ؙ長方形 1�6�ʷ1�26 14 ฏୱ 外܏ ࣗવ ೄ文土器，土ࢣ器 4*615 ˠ本跡

3527 ̞ 11B0 ̣－９ －˃̬ ۱ؙ方形 1�13ʷ1�13 20 ฏୱ ௚ཱ ࣗવ ೄ文土器，土ࢣ器，ۚଐ製品 4*5�6・5�� ˠ本跡

352� ̞ 11B� ̣－２ －˃̬ ۱ؙ長方形 1�27ʷ0��2 24 状ࡼ 外܏ ࣗવ 土ࢣ器 4*5�� ˠ本跡

3530 ̝ 11G� ̣－ 67 －˃̬ ପԁ形 1�0�ʷ0�70 47 Ԝತ 外܏ ࣗવ 土ࢣ器

3531 ̝ 11J� ̣－ 12 －˃̬ ପԁ形 1�64ʷ0��0 34 Ԝತ 外܏ ࣗવ ೄ文土器，土ࢣ器

3532 ̞ 12E3 ̣－ 62 －˃̚ ପԁ形 1�41ʷ0��2 �� ฏୱ 外܏ ࣗવ －

3533 ̞ 11G� ̣－ 55 －˃̚ 長方形 2�5�ʷ1�03 123 Ԝತ ௚ཱ ਓҝ ೄ文土器，土ࢣ器，ۚଐ製品 4*5�5 ˠ本跡

3534 ̞ 12H3 － ԁ形 0���ʷ0��4 25 状ࡼ 外܏ ࣗવ －

3535 ̝ 11K� － ԁ形 0���ʷ0��5 30 状ࡼ 外܏ ࣗવ 土ࢣ器

3536 ̞ 12H4 ̣－ �� －˃̚ ۱ؙ長方形 0��7ʷ0�62 24 状ࡼ 外܏ ࣗવ －

3537 ̞ 11H0 ̣－ 35 －˃̚ ۱ؙ長方形 1�60ʷ0��5 37 ฏୱ 外܏ ࣗવ －

353� ̞ 11C� ̣－３ －˃̚ ପԁ形 1�11ʷ0�6� 36 Ԝತ 外܏ ਓҝ ೄ文土器，土ࢣ器 4*562 ˠ本跡

353� ̝ 11J0 ̣－ 36 －˃̚ ۱ؙ長方形 1�62ʷ1�17 �� ฏୱ ௚ཱ ਓҝ ೄ文土器，土ࢣ器，ਢܙ器 4*5�7 ˠ本跡

3540 ̞ 11E� ̣－ 24 －˃̚ ପԁ形 0��2ʷ0�5� 57 ༗ஈ 外܏ ࣗવ － 4*5�4 ˠ本跡

3541 ̝ 12J0 ̣－ 63 －˃̬ ෆ੔形 0��6ʷ0�6� 54 ༗ஈ 外܏ ࣗવ － 4*5�� ˠ本跡

3542 ̞ 12F4 ̣－ 47 －˃̚ 長方形 1�76ʷ1�16 100 Ԝತ 外܏ ਓҝ －

3543 ̝ 11B4 ̣－８ －˃̚ ପԁ形 1�27ʷ0��5 1� ฏୱ 外܏ ࣗવ － 4%200 ˠ本跡

3544 ̞ 11H0 ̣－ 27 －˃̚ ପԁ形 1�30ʷ0��7 24 ฏୱ 外܏ ࣗવ 土ࢣ器

3545 ̝ 12J3 ̣－ 20 －˃̚ ෆ੔形 3�6�ʷ1�3� �1 Ԝತ 外܏ ਓҝ － 4*5��，1�7 ˠ本
跡

3546 ̞ 11C4 － ԁ形 1�0�ʷ1�06 23 Ԝತ 外܏ ࣗવ 土ࢣ器 4*5�1 ˠ本跡

3547 ̞ 11D6 ̣－ 64 －˃̚ ପԁ形 2�22ʷ1�42 40 状ࡼ 外܏ ਓҝ ೄ文土器，土ࢣ器

354� ̝ 11K4 ̣－ 10 －˃̬ ପԁ形 0��6ʷ0�67 25 ฏୱ 外܏ ࣗવ ೄ文土器，土ࢣ器 4*5�0 ˠ本跡

3550 ̝ 11H0 － ԁ形 1�12ʷ1�04 72 ༗ஈ ௚ཱ ࣗવ ೄ文土器，土ࢣ器

3551 ̝ 11H0 ̣－ 36 －˃̬ ପԁ形 0���ʷ0�73 45 Ԝತ 外܏ ࣗવ －

3552 ̝ 11H0 ̣－ 31 －˃̬ ପԁ形 2�16ʷ1�4� �7 Ԝತ 外܏ ࣗવ ೄ文土器

3553 ̝ 11I� ̣－ 42 －˃̬ ପԁ形 1�72ʷ1�2� 114 ฏୱ 外܏ ਓҝ － 4,3554 ˠ本跡

3555 ̝ 11I� － ԁ形 0���ʷ0��� 45 ༗ஈ 外܏ ࣗવ ೄ文土器

3556 ̝ 11K6 ̣－ 25 －˃̬ ପԁ形 1�23ʷ0��7 5� Ԝತ ௚ཱ ࣗવ ೄ文土器，土ࢣ器

3557 ̝ 11J7 ̣－ 26 －˃̬ ۱ؙ長方形 1��2ʷ0��� 7� ฏୱ 外܏ ਓҝ ೄ文土器，土ࢣ器

355� ̝ 11F0 ̣－ 21 －˃̚ ପԁ形 0�62ʷ0�54 40 ฏୱ 外܏ ࣗવ 土ࢣ器，ੴ器 4*5�2 ˠ本跡

355� ̝ 11C� ̣－ 25 －˃̚ ପԁ形 1���ʷ1�35 7� Ԝತ 外܏ ࣗવ 土ࢣ器，土製品 4*601 ˠ本跡

3560 ̝ 11C� － ପԁ形 0�75ʷ0�6� 11 ฏୱ 外܏ ࣗવ ೄ文土器，土ࢣ器 4*5�7・613 ˠ 本
跡

3561 ̝ 11D0 ̣－２ －˃̬ ପԁ形 1�52ʷ1�26 1� ฏୱ 外܏ ࣗવ ೄ文土器，土ࢣ器 4*613 ˠ本跡

3562 ̝ 11C6 ̣－ 13 －˃̬ ପԁ形 1�4� （̫0�72） 42 Ԝತ 外܏ ࣗવ ೄ文土器，土ࢣ器 4%1�4 ˠ本跡

3563 ̝ 12J5 ̣－ 54 －˃̚ 長方形 1�5�ʷ0�63 �4 ฏୱ ௚ཱ ਓҝ 土ࢣ器 4*5�5 ˠ本跡

3564 ̝ 12J4 ̣－ 65 －˃̚ ପԁ形 1�51ʷ0��� 44 Ԝತ 外܏ ਓҝ ೄ文土器，土ࢣ器 4*5�5 ˠ本跡

3565 ̝ 11G� ̣－ �7 －˃̬ ପԁ形 0��7ʷ0�64 21 ฏୱ 外܏ ࣗવ －

3566 ̝ 12K2 ̣－ 24 －˃̬ ପԁ形 1�37ʷ1�20 �� ༗ஈ ௚ཱ ਓҝ ೄ文土器，土ࢣ器，土製品

3567 ̝ 11C� ̣－ 20 －˃̚ ପԁ形 1�32ʷ1�00 50 Ԝತ 外܏ ࣗવ ೄ文土器，土ࢣ器

356� ̝ 11H0 － ԁ形 0�72ʷ0�66 22 状ࡼ 外܏ ࣗવ ೄ文土器，土ࢣ器

356� ̝ 12E1 ̣－ �2 －˃̚ ପԁ形 1�02ʷ0��0 7� ༗ஈ 外܏ ਓҝ ೄ文土器，土ࢣ器

3570 ̝ 12E1 ̣－ 70 －˃̬ ପԁ形 1�74ʷ1�26 22 ฏୱ 外܏ ࣗવ －

3571 ̝ 11G6 － ପԁ形 ʦ1�60ʧ̫ ʦ1�40ʧ �0 Ԝತ 外܏ ࣗવ ೄ文土器，土ࢣ器 4%1�4 ˠ本跡

3572 ̝ 11C� ̣－ 34 －˃̬ ପԁ形 1�21ʷ0��1 30 ฏୱ ௚ཱ ࣗવ ೄ文土器，土ࢣ器 4*613 ˠ本跡
ˠ 4*5�7，127

3573 ̝ 12K3 ̣－ 34 －˃̬ ෆ੔形 2�12ʷ1�2� 6� ฏୱ 外܏ ਓҝ 土ࢣ器 本跡ˠ 1�6

3574 ̝ 12J1 ̣－３ －˃̚ ପԁ形 1�16ʷ0�7� 16 ฏୱ 外܏ ࣗવ ೄ文土器

－ 13� －



൪߸ Ґ�ஔ 長࣠（ܘ）方޲ ฏ�面�形
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底　面 壁　面 ෴　土 主�な�出�土�遺�物
උ　考

重ෳ関܎（ݹˠ৽）長ܘʷ୹ܘ（̼） ਂさ（ᶲ）

3575 ̝ 11C� ̣－ 20 －˃̚ ପԁ形 0��6ʷ0�60 15 ฏୱ 外܏ ࣗવ － 4*613 ˠ本跡

3576 ̞ 11G� － ʦ長方形ʧ 1�06 （̫0�40） 16 ฏୱ 外܏ ࣗવ － 4*5�1 ˠ本跡

3577 ̝ 12H2 － ԁ形 0�76ʷ0�76 30 状ࡼ 外܏ ࣗવ ೄ文土器

357� ̝ 12G2 ̣－ 70 －˃̬ ପԁ形 1�10ʷ0��0 20 ฏୱ 外܏ ࣗવ ೄ文土器

357� ̝ 12H2 ̣－ 66 －˃̬ ପԁ形 1�14ʷ0��4 32 Ԝತ 外܏ ࣗવ ೄ文土器，土ࢣ器

35�0 ̝ 11H� ̣－ 21 －˃̬ ପԁ形 0���ʷ0�6� 25 ฏୱ 外܏ ࣗવ －

35�2 ̝ 12F2 － ԁ形 0�67ʷ0�64 26 状ࡼ 外܏ ࣗવ ೄ文土器

35�3 ̝ 12G2 ̣－ 26 －˃̬ ପԁ形 （1�31）̫ （0��4） 27 ฏୱ 外܏ ࣗવ －

35�4 ̝ 12H4 ̣－ 71 －˃̬ ପԁ形 0��6ʷ0�73 1� ฏୱ 外܏ ࣗવ －

35�5 ̝ 11C� ̣－ 70 －˃̚ ପԁ形 1�12ʷ0��4 55 ༗ஈ 外܏ ࣗવ 土ࢣ器

35�6 ̝ 12E4 － ԁ形 1�16ʷ1�07 44 ฏୱ 外܏ ࣗવ ೄ文土器，土ࢣ器，土製品 4,35�7 ˠ本跡

35�7 ̝ 12E4 ̣－ 26 －˃̬ ପԁ形 2�2� （̫2�02） 17 ฏୱ 外܏ ࣗવ ೄ文土器，土ࢣ器
4*603，4,3624，
4%202 ˠ本跡
ˠ 4,35�6

35�� ̞ 11E6 ̣－ 5� －˃̚ ପԁ形 1�16ʷ0��7 23 ฏୱ 外܏ ਓҝ ೄ文土器，土ࢣ器

35�0 ̝ 12D5 ̣－ 52 －˃̬ ପԁ形 1�20ʷ0��4 31 状ࡼ 外܏ ਓҝ ೄ文土器，土ࢣ器

35�1 ̝ 12E5 － ԁ形 0���ʷ0��5 30 Ԝತ 外܏ ਓҝ ೄ文土器，土ࢣ器 4,3722 ˠ本跡

35�2 ̝ 12E6 ̣－ 23 －˃̬ ପԁ形 1�4�ʷ1�05 37 ฏୱ 外܏ ਓҝ ೄ文土器，土ࢣ器 4,3722 ˠ本跡

35�3 ̝ 12F6 － ԁ形 0���ʷ0��1 2� 状ࡼ 外܏ ࣗવ ೄ文土器，土ࢣ器，ੴ器

35�5 ̝ 12C3 ̣－１ －˃̚ ପԁ形 0��7ʷ0�77 24 ฏୱ 外܏ ࣗવ －

35�7 ̝ 12F5 － ԁ形 0��0ʷ0��0 30 ฏୱ 外܏ ࣗવ ೄ文土器，土ࢣ器 4*605 ˠ本跡

35�� ̝ 12D4 ̣－ 14 －˃̚ ପԁ形 1�62ʷ1�2� 102 ฏୱ 外܏ ࣗવ ೄ文土器，土ࢣ器 4*603，4,361�・
3624，4%202 ˠ本跡

35�� ̝ 12G6 － ԁ形 1�37ʷ1�37 5� Ԝತ 外܏ ਓҝ ೄ文土器

3600 ̝ 12H6 ̣－ 73 －˃̚ ۱ؙ長方形 1�34ʷ1�13 57 状ࡼ 外܏ ࣗવ ೄ文土器

3601 ̝ 12H5 ̣－ 45 －˃̬ ପԁ形 0�66ʷ0�5� 17 Ԝತ 外܏ ࣗવ －

3602 ̝ 12H5 ̣－ 41 －˃̚ ପԁ形 0��0ʷ0�6� 3� ฏୱ 外܏ ਓҝ ೄ文土器，土ࢣ器

3603 ̝ 11B0 ̣－ 60 －˃̬ ପԁ形 1�24ʷ1�04 13 ฏୱ 外܏ ࣗવ －

3604 ̝ 13H1 ̣－ 6� －˃̬ ପԁ形 0�77ʷ0�65 17 ฏୱ 外܏ ࣗવ ೄ文土器，土ࢣ器

3605 ̝ 12D6 ̣－ 62 －˃̚ 長方形 1�67ʷ0�6� 7� Ԝತ ௚ཱ ਓҝ ೄ文土器，土ࢣ器，᛽

3606 ̝ 13G2 ̣－ 75 －˃̚ ପԁ形 1�04ʷ0�7� 1� ฏୱ ௚ཱ ਓҝ ೄ文土器

3607 ̜ 11K� ̣－ 4� －˃̚ ପԁ形 1�32ʷ0��7 5� 状ࡼ 外܏ ࣗવ － 4%1�4 ˠ本跡

360� ̝ 12F5 ̣－ 50 －˃̬ ପԁ形 1�00ʷ0��7 1� ฏୱ 外܏ ࣗવ ೄ文土器，土ࢣ器 本跡ˠ 4*604，4,3617

360� ̝ 11B0 ̣－ 20 －˃̚ ପԁ形 0��4ʷ0�61 26 Ԝತ 外܏ ࣗવ ೄ文土器

3610 ̝ 12F4 ̣－ 20 －˃̚ 長方形 1�3�ʷ0�5� 45 Ԝತ 外܏ ਓҝ 土ࢣ器 4*605 ˠ本跡ˠ 4%202

3611 ̝ 12G4 ̣－ 3� －˃̬ ෆ੔形 1�53ʷ1�27 32 Ԝತ 外܏ ਓҝ ೄ文土器，土ࢣ器 4*605 ˠ本跡

3613 ̝ 12D4 ̣－ 26 －˃̚ ପԁ形 0��6 （̫0�74） 50 ฏୱ 外܏ ࣗવ 土ࢣ器 4,361�，
4%202 ˠ本跡

3614 ̝ 11D� － ԁ形 0�5�ʷ0�55 36 状ࡼ 外܏ ࣗવ －

3615 ̝ 12E7 ̣－７ －˃̬ ପԁ形 1�0�ʷ0��6 25 状ࡼ 外܏ ࣗવ ೄ文土器，土ࢣ器

3616 ̝ 11F7 ̣－ 1� －˃̬ ପԁ形 1�0� （̫0��0） 25 ฏୱ 外܏ ࣗવ ೄ文土器，土ࢣ器 本跡ˠ 4%205

3617 ̝ 12F4 ̣－ �6 －˃̚ ۱ؙ長方形 2�10ʷ1�45 110 ฏୱ 外܏ ਓҝ ೄ文土器，土ࢣ器 4,360�，14� ˠ本跡

361� ̝ 12I0 ̣－ 71 －˃̬ ۱ؙ長方形 1�50ʷ0�74 54 Ԝತ 外܏ ਓҝ －

361� ̝ 12D4 ̣－ 25 －˃̚ ପԁ形 1�43ʷ1�21 �2 ฏୱ ௚ཱ ਓҝ 土ࢣ器，土製品 4%202 ˠ本跡
ˠ 4,35��・3613

3620 ̝ 12D5 ̣－ �2 －˃̬ ෆ੔形 2�12 （̫1�1�） 12� Ԝತ ௚ཱ ਓҝ ೄ文土器，土ࢣ器，土製品 4*611，4,3633 ˠ本跡

3623 ̝ 12D6 － ෆ੔形 2�03 （̫1�2�） 70 状ࡼ 外܏ ਓҝ ೄ文土器，土ࢣ器 本跡ˠ 4%202

3624 ̝ 12E4 － ԁ形 （1�76）̫ 1�6� 64 Ԝತ 外܏ ਓҝ ೄ文土器，土ࢣ器，土製品 4*603，4%202 ˠ本
跡ˠ 4,35�7・35��

3625 ̝ 12D5 ̣－ 62 －˃̚ ପԁ形 1��6ʷ0��� 114 Ԝತ 外܏ ਓҝ 土ࢣ器 4*603・611 ˠ本跡

3626 ̝ 12D� ̣－ 56 －˃̬ ෆ੔形 2��4ʷ2�1� �6 Ԝತ 外܏ ਓҝ ೄ文土器，土ࢣ器 本跡ˠ 4%202

－ 140 －



൪߸ Ґ�ஔ 長࣠（ܘ）方޲ ฏ�面�形
໛　　　　ن

底　面 壁　面 ෴　土 主�な�出�土�遺�物
උ　考

重ෳ関܎（ݹˠ৽）長ܘʷ୹ܘ（̼） ਂさ（ᶲ）

3627 ̝ 12E0 － ԁ形 0��7ʷ0��2 35 Ԝತ 外܏ ࣗવ －

362� ̝ 12C4 ̣－ 75 －˃ 8 ପԁ形 1�56ʷ1�00 24 Ԝತ 外܏ ࣗવ ೄ文土器，土ࢣ器，ੴ器

362� ̝ 12B4 － ପԁ形 1�4� （̫0�37） 11 Ԝತ ௚ཱ ࣗવ － 本跡ˠ 4*607

3630 ̝ 12E� ̣－ 1� －˃̚ ପԁ形 1�74ʷ0�76 �5 Ԝತ 外܏ ਓҝ ೄ文土器，土ࢣ器 4*60�，4,3704 ˠ
本跡

3631 ̝ 12H� ̣－ 30 －˃̬ ପԁ形 （1�23）̫ （1�01） 64 状ࡼ 外܏ ࣗવ ೄ文土器，土ࢣ器 本跡ˠ 4%202

3632 ̝ 12B4 － ʦପԁ形ʧ （0�63）̫ 0�63 15 ฏୱ 外܏ ࣗવ ೄ文土器，土ࢣ器 本跡ˠ 4*607

3633 ̝ 12D5 ̣－ 17 －˃̬ ෆ੔形 （1�46）̫ 1�2� 73 Ԝತ 外܏ ਓҝ ೄ文土器，土ࢣ器，鉄製品 4*611 ˠ本跡
ˠ 4,3620・3634

3634 ̝ 12D5 ̣－ 6� －˃̚ ପԁ形 1�61ʷ0��1 72 Ԝತ 外܏ ਓҝ ೄ文土器，土ࢣ器 4*611，4,3633，
4%202 ˠ本跡

3635 ̝ 13H1 ̣－ 65 －˃̬ ۱ؙ長方形 1�15ʷ1�04 67 ฏୱ 外܏ ਓҝ ೄ文土器，土ࢣ器，ಃ器，土製品

3636 ̞ 12B7 ̣－ �1 －˃̬ ପԁ形 1�12ʷ0��4 �5 ฏୱ ௚ཱ ਓҝ ೄ文土器，土ࢣ器 4%207 ˠ本跡

363� ̞ 11C0 ̣－ 21 －˃̬ ପԁ形 0�71ʷ0�60 34 状ࡼ 外܏ ࣗવ －

363� ̝ 12I� － ԁ形 1�17ʷ1�0� 25 ฏୱ 外܏ ࣗવ －

3640 ̞ 12B6 ̣－ 16 －˃̚ ۱ؙ長方形 1�42ʷ1�26 �0 Ԝತ ௚ཱ ਓҝ ೄ文土器，土ࢣ器，ಃ器 4%207 ˠ本跡

3641 ̝ 13H4 ̣－ 13 －˃̚ ۱ؙ長方形 2�2� （̫1�03） �5 ฏୱ ௚ཱ ਓҝ ೄ文土器，土ࢣ器

3642 ̞ 12D5 ̣－ �7 －˃̚ ۱ؙ長方形 1���ʷ1�13 26 ฏୱ ௚ཱ ࣗવ ೄ文土器，ੴ器 4,3652 ˠ本跡

3643 ̞ 13B2 ̣－ 1� －˃̬ ପԁ形 0��0ʷ0�6� 26 状ࡼ 外܏ ࣗવ －

3644 ̞ 13D4 ̣－ 20 －˃̚ ପԁ形 1�33ʷ1�03 60 Ԝತ 外܏ ࣗવ －

3645 ̞ 12C4 ̣－ 65 －˃̚ ෆ੔形 2�11ʷ1�55 10� Ԝತ 外܏ ਓҝ －

3646 ̝ 12K3 ̣－ 33 －˃̬ ପԁ形 0��6ʷ0�72 44 状ࡼ 外܏ ਓҝ －

3647 ̝ 12H4 ̣－ 53 －˃̬ ෆ੔形 0���ʷ0�74 4� Ԝತ 外܏ ࣗવ ೄ文土器，土ࢣ器

364� ̝ 12K� ̣－ 75 －˃ 8 長方形 1�45ʷ0��4 14 Ԝತ 外܏ ࣗવ 土ࢣ器

364� ̞ 13D3 ̣－ 4� －˃̚ ۱ؙ長方形 1�72ʷ0�70 76 Ԝತ ௚ཱ ਓҝ 土ࢣ器

3650 ̞ 12D0 － ପԁ形 0��6ʷ0�70 37 ฏୱ 外܏ ࣗવ －

3651 ̞ 13C3 ̣－ 30 －˃̚ ෆ੔形 1�74ʷ1�02 �4 Ԝತ ௚ཱ ਓҝ －

3652 ̞ 12D5 ̣－ 15 －˃̚ ۱ؙ長方形 1���ʷ1�21 �6 Ԝತ ௚ཱ ਓҝ ೄ文土器，土製品，炉壁 本跡ˠ 4,3642

3653 ̝ 13J3 ̣－９ －˃̚ ۱ؙ長方形 1�40ʷ1�17 52 ฏୱ ௚ཱ ਓҝ ೄ文土器，土ࢣ器

3654 ̞ 13F5 － ԁ形 0��4ʷ0�7� 52 Ԝತ 外܏ ࣗવ －

3655 ̝ 11D� ̣－ 62 －˃̚ ۱ؙ長方形 （1�70）̫ （1�4�） 123 Ԝತ 外܏ ਓҝ ೄ文土器，土ࢣ器 4*613 ˠ本跡ˠ 4%203

3656 ̝ 13I3 ̣－ 16 －˃̚ ۱ؙ長方形 1��4ʷ0��3 44 ฏୱ ௚ཱ ਓҝ － 4,371� ˠ本跡

3657 ̞ 13G3 ̣－ 10 －˃̚ ପԁ形 0��2ʷ0�7� 24 ฏୱ ௚ཱ ࣗવ －

365� ̞ 12I0 ̣－ 65 －˃̚ ପԁ形 0��2ʷ0�73 1� ฏୱ 外܏ ࣗવ －

365� ̞ 12I� － ԁ形 0���ʷ0��4 2� 状ࡼ 外܏ ࣗવ －

3660 ̞ 13G2 ̣－６ －˃̚ ପԁ形 1��3ʷ1�43 30 ฏୱ 外܏ ࣗવ －

3661 ̝ 13I3 － ପԁ形 0�73 （̫0�65） 50 ฏୱ 外܏ ࣗવ ೄ文土器

3662 ̝ 13H2 ̣－ �3 －˃̬ ପԁ形 0�67ʷ0�60 1� ฏୱ 外܏ ࣗવ ೄ文土器

3664 ̞ 13D6 － ʦପԁ形ʧ 1�7� （̫1�22） 1�� ฏୱ 外܏ ࣗવ －

3667 ̞ 12F7 ̣－ 57 －˃̬ ପԁ形 2�03ʷ1�70 35 ฏୱ 外܏ ࣗવ ೄ文土器

366� ̞ 12G� － ԁ形 1��0ʷ1�72 53 ฏୱ 外܏ ࣗવ ೄ文土器

366� ̞ 13F2 ̣－ 71 －˃̚ ପԁ形 0�6�ʷ0�60 54 ༗ஈ 外܏ ਓҝ －

3670 ̞ 12K6 － ԁ形 0�7�ʷ0�73 20 ฏୱ 外܏ ࣗવ ೄ文土器，土ࢣ器

3671 ̝ 13J3 － ʦପԁ形ʧ 2�21 （̫0�70） 2� ฏୱ 外܏ ࣗવ － 4,36�3・36�4 ˠ本跡

3672 ̞ 12F� ̣－ 37 －˃̚ ෆ੔形 2�3�ʷ1�60 126 Ԝತ 外܏ ਓҝ ೄ文土器，土ࢣ器，炉壁

3673 ̞ 12D� ̣－ 55 －˃̚ ෆ੔形 1�11ʷ1�04 �0 状ࡼ ௚ཱ ਓҝ 土ࢣ器

3674 ̞ 12J7 ̣－ 73 －˃̚ ପԁ形 0���ʷ0�74 15 Ԝತ 外܏ ࣗવ －

3675 ̞ 12E� ̣－ 74 －˃̚ ෆ੔形 1�52ʷ1�11 44 状ࡼ 外܏ ࣗવ 土ࢣ器

3676 ̞ 13G6 ̣－ 25 －˃̬ ପԁ形 1��0 （̫1�32） 176 Ԝತ 外܏ ࣗવ －
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൪߸ Ґ�ஔ 長࣠（ܘ）方޲ ฏ�面�形
໛　　　　ن

底　面 壁　面 ෴　土 主�な�出�土�遺�物
උ　考

重ෳ関܎（ݹˠ৽）長ܘʷ୹ܘ（̼） ਂさ（ᶲ）

3677 ̞ 12J7 － ԁ形 0��2ʷ0�7� 25 状ࡼ 外܏ ࣗવ － 4,3724 ˠ本跡

367� ̞ 12J6 － ԁ形 1�40ʷ1�34 36 状ࡼ 外܏ ࣗવ －

36�0 ̞ 12G� ̣－ 62 －˃̬ ପԁ形 1�16ʷ0��� 35 ฏୱ 外܏ ࣗવ ੴ器

36�1 ̝ 12H3 － ԁ形 1�22ʷ1�14 40 Ԝತ 外܏ ࣗવ ೄ文土器

36�2 ̞ 12E6 ̣－ 4� －˃̚ ۱ؙ長方形 1�10ʷ0��0 74 ༗ஈ ௚ཱ ਓҝ ೄ文土器

36�3 ̝ 13J3 － ʦପԁ形ʧ （0�64）̫ （0�4�） 16 状ࡼ 外܏ ࣗવ － 本跡ˠ 4,3671

36�4 ̝ 13J4 － ԁ形 1�21 （̫1�1�） 71 ฏୱ 外܏ ࣗવ － 本跡ˠ 4,3671

36�5 ̝ 13J3 ̣－ �5 －˃̚ ପԁ形 1�35ʷ0�65 30 ฏୱ 外܏ ਓҝ －

36�6 ̞ 12D5 － ପԁ形 （0���）̫ 0�7� 22 ฏୱ 外܏ ࣗવ － 4%206 ˠ本跡

36�7 ̞ 13G1 ̣－４ －˃̬ ପԁ形 1��4ʷ1�0� 67 Ԝತ 外܏ ਓҝ －

36�� ̞ 13C1 － ԁ形 0��4ʷ0�75 33 ฏୱ 外܏ ࣗવ －

36�� ̞ 12G6 － ԁ形 0�6�ʷ0�66 35 ฏୱ ௚ཱ ࣗવ －

36�0 ̞ 13F1 ̣－８ －˃̚ ପԁ形 1�46ʷ1�1� 41 ฏୱ ௚ཱ ࣗવ －

36�1 ̞ 12H1 － ԁ形 0�75ʷ0�72 3� ༗ஈ 外܏ ࣗવ －

36�2 ̞ 11D� ̣－ 36 －˃̬ ପԁ形 1�14ʷ1�01 52 ༗ஈ 外܏ ࣗવ ೄ文土器

36�3 ̞ 12E1 ̣－ 70 －˃̚ ۱ؙ長方形 1�04ʷ0�72 74 ༗ஈ ௚ཱ ࣗવ －

36�4 ̞ 11D0 ̣－ 16 －˃̚ ପԁ形 1�36ʷ0��� 52 Ԝತ 外܏ ࣗવ ೄ文土器，土ࢣ器 4,36�5 ˠ本跡

36�5 ̞ 11D0 ̣－ 16 －˃̚ ପԁ形 （1�0�）̫ 0��6 42 状ࡼ 外܏ ࣗવ ೄ文土器，土ࢣ器 本跡ˠ 4,36�4

36�6 ̞ 12D4 ̣－ 7� －˃̬ ପԁ形 2�06ʷ0�6� �� ฏୱ ௚ཱ ਓҝ 土ࢣ器

36�7 ̞ 12B1 ̣－ 7 －˃̚ ପԁ形 0���ʷ0��6 24 ฏୱ ௚ཱ ࣗવ 土ࢣ器

36�� ̞ 11G0 ̣－ 50 －˃̚ ପԁ形 （1�2�）̫ 0��3 10� ༗ஈ 外܏ ਓҝ 土ࢣ器 本跡ˠ 4*5�2

36�� ̝ 11I0 ̣－ 76 －˃̬ ۱ؙ長方形 2�7�ʷ1�06 11� Ԝತ ௚ཱ ਓҝ ೄ文土器，土ࢣ器 本跡ˠ 134

3700 ̜ 11K� － ԁ形 1�30ʷ1�21 42 Ԝತ 外܏ ࣗવ ೄ文土器

3701 ̞ 12I6 － ପԁ形 1�33ʷ1�06 47 Ԝತ 外܏ ࣗવ ೄ文土器

3702 ̞ 12C2 ̣－ 40 －˃̬ ۱ؙ長方形 1�40ʷ1�10 �� Ԝತ ௚ཱ ਓҝ ೄ文土器，土ࢣ器，᛽ 4*615 ˠ本跡

3703 ̞ 12J7 － ԁ形 1�3�ʷ1�34 46 Ԝತ 外܏ ࣗવ ೄ文土器，ੴ器 4,3724 ˠ本跡

3704 ̝ 12E� ̣－ 17 －˃̚ ପԁ形 （1�37）̫ 0�6� �4 Ԝತ 外܏ ਓҝ ೄ文土器，土ࢣ器 4*60� ˠ本跡
ˠ 4,3630

3705 ̝ 12F� － ପԁ形 （0��0）̫ （0�50） 2� Ԝತ 外܏ ਓҝ － 4*60� ˠ本跡

3707 ̝ 11E6 ̣－ 4� －˃̬ ପԁ形 0�62ʷ0�52 64 Ԝತ 外܏ ࣗવ 土ࢣ器 4%1�4 ˠ本跡

370� ̝ 11E6 － ԁ形 0�71ʷ0�70 �5 ༗ஈ 外܏ ࣗવ 土ࢣ器 4%1�4 ˠ本跡

370� ̝ 11E6 ̣－ 5� －˃̬ ପԁ形 0�62ʷ0�42 �2 Ԝತ 外܏ ࣗવ ೄ文土器，土ࢣ器 4%1�4 ˠ本跡

3710 ̞ 12J7 ̣－ 60 －˃̚ ପԁ形 1�0�ʷ0�77 44 Ԝತ 外܏ ਓҝ ೄ文土器，土ࢣ器

3711 ̝ 12G7 ̣－ 17 －˃̬ ପԁ形 1�03ʷ0�74 30 Ԝತ 外܏ ࣗવ － 4,3712 ˠ本跡

3713 ̝ 12J4 ̣－ 20 －˃̬ ପԁ形 2�70ʷ1�15 26 状ࡼ 外܏ ࣗવ 土ࢣ器，土製品 4*5�5 ˠ本跡ˠ 130・31

3714 ̞ 12C1 ̣－ 6� －˃̬ ۱ؙ長方形 0�76ʷ0�4� 47 ฏୱ ௚ཱ ࣗવ ೄ文土器 4*615，4,3715 ˠ本跡

3715 ̞ 12C1 ̣－ 6� －˃̚ ෆ੔形 1�03ʷ0��2 52 ฏୱ 外܏ ࣗવ ೄ文土器 4*615 ˠ本跡ˠ 4,3714

3716 ̞ 12H5 ̣－ 4� －˃̚ ෆ੔形 2�30ʷ1�24 40 Ԝತ 外܏ ਓҝ 鉄製品

3717 ̝ 12F5 ̣－ 77 －˃̬ ପԁ形 1�54ʷ1�26 56 Ԝತ 外܏ ਓҝ ೄ文土器，土ࢣ器 4,3721 ˠ本跡

371� ̝ 13J3 － ପԁ形 1�67 （̫1�43） 1�� ฏୱ ௚ཱ ࣗવ － 本跡ˠ 4,3656

371� ̝ 12E7 － ପԁ形 1�12ʷ0��6 75 ฏୱ ௚ཱ ਓҝ － 4,3726 ˠ本跡

3720 ̞ 12K6 ̣－ �3 －˃ 8 ପԁ形 1�22ʷ0��0 52 Ԝತ 外܏ ࣗવ －

3722 ̝ 12E6 ̣－ 65 －˃̬ ପԁ形 1�61ʷ1�03 �0 ฏୱ 外܏ ਓҝ － 本跡ˠ 4,35�1・35�2

3723 ̝ 12F7 ̣－ 7� －˃̬ ପԁ形 1�67ʷ0�74 �2 Ԝತ 外܏ ਓҝ － 4,3726 ˠ本跡

3724 ̞ 12J7 ̣－ 4� －˃̚ ପԁ形 1�04 （̫0�70） 34 状ࡼ 外܏ ࣗવ － 本跡ˠ 4,3677・3703

3725 ̟ 11B5 － ԁ形 （0���）̫ 0��2 26 Ԝತ 外܏ ࣗવ － 本跡ˠ 4*557，1111

3726 ̝ 12E6 － ෆ੔形 （1��0）̫ 1�71 35 状ࡼ 外܏ ࣗવ － 本跡ˠ 4,371�・3723
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第 3߸ϐοτܭ܈ଌ表

൪߸ 長ܘ ୹ܘ ਂさ ൪߸ 長ܘ ୹ܘ ਂさ ൪߸ 長ܘ ୹ܘ ਂさ

３ 46 37 45 11 54 54 17 21 4� 45 41

４ 4� 44 21 12 30 2� 31 22 60 52 42

５ 36 32 32 13 34 32 51 23 50 40 2�

６ 3� 36 1� 14 36 34 40 25 3� 2� 36

８ 42 3� 26 15 5� 4� 42 26 41 41 13

９ 36 1� 1� 16 40 32 47

10 32 26 37 20 52 52 15

൪߸ Ґ�ஔ 長࣠（ܘ）方޲ ฏ�面�形
໛　　　　ن

底　面 壁　面 ෴　土 主�な�出�土�遺�物
උ　考

重ෳ関܎（ݹˠ৽）長ܘʷ୹ܘ（̼） ਂさ（ᶲ）

3727 ̝ 12I3 － ԁ形 0�7�ʷ0�74 20 ฏୱ 外܏ ࣗવ ೄ文土器，土ࢣ器 本跡ˠ 4*5�4

372� ̟ 11C� － ԁ形 1�25ʷ1�15 36 Ԝತ 外܏ ࣗવ － 4*61� ˠ本跡

372� ̝ 12I3 － ʦପԁ形ʧ （1�11）̫ 0�67 32 Ԝತ 外܏ ࣗવ － 本跡ˠ 4*5�4

第４߸ϐοτܭ܈ଌ表

൪߸ 長ܘ ୹ܘ ਂさ ൪߸ 長ܘ ୹ܘ ਂさ ൪߸ 長ܘ ୹ܘ ਂさ

42 2� 24 23 59 2� 2� 20 65 5� 4� 40

43 46 31 32 60 27 24 3� 105 42 40 25

51 33 32 3� 61 2� 22 26 106 33 32 23

52 42 34 17 63 4� 46 44 107 62 50 64

56 45 3� 30 64 30 26 42

表８　時期ෆ໌ϐοτ܈一ཡ表

൪߸ Ґ�ஔ
ൣғ（̼）

ϐοτ਺ ϐοτ
ฏ面形

໛（DN）ن
主�な�出�土�遺�物

උ　考

重ෳ関܎（ݹˠ৽）ೆ北 東੢ 長ܘ ୹ܘ ਂさ

３ ̝ 11D7 ～̝ 11G0 12 11 1� ԁ・ପԁ 30 ～ 60 1� ～ 52 13 ～ 51 －

４ ̝ 12G0 ～̝ 13I1 ９ 10 14 ԁ・ପԁ 27 ～ 62 22 ～ 50 17 ～ 64 －

表９　時期ෆ໌遺構一ཡ表

൪߸ Ґ�ஔ 長ܘ方޲ ฏ�面�形
໛　　　　ن

底　面 壁　面 ෴　土 主�な�出�土�遺�物
උ　考

重ෳ関܎（ݹˠ৽）長ܘʷ୹ܘ（̼） ਂさ（ᶲ）

３ ̝ 12K5 － ෆ੔ପԁ形 0�25 ʷ 0�1� － － － － －

－ 143 －

（4）　ϐοτ܈

　２か所確認された。第３߸ϐοτ܈は，)11D7 ～ )11G0 にか͚ての東੢ 11 ̼，ೆ北 12 ̼のൣғからϐο

τ 1� か所，第４߸ϐοτ܈は，)12H� ～ )13I1 にか͚ての東੢ 10 ̼，ೆ北９̼のൣғからϐοτ 14 か所が

確認された。いͣれも۷ཱ柱ݐ物跡やྻࡤを想定で͖るنଇతな഑ஔは認められͣ，出土遺物もわͣかなため，

用్・時期などはෆ໌である。ここでは，͝܈とのϐοτܭ܈ଌ表ٴͼϐοτ܈一ཡ表を掲載し，࣮ଌ図は遺

構શ体図で঺հする。

（5）　ෆ໌遺構

　一ཡ表を掲載する。࣮ଌ図は遺構શ体図で঺հする。
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（6）　遺構外出土遺物

　遺構に൐わない主な遺物について࣮ଌ図ٴͼ観࡯表を掲載する。

第 119 図　遺構外出土遺物࣮ଌ図（１）
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第 120 図　遺構外出土遺物࣮ଌ図（２）
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第 121 図　遺構外出土遺物࣮ଌ図（３）
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第 122 図　遺構外出土遺物࣮ଌ図（４）
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第 123 図　遺構外出土遺物࣮ଌ図（５）
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遺構外出土遺物器観࡯表（第 11� ～ 124 図）

൪߸ छ　ผ 器छ 口ܘ 器高 底ܘ ଻　　土 ৭　調 ম成 ख　๏　の　特　௃　΄　か 出土Ґஔ උ　考

276 ೄ文土器 ਂു － （5�3） － 長ੴ・ੴӳ・Ӣ฼ にͿい੺׊ ී通 Ωβϛを༗するಥى部 表土 ５ˋະຬѨۄ台ࣜ

277 ೄ文土器 ਂു － （1�5） － 長ੴ・ੴӳ・Ӣ฼ ໌੺׊ ී通 Ωβϛを༗するོଳ 4*5�7 ５ˋະຬѨۄ台ࣜ

27� 土ࢣ器 高ᆀ － （6�7） － 長ੴ・ੴӳ ੺ ී通 脚部外面ϔϥຏ͖・੺࠼　内面ϔϥφσ ֧ཚ 30�

27� 土ࢣ器 高ᆀ － （��3） － 長ੴ・ੴӳ にͿいԫ׊ ී通 脚部外・内面ϔϥφσ ֧ཚ 30ˋ

2�0 土ࢣ器 高ᆀ － （5�2） ʦ��0ʧ 長ੴ・ੴӳ にͿいԫᒵ ޷ྑ 脚部外面ϋέ໨後，ϔϥ࡟り　内面ϋέ໨後，ϔϥφσ 4%1�4 30ˋ

2�1 土ࢣ器 高ᆀ － （3�1） － 長ੴ・ੴӳ ᒵ ී通 脚部外面ϔϥຏ͖　内面ϔϥφσ 4*5�7 ５ˋ

2�2 土ࢣ器 ു ʦ15��ʧ（4��） － 長ੴ・ੴӳ にͿいԫ׊ ී通 体部外面ϔϥ࡟り　内面ϔϥ࡟り後，ϔϥຏ͖　ࠇ৭ॲཧ 4*606 ５ˋ

2�3 土ࢣ器 ു ʦ15�2ʧ（4�6） － 長ੴ・ੴӳ ᒵ ී通 体部外・内面ϔϥຏ͖ 4*5�1 ５ˋ

2�4 土ࢣ器 ു ʦ13�6ʧ（2��） － 長ੴ・ੴӳ ੺׊ ී通 体部外面ԣφσ　内面ϔϥຏ͖ 4*604 ５ˋ

2�5 土ࢣ器 ᆵ － （2�7） － 長ੴ・ੴӳ ੺ ී通 ᰍ部外面ϔϥຏ͖・੺࠼　Ωβϛを༗するོଳ貼付͚　内面ϔϥφσ　上൒੺࠼ 4,3535 ５ˋະຬ

2�6 土ࢣ器 ᆵ ʦ15��ʧ（5�6） － 長ੴ・ੴӳ にͿい׊ ී通 口ԑ部外面ԣφσ後，ϔϥφσ　内面ϋέ໨後ϔϥφσ　ᰍ部外面ϋέ໨後，ϔϥຏ͖ 4,35�1 ５ˋ

2�7 土ࢣ器 ᙈ ʦ15�6ʧ（13��） － 長ੴ・ੴӳ ᒵ ී通 口ԑ部外面ԣφσ　内面ϔϥφσ　体部外面上൒ϔϥຏ͖　下൒ϔϥ࡟り　内面ϔϥφσ 4,35�2 20ˋ

2�� 土ࢣ器 ᙈ ʦ16�4ʧ（12�2） － 長ੴ・ੴӳ・Ӣ฼ にͿいԫ׊ ී通 口ԑ部外・内面ԣφσ　体部外面ϔϥ࡟り　ഗ付ண　ೋ࣍ඃ೤によるϋδέ　内面ϔϥφσ 4*611 30�

2�� 土ࢣ器 ᙈ ʦ17�0ʧ（10�2） － 長ੴ・ੴӳ にͿいԫᒵ ී通 口ԑ部外面ԣφσ　内面ԣφσ後，ϔϥຏ͖　体部外面ϋέ໨　ഗ付ண　内面ϔϥφσ 表土 20ˋ

－ 14� －

第 124 図　遺構外出土遺物࣮ଌ図（６）
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൪߸ छ　ผ 器छ ଻　　土 ৭　 調 ख　๏　の　特　௃　΄　か 出土Ґஔ උ　考

51�� ೄ文土器 ਂു 長ੴ・ੴӳ・Ӣ฼ փԫ׊ 口ԑ部にࢗಥ文を施文 表土 ５ˋະຬѨۄ
台ࣜ　1-22

51�� ೄ文土器 ਂു 長ੴ・ੴӳ・Ӣ฼ ᒵ ོଳによる区ը文　区ը内はԡҾ文を施文 ֧ཚ ５ˋະຬѨۄ
台ࣜ　1-22

51�0 ೄ文土器 ਂു 長ੴ・ੴӳ・Ӣ฼ ᒵ ೾状口ԑ　口৶部に௜ઢを施文　୯અೄ文3-を施文後，口ԑ
部にࢗಥ文　௜ઢで文様をඳ出 4*5�7 ５ˋະຬѨۄ

台ࣜ　1-22

51�1 ೄ文土器 ਂു 長ੴ・ੴӳ փԫ׊ Ωβϛを༗するོଳを施文　௜ઢで文様をඳ出 表土 ５ˋະຬѨۄ
台ࣜ　1-22

51�2 ೄ文土器 ਂു 長ੴ・ੴӳ にͿいԫᒵ 無અೄ文̧೨ࢳ（୯࣠１類） 表土 ５ˋ中期前葉

51�3 ೄ文土器 ਂു 長ੴ・ੴӳ ᒵ ୯અೄ文3-をॎ方޲に施文後，௜ઢがԊうོଳにަࢗޓಥ文 4,3550 10ˋ　Ճી
ར̚ᶗࣜ

51�4 ೄ文土器 ਂു 長ੴ・ੴӳ ੺׊ ௜ઢがԊうོଳによる区ը文　区ը内は୯અೄ文 -3をԣ方޲
に施文　体部は３৚一૊の௜ઢ文によるݒਨ文を施文 ֧ཚ ５ˋՃીར̚

ᶙࣜ　1-22

51�5 ೄ文土器 ਂു 長ੴ・ੴӳ・Ӣ฼ ໌੺׊ ௜ઢでࣼ֨子状の文様をඳ出 表土 ５ˋງ೭内
ࣜ　1-22

51�6 ೄ文土器 ਂു 長ੴ・ੴӳ・Ӣ฼ ໌ԫ׊ ೾状口ԑ　௜ઢによる区ը文　୯અೄ文 -3をԣ方޲に施文 表土 ５ˋະຬງ
೭内ࣜ

51�7 ೄ文土器 ਂു 長ੴ・ੴӳ・Ӣ฼ ᒵ 口ԑにಥىを༗する　୯અೄ文 -3を施文後，Ωβϛを༗するོଳٴͼ௜ઢを施文 表土 ５ˋງ೭内ࣜ

51�� ೄ文土器 ਂു 長ੴ・ੴӳ・Ӣ฼ ໌੺׊ ོଳٴͼ無અೄ文̧で文様をඳ出 4*5�6 ງ೭内１ࣜ

൪߸ 器　छ 長さ ෯ ܘ޸ 重量 ଻　　土 特　　　　௃ 出土Ґஔ උ　考

%131 土ۄ 2�6 2�� 0�6 20�� 長ੴ・ੴӳ・Ӣ฼ φσ　一方޲からのઠ޸ 表土

%132 土ۄ 2�5 2�4 0�5 14�� 長ੴ・ੴӳ φσ　一方޲からのઠ޸ 4,3713

%133 土ۄ 1�� 2�1 0�5 ��5 長ੴ・ੴӳ φσ　一方޲からのઠ޸ 4,3713

%134 ؅状土਴ 4�� 4�0 0�� �0�1 長ੴ・ੴӳ φσ　一方޲からのઠ޸ ֧ཚ

%135 ؅状土਴ 5�5 4�0 0�� �1�1 長ੴ・ੴӳ φσ　一方޲からのઠ޸ 4%1�4

൪߸ 遺　物　໊
ଌ஋（ᶲ）ܭ

重量（ｇ） ࣓ண౓ ϝλϧ౓ 特　　　　௃ 出土Ґஔ උ　考
長さ ෯ ްさ

%136 炉壁（製錬炉） 7�� ��1 2�� �6�2 １ なし
内面が҉੺׊৭でӈଆԑがࠇ৭Ψϥε࣭に滓Խ　ଆ部はશपがഁ面
で外面はണ཭面となる　内面には໦୸ࠟによるۼみがੜじている　
଻土は࣭࠭でεαの混入が認められる

4%1�4

൪߸ छ　ผ 器छ 口ܘ 器高 底ܘ ଻　　土 ৭　調 ম成 ख　๏　の　特　௃　΄　か 出土Ґஔ උ　考

2�0 土ࢣ器 ᙈ ʦ13�4ʧ（6�3） － 長ੴ・ੴӳ ໌ԫ׊ ී通 口ԑ部外・内面ԣφσ　体部外面ϔϥφσ　ഗ付ண　内面ϔϥ࡟り 4*606 10ˋ

2�1 土ࢣ器 ϛχνϡ
Ξ土器 7�2 4�2 3�7 長ੴ・ੴӳ ໌੺׊ ޷ྑ 体部外面上൒ࢦ಄ࠟ　下൒ϔϥφσ　ྠੵࠟ　内面ϔϥφσ 4,35�2 70ˋ

2�2 土ࢣ器 ख፻土器 ʦ7�6ʧ 3�1 ʦ2�0ʧ 長ੴ・ੴӳ ᒵ ී通 体部外・内面面ࢦ಄ࠟ・ϔϥφσ　 4,3620 30ˋ

2�3 ਢܙ器 ￼ － （2�6） － 長ੴ・ੴӳ փ׊ ޷ྑ ᰍ部外面ϩΫϩφσ　೾状文　内面ϩΫϩφσ 4*604 ５ˋະຬ

2�4 土ࢣ器 ᆀ ʦ12�0ʧ（4�0） － 長ੴ・ੴӳ・Ӣ฼ ໌ԫ׊ ී通 体部外・内面ϩΫϩφσ 4,3546 10ˋ

2�5 土ࢣ器 高台付椀ʦ13�2ʧ 5�2 5�4 長ੴ・ੴӳ・Ӣ฼ ᒵ ී通 体部外面ϩΫϩφσ　下୺ϔϥφσ　内面ϔϥຏ͖　ࠇ৭ॲཧ 表土 40ˋ

2�6 土ࢣ器 高台付椀ʦ15��ʧ（4�4） － 長ੴ・ੴӳ にͿいԫᒵ ී通 体部外面ϩΫϩφσ　下୺ϔϥ࡟り　内面ϔϥຏ͖　ࠇ৭ॲཧ 4,3625 10ˋ

2�7 土ࢣ器 高台付椀ʦ14��ʧ（5�0） － 長ੴ・ੴӳ ᒵ ޷ྑ 体部外面ϩΫϩφσ　下୺回転ϔϥ࡟り　内面ϔϥຏ͖　ࠇ৭ॲཧ 4,3546 20ˋ

2�� 土ࢣ器 ᙈ ʦ20�0ʧ（11�2） － 長ੴ・ੴӳ ໌ԫ׊ ී通 口ԑ部外・内面ԣφσ　体部外面ϔϥ࡟り　内面ϔϥφσ・ϋέ໨ 4,355� 10ˋ

2�� 土ࢣ器 ᙈ ʦ22�6ʧ（11�1） － 長ੴ・ੴӳ ᒵ ޷ྑ 口ԑ部外・内面ԣφσ　体部外面ϔϥ࡟り　内面ϔϥφσ 4%1�4 10ˋ

300 土ࢣ器 ᙈ ʦ22�4ʧ（6�2） － 長ੴ・ੴӳ ᒵ ී通 口ԑ部外・内面ԣφσ　体部外面ϔϥ࡟り　内面ϔϥφσ 4,3620 ５ˋະຬ

301 ਢܙ器 ᙈ － （3��） － 長ੴ・ੴӳ ҉փ ޷ྑ 口ԑ部外・内面ԣφσ 4%1�4 ５ˋະຬ

302 ਢܙ器 ᙈ － （3�4） － 長ੴ・ੴӳ փ ޷ྑ 口ԑ部外・内面ϩΫϩφσ 表土 ５ˋະຬ

303 ਢܙ器 ᙈ － （3�1） － 長ੴ・ੴӳ փ ෆྑ 体部外面ϔϥ࡟り　内面ϩΫϩφσ 4%1�4 ５ˋະຬ

304 ਢܙ器 ᙈ － （7�0） － 長ੴ・ੴӳ փ ޷ྑ 体部外面ϩΫϩφσ　下୺回転ϔϥ࡟り　内面ϔϥφσ ̥ 105 ５ˋະຬ

305 土ࢣ器 ࡼ ʦ6�2ʧ （1�7） － 長ੴ・ੴӳ ᒵ ޷ྑ 体部外面ԣφσ後，φσ　内面φσ 表土 30�

306 土ࢣ器 ౮໌ࡼ ʦ��1ʧ （2�0） ʦ6�2ʧ 長ੴ・ੴӳ・Ӣ฼ ԫᒵ ޷ྑ 口ԑ部外・内面ഗ付ண　体部外・内面ϔϥφσ　底部回転ࢳ੾り 4,3707 30�

307 ಃ器 椀 ʦ17�4ʧ（4�2） － ៛ີ ΦϦʔϒ ޷ྑ ྘ᬵ　体部外・内面ϩΫϩφσ 4%1�4 10ˋ

30� ಃ器 椀 ʦ16�2ʧ（4�1） － ີ փന ී通 փᬵ　体部外・内面ϩΫϩφσ 4,3635 ５ˋ

30� ಃ器 椀 － （1�4） ʦ7��ʧ ີ փന ޷ྑ ໺ম　体部外・内面ϩΫϩφσࢤ 4,3653 ５ˋະຬ

310 ಃ器 ࢛ࣖᆵ － （6�2） － ៛ີ փന ޷ྑ ੉ށম　体部外面ϩΫϩφσ　内面ϋέ໨　ྠੵࠟ 表࠾ ５ˋ　1-31

311 ಃ器 ළϱ － （2�3） － ៛ີ にͿいԫ׊ ී通 鉄ᬵ　体部外・内面ϩΫϩφσ 表土 ５ˋ

312 ಃ器 ᙈ ʦ41�0ʧ（7�1） － ີ փ׊ ී通 鉄ᬵ　体部外・内面ϩΫϩφσ 4%1�4 ５ˋະຬ　1-31
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൪߸ 器　छ 長さ ෯ ްさ 重量 ࣭　　ࡐ 特　　　　௃ 出土Ґஔ උ　考

̦ 24 ണ片 4�2 2�1 0�7 4�5 ੴ༵ࠇ ണ཭ࡉଆԑඍࠨ 4*610

̦ 25 ണ片 2�� 2�2 0�� 4�� ੴ༵ࠇ ଆԑ部ೋ࣍Ճ޻ 4*610

̦ 26 ੴ鏃 2�3 1�� 0�3 1�3 ҆山ؠ Ԝج無ܪ鏃 表土 1-31

̦ 27 ੴ鏃 1�7 1�7 0�4 0�� νϟʔτ Ԝج無ܪ鏃 4*605 1-31

̦ 2� ੴ鏃 （2�0） （1�5） 0�4 0�7 νϟʔτ ฏج無ܪ鏃　先୺部ٴͼӈଆԑ部ܽଛ 4*5�2 1-31

̦ 2� ᑹ形ੴ器 2�6 2�3 0�4 2�� νϟʔτ ണ཭ࠟۃ྆ 表土

̦ 30 ෆ定形ੴ器 7�2 4�1 1�1 43�6 ҆山ؠ ଆԑ部ೋ࣍Ճ޻ 表土 1-31

̦ 31 ຏ製ੴි （��6） 5�2 3�5 26��� ҆山ؠ 部ܽଛ　྆ฏਕج 4%1�4 1-31

̦ 32 ੴࡼ 23�4 13�1 6�4 2234�5 ҆山ؠ 用面２面࢖ 表土 1-32

̦ 33 ੴࡼ （���） （7�0） 3�7 31��3 ҆山ؠ 用面１面࢖ 表土

̦ 34 ຏੴ・Ꮟੴ ��5 ��0 5�� 617�6 ҆山ؠ ຏ面１面　Ꮟ͖面３面 表土

̦ 35 ੴ਴ ��4 6�� 1�7 131�7 ؠփڽ 表ཪଆԑ部ଧ͖ͪܽ 表土 1-31

̦ 36 ੴ਴ 6�0 5�� 0�� 45�0 ؠփڽ 表ཪଆԑ部ଧ͖ͪܽ 表土

̦ 37 Ԝੴ 24�� 16�2 ��2 3703�5 ݁থ片ؠ ຏり࢖用面１面　Ԝ部２か所 表土 1-32

̦ 3� ౐ੴ （10�6）（6��） 3�4 3�2�4 ݁থ片ؠ 料付ணإ用面３面　੺৭࢖ 4,3620

̦ 3� ۄ؅ 1�� 0�7 0�4 1�� ྘৭ڽփؠ 一方޲からのઠ޸ 表土 1-32

൪߸ 遺　物　໊
ଌ஋（ᶲ）ܭ

重量（ｇ） ࣓ண౓ ϝλϧ౓ 特　　　　௃ 出土Ґஔ උ　考
長さ ෯ ްさ

̢ 24 鉄塊系遺物 － － － 3�0 ３ ̝（˓） 長さ２DNະຬのෆ੔台形　ްさ 0�2NN΄どで，表面はฏୱである 4,3527

̢ 25 ؚ鉄鉄滓 2�1 2�0 2�1 6�7 ２ ᭕Խ（˚）小Ϳりのෆ੔֯ࡾ形　ӈଆ部がഁ面となる　表面はࡺ๲れがൃୡしている 4,3633

̢ 26 鉄製品（鍛଄品） 3�� 4�2 0�2 12�� ２ なし Ϧϯά状　表面はࢎԽ土࠭に෴われ，上面にはࡺ๲れ
あり　྆୺部がഁ面となる　᭕Խしてਊ部が中ۭ 4,3716

̢ 27 ؚ鉄鉄滓 4�3 3�0 2�6 21�1 ３ ̢（˕） ෆ੔形　表面はࢎԽ土࠭とࡺ๲れに෴われており，໌確なഁ面は認められない　ؚ鉄部は上面下ख ̥ 51

̢ 2� 炉内流動滓 3�3 5�5 4�� 66�3 １ なし ෆ੔֯ࡾ形　上面は流動ੑがみられ，下面は޸ؾが໨ཱつ 表土

̢ 2� 炉内滓 5�2� 4�4 3�0 ���1 ３ ̢（˕）
શ体にࢎԽ৭がڧく，ෆ੔台形　表面は流動ੑが無く，
๲れがൃୡしている　ഁ面はࡺが໨ཱつ　下面は޸ؾ
２面でࠨଆ部に໦୸ࠟによるۼみがੜじている

֧ཚ

൪߸ 器　छ 長さ ෯ ްさ 重量 ࣭　　ࡐ 特　　　　௃ 出土Ґஔ උ　考

.30 Ԏ؅ 5�6 1�5 1�0 7�� ੨ಔ ट・付͚方部෼أ 表土 1-32

－ 151 －

１　はじめに

　当遺跡はฏ成４～８೥౓の調査で໌らかにされているように，ೄ文時୅前期からۙ世にか͚てのෳ合遺跡で

ある。今回の調査は，遺跡ೆ୺部のೆ東にுり出すઉ状台地のԑล部，7,000ᶷをର৅に行い，ೄ文時୅の竪

穴住居跡５ݢ，土޵ 15 ෿時୅の竪穴住居跡ݹ，ج 14 ฏ҆時୅の竪穴住居跡，ݢ 17 などج１޵世のุۙ，ݢ

を確認した。

　ここでは，今回得られた調査成Ռとこれまでの調査成Ռをجに，ೄ文時୅中期後葉のՃીརࣜ̚期，後期前

葉のງ೭内ࣜ期，ݹ෿時୅前期，ฏ҆時୅，ۙ世の時୅͝とに集落มભや様૬などをݕ౼し，まとめとする１）。

　なお，土器については今回の調査で出土したものとʰҵ৓ڭݝҭஂࡒ文Խࡒ調査ใࠂʱ第 �7・127・146・

147 集でใࠂされているもののみをର৅にݕ౼した。また，ͦの他の時期に関してはʰҵ৓ڭݝҭஂࡒ文Խࡒ

調査ใࠂʱ第 147 集においてৄࡉに記載されているのでͦͪらをࢀরされたい。

　　第４અ ま と め



表 10　Ճીར̚ᶙࣜ期住居跡ଐੑ一ཡ表

遺構໊ Ґ ஔ ฏ面形 主࣠方޲
ن ໛ 内　部　施　設

෴　土
長࣠ʷ୹࣠（̼） 主柱穴 ิॿ柱穴 出入り口 ϐοτ 炉

4* ２" #５I0 ପԁ形 － 5��6 ʦ5�06ʧ ６ ７ － １ 埋ᙈ炉 ਓҝ

4* ６ "５K� ପԁ形 － 6��6 ʦ5�22ʧ ５ － － ２ 地床炉ʷ２ ਓҝ

4* ７ ̗５H� ପԁ形 － 7�31 6�22 ６ ４ － １ 地床炉ʷ２ ਓҝ

4*11 " ５J5 ପԁ形 － 6�13 4�70 ５ ２ － １ 地床炉 ࣗવ

4*12 # ５B4 ପԁ形 － 6�6� 6�00 ６ ２ － ５ 地床炉 ਓҝ

4*17 # ５I5 ԁ形 － 5�05 4��5 ３ － － ３ 埋ᙈ炉 －

4*1� # ５J4 ԁ形 － 5�15 4��6 ６ ５ － － － ࣗવ

4*20 # ４C0 ԁ形 － 4��� 4��7 ６ ３ １ － 地床炉 ਓҝ

4*22 # ４B1 ପԁ形 － 5�53 5�00 ５ － － － 地床炉 ਓҝ

4*2� "４K� ԁ形 － 5�53 5�0� ７ ３ － － 地床炉 ਓҝ

4*30 ̗４B7 ପԁ形 － 5��5 ʦ5�00ʧ ７ １ － ３ 地床炉 －

4*34 ̗４F4 ԁ形 － 5�05 5�02 ５ １ － １ 地床炉 ਓҝ

4*35 ̖ ̗３K5 ԁ形 － 5�66 5�27 ８ － － － 地床炉 －

4*36 ̗３E5 ପԁ形 － 7�14 6�17 ８ ５ － － ෳࣜ炉・
地床炉 ਓҝ

4*4� ̚２C5 ԁ形 － ʦ5�62ʧ 5�47 ７ ３ － － 地床炉 ਓҝ

4*53 ̗ 17I� ʦପԁ形ʧ ʦ̣－ 1� －˃̚ʧ ʦ5�00ʧ ʦ4�30ʧ ５ － － 11 地床炉 ࣗવ

4*54 ̗ 17H� ପԁ形 ̣－ 66 －˃̬ 3�35 ʦ2�75ʧ ２ － － １ 地床炉 ࣗવ

4*5� ̗ 17J� ʦପԁ形ʧ /－ 2� －˃̚ 6��0 ʦ6�15ʧ ３ － － ７ 地床炉 ࣗવ

4*60 ̗ 17I7 ۱ؙ長方形 ̣－ �5 －˃̬ 3�05 2�50 － － － ３ 地床炉 ࣗવ

4*63 ̗ 17E2 ପԁ形 ̣－ 46 －˃̚ 3��� 3�12 ５ １ － １ 地床炉 ࣗવ

4*67 ̗ 16H0 ପԁ形 － 5�70 5�33 ５ － － ７ 地床炉 ࣗવ

4*�� ̘ 1�G6 ପԁ形 ̣－ 26 －˃̚ 5�3� 4��0 ６ １ － １ － ࣗવ

4*�� ̘ 1�F6 ʦପԁ形ʧ ʦ̣－ 63 －˃̚ʧ 2��1 ʦ2�52ʧ － － － － 地床炉 ࣗવ

4*104 ̙ 15D4 ʦԁ形ʧ － 7�6� ʦ7�40ʧ ４ － － ３ 地床炉 －

－ 152 －

２　ೄ文時୅

　中期後葉Ճીརࣜ̚期の竪穴住居跡２ݢ，土޵ 10 時期ෆ໌，ݢ後期前葉ງ೭内１ࣜ期の竪穴住居跡２，ج

の竪穴住居跡１ݢ，土ج５޵を確認した。このうͪ，中期後葉Ճીརࣜ̚期の住居跡は土器の特௃からՃીར

̚ᶙࣜ期のものと考えられる。

　Ճીར̚ᶙࣜ期の住居跡は，これまでの調査で 70 は，遺跡中ԝ部の台地ฏୱگ確認されている。෼෍状ݢ

部に１ݢ，遺跡東部の台地ฏୱ部に 61 である。今回の調査でݢ遺跡ೆ部の小支୩東ଆの台地ԑล部に８，ݢ

は２ݢが確認され，当該期の集落の޿がりが，遺跡ೆ部の台地ԑล部までٴͿことが໌らかとなͬた（第 125

図）。以下，住居跡ଐੑの一ཡ表を掲載し，ͦの特௃と޲܏を記述する。

　住居跡のن໛は，長ܘが２～４̼のものが７５̼～４，ݢのものが 10 ６̼のものが～５，ݢ 26 ７～６，ݢ

̼のものが17８̼～７，ݢのものが７８̼，ݢ以上のものが１ݢで，５～７̼のものが主体を占める２）。形状は，

ԁ形のものが 23 ପԁ形のものが，ݢ 3� ෆ੔ପԁ形の，ݢෆ੔ԁ形のものが３，ݢ۱ؙ長方形のものが２，ݢ

ものが１ݢで，ԁ形，ପԁ形のものが主体を占める。主柱は２本柱のものが２３，ݢ本柱のものが３４，ݢ本

柱のものが 13 ５本柱のものが，ݢ 1� ６本柱のものが，ݢ 12 ，ݢ８本柱のものが４，ݢ7本柱のものが７，ݢ

９本柱のものが 主柱穴が無いものが，ݢ1 12 で，４～６本柱のものが主体を占める。炉はݢ 63 でݢ 72 確ج

認されており，ͦの内༁は地床炉 47 土器埋設炉，ج 10 埋ᙈ炉，土器片，ج土器片ғい炉４，جෳࣜ炉３，ج

ੴғい炉，土器片ғい土器埋設炉，ੴғい炉がͦれͧれ２جで，地床炉が主体を占める。



遺構໊ Ґ ஔ ฏ面形 主࣠方޲
ن ໛ 内　部　施　設

෴　土
長࣠ʷ୹࣠（̼） 主柱穴 ิॿ柱穴 出入り口 ϐοτ 炉

4*137 ̘ 16D7 ପԁ形 ̣－ 44 －˃̚ 6�3� 5�53 ５ ６ － 12 地床炉・土器
片ғい炉 ࣗવ

4*13� ̗ 17K0 ପԁ形 ̣－ 5� －˃̬ 4�2� 3��4 ４ － － ５ 地床炉 ࣗવ

4*155 ̗ 16J7 ʦପԁ形ʧ ʦ̣－ �2 －˃̚ʧ ʦ6�04ʧ ʦ5�12ʧ ４ － － ７ 土器片ғい土
器埋設炉 ࣗવ

4*165 ̙ 1�B� ԁ形 － 5�36 5�25 ５ － － ２ 地床炉 ਓҝ

4*16� ̘ 15F6 ପԁ形 ̣－ 50 －˃̬ 5�16 3�4� － － － ２ － ࣗવ

4*16� ̘ 15D4 ʦପԁ形ʧ ʦ̣－ 52 －˃̬ʧ ʦ7�50ʧ ʦ6�04ʧ ５ － － ８ 土器片ੴ
ғい炉 ࣗવ

4*17� ̘ 15K2 ʦԁ形ʧ － ʦ6�5�ʧ ʦ6�40ʧ ６ ２ － ２ 地床炉 ਓҝ

4*17� ̙ 15B1 ʦԁ形ʧ － ʦ7��5ʧ 7�52 ４ ２ － ５ 地床炉・
ੴғい炉 ਓҝ

4*1�6 ̘ 16H1 ʦԁ形ʧ － 6�00 ʦ5�50ʧ ４ ４ － ７ 地床炉 ࣗવ

4*1�5 ̘ 16B1 ʦԁ形ʧ － 5�21 ʦ5�07ʧ ５ ２ － － 土器埋設炉 －

4*1�6 ̘ 15F5 ʦෆ੔ԁ形ʧ － ʦ4�10ʧ ʦ3��6ʧ － － － ５ 土器埋設炉 －

4*200 ̘ 16G� ʦପԁ形ʧ ̣－ 15 －˃̚ 7�52 ʦ5��4ʧ （４） － － 10 土器片ੴ
ғい炉 ਓҝ

4*202 ̘ 16J2 ʦପԁ形ʧ ʦ̣－３ －˃̬ʧ ʦ��60ʧ ʦ7�05ʧ ８ － － 41 ੴғい炉 ਓҝ

4*206 ̘ 16G4 ʦପԁ形ʧ ʦ̣－ 12 －˃̚ʧ ʦ6��5ʧ ʦ6�22ʧ ６ ７ － ５ 土器片ғい炉 －

4*212 ̘ 16G6 ʦପԁ形ʧ ʦ̣－ 44 －˃̬ʧ ʦ6�24ʧ ʦ5�6�ʧ ４ － － 12 地床炉 －

4*21� ̘ 17H1 ʦପԁ形ʧ ʦ̣－２ －˃̚ʧ ʦ5�61ʧ ʦ4�76ʧ － － － ５ 地床炉 ࣗવ

4*221 ̝ 1�K3 ෆ੔ԁ形 － ʦ4�7�ʧ 4�61 ４ － － 10 土器片ғい土
器埋設炉 ਓҝ

4*222 ̞ 1�D2 － － 4�67 （3�32） － － － ４ 地床炉 ࣗવ

4*223 ̞ 1�D4 ۱ؙ長方形 ̣－ 33 －˃̚ 5�34 3�62 － － － － 土器埋設炉 ࣗવ

4*230 ̖ ̘ 15I7 ʦପԁ形ʧ ʦ̣－ 33 －˃̚ʧ ʦ7�52ʧ ʦ5�00ʧ ６ － － ６ 地床炉 －

4*235 ̖ ̘ 17K2 ԁ形 － 5�40 5�15 ３ １ － １ 地床炉 ਓҝ

4*237 ̘ 16J0 ʦପԁ形ʧ ʦ̣－ 35 －˃̬ʧ ʦ5�22ʧ ʦ4�4�ʧ ５ － － ５ 土器埋設炉 －

4*240 ̘ 17B4 ପԁ形 ̣－ 1� －˃̬ 3��0 3�40 ４ ２ － － 地床炉 －

4*242 ̘ 17J7 ପԁ形 ̣－ 4� －˃̚ 4�20 3�74 ４ － － １ 土器埋設炉 ਓҝ

4*254 ̙ 17D4 ԁ形 － 6�4� 6�20 ５ １ － １ 土器埋設炉 －

4*266 ̙ 1�D2 ʦԁ形ʧ － ʦ5�36ʧ ʦ5�45ʧ ９ ２ － ２ 地床炉 －

4*2�5 ̘ 1�K5 ʦԁ形ʧ － ʦ5�65ʧ ʦ5�12ʧ ５ １ － １ － －

4*2�� ̙ 17G4 ʦପԁ形ʧ ʦ̣－75 －˃8ʧ ʦ5��0ʧ ʦ5�00ʧ ７ ３ － ３ 地床炉 ਓҝ

4*2�3 ̙ 17F3 ʦପԁ形ʧ ʦ/－ 10 －˃̚ʧ ʦ5�20ʧ ʦ4�60ʧ ５ ２ － ３ 土器埋設炉 －

4*31� ̞ 16H2 ԁ形 － 4�66 4�46 ５ １ － １ 土器埋設炉 ਓҝ

4*325 ̞ 1�K7 ʦପԁ形ʧ ʦ̣－ 27 －˃̬ʧ ʦ5�35ʧ ʦ4�55ʧ － － － ５ － ਓҝ

4*32� ̞ 1�J� ʦෆ੔ԁ形ʧʦ̣－ 5� －˃̬ʧ ʦ4��2ʧ ʦ4�42ʧ ４ １ － ３ 土器埋設炉 ਓҝ

4*335 ̟ 1�F2 ʦෆ੔ପԁ形ʧʦ̣－ 46 －˃̬ʧ ʦ6�37ʧ ʦ5���ʧ ７ ５ － ４ 地床炉 －

4*341 ̜ 21D5 ପԁ形 ̣－ 15 －˃̬ 4�22 3�62 － － － － 地床炉 ࣗવ

4*347 ̜ 20E5 ପԁ形 ̣－４ －˃̬ 6�70 5�74 ４ ８ ３ － 地床炉・
ෳࣜ炉 ࣗવ

4*352 ̛ 1�H� ԁ形 ̣－ �3 －˃̚ 5�60 5�60 ６ ２ － － 地床炉 －

4*360 ̛ 1�C4 － － － － － － － － 土器片ғい炉 －

4*370 ̛ 20I3 ପԁ形 ̣－２ －˃̚ 4�3� 3��4 ６ ２ １ １ 地床炉・
ෳࣜ炉 ࣗવ

4*375 ̛ 1�J� ପԁ形 ̣－ 40 －˃̚ 6�60 6�30 ７ ３ － － 地床炉ʷ３ ࣗવ

4*3�1 ̜ 1�B2 － ʦ̣－ 1� －˃̚ʧ － － ６ ７ － － 土器埋設炉 －

4*403 ̜ 20D1 － ̣－ 27 －˃̚ － － ７ １ － － 土器片ғい炉 －

4*40� ̛ 1�H5 － － － － ８ － － － － －

4*424 ̙ 14J� ʦପԁ形ʧ ʦ̣－ 44 －˃̬ʧ ʦ3�65ʧ ʦ3�37ʧ ２ － － － － ࣗવ

4*433 ̙ 14E0 ʦପԁ形ʧ ̣－ 60 －˃̬ ʦ5�10ʧ － ４ － － ９ 地床炉 ਓҝ

4*454 ̛ 14F4 ʦԁ形ʧ ̣－６ －˃̚ ʦ3��2ʧ ʦ3��2ʧ － － － － － ࣗવ

4*50� ̚ 11D� ʦԁ形ʧ － ʦ6�00ʧ － ５ － － － 地床炉 ࣗવ

4*613 ̝ 11C� ʦԁ形ʧ ̣－ 2� －˃̬ 6�53 （6�16） － － － － － ࣗવ

4*615 ̝ 12B1 ԁ形 ̣－ 20 －˃̬ 6�7� 6�22 ５ － － ８ 地床炉 ࣗવ

－ 153 －
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表 11　ງ೭内ࣜ期住居跡ଐੑ一ཡ表

遺構໊ Ґ ஔ ฏ面形 主࣠方޲
ن ໛ 内　部　施　設

෴　土
長࣠ʷ୹࣠（̼） 主柱穴 ิॿ柱穴 出入り口 ϐοτ 炉

4*61 ̗ 17J6 ପԁ形 /－ 2� －˃̚ 4��0 4�40 ３ １ － ５ 地床炉 ࣗવ

4*62 ̗ 17I4 ฑڸ形 /－ 47 －˃̚ 5��1 5�67 ４ ４ － 33 地床炉 ࣗવ

4*6� ̗ 17H3 ʦԁ形ʧ － ʦ5�45ʧ ʦ5�10ʧ ５～８ － － ７～ 10 地床炉 －

4*70 ̗ 17J1 － － － － － － － － 地床炉 －

4*71 ̗ 17I1 － － － － － － － － 地床炉 －

4*73 ̗ 16K� ʦԁ形ʧ － 5�6� 2��� ３ － － ３ － －

4*74 ̖ ̗ 16J� ʦପԁ形ʧ ̣－ 60 －˃̬ ʦ4�32ʧ ʦ3��0ʧ － － － １ 地床炉 ࣗવ

4*74 ̗ ̗ 16J� ฑڸ形 ̣－ 10 －˃̬ ʦ4�16ʧ ʦ3�15ʧ ４ １ ８ ３ 地床炉 －

4*75 ̗ 17J1 ฑڸ形 ̣－ 2� －˃̬ ʦ5�05ʧ ʦ4��2ʧ ６～７ ２ ４ 11 ～ 12 土器埋設炉 －

4*�� ̘ 15F6 ʦପԁ形ʧ ʦ̣－ 47 －˃̚ʧ ʦ7�52ʧ 6��3 － － － ２ 地床炉 －

4*116 ̖ ̘ 15H0 － － － － － － － － － －

4*11� ̗ 16I6 ෆ定形 /－ 23 －˃̚ ʦ6�25ʧ ʦ4�10ʧ － － － ８ 地床炉 ࣗવ

4*14� ̗ 16I� ପԁ形 /－ 4� －˃̚ 4�55 3�� － － － 11 － ࣗવ

4*1�2 ̘ 15F6 ʦପԁ形ʧ ʦ̣－７ －˃̚ʧ ʦ5�21ʧ ʦ4�40ʧ ６ － － 12 地床炉 ࣗવ

4*230 ̗ ̘ 15F6 ʦෆ੔ԁ形ʧ － ʦ6�40ʧ ʦ6�06ʧ ６ － － ６ － －

4*260 ̙ 1�C6 ԁ形 － 4�5 4�47 ７ ６ － ８ 地床炉 ਓҝ

4*264 ̙ 1�D6 ପԁ形 ̣－ 1� －˃̬ 4�27 3��3 ５ ４ － ３ 地床炉 ࣗવ

4*457 ̛ 14H5 ʦପԁ形ʧ /－ 76 －˃̚ ʦ4�34ʧ ʦ3�64ʧ － － － １ 地床炉 ࣗવ

4*45� ̚ 14K� ʦପԁ形ʧ /－２ －˃̚ ʦ5�24ʧ ʦ4�76ʧ ４ － － ６ 地床炉 ࣗવ

4*616 ̞ 12I� ʦପԁ形ʧ ̣－ 42 －˃̬ ʦ5�55ʧ （4�21） － － － １ 地床炉 ࣗવ

4*61� ̟ 11C� ʦପԁ形ʧ － 5�64 （4�36） － － － ５ 埋ᙈ炉 ࣗવ

－ 155 －

　ງ೭内ࣜ期の住居跡はこれまでの調査で 1� は，遺跡東部の台地ฏୱ部にگ確認されている。෼෍状ݢ 17 ，ݢ

遺跡ೆ部の小支୩東ଆの台地ԑล部に２ݢである。今回の調査では２ݢが確認され，当該期の集落の޿がりが，

遺跡ೆ部の台地ԑล部までٴͿことが໌らかとなͬた（第 126 図）。以下，住居跡ଐੑの一ཡ表を掲載し，ͦ

の特௃と޲܏を記述する。

　住居跡のن໛は，長ܘが４～５̼のものが７６̼～５，ݢのものが８７̼～６，ݢのものが２８̼～７，ݢ

のものが１ݢで，４～６̼のものが主体を占め，Ճીར̚ᶙࣜ期にൺ΂，ن໛のॖ小Խが認められる３）。形状

は，ԁ形のものが３ݢ，ପԁ形のものが 10 ෆ੔ԁ形，ෆ定形のものがͦれͧれ１，ݢ形のものが３ڸฑ，ݢ

，形のものは，当遺跡において当該期にのみ認められる形状でڸで，ପԁ形のものが主体を占める。なお，ฑݢ

他の遺跡ではཾϲ࡚ࢢնり地̖遺跡やೆࡾౡ遺跡などで確認されている。主柱は３本柱のものが２４，ݢ本柱

のものが３５，ݢ本柱のものが１６，ݢ本柱のものが２７，ݢ本柱のものが１ݢ，主柱穴が無いものは 10 ，でݢ

Ճીར̚ᶙࣜ期にൺ΂，主柱穴が無いものが૿Ճする。このことは，住居跡のن໛のॖ小Խとともに住居形ଶ

のมԽが考えられる。炉は 17 でݢ 17 確認されており，ͦの内༁は地床炉ج 15 土器埋設炉，埋ᙈ炉がͦ，ج

れͧれ１جで，地床炉が主体を占める。

　以上，各期の住居のن໛・形ଶについて述΂て͖た。集落は各期で遺跡東部の台地ฏୱ部からೆ部の台地ԑ

ล部にか͚て形成されることから，時期による集落のҠ動は認められない。ງ೭内ࣜ期では，住居਺がݮগし，

，しࡏ໛もॖ小Խする。炉の形ଶは，各期で地床炉が主体を占めるが，Ճીར̚ᶙࣜ期では多様なものがଘن

ງ೭内ࣜ期では地床炉・土器埋設炉・埋ᙈ炉にݶられることから，時期による形ଶࠩҟがあるものと考えられる。
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෿時୅前期ݹ　３

　これまでの調査では，遺跡中ԝ部からೆ部の台地ฏୱ部において竪穴住居跡 26 が確認されている。これݢ

らは，出土土器からᶗ期（４世紀中葉）とᶘ期（４世紀後葉）の２時期にࡉ෼しており，集落が４世紀中葉に

遺跡中ԝ部の台地ฏୱ部に形成され，４世紀後葉にはೆ部の台地ฏୱ部にҠ動したことが໌らかになͬている。

今回の調査で確認された竪穴住居跡 14 がり޿は，出土土器からશてᶘ期にଐすると考えられ，ᶘ期集落のݢ

が遺跡ೆ部の台地ԑล部までٴͿことが໌らかとなͬた（第 127 図）。ここでは，ᶗ期・ᶘ期͝とに出土土器

と竪穴住居跡の特௃について;れ，集落の様૬を概観する。

（1）ᶗ期の出土土器ٴͼ竪穴住居跡について（第 12�・12� 図）

Ξ　出土土器

　器छ構成はᆁ，器台，高ᆀ，ു，ᆵ，ᙈ，ࠋ，ϛχνϡΞ土器からなる。以下，器छ͝とにͦれͧれの特௃

を記載する（第 12� 図）。

（ア）坩　大͖さから̖類（大型ᆁ）と̗類（小型ؙ底ᆁ）に෼類で͖る。̖類は器形が೺Ѳで͖るものは出土

していないが，口ԑ部が内ኩしてཱͪ上がるもの（１）で，̗類は体部がٿ状をఄし，口ԑ部が体部にର

して୹いもの（２）がある。

（イ）器台　脚部が高いもの（３），脚部が௿いもの（４～７），ૈ製器台（８）があり，脚部が௿いものは，ड

部୺部の形状が内ኩするもの（４），面をもつもの（５），ؙくऩめられるもの（６），۶ۂするもの（７）

がある。脚部が高いもの，௿いものはいͣれもϔϥຏ͖ٴͼ੺࠼が施されている。

（ウ）高坏　ᆀ部下୺にऑいྏを༗するもので，脚部に๲らみをもつもの（９）ともたないもの（10）があり，

いͣれもݩ԰ෑ系の৽しい様૬を示している。

（エ）鉢　ᆀ状の器形で，口ԑ部が内ኩしてཱͪ上がるもの（11），体部が内ኩしてཱͪ上がり，口ԑ部で外܏

するもの（12），௿脚の脚部が付くもの（13）がある。

（オ）壺　୯口ԑで，体部下൒に࠷大ܘをもつ下๲れのもの（14）と，体部中Ґに࠷大ܘをもͪ，ࡉ長い形状を

するもの（15）がある。前ऀはϋέ໨調੔後，ϔϥຏ͖，後ऀはϔϥ࡟りが施されている。

（カ）甕　底部の形状から̖類（ฏ底）と̗類（台付）の２छ類に෼類で͖る。̖類はさらに，口ԑ部の成形๏

により，１類（ྠੵࠟを࢒すもの），２類（ྠੵࠟを࢒さないもの）にࡉ෼類で͖，２類が主体を占める。

̖１類は口ԑ部が内ኩؾຯにཱͪ上がり，体部中Ґに࠷大ܘをもͬている（16）。体部にはϋέ໨調੔後，

ϔϥφσが施されている。̖２類は口ԑ部が内ኩؾຯにཱͪ上がるもの（17・1�），外܏してཱͪ上がる

もの（1�），外൓するもの（20・21）があり，いͣれも体部中Ґに࠷大ܘをもͬている。体部にはϋέ໨

調੔が施されたもの，ϋέ໨調੔後，ϔϥຏ͖が施されたもの，ϋέ໨調੔後，ϔϥφσ・ϔϥຏ͖が施

されたもの，ϔϥ࡟り後，ϔϥຏ͖が施されたものがある。̗類は口ԑ部が外܏してཱͪ上がり，体部中

Ґに࠷大ܘをもͬている。体部から脚台部にか͚てϋέ໨調੔が施されたもの（22），ϋέ໨調੔後，ϔ

ϥຏ͖が施されたもの（23），ϔϥφσが施されたもの（24），ϔϥ࡟り後，ϔϥφσが施されたもの（25）

がある。

（キ）甑　器形が೺Ѳで͖るものは出土していない。底部は୯ࣜ޸で外面にϔϥ࡟りが施されるもの（26）がある。

　पล地Ҭのฤ೥とのซ行関܎については，ᆁ，器台，高ᆀの特௃がՃ౻म࢘ࢯの૲מฤ೥ᶘஈ֊後൒４），ൺ

ాҪࠀਔࢯのೆ関東ᶘஈ֊５），೔本考ڠֶݹձ৽ׁγϯϙδ΢Ϝਿ山৾作ࢯの「上総地Ҭを中৺とする型ࣜม

Խ໛ࣜ図」のᶙ̰ஈ֊６）の様૬を示していることから，࣮೥୅は４世紀中葉と考えられる。
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Π　竪穴住居跡について

　住居跡 10 のҧいからᶗ޲を確認しており，主࣠方ݢ B܈（̣－ 36 ～˃ 60 －˃̬），ᶗ C܈（̣－ 1� ～˃ 26 －˃̬），

ᶗ D４－̣）܈ ～˃ 13 －˃̬）の３܈に෼類で͖る。これらの܈は重ෳ関܎がなく，出土土器にも໌確な時期

ࠩが認められないことから৽چ関܎はෆ໌である。住居跡の形状は方形のものが１ݢ，長方形のものが９ݢで，

これらは，柱穴・壁ߔの༗無から̖類（４か所の主柱穴ٴͼ壁ߔを༗するもの），̗類（主柱穴がなく，壁ߔ

を༗するもの），̘類（主柱穴ٴͼ壁ߔがないもの）の３छ類に෼類で͖，以下のように੔ཧされる。

̖類・・・第 4�5・4�1・4�5 ߸住居跡

̗類・・・第 4�0・4�2・4�� ߸住居跡

̘類・・・第 4��・4��・4�4・4�6 ߸住居跡

　住居跡のن໛・形ଶは第 12� 図のようになり，̖類は長࣠が７̼以上，̗類は長࣠が６～７̼，̘類は長࣠

が６̼以下にまとまる޲܏が認められ，ن໛により，住居形ଶがҟなると考えられる７）。これらを各܈で੔ཧ

すると，̖類はᶗ B・ᶗ D܈，̗類はᶗ C・ᶗ D܈，̘類はᶗ B・ᶗ C܈で認められる。なお，মࣦՈ԰は３ݢで，

各܈に認められる。また，۷方を༗する住居跡は第 4��・4�2・4�5 ߸住居跡の３ݢで，各܈に認められ，いͣ

れも壁ࡍをߔ状に一ஈਂく۷りࠐΉ点がڞ通する。

第 128 図　ᶗ期出土土器

０ 16㎝



－ 160 －

（2）ᶘ期の出土土器ٴͼ竪穴住居跡について（第 130 ～ 135 図）

Ξ　出土土器

　器छ構成はᆁ，器台，高ᆀ，ു，ᆵ，ᙈ，ࠋ，ϛχνϡΞ土器，ख፻土器からなる。後述するが，これらが

出土した住居跡は主࣠方޲のҧいや重ෳ関܎から３܈に෼類で͖るため，ここでは各͝܈とに器छの特௃を記

載する。

　Ⅱ a群

　器छ構成はᆁ，器台，高ᆀ，ു，ᆵ，ᙈ，ࠋからなる（第 130 図）。

（ア）坩　小型ؙ底ᆁのみ出土しており，器形から̖類（口ԑ部が୹く，体部がፏฏなٿ状のもの），̗類（口

ԑ部が長く，体部がٿ状のもの）に෼類で͖る。̖類は体部外面にϔϥຏ͖が施されているもの（27），
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ϋέ໨調੔後，ϔϥφσが施されているもの（2�）があり，̗類は体部外面にϔϥຏ͖が施されているも

の（2�），ϔϥφσが施されているもの（30・31）がある。いͣれも外・内面に੺࠼は施されていない。

̖類はᶘ B܈でのみ出土している。

（イ）器台　脚部が高いもの（32）と௿いもの（33）があり，前ऀは外面にϔϥຏ͖ٴͼ੺࠼が施され，後ऀは

ϔϥφσが施されている

（ウ）高坏　器形が೺Ѳで͖るものは出土していない。ᆀ部は下൒にྏを༗するもの（34・35）と無いもの（36・

37）がある。脚部は中࣮柱状のもの（3�・3�），۶ં脚のもの（40），脚部がΤϯλγε状の๲らみをもつ

もの（41），脚部が௿いもの（42）がある。

（エ）鉢　ᆀ状の器形で，体部から口ԑ部にか͚て　内ኩؾຯにཱͪ上がるもの（43）がある。体部外面にϋέ

໨調੔が施されている。

（オ）壺　器形が೺Ѳで͖るものは出土していない。口ԑ部の形状から༗ஈ口ԑのもの（44），୯口ԑのもの（45）が

あり，後ऀには๮状ු文が貼付されている。

（カ）甕　底部の形状から̖類（ฏ底）と̗類（台付）の２छ類に෼類で͖る。̖類は口ԑ部が外܏してཱͪ上

がるもの（46）と外൓するもの（47・4�）があり，いͣれも体部中Ґに࠷大ܘをもͬている。体部にϋέ

໨調੔が施されているものとϋέ໨調੔後，部෼తにϔϥຏ͖が施されているものがあり，前ऀが主体を

占める。̗類は口ԑ部が外൓するもの（4�）で，体部から台部にか͚てϋέ໨調੔が施されている。

（キ）甑　શ体の器形が೺Ѳで͖るものは出土していない。体部が内ኩしてཱͪ上がり，口ԑ部で外܏するもの

（50）がある。

第 130 図　ᶘ̰܈出土土器

　Ⅱ b群

　器छ構成はᆁ，器台，高ᆀ，ു，ᆵ，ᙈ，ࠋ，ϛχνϡΞ土器，ख፻土器からなる（第 131・132 図）。

（ア）坩　大͖さから̖類（大型ᆁ）と̗類（小型ؙ底ᆁ）に෼類で͖る。̖類は器形が೺Ѳで͖るものは出土

していないが，口ԑ部が内ኩしてཱͪ上がるもの（51・52）と外܏してཱͪ上がるもの（53・54）がある。
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̗類は口ԑ部が長く，体部がٿ状のもの（55・56）と口ԑ部が୹く，体部がٿ状のもの（57）があり，後

ऀは調੔のૈいૈ製品である。

（イ）器台　脚部が高いもの（5�），௿いもの（5�），݁合器台（60）があり，高いものは外面にϔϥຏ͖が施さ

れ，௿いものはϔϥφσٴͼ੺࠼が施されている。60 は外൓するड部下୺に௳が付͖，北཮系のものと

考えられる。

（ウ）高坏　器形が೺Ѳで͖るものは出土していない。ᆀ部は下൒にྏを༗するもの（61・62）のみ出土してい

る。脚部は中࣮柱状のもの（63），۶ં脚のもの（64・65），脚部が௿いもの（66）がある。

（エ）鉢　ᆀ状の器形で，体部から口ԑ部にか͚て内ኩؾຯにཱͪ上がるもの（67）がある。体部外面はϋέ໨

調੔後，ϔϥຏ͖が施されている。

（オ）壺　器形が೺Ѳで͖るものは出土していない。ෳ合口ԑのもの（6�・6�），ંりฦし口ԑのもの（70），୯

口ԑのもの（71・72）がある。

（カ）甕　ฏ底ᙈのみ出土している。口ԑ部の۶ۂがऑく，௚ཱؾຯにཱͪ上がるもの（73・74），外܏してཱ

ͪ上がるもの（75 ～ 7�），外൓するもの（�0・�1），外൓してཱͪ上がり，୺部がつまみ上げられるもの（�2）

があり，いͣれも体部中Ґに࠷大ܘをもͬている。体部にϋέ໨調੔が施されているものとϋέ໨調੔後，

ϔϥຏ͖やϔϥφσが施されているものがある。前ऀが主体を占めるが，ᶘ B܈にൺ΂後ऀの割合が૿Ճ

する。

（キ）甑　器形が೺Ѳで͖るものは出土していない。長಑のもの（�3）と体部が内ኩしてཱͪ上がり，口ԑ部で

外܏するもの（�4）がある。

第 131 図　ᶘ̱܈出土土器（１）
０ 16㎝
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　Ⅱ c群

　器छ構成はᆁ，器台，高ᆀ，ു，ᆵ，ᙈからなる（第 133・134 図）。

（ア）坩　大͖さから̖類（大型ᆁ），̗類（小型ؙ底ᆁ）に෼類で͖る。̖類は器形が೺Ѳで͖るものは出土

していないが，体部中Ґに࠷大ܘをもつもの（�5）がある。̗類は口ԑ部が長く，体部がٿ状のもの（�6

～ ��）があり，શて外面にϔϥຏ͖ٴͼ੺࠼が施されている。

（イ）器台　脚部が高いもの（�� ～ �1），炉器台（�2）があり，前ऀはड部୺部が内ኩするもの（��），外܏す

るもの（�0），۶ۂするもの（�1）がある。

（ウ）高坏　ᆀ部下୺にྏを༗し，脚部が۶ં脚のもの（�3・�4），脚部が中࣮柱状のもの（�5・�6），脚部が௿

く，ϋの字状に開くもの（�7・��）がある。

（エ）鉢　શ体の器形が೺Ѳで͖るものは出土していない。体部は内ኩしてཱͪ上がり，口ԑ部で外܏するもの

（��）がある。

（オ）壺　༗ஈ口ԑのもの（100）と୯口ԑのもの（101）の他，ᰍ部にಥଳをもつもの（102・103）がある。

（カ）甕　底部の形状から̖類（ฏ底）と̗類（台付）の２छ類に෼類で͖る。̖類は口ԑ部の形状から１類（外܏

してཱͪ上がり，口৶部にΩβϛを༗するものɿ104），２類（外܏してཱͪ上がるものɿ105 ～ 10�），３

類（外൓してཱͪ上がるものɿ110 ～ 112），４類（内ኩしてཱͪ上がるものɿ113），５類（۶ۂがऑく，

外܏するものɿ114・115）にࡉ෼類で͖る。体部にϋέ໨調੔が施されるものとϋέ໨調੔後，΁ϥຏ͖

やϔϥ࡟りが施されているものがあり，後ऀが主体を占める。111・112 は底部にԜみが認められ，上総

系のものである。113 は器形や調੔方๏から෍ཹᙈの流れをくΉものと考えられる。̗類は口ԑ部が外܏

するもの（116）で，体部上൒ٴͼ台部にϋέ໨調੔，体部下൒にϔϥφσが施されている。

第 132 図　ᶘ̱܈出土土器（２）

第 133 図　ᶘ̲܈出土土器（１）
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第 134 図　ᶘ̲܈出土土器（２）

　पล地Ҭのฤ೥とのซ行関܎については，いͣれの܈においても柱状高ᆀが൐うことや，小型ؙ底ᆁの特௃

からՃ౻म࢘ࢯの૲מฤ೥ᶙஈ֊，ൺాҪࠀਔࢯのೆ関東ᶙஈ֊，೔本考ڠֶݹձ৽ׁγϯϙδ΢Ϝਿ山৾作

の「上総地Ҭを中৺とする型ࣜมԽ໛ࣜ図」のᶙ̱ஈ֊の様૬を示しており，࣮೥୅は４世紀後葉にऩまるࢯ

ものと考えられる。各܈の৽چ関܎は，ᶘ B܈のᙈの調੔方๏の主体がϋέ໨調੔のものであるのにରし，ᶘ

C܈ではϋέ໨調੔後，ϔϥຏ͖やϔϥφσが施されているものが૿Ճすることから，ᶘ B܈よりもᶘ C܈の

ものが৽しい様૬を示している。また，ᶘ C܈にଐする第 5�� ߸住居跡がᶘ D܈にଐする第 5�6 ߸住居跡に۷

りࠐまれていることから，ᶘ D܈がᶘ C܈よりも৽しいと考えられ，ᶘ B܈ˠᶘ C܈ˠᶘ D܈のॱにมભし

たものと考えられる。

　Π　竪穴住居跡について

　住居跡を 30 からᶘ܎出土土器，重ෳ関，޲確認しており，主࣠方ݢ B３－̣）܈ －˃̬～̣－７ －˃̚，/

－ �� －˃̚），ᶘ C܈（̣－ 1� ～˃ 44 －˃̬），ᶘ D８－̣）܈ ～˃ 17 －˃̬）に෼類で͖る。前述したように，

これらの܈はいͣれも４世紀後葉内の時期෯で，ᶘ B܈ˠᶘ C܈ˠᶘ D܈のॱにมભしたものと考えられる。

住居跡の形状は方形のものが 10 長方形のものが，ݢ 13 で，ᶗ期にൺ΂方形のものの૿Ճが認められる。こݢ

れらは柱穴・壁ߔの༗無から̖類（４か所の主柱穴ٴͼ壁ߔを༗するもの），̗類（主柱穴がなく，壁ߔを༗

するもの），̘類（主柱穴ٴͼ壁ߔがないもの），̙類（４か所の主柱穴で，壁ߔがないもの），̚類（ෆنଇ

に഑ஔされ，壁ߔがないもの）の５छ類に෼類で͖，ᶗ期のものに̙・̚類の形ଶがՃわる。各住居跡は以下
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第 135 図　ᶘ期住居跡主࣠方ٴ޲ͼن໛・形ଶ一ཡ表
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第 136 図　ݹ෿時୅前期集落มભ図
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のように੔ཧされ，ᶗ期にൺ΂̗類の૿Ճが認められる。

̖類・・・第 51�・520・521・545・5�6・5�7 ߸住居跡

̗類・・・第 513・546・564・5�4・5�6・5�5・5��・605・60�・610 ߸住居跡

̘類・・・第 540・54�・551・555・560 ߸住居跡

̙類・・・第 53�・552・554 ߸住居跡

̚類・・・第 5�2 ߸住居跡

　住居跡のن໛は，̖類では長࣠が 5�5 ～ 7�5 ̼，̗類は長࣠が 3�5 ～６̼，̘類は長࣠が３～６̼，̙類は長

࣠が６̼，̚類は長࣠が 4�� ̼になり，ᶗ期で７̼以上のものにしか認められなかͬた̖類が，ᶘ期では 5�5

̼からみられるようになる８）。これらを各܈で੔ཧすると第 135 図のようになり，̘類はᶘ C܈，̚類はᶘ D

でのみ認められる形ଶである。また，মࣦՈ԰はᶘ܈ B܈で１ݢ，ᶘ C܈で７ݢ，ᶘ D܈で５ݢ確認されており，

શ体に占める割合はᶘ B܈ではᶗ期と同様であるが，ᶘ C・D܈の時期にܹٸに૿Ճする。۷方はᶘ B܈で３ݢ，

ᶘ C܈で６ݢ，ᶘ D܈で８ݢ確認されており，ᶘ D܈ではશての住居跡で認められる。۷方の形ଶはᶗ期でみ

られる壁ࡍをߔ状に一ஈਂく۷りࠐΉものが各܈で１～２ݢ程౓認められるが，શ体を۷りࠐΉものが主体を

占めるようになる。ͦの他，ίʔφʔ部を一ஈਂく۷りࠐΉもの（第 5�4・5�6・5�7 ߸住居跡），１つの壁ࡍ

を一ஈਂく۷りࠐΉもの（第 5�� ߸住居跡）がある。

（3）集落の様૬

　以上，各期の出土土器の様૬，住居のن໛・形ଶについて述΂て͖た。集落は住居෼෍状گからᶗ期（４世

紀中葉）に遺跡中ԝ部の台地上に形成され，ᶘ期（４世紀後葉）にはೆ部の台地ԑล部にҠ動したと考えられる。

出土土器は，྆期で北཮地Ҭ，上総地Ҭ，東ւ地ҬなどのӨڹをड͚ているものが認められることから，ݹ෿

時୅前期を通じて各地Ҭとަ流があͬたものと想定される。住居のن໛は，ᶗ期で６̼以上のものが主体を占

めるが，ᶘ期では６̼以下のものが主体を占めるようになる。また，মࣦՈ԰はᶗ期で３ݢに１ݢ程౓の割合

で認められるが，ᶘ期ではᶘ C・D に૿Ճし，൒਺以上で認められる。۷方を༗する住居跡はܹٸの時期に܈

ᶗ期ではগなく，形ଶも壁ࡍをߔ状に一ஈਂく۷りࠐΉもののみ認められるが，ᶘ期ではݢ਺が૿Ճし，形ଶ

もશ体を۷りࠐΉもの，ίʔφʔ部を一ஈਂく۷りࠐΉものなどが出ݱする。以上のことから，住居ن໛・形

ଶはᶗ期からᶘ期にか͚てॖ小・多様Խし，মࣦՈ԰の૿Ճが認められる。

４　ฏ҆時୅

　これまでの調査で，遺跡ೆ部の小支୩をғΉ台地ฏୱ部からࣼ面部にか͚て竪穴住居跡 30 遺跡ೆ੢部，ݢ

のઉ状台地ฏୱ部で竪穴住居跡２ݢ，遺跡東部の台地ฏୱ部で土ج１޵が確認されている。竪穴住居跡の時期

は，出土土器から９世紀前葉，９世紀後葉から 10 世紀中葉にか͚てのもので，集落がஅଓతにӦまれていた

ことが໌らかになͬている。今回の調査では竪穴住居跡 17 を確認した。時期は，出土土器からج１޵土，ݢ

９世紀後葉から 10 世紀中葉にൺ定で͖ることから，当該期にお͚る集落の޿がりが遺跡ೆ部の台地ԑล部ま

でٴͿことが໌らかとなͬた（第 13� 図）。ここでは，出土土器，集落มભ，墨書土器・刻書土器・箆書土器，

鉄関連遺物について;れ，集落の様૬について概観する。

（1）出土土器（第 137・13�・140・141 図）

　出土土器は器形などの特௃から９世紀前葉，９世紀後葉から 10 世紀中葉の時期にൺ定で͖る。ここでは，

各時期の器छ構成や器形，ख๏の特௃について述΂る。
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９世紀前葉　第 473 ߸住居跡のਢܙ器ᆀが該当する。ਢܙ器ᆀは体部が௚ઢతにཱͪ上がるもの（１）である。

体部はϩΫϩ成形で，底部は回転ϔϥ੾り後φσが施されている。

第 137 図　９世紀前葉出土土器

９世紀後葉　第 312・461・504・50�・510 ߸住居跡の土器܈が該当する。器छは土ࢣ器ᆀ・高台付椀・高台付

がܘ器ᆀは口ࢣ器ᆀが主体を占める。土ࢣહ۩類はϩΫϩ成形の土ڙ。器ᙈが出土しているܙᙈ，ਢ・ࡼ 12

～ 13DNのものが主体をなし，体部が௚ઢతにཱͪ上がるもの（２～５）と内ኩしてཱͪ上がるもの（６～９）

があり，前ऀの器高が高いものは本期でফ໓する。ͦれͧれで口ԑ୺部が外൓するものがみられ，体部内面は

ະ調੔のもの，ϔϥຏ͖が施されているもの，ϔϥຏ͖ٴͼࠇ৭ॲཧが施されているものがあり，体部外面下

୺にはख࣋ͪϔϥ࡟りが施されているものと回転ϔϥ࡟りが施されているものがある。底部の੾り཭し方๏は

いͣれも回転ϔϥ੾りである。高台付椀は体部が内ኩしてཱͪ上がり，口ԑ୺部が௚ઢతにཱͪ上がるもの（11）

と外൓するもの（12）がある。高台付ࡼはϩΫϩ成形のもの（13）で，口ԑ୺部が外൓する。土ࢣ器ᙈは口ԑ

୺部を上方につまみ上げているৗ総型ᙈ（14 ～ 16），口ԑ部の۶ۂがऑく，௚ཱؾຯにཱͪ上がるもの（17），

口ԑ部が外܏してཱͪ上がるもの（1�・1�）がある。体部にはϩΫϩ成形のものやϔϥφσが施されているも

のがある。ਢܙ器ᙈは口ԑ୺部が上方と下方につまみ出された形状で，体部外面にॎҐの֨子状のୟ͖が施さ

れているもの（20），ॎҐのฏ行ୟ͖が施されているもの（21・22）がある。

第 138 図　９世紀後葉出土土器

10 世紀前葉　第 45�・462・516 ～ 51�・543・562・572・573・5�2・601・604・607 ߸住居跡の土器܈が該当

する。器छは土ࢣ器ᆀ・椀・高台付椀・ു・ᙈ・ࠋ，ਢܙ器ᙈ，྘ᬵಃ器高台付࿸が出土している。ڙહ۩類
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は土ࢣ器高台付椀の割合が૿Ճする。土ࢣ器ᆀは口ܘが 12 ～ 16DNで，９世紀後葉より大͖いものがみられ

るようになる。器形は体部が௚ઢతにཱͪ上がるもの（23・24）と内ኩしてཱͪ上がるもの（25 ～ 30）があり，

前ऀは器高が３DNະຬとなり本期でফ໓する。ͦれͧれで口ԑ୺部が外൓するものがみられ，体部内面の調

੔は９世紀後葉と同様である。底部の੾り཭し方๏は，回転ϔϥ੾りのものの他に，回転ϔϥ੾り後ϔϥ࡟り

のもの，回転ࢳ੾りのものがՃわる。椀は体部から内ኩؾຯにཱͪ上がるもの（31）があり，体部外面はϔϥ

ܘり，内面はϔϥຏ͖が施されている。高台付椀の器形や調੔方๏は９世紀後葉と同様の様૬を示すが，口࡟

が 14 ～ 17DNで，๏量がएׯ大型Խする޲܏がみられる。ുはϩΫϩ成形のもの（3�）で，体部から内ኩし

てཱͪ上がり，口ԑ୺部が外܏する。土ࢣ器ᙈはϩΫϩ成形のものがফ໓し，ৗ総型ᙈ（3� ～ 41），口ԑ部の

してཱͪ上がるもの（43܏ຯにཱͪ上がるもの（42），口ԑ部が外ؾがऑく，௚ཱۂ۶ ～ 46）がある。ৗ総型

ᙈの口ԑ୺部のつまみ上げはୀԽし小さくなる。体部調੔はϔϥφσの他にϔϥ࡟りが施されているものがあ

る。ਢܙ器ᙈは器形が೺Ѳで͖るものは出土していないが，体部にฏ行ୟ͖を施したもの（47）が出土してい

る。ࠋは器形が೺Ѳで͖るものは出土していないが，体部が内ኩしてཱͪ上がり，口ԑ部で外൓するもの（4�）

と体部から௚ઢతにཱͪ上がるもの（4�）があり，前ऀの体部には೺खが付いている。底部は５ࣜ޸のものが

出土している。なお，ৗ総型ᙈとਢܙ器は本期をもͬてফ໓する。

第 140 図　10 世紀前葉出土土器
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10 世紀中葉　第 55�・5�7・5��・5�1・611・614 ߸住居跡の土器܈が該当する。器छは土ࢣ器ᆀ・椀・高台付

椀・ᆵ・ᙈが出土している。ڙહ۩類は土ࢣ器高台付椀が主体を占める。土ࢣ器ᆀは器高が௿く，内ኩしてཱ

ͪ上がるもの（50・51）がある。体部内面の調੔は 10 世紀前葉と同様の様૬を示すが，ϔϥຏ͖ٴͼࠇ৭ॲ

ཧが施されているものはݮগする。体部外面下୺にはϔϥφσが施されているものがある。底部੾り཭し方๏

は回転ϔϥ੾りのものがある。椀は体部から内ኩしてཱͪ上がるもの（52）があり，体部外面上൒はϔϥຏ͖，

下൒はϔϥ࡟り，内面はϔϥຏ͖が施されている。高台付椀の体部の器形や調੔方๏は，10 世紀前葉と同様

の様૬を示すが，高台が 10 世紀前葉にൺ΂内دりに付͚られる޲܏がみられる（53 ～ 56）。また，本期から

଍高高台付椀が出ݱする（57）。ᆵは器ްがްく，体部外面にૈࡶなϔϥφσが施されているもの（5�）とബ

खで体部外面にஸೡなϔϥφσ，ϔϥ࡟りが施されているもの（5�）があり，後ऀはਢܙ器長ᰍᆵの໛฿品と

考えられる。ᙈは器形が多様Խし，体部が内ኩしてཱͪ上がり，口ԑ部が外൓するもの（60），体部が௚ઢత

にཱͪ上がり，口ԑ部が外൓するもの（61），口ܘにରして器高が௿く，体部が内ኩしてཱͪ上がり，口ԑ部

で外൓するもの（62），口ԑ部が外܏してཱͪ上がるもの（63 ～ 65），体部中Ґに࠷大ܘを࣋ͪ，口ԑ部が外

൓するもの（66）がある。

第 141 図　10 世紀中葉出土土器

（2）集落のมભٴͼ住居形ଶ（第 142・143 図）

　前߲の時期区෼にैい，集落のมભٴͼ住居形ଶについて述΂る。なお，ৄࡉな時期ܾ定が行えなかͬたも

のに関してはݕ౼ର৅からআ外した９）。

９世紀前葉　第 473 ߸住居跡が該当し，遺跡ೆ東部の台地ฏୱ部にҐஔする。ن໛・形状は１ล໿３̼の方形

で，主࣠方޲は̣－ 75 －˃̚である。柱穴ٴͼ壁ߔがなく，地山を床面としている。竈はೆ東ίʔφʔ部に付

設されており，କ部はന৭೪土を用いて構ஙされている。Ԏಓ部は壁外に۷りࠐまれͣ，ٸにཱͪ上がる。遺

物はਢܙ器ᆀ片が１点出土している。該当遺構が住居跡１ݢのためෆ໌な点が多いが，पลҬで当該期の集落

がӦまれていたと考えられる。
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９世紀後葉　第 312・334・461・504・50�・510・5�1・5�4 ߸住居跡が該当し，遺跡ೆ部の小支୩をғΉ台地

ฏୱ部からԑล部にか͚て点ࡏする。ن໛は長࣠が໿３̼前後のものが主体で，形状は方形・長方形・۱ؙ方形・

۱ؙ長方形がある。これらは主࣠方޲が̣－ �� ～˃ 120 －˃̚（竈が東壁に付設されている܈）と̣－̌ ～˃ 1�

－˃̚（竈が付設されないものٴͼ竈が北壁に付設されている܈）の ໛・形ଶنでの܈に෼類で͖る。各܈2

のࠩҟは認められない。これらは，主柱が無く，地山を床面とするものが主体を占めるが，わͣかに主柱（２

か所）を༗するもの，貼床を施したもの，壁ߔが८るものがみられる。竈はいͣれもକ部がന৭೪土を用いて

構ஙされ，Ԏಓは壁外に۷りࠐまれるようになる。支脚は多くが土製であるが，土製支脚の上に小型ᙈをඃͤ

て用いたもの（第 461 ߸住居跡），羽口を転用したもの（第 5�4 ߸住居跡）もみられる。

10 世紀前葉　第 311・45�・462・474・502・512・516 ～ 51�・543・556・561 ～ 563・572・573・5�2・601・

603・604・606・607 ߸住居跡が該当し，確認された住居跡਺が࠷も多い時期である。９世紀後葉と同様，遺

跡ೆ部の小支୩をғΉ台地ฏୱ部からԑล部にか͚て෼෍する他，遺跡ೆ੢部のઉ状台地ฏୱ部でも２ݢ確認

されている。遺跡ೆ੢部はະ調査部෼が多く࢒るため，पลҬに集落ൣғが޿がるものと想定される。ن໛は

長࣠が４̼以上のものがみられるようになり，９世紀後葉よりए֦ׯ大する޲܏にある。形状は長方形・۱ؙ

長方形の割合が高くなる。これらは主࣠方޲が̣－ �1 ～˃ 10� －˃̚（竈が東壁に付設されている܈），̣－２

－˃̬～̣－２ －˃̚（竈が付設されないものٴͼ竈が北壁に付設されている܈），̣－２ －˃̬～̣－ 30 －˃̚

（竈が東壁と北壁に付設されている܈）の３܈に෼類で͖る。各܈でのن໛・形ଶのࠩҟは認められない。な

お，竈が東壁と北壁に付設されているものは当該期でのみみられ，北壁のものを廃棄後，東壁に作りସえたも

の（第 474・502 ߸住居跡），北壁のものと東壁のものを同時期に࢖用したと考えられるもの（第 604 ߸住居跡）

がある。床面は地山のもの（13 ，がある。主柱は無いものが主体を占めるが（ݢ８）と貼床を施したもの（ݢ

４か所のもの（第 562 ߸住居跡），６か所のもの（第 607 ߸住居跡）がͦれͧれ１ݢある。壁ߔはશपするも

のはなく，一部෼に८らすものが３ݢ（第 474・516・604 ߸住居跡）ある。竈はକ部がന৭೪土で構ஙされて

いるもの，ϩʔϜを主体とする土で構ஙされているもの，地山を࡟り࢒して構ஙされているものがあり，ϩʔ

Ϝを主体とする土で構ஙされているものにはิࡐڧとして土ࢣ器ᙈ片を貼り付͚たもの（第 604 ߸住居跡）が

ある。Ԏಓはいͣれも壁外に۷りࠐまれている。支脚は土製の他に，土製支脚の上に高台付椀をඃͤて用いた

もの（第 462 ߸住居跡），高台付椀，ੴࡼ，炉壁をੵみ重Ͷて用いたもの（第 562 ߸住居跡），小型ᙈを転用し

たもの（第 5�2 ߸住居跡）もみられる。

10 世紀中葉　第 522・55�・5�7 ～ 5��・5�1・600・611・614 ߸住居跡が該当し，遺跡ೆ部の小支୩੢ଆの台

地ԑล部に集中する。ن໛は長࣠が３～ 3�5 ̼のものが主体を占め，５̼を௒えるものが１ݢみられる。形状

は長方形のみになる。主࣠方޲は/－ �4 －˃ 8・/－ �0 ～˃ �5 －˃̚（竈が付設されないものٴͼ竈が東壁に

付設されている１－/，（܈ －˃8・/－４ －˃ &（竈が付設されないものٴͼ竈が北壁に付設されているもの）

の２܈に෼類で͖る。床面は地山のもの（４ݢ）と貼床を施したもの（５ݢ）があり後ऀの割合が高くなる。

主柱を༗するものはօ無になり，壁ߔはશपするものが 第）ݢ5 5�7 ～ 5��・600・614 ߸住居跡），一部に८

らすものが２ݢ（第 5�1・611 ߸住居跡）ある。竈はକ部がϩʔϜ主体の土で構ஙされているもののみになり，

Ԏಓは壁外に۷りࠐまれる。支脚は椀を転用したもの（第5�7住居跡），小型ᙈを転用したもの（第614߸住居跡），

羽口を転用したもの（第 5�1・611 ߸住居跡）があり，土製支脚はみられなくなる。

10 世紀後葉以降　第 1��3 ߸土޵が該当し，遺跡東部の台地ฏୱ部にҐஔする。੨ಔர製のਫ૲ඈௗڸと୹刀

がͦれͧれ１点出土しており，土ุ޵と考えられる。時期は，出土遺物から 11 世紀຤から 12 世紀ॳ಄にൺ定

で͖る。10 世紀後葉以降の遺構は当遺構のみのため，集落様૬はෆ໌である。
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第 144 図　墨書土器・刻書土器・箆書土器

　これらを概観すると，住居の形状は時期が下るにつれて長方形に統一されるようになる。床面は９世紀後葉

では地山のものが主体を占めているが，10 世紀以降は貼床を施したものの割合が高くなる。主柱穴は各期を

通じて無いものが主体を占める。竈は各期で東壁に付設されているものと北壁に付設されているものがあるが，

10 世紀前葉でのみ東壁と北壁に付設されているものが認められる。

（3）墨書土器・刻書土器・箆書土器（第 144 図）

　墨書土器は７点出土しており，時期は９世紀後葉のものが４点（１～４），10 世紀前葉のものが１点（５），

10 世紀中葉のものが２点（６・７）である。墨書箇所は，体部外面に記されたものが６点，底部内面に記さ

れたものが１点で，判読可能なものは「得」，「真」，「一」と記されたもの（１・４・６）がある。刻書土器は

６点出土しており，時期は 10 世紀前葉のものが４点（８～ 10），10 世紀中葉のものが３点（11・12）である
10）。刻書箇所は，体部外面に記されたものが２点，底部内面に記されたものが２点，底部外面に記されたもの

が２点，底部外・内面に記されたものが 1点で，判読可能なものは「大」，「八」，「本」，「十」と記されたもの（８・

９・11）がある。特記遺物としては８が挙げられる。高台付椀の体部外面の３か所に「大」の文字が刻書され

ており，当遺跡では他に類例のない資料である。箆書土器は１点出土しており，時期は 10 世紀前葉のもの（13）

で，体部外面の２か所に「仲」・「□」が記されている。

（4）鉄関連遺物（第 145 図）

　当遺跡において製鉄・鍛冶遺構は確認されていないが，今回の調査区から鉄製品・製錬炉の炉壁・炉底塊・

炉内滓・炉内流動滓・椀形鍛冶滓・鉄滓・鉄塊系遺物・鍛冶羽口が 67 点（総重量 10,064 ｇ）出土している。

これらの多くは，転用支脚として用いられたものや住居埋没過程で廃棄，または，混入したものであるが集落

内で製鉄操業や鍛冶作業が行われていたことを示唆する貴重な資料といえる。

　９世紀後葉では鉄製鋤先，鍛冶羽口が住居跡から出土している。上述したように鍛冶遺構は確認されていな

いが，鍛冶羽口が出土していることから集落内で小鍛冶作業が行われていたと想定される。10 世紀前葉にな

ると鉄鏃・刀子などの鉄製品，鍛冶関連遺物の鍛冶羽口の他に，製錬炉の炉壁・炉底塊など製鉄関連遺物が出

土するようになる。製鉄関連遺物の出土は，当該期から集落内で製鉄操業が開始されたことを示唆しており，

10 世紀中葉でも同様の遺物が出土していることから，10 世紀前葉から中葉を通して製鉄操業，鍛冶作業が行

われていたと想定される。なお，製錬炉は炉壁片の形状から竪型炉と考えられる。ここでは，鉄関連遺物構成

表を掲載する（第 145 図）11）。
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（5）集落の様૬

　当該期の集落は遺跡ೆ東部の台地ฏୱ部に９世紀前葉から形成されるが，確認された遺構がわͣかなため様

૬を஌り得るまでにはͬࢸていない 12）。本֨తに様૬を஌り得るのは９世紀後葉からで，遺跡ೆ部の小支୩

をғΉ台地ฏୱ部からԑล部にか͚て点ࡏするようになる。当該期では墨書土器や鍛冶関連遺物が出土してい

ることから，集落構成һにはࣝ字֊ऀڃがଘࡏし，集落内で鍛冶作業が行われていたと考えられる。10 世紀

前葉になると集落のن໛が֦大し，小支୩をғΉ台地ฏୱ部からԑล部の他に，遺跡ೆ੢部のઉ状台地ฏୱ部

にも޿がり，住居ݢ਺も૿Ճする。当該期では，墨書土器や鍛冶関連遺物にՃえて，刻書土器，製錬炉の炉壁・

炉底塊などの製鉄関連遺物が出土するようになる。製錬炉の炉壁片はԕ方からൖ入したとは考え೉く，集落内

あるいはۙ઀した৔所で製鉄操業から鍛冶作業までの一連の鉄ੜ࢈が行われていたと想定される。10 世紀中

葉になると集落のن໛はॖ小し，小支୩੢ଆの台地ԑล部に集中する。当該期においても，製鉄関連遺物，鍛

冶関連遺物が出土していることから，10 世紀前葉からܧଓして製鉄操業から鍛冶作業までの一連の鉄ੜ࢈が

行われていたと想定される 13）。

　ҵ৓ݝ内で，製鉄遺構ٴͼ製鉄関連遺物が確認されているฏ҆時୅の遺跡は，ࣛ の子 $遺跡，ඌ࡚前山遺跡，

後୩௡製鉄遺跡があり，これらは８世紀から９世紀にか͚ての׭ᦰ関連遺跡や製鉄遺跡で，10 世紀の集落遺

跡では確認されていない。当遺跡は９世紀前葉から 10 世紀中葉にか͚ての集落で，׭ᦰに関連する遺構・遺

物が確認されていないことから一ൠతな集落といえ，ͦのような集落において製鉄操業から鍛冶作業までの一

連の鉄ੜ࢈が行われていたことは，当該期の集落様૬を஌る上で貴重な資料といえる。

５　ۙ世

　ۙ世の遺構は，遺跡東部とೆ部の台地ฏୱ部で土޵ 22 が確認されており，このうͪ，20ج と考ุ޵は土ج

えられ，ಃ器，࣓器，મ՟，Ԏ؅などが出土している。当該期の居住Ҭは確認されていないが，土ุ޵が確認

されていることから，पลに当該期の集落が形成されていたものと想定される。

６　おわりに

　当遺跡はچੴ器時୅からۙ世にか͚てのෳ合遺跡で，中でもೄ文時୅中期から൩期にか͚てのڌ点集落はݝ

内۶ࢦの޷資料とݴえる。今回の調査成Ռでは，当遺跡においてෆ໌な点が多かͬたݹ෿時୅前期，ฏ҆時୅

の集落が確認され，当該期の様૬がある程౓໌らかとなͬた。ݹ෿時୅前期の集落では，これまでの調査で出

土ࣄ例がগない前期຤葉の土器がまとまͬて出土しており，前期の土器ฤ೥をݕ౼する上で貴重な資料といえ

る。また，ฏ҆時୅の集落は，出土遺物などから９世紀後葉から 10 世紀中葉にか͚ての一ൠ集落と考えられ，

９世紀後葉では鍛冶作業，10 世紀以降は製鉄操業から鍛冶作業まで一連の鉄ੜ࢈が集落内で行われていたと

想定され，当該期の一ൠ集落の様૬を஌る貴重なࣄ例といえる。

　当遺跡が所ࡏするつく͹みらいࢢपลは，ݱ時点では調査ࣄ例がগなく，ྺ࢙త様૬が判વとしない点が多

いが，これまでの調査成ՌにՃえて，今回の調査成Ռが当地Ҭならͼに本ݝにお͚るྺ࢙ղ໌の一ॿとなれ͹

。いである޾
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ம

１）ใࠂされている遺構・遺物に関してݕ࠶౼し，遺構の主࣠方޲や遺物のछผ・器छなどをมߋしたものがある。ͦの੹の一੾

はචऀにある。

２）第 360・3�1・403・40�・433・50� ߸住居跡はܭଌෆ能なためݕ౼ର৅からআ外した。

３）第 70・71・116 ̖߸住居跡はܭଌෆ能なためݕ౼ର৅からআ外した。

４）Ճ౻म࢘　「๪総地方にお͚る前期ݹ෿のల開－重ཁ遺跡確認調査の成Ռと՝୊４－第１ষ　土器ฤ೥Ҋ」h ઍ葉ݝ文Խࡒηϯ

λʔʱ21　2000 ೥９݄

５）ൺాҪࠀਔʰ関東にお͚る前期ݹ෿出ݱ期のมֵʱ༤山ֳ　2001 ೥７݄

６）ਿ山৾作「関東ೆ部にお͚るݹ෿出ݱ前後の様૬」h 東೔本のݹ෿の出ݱʱ山઒出൛ࣾ　1��4 ೥ 11 ݄

７）第 4�� ～ 4�1 ߸住居跡はܭଌෆ能なためݕ౼ର৅からআ外した。

８）第 520・521・54�・5�0・5�3・5��・612 ߸住居跡はܭଌෆ能なためݕ౼ର৅からআ外した。

９）第 533・534・541・542・557・55�・60�・617 ߸住居が該当する。

10）第 522 ߸住居跡から出土した高台付椀も 10 世紀中葉の刻書土器ͩが，刻書部෼がະ࣮ଌのため掲載で͖なかͬた。h ҵ৓ڭݝ

ҭஂࡒ文Խࡒ調査ใࠂʱ第 147 集では遺物観࡯表にて底部内・外面に「十」の文字が刻書されているࢫのใࠂがされている。

11）資料の෼類，ந出ならͼに資料観࡯表の作成は，穴ᖒٛޭࢯにґཔし，͝ࢦಋͬࣀた。また，遺物࣮ଌ図，観࡯表の作成はච

ऀが࣮施しており，ޡりがあるとすれ͹，ͦの੹の一੾はචऀにある。　　

12）９世紀中葉の遺構・遺物もݱ時点で確認されていないが，ະ調査部෼もൣ޿ғにٴͿため，पลҬに形成されていた可能ੑが

ある。

13）なお，当遺跡で製鉄炉などの製鉄遺構は確認されていないが，本དྷ，製鉄炉はฏ৔やฏୱ面に作られることはなく，地下ਫҐ

が௿いඌࠜ先や入り૊Μͩ支୩まわりのࣼ面地に作られる。当該期の集落が形成されている小支୩をғΉ台地ࣼ面部は製鉄炉

を作る޷地形といえることから調査区Ҭ外の台地ࣼ面部に作られていた可能ੑが高い。
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੢本๛߂

はじめに

　前ాଜ遺跡の 2010 ೥౓のൃ۷調査で，അ಄観Իのੴൾのͦ͹から΢Ϛと΢γのࠎが出土した。また，ͦれ

よりも཭れた地点で埋૴ਓࠎがൃݟされた。ͦれらについて内༰を঺հする。なお，ࣸ真は੢本ࣨڀݚの総合

ຽଏത物ؗのӬౢਖ਼य़先࢙ྺཱࠃによるものである。また，ۚଐ製品についてࢯ㡰ݑ大ֶӃ大ֶӃੜのۚڀݚ

ੜのॿݴをいたͩいたことにँײいたします。

１　第 3641 ߸土޵出土の΢Ϛとϒλ

　この土޵から，΢Ϛの成्の後಄部２ݸ・第１ᰍ௣２ݸ・第２ᰍ௣２ݸ・ᰍ௣ 10 ௣ڳ・ݸ 16 ・ݸ௣６ࠊ・ݸ

ઋ௣２ݸ・࿤ࠎ片多਺・੾ࠨࠎߕݞ・ݸ３ࣃӈ各１ݸ・上࿹ࠨࠎӈ各１ݸ・ᒷईࠨࠎӈ各１ࠎ׮・ݸ片・جઅ

ࠨଌで͖たܭはみられなかͬた。ͦの中で，શ長をࠎのࢶなどの下ࠎやᡧࠎ１点がみられた。たͩし，大଼ࠎ

ଆ上࿹ࠎの長さは 317�2NNでありਪ定体高は໿ 146DN，ࠨଆᒷࠎの長さは 35��2NNでਪ定体高は໿ 146DN

であͬた。また，ͦ のᒷࠎよりも大͖いӈଆᒷࠎのۙҐ部の෯は �0�3NNであり，ਪ定体高は 14�DNであͬた。

これらのσʔλからみると，この土޵の΢Ϛは成्２ݸ体෼であり，ਪ定体高が໿ 146DNと 14�DN程౓のݸ

体とਪଌされる。ށߐ時୅のࡏདྷഅでは体高 140DN以上の΢Ϛはこれまで出土していないので，この２体の

΢Ϛはڪらく໌࣏時୅以降に੢༸छとࡏདྷछの混݂によͬてੜ࢈されたものとਪଌされる。したがͬて，この

΢Ϛたͪの埋૴時期は໌࣏時୅以降であΖう。なお，これらの΢Ϛは಄֖ࠎが後಄部しかないことや下ࢶのࠎ

がみられないことから，ղ体ॲཧされたものとࢥわれる。

　また，この土޵からはϒλのࠎも出土した。ࠨଆの大଼ࠎとᡧࠨ・ࠎӈࠨ・ࠎ׮ଆ᪜ࠎとࠎڑ・中଍ࠎʁ２

の長さはいͣれもࠎとᡧࠎなどである。大଼ݸᰍ௣ʁ３・ݸ 12DN༨であり，ੜ後１Χ݄ະຬの৽ੜࣇか༮्

であΖう。ࠎの大͖さと࣭ࠎのอଘ状گからみて໌࣏時୅以降の੢༸छのϒλであり，埋૴時期も਺十೥以内

であΖう。

２　第 3653 ߸土޵出土の΢Ϛ

　この土޵からは，΢Ϛの成्のࠨӈࠎߕݞとࠨଆᒷࠎईࠨ・ࠎଆࠎ׮・ӈଆ中खࠎなどが出土した。ࠨଆᒷ

の長さはࠎ 345�5NNでਪ定体高は 141DNであり，中खࠎの長さ 231NNからのਪ定体高は໿ 140DNとなͬた。

これらのσʔλから，この΢Ϛは体高໿ 140DNから 141DNであΖう。この΢Ϛの大͖さは໌࣏時୅以降の੢

༸छとࡏདྷछの混݂によりੜまれた΢Ϛとਪଌされ，΢Ϛの埋૴時期も໌࣏以降であΖう。

３　第 3656 ߸土޵出土の΢γ

　΢γのएいݸ体のࠎが΄΅１ݸ体෼出土した。಄֖部は，上ֺࠎとࣃはͬ࢒ていたが，಄௖部と後಄部はࣦ

われていた。ࣃの๖出状ଶは，第３後ӓࣃが๖出௚前であり，ڪらく２ࡀ前後であΖう。࢛ࠎࢶでは上࿹ࠎの

ԕҐஔ部のࠎ୺ઢは༊合していたがۙҐ部は༊合していない。大଼ࠎではۙҐ部・ԕҐ部ともに༊合していな

前ాଜ遺跡出土の΢Ϛ・΢γ・ϒλ・ώτについて

付 ষ
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かͬた。

　なお，この土޵では΢γのࠎの他に྘੨がみられるಔ製品が１点࠾集されていた。このಔ製品は１か所をۚ

۩でཹめてྠに作ͬたものである。ྠの෯は໿７NNで外पの௚ܘは໿ 72NNの΄΅ԁ形であͬた。Ӭౢਖ਼

य़先ੜによると，重量が重いことからಔ൘をྠにしたものではないかという。このಔ製品の表面には෍のよう

なણҡがみられ，さらに΢γのໟがͬ࢒ていた。これらの状گから，このಔ製品は΢γのඓྠの可能ੑがある。

また，΢γのໟのอଘ状ଶがྑいことから，この΢γはࡏݱよりも 10 ೥前から਺十೥前以内の͝く৽しい時

期に埋૴されたものとࢥわれる。

４　第 367� ߸土޵出土のਓࠎ

　ώτの಄֖ࠎとࠨଆ上ֺࠎ・第１ᰍ௣・大଼ࠎ・ईࠎなど͝くগ量のࠎがͬ࢒ていた。಄֖ࠎは，಄௖部か

ら後಄部ۙくの部෼と下底部のࠨӈのࣖࠎ部෼がみられた。成ਓのものであるがࠎのްさはബい。ࠨଆの上ֺ

もগしຎ໣していることからࣃをみると，第３後ӓࣃと第１・２・３後ӓࠎ 40 。前後以上の૖೥とਪଌされるࡀ

大଼ࠎのװࠎ部はまͬす͙であり，ށߐ時୅からۙ୅のਓࠎであΖう。大଼ࠎ構面の後ྏはগしみられるので，

ある程౓よくӡ動していたਓであΖう。大଼ࠎのみではஉঁのいͣれとも判அで͖ないが，಄֖ࠎがബいこと

からঁੑの可能ੑが高い。೥ྸは૖೥であΖう。

まとめ

　今回のഅ಄観Իのੴൾのۙくで出土した動物は΢Ϛと΢γとϒλであͬた。いͣれもͦのอଘ状ଶと形࣭త

特௃からみて໌࣏時୅以降の৽しいもので，৔合によͬてはす΂てઓ後のものかもしれない。ͦれらとは཭れ

た地点で出土したਓࠎについては，ށߐ時୅にさかの΅るとࢥわれるが，時୅は෼からない。
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写真１　第 3641 ߸土޵出土の΢Ϛ

１・２ɿ後಄部３・４ɿ第１ᰍ௣５・６ɿᰍ௣

̍
̎

̏ ̐

̑

̒

５cm
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写真２　第 3641 ߸土޵出土の΢Ϛ

１ɿ上࿹２ࠎɿᒷई３ࠎɿ４ࠎߕݞई５ࠎɿجઅ６ࠎɿ７ࠎڳɿᒷࠎ

（１～３はࠨଆ，４・７はӈଆ同一ݸ体）

̍

̎

̏

̐ ̑

̒

̓５cm
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写真３　第 3653 ߸土޵出土の΢Ϛ

１ɿई２ࠎɿ３ࠎߕݞɿᒷ４ࠎɿ中ख５ࠎɿ８～６ࠎ׮ɿڳ௣

（１・２・５・６はࠨଆ，４はӈଆ）

̍ ̎

̏

̐

̑

̒
̓

̔

５cm
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写真４　第 3656 ߸土޵出土の΢γ

１ɿ上ֺ２ࠎɿಔ製品３ɿࠨଆ下ֺ４ࠎɿӈଆ下ֺࠎ

̍

̎

̏

̐

５cm
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写真５　第 3656 ߸土޵出土の΢γ

１ɿ上࿹２ࠎɿ３ࠎߕݞɿᒷ４ࠎɿई５ࠎɿ大଼６ࠎɿᡧ７ࠎɿ８ࠎ׮ɿ中଍９ࠎɿ中खࠎ 10ɿࠎڑ

11ɿ᪜ࠎ　（９・５はࠨଆ，ͦの他はࠨଆ）

̍

11

̎

̏

̐

̑

̒

̓

̔

̕

10

５cm
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写真６　第 367� ߸土޵出土のਓࠎ

１ɿ಄֖２ࠎɿࠨଆ上ֺ５～３ࠎɿ಄֖９・７・６ࠎɿईࠎまたはᒷ８ࠎɿ第１ᰍ௣ 10ɿࠨଆ大଼ࠎ

̍

̎

̏ ̐ ̑

̒

̓

̔

̕

10

５cm



平安時代出土土器集合

写　 真　 図　 版





PL1

調 査 区 遠 景

（ 北 西 か ら ）

調 査 区 全 景

第 602号 住 居 跡

完 掘 状 況



PL2

第 619号 住 居 跡

完 掘 状 況

第 613号 住 居 跡

完 掘 状 況

第 615号 住 居 跡

完 掘 状 況



PL3

第3588号土坑遺物出土状況

第3594号土坑完掘状況

第3612号土坑遺物出土状況

第3588号土坑完掘状況

第3596号土坑完掘状況

第3621号土坑完掘状況

第3554号土坑遺物出土状況第3529号土坑遺物出土状況



PL4

第 586号 住 居 跡

遺 物 出 土 状 況

第 564号 住 居 跡

完 掘 状 況

第 584号 住 居 跡

完 掘 状 況



PL5

第 586号 住 居 跡

完 掘 状 況

第 590号 住 居 跡

完 掘 状 況

第 592号 住 居 跡

遺 物 出 土 状 況



PL6

第 595号 住 居 跡

完 掘 状 況

第 592号 住 居 跡

完 掘 状 況

第 593号 住 居 跡

完 掘 状 況



PL7

第 596号 住 居 跡

遺 物 出 土 状 況

第 596号 住 居 跡

遺 物 出 土 状 況

第 596号 住 居 跡

遺 物 出 土 状 況



PL8

第 597号 住 居 跡

完 掘 状 況

第 596号 住 居 跡

遺 物 出 土 状 況

第 596号 住 居 跡

完 掘 状 況



PL9

第 598号 住 居 跡

遺 物 出 土 状 況

第 598号 住 居 跡

完 掘 状 況

第 599号 住 居 跡

完 掘 状 況



PL10

第 608号 住 居 跡

完 掘 状 況

第 605号 住 居 跡

完 掘 状 況

第 608号 住 居 跡

遺 物 出 土 状 況



PL11

第 610号 住 居 跡

完 掘 状 況

第 612号 住 居 跡

完 掘 状 況

第 557号 住 居 跡

完 掘 状 況



PL12

第 581号 住 居 跡

完 掘 状 況

第 562号 住 居 跡

竈遺物出土状況

第 562号 住 居 跡

完 掘 状 況



PL13

第 582号 住 居 跡

竈遺物出土状況

第 582号 住 居 跡

完 掘 状 況

第 587号 住 居 跡

完 掘 状 況



PL14

第 589号 住 居 跡

完 掘 状 況

第 588号 住 居 跡

完 掘 状 況

第 588号 住 居 跡

竈 完 掘 状 況



PL15

第 591号 住 居 跡

完 掘 状 況

第 594号 住 居 跡

完 掘 状 況

第 600号 住 居 跡

完 掘 状 況



PL16

第 601号 住 居 跡

完 掘 状 況

第 601号 住 居 跡

遺 物 出 土 状 況

第 601号 住 居 跡

遺 物 出 土 状 況



PL17

第 603号 住 居 跡

完 掘 状 況

第 604号 住 居 跡

完 掘 状 況

第 606号 住 居 跡

完 掘 状 況



PL18

第 611号 住 居 跡

完 掘 状 況

第 607号 住 居 跡

完 掘 状 況

第 609号 住 居 跡

完 掘 状 況



PL19

第 614号 住 居 跡

完 掘 状 況

第 617号 住 居 跡

完 掘 状 況

第 618号 住 居 跡

完 掘 状 況



PL20

第602・613・615・616号住居跡出土土器

SI 602-TP１ SI 613-TP３ SI 615-２ SI 615-TP８

SI 615-１

SI 615-TP13 SI 615-TP14

SI 615-TP16 SI 615-TP18

SI 615-TP19

SI 615-３

SI 615-TP23

SI 615-TP24 SI 616-TP25

SI 615-４

SI 616-６

SI 616-TP26



PL21

第619号住居跡，第3548・3588号土坑出土土器

SI 619-７

SK 3588-10 SK 3588-TP42

SK 3588-TP46 SK 3588-TP47

SK 3588-11

SK 3588-13

SI 619-８

SI 619-TP29 SK 3548-TP32

SK 3588-TP43 SK 3588-TP45

SK 3588-TP49 SK 3588-TP50

SK 3588-12

SK 3588-14



PL22

第596・597・608・610・612号住居跡，第3596・3612・3621・3622・3712号土坑，遺構外出土土器

SK 3596-TP63 SK 3596-TP69 SK 3612-TP70 SK 3621-15

SK 3622-TP77 SK 3712-TP81 遺構外-TP88 遺構外-TP89

遺構外-TP90 遺構外-TP91 遺構外-TP94 遺構外-TP95

SI 596-76 SI 597-99

SI 608-132 SI 608-134

SI 610-147 SI 612-157



PL23

第584・596・597・605・608号住居跡出土土器

SI 584-28 SI 597-100 SI 605-121

SI 605-122 SI 608-135

SI 596-77 SI 596-78

SI 596-79 SI 596-81

SI 596-83 SI 597-102



PL24

SI 586-43 SI 584-31 SI 596-86

SI 596-84 SI 597-103 SI 605-125

SI 564-19 SI 564-22

SI 584-33 SI 584-34

第564・584・586・596・597・605号住居跡出土土器



PL25

第586・596号住居跡出土土器

SI 586-47 SI 586-50

SI 586-51 SI 586-52

SI 586-53 SI 586-55

SI 596-87 SI 596-88



PL26

第596・597・598・605号住居跡出土土器

SI 596-89 SI 596-90

SI 596-91 SI 597-105

SI 597-106 SI 598-114

SI 598-115 SI 605-128



PL27

第581・582・584・586・597・598・601・604・611号住居跡出土土器

SI 584-41 SI 586-56 SI597-108 SI 598-117

SI 581-168

SI 582-172 SI 581-169

SI 582-173 SI 601-210

SI 604-229 SI611-258



PL28

第562・581・582・587・588・601・604・611・614号住居跡出土土器

SI 562-161

SI 581-170 SI 582-175

SI 588-184 SI 601-213

SI 604-234

SI 611-261 SI 614-266

SI 587-182



PL29

第562・582・588・611・614号住居跡出土土器

SI 614-267

SI 611-262

SI 588-187 SI 588-188

SI 562-163

SI 588-186

SI 582-177



PL30

第588・591・601・604・614号住居跡出土土器

SI 588-189 SI 588-190

SI 591-201 SI 601-218

SI 601-220 SI 604-240

SI 604-247 SI 614-272



PL31

第586・588・596・597・598・605・610・613号住居跡，第3529・3679号土坑，遺構外出土土器・
土製品・石器

SK 3679-275

SI 613-DP１ SI 597-DP７

SI 586-DP４ SI 596-DP６

SI 588-DP19

SK 3529-Ｑ４ 遺構外-Ｑ31 遺構外-Ｑ35

遺構外-310 遺構外-312

SI 610-DP12 SI 610-DP14

SI 598-DP10 SI 605-DP11

遺構外-Ｑ26 遺構外-Ｑ27

遺構外-Ｑ28 遺構外-Ｑ30



PL32

遺構外-Ｑ32 遺構外-Ｑ37

遺構外-Ｑ39 SK 3679-Ｍ22 SK 3679-Ｍ23 遺構外-Ｍ30

SI 582-Ｍ11 SI 603-Ｍ20SI 588-Ｍ16

第582・588・601・603号住居跡，第3679号土坑，遺構外出土石器・石製品・金属製品・鉄関連遺物

SI 582-Ｍ１ SI 582-Ｍ２ SI 582-Ｍ８

SI 601-DP25 SI 601-DP26
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7,000ᶷ ҏಸ・୩࿨ݪ
ٰྕ部一体型
特定土地区ը
੔ཧࣄ業に൐
うࣄ前調査

所ऩ遺跡໊ छ ผ 主な時୅ 主 な 遺 構 主 な 遺 物 特 記 ࣄ ߲
前ాଜ遺跡 集落跡 ೄ 文 竪穴住居跡� ݢ５

土޵� 15 ج
ೄ文土器，土製品（土ۮ），
ੴ器（ണ片・ੴࡼ・ຏੴ・Ԝੴ）

ݹ ෿ 竪穴住居跡� 15 ݢ 土ࢣ器，土製品（土؅・ۄ
状土਴），ੴ器（ຏੴ・౐ੴ）

ฏ ҆ 竪穴住居跡� 1� ݢ
土޵� ج１

土ࢣ器，ਢܙ器，྘ᬵಃ器，
土製品（土ۄ），ੴ器（ੴࡼ・
ຏੴ・౐ੴ・台ੴ），ۚଐ製
品（鏃・刀子），鉄関連遺物（炉
壁・炉内滓・炉底塊・鉄滓）

ෆ ໌ 竪穴住居跡� ݢ１ ೄ文土器
ุ ۙ 世 �޵ุ ج１ ಃ器，મ՟，ਓࠎ

ͦの他 ෆ ໌ 土޵� 217 ج
�跡ߔ ９৚
ϐοτ܈� ２か所
ෆ໌遺構� ج１

ೄ文土器，土ࢣ器，ਢܙ器，
ಃ器，土製品（土؅・ۄ状
土਴），ੴ器（鏃・ຏ製ੴි・
ੴࡼ・ੴ਴），ੴ製品（ۄ؅・
౐ੴ），ۚଐ製品（Ԏ؅），
鉄関連遺物（炉壁・炉内滓・
炉底塊・鉄滓）

ཁ ໿ 　当遺跡はچੴ器時୅からۙ世にか͚てのෳ合遺跡である。今回の調査ではೄ文時୅，ݹ෿
時୅前期，ฏ҆時୅の集落跡 , ۙ世のุ޵を確認した。ݹ෿時୅前期の集落跡では，これま
での調査で出土ࣄ例がগないݹ෿前期後葉の土器がまとまͬて出土しており，ݹ෿時୅前期
の土器ฤ೥をݕ౼する上で貴重な資料といえる。ฏ҆時୅の集落跡は，９世紀後葉から 10
世紀にか͚てのもので，10 世紀以降の住居跡から炉壁などの鉄関連遺物が出土していること
から，当該期には集落内で製鉄操業が行われていたと考えられる。
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